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Ⅰ 対象高等専門学校の現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 

舞鶴工業高等専門学校 

（２）所在地 

京都府舞鶴市字白屋234番地 

（３）学科等の構成 

学 科：機械工学科，電気情報工学科， 

電子制御工学科，建設システム工学科 

専攻科：電気・制御システム工学専攻， 

建設・生産システム工学専攻 

（４）学生数及び教員数（平成18年５月１日現在） 

学生数：学 科 828名 

専攻科 59名 

教員数：63名 

 

２ 特徴 

本校は，昭和40 年度に機械工学科２学級と電気工学科１学級

で発足し，昭和45 年度に土木工学科１学級を増設，平成２年度

には機械工学科２学級を機械工学科と電子制御工学科に改組，

平成６年度に土木工学科を建設システム工学科に改組した。平

成16 年度に独立行政法人国立高等専門学校機構が設置する高等

専門学校となり電気工学科を電気情報工学科に名称変更した。

また，平成12 年度に専攻科を設置した。準学士課程卒業生の進

路は就職と進学がほぼ同数であり，専攻科修了生は大学院にも

進学している。本校の学生は，京都府はもとより兵庫，滋賀，

福井，大阪などの広範囲の地域から入学しており，全国高専で

も有数の大規模寮を有し，在学生の 60％以上が学寮生活を営ん

でいる。そのため，１，２年生を全寮制として遠隔地からの入

学生に配慮している。教職員と寮生の連携も進んでおり，学寮

の無線LAN工事は寮生と教職員の共同作業によるものである。 

本校の教育方針は，（１）実験，実習，演習，ものつくりを

重視する，（２）基礎に立ち返って考えさせる，（３）自ら学

ぼうとする意欲を育てる（４）豊かな教養と国際性を育む，で

あり，「広く工学の基礎と教養を身につけ, 問題発見・解決能

力, 創造力, 国際感覚豊かな実践的技術者を育成」している。 

専攻科課程では，準学士課程での教育を基盤として，より独創

的な技術開発能力と研究能力を有した人材を養成している。 

本校の教育の特徴として，広い視野を獲得し多くの友人を作

ることを目的として，１～２年生には混合学級を導入している。

同時に，優れた技術者となるための動機付け科目として 1 年生

に「工学基礎」を開講し，大学・企業等からの外部講師による

授業，近隣企業の見学，ものつくりと PBL を融合させた体験型

授業を行っている。また豊かな教養と国際性を育むために，タ

イの King Mongkut’s Institute of Technology Ladkrabang 及

び韓国の Korea University との学術交流協定を締結し，平成

18 年度の研修旅行から海外の大学の学生と本校学生が直接交流

を行う計画が進んでいる。また，留学生の受入にも積極的で，

学寮に留学生スペースを確保して施設面での充実を図っている。

平成17 年度にはベトナムとマレーシアの留学生の出身大学に日

本人学生と教員を短期派遣している。その他，全学年で TOEIC

および TOEIC Bridge の IP テスト受検を義務付け，コミュニケ

ーション英語を身につけさせる工夫をしている。遠隔地からの

入学者が多いことに配慮し，保護者で構成されている後援会と

の連携を強化しており，毎年夏休み期間に後援会支部が開催す

る懇談会に校長，主事をはじめとする学校関係者が出席し，保

護者からの要望を直接聴取するとともに，本校の教育を改善す

るための意見交換が行われている。その他，親元を離れて暮ら

す学生への支援として，平成18年度から1年生を対象に全教員

が数名の 1 年生を分担し，相談窓口となるパートナーシップ制

度を導入している。また，民間アパート等から通学する学生の

健康に配慮し，学生食堂を充実させている。 

「産業の発展に寄与すること, 並びに北近畿地域の教育, 文

化の基盤を支える」ために，地域連携事業として，阿蘇海の底

質浄化（舞鶴市・宮津市・民間企業），地域の地すべり管理・

地域住宅の耐震対策・災害に強いまちづくり(舞鶴市)，産業廃

棄物の有効活用（京都大学・民間企業），まいづる水素エネル

ギー戦略会議の立ち上げ(舞鶴市・民間企業)を主導し，京都・

まいづる立命館地域創造機構（MIREC）にも参画している。これ

らの活動は，近畿地区高専テクノサロン，国際フロンティアメ

ッセ及び近畿産学官連携ビジネスショウで紹介している。その

他，地域の小中学生と保護者を対象に高専PR イベントを開催し，

理科離れ対応と，高専の認知に努めている。 

学生の課外活動も活発で，ロボコン，プロコン，エコラン，

デザコンと称される高専学生対象の競技会で，近畿地区大会優

勝や最優秀賞（文部大臣賞）等を受賞している。 

平成16 年度に本校準学士課程４，５年生と専攻科課程で構成

される「生産・情報基礎工学」教育プログラムが工学（融合複

合・新領域）関連分野でJABEE認定を受けている。 
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Ⅱ 目的 

 

舞鶴工業高等専門学校の使命 

（１） 舞鶴工業高等専門学校（以下本校）では，育成すべき学生像（教育理念）として「広く工学の基礎と教養を

身につけ, 問題発見・解決能力, 創造力, 国際感覚豊かな実践的技術者を育成する。 もって, 産業の発展に

寄与すること, 並びに北近畿地域の教育, 文化の基盤を支えること」を使命とする。 

 

本校の目的 

（１） 準学士課程においては，学則 第１条に則り，教育基本法及び学校教育法に基づいて, 深く専門の学芸を教

授し, 職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

（２） 専攻科課程においては，学則 第 39 条に則り, 高等専門学校の基礎の上に, 精深な程度において工業に関す

る高度な専門的知識及び技術を教授し, その研究を指導することを目的とする。 

 

教育活動等の基本的な方針, 教育方針 

（１） 実験，実習，演習，ものつくりを重視する。 

（２） 基礎に立ち返って考えさせる。 

（３） 自ら学ぼうとする意欲を育てる。 

（４） 豊かな教養と国際性を育む。 

 

養成すべき人材像 

（１） 準学士課程においては，広く工学の基礎と教養を身につけ, 問題発見・解決能力, 創造力, 国際感覚豊かな

実践的技術者を育成する。 

（２） 専攻科課程においては，５年間にわたる一貫した実践教育の特徴を生かしながら, 更に２年間の課程におい

て, 高度の学問と技術を追求し, 創造性・人間性豊かで, より独創的技術開発能力を兼ね備えた中核的技術者

の育成を目的とする。 
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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点１－１－①： 目的として，高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等

が，明確に定められているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校の目的は，舞鶴工業高等専門学校学則に，「第１条 舞鶴工業高等専門学校は，教育基本法

及び学校教育法に基づいて，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成することを目的とす

る。」，「第 39 条 専攻科は，高等専門学校の基礎の上に，精深な程度において工業に関する高度

な専門的知識及び技術を教授し，その研究を指導することを目的とする。」（出典 舞鶴工業高等専

門学校規程集第 1 章及び学生便覧３頁）と定めている。 

本校の使命は, 本校が掲げる「育成すべき学生像(本校の教育理念)」の中に「広く工学の基礎と

教養を身につけ，問題発見・解決能力，創造力，国際感覚豊かな実践的技術者を育成する。もって，

産業の発展に寄与すること，並びに北近畿地域の教育，文化の基盤を支えることを使命とする。」

（資料１－１－①－１）と定められている。 

 その教育理念のもと，本校の教育方針として次の４項目を掲げている（資料１－１－①－１～４）。 

Ⅰ 実験・実習，演習，ものつくりを重視する 

Ⅱ 基礎に立ち返って考えさせる 

Ⅲ 自ら学ぼうとする意欲を育てる 

Ⅳ 豊かな教養と国際性を育む 

 また準学士課程４・５学年と専攻科課程１・２学年の４ヵ年で構成される「生産・情報基礎工学」

教育プログラムにおいて，次のような学習・教育目標を立てている（資料１－１－①－１及び２）： 

（Ａ）自然科学と工学の基礎を幅広く修得し，それを応用することができるようになること。 

（Ｂ）専門分野の基礎知識を修得し，それを実際の技術の問題に応用することができるようになるこ

と。 

（Ｃ）修得した知識を統合して，社会に貢献できる製品やシステムを設計・開発することができるよ

うになること。 

（Ｄ）実験・実習・演習を通じて現象を分析・解析することができるようになること。 

（Ｅ）豊かな人間性，国際性，協調性を身につけ，英語によるコミュニケーションができるようにな

ること。 

（Ｆ）技術がもつ地球的，社会的影響の重要性と技術者の倫理的責任を理解し，説明することができ

るようになること。 

（Ｇ）課題の提案・報告などを効果的に記述し，説明することができるようになること。 

（Ｈ）コンピュータをはじめ実践に必要なスキルと最新の工学ツールを活用することができるように

なること。 
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 本校が育成を目指す技術者像は, 準学士課程においては，「広く工学の基礎と教養を身につけ, 問

題発見・解決能力,創造力, 国際感覚豊かな実践的技術者」（資料１－１－①－１）である。さらに

各学科（機械工学，電気情報工学，電子制御工学，建設システム工学）の養成しようとする人材像を

含む職業像をわかりやすく明示し（資料１－１－①－５及び６）, 卒業時に実践的技術者として備え

るべき内容・水準を定めている(資料１－１－①－７)。 

専攻科課程においては，「高度の学問と技術を追求し, 創造性・人間性豊かで,より独創的技術開

発能力を兼ね備えた中核的技術者」を育成しようとする技術者像としている（資料１－１－①－８）。

さらに具体的に各専攻（電気・制御システム工学，建設・生産システム工学）の養成しようとする人

材像を含む教育目標（資料１－１－①－９），及び修了時に高度な実践的技術者として備えるべき内

容・水準が定められている(資料１－１－①－７)。 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校では，その目的を学則に定めている。それに基づいて「育成すべき学生像（本校の教育理

念）」にあるように高等専門学校の使命を明確に定め，具体的な教育方針及び学習・教育目標を掲げ

ている。そして，準学士課程の各学科と専攻科課程の各専攻において育成を目指す技術者像（養成し

ようとする人材像）を定め，具体的に卒業時・修了時に身につける資質や学力を定めている。 

以上から，本校は高等専門学校の使命，基本方針，養成すべき人材像を含めた目的を明確に定めて

いる。 
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                           資料１－１－①－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 (出典 平成17年度学校概要 見開き) 
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                                                                資料１－１－①－２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   (出典 平成17年度シラバス 見開き) 
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                             資料１－１－①－３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   (出典 平成17年度学校便覧 見開き) 
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資料１－１－①－４ 

（出典 平成18年度学生募集要項） 
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                             資料１－１－①－５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                           (出典 学校案内2006年 10，12頁) 

 

 

 

 

 

 



舞鶴工業高等専門学校 基準１ 

- 10 - 

                            資料１－１－①－６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    (出典 学校案内2006年 14，16頁) 
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                            資料１－１－①－７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      (出典 中期目標・計画) 
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資料１－１－①－８ 

(出典 平成18年度専攻科学生募集要項) 
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資料１－１－①－９ 

 

(出典 平成18年度専攻科学生募集要項) 
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観点１－１－②： 目的が，学校教育法第７０条の２に規定された，高等専門学校一般に求めら

れる目的から，はずれるものでないか。 

 

（観点に係る状況）  

 本校の「教育理念（使命），教育方針，学習・教育目標」（資料１－１－①－１）は，学則第１条 

「舞鶴工業高等専門学校は，教育基本法及び学校教育法に基づいて，深く専門の学芸を教授し，職業

に必要な能力を育成する」という目的及び学校教育法に規定された高等専門学校の目的を考慮して策

定されたものである。 

 学校教育法第 70 条の２（高等専門学校の目的）は，その目的を深く専門の学芸を教授し, 職業に

必要な能力を育成することと定めているが，本校の準学士課程の各学科と専攻科課程の各専攻の養成

しようとする人材像及び卒業時・修了時に中堅技術者として備えるべき資質や学力は，観点１－１－

①において詳細に述べたことからわかるように, 学校教育法第 70 条の２からはずれるものではない。 

  

（分析結果とその根拠理由）  

 本校の教育理念（使命），教育方針，学習・教育目標，そして準学士課程と専攻科課程の養成しよ

うとする人材像，及び卒業時・修了時に備えるべき資質や学力は，学校教育法第 70 条の２が定める

「高等専門学校は，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成することを目的とする。」を

考慮して策定されたものである。 

以上から，本校の目的は学校教育法第 70 条の２に規定されている目的からはずれるものではない。 
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観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

 

（観点に係る状況）  

 本校の教育理念は，学校概要(資料１－１－①－１)，シラバス(資料１－１－①－２)，学生便覧

(資料１－１－①－３)，学生募集要項（資料１－１－①－４），中期目標・計画(１－１－①－７),

そしてウェブページ(資料１－２－①－１)に掲載され，教育方針も同じく，学校概要，シラバス，学

生便覧，学生募集要項, 中期目標・計画，そしてウェブページに掲載されている。また，学習・教育

目標は，学校概要，シラバス，ウェブページに掲載されている。特に，学習・教育目標については学

生の周知徹底を図るべく，全教室にパネル掲示をしてある(資料１－２－①－２)。 

 周知状況をまとめると、次の通りである： 

  教育理念 教育方針 学習・教育目標 配布対象者 

学校概要 あり   あり    あり 全教職員 

学生便覧   あり   あり    なし 全教職員・学生 

シラバス   あり   あり    あり 全教職員・学生 

学生募集要項     あり     あり なし   全教員 

中期目標・計画   あり   あり    なし    ― 

ウェブページ   あり   あり    あり    ― 

 なお，専攻科については上記の表に加え，教育方針・教育目標に関してウェブページにも明示され

ている(資料１－２－①－３)。 

 また、目的の周知状況に関して教員及び学生にアンケートをとり，実態を調査した（資料１－２－

①－４）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 上記の表にあるように，教職員及び学生に対し学校概要，シラバス，学生便覧, 学生募集要項など

の冊子やウェブページの媒体を通して，目的が周知されている。特に，学習・教育目標は日々，学生

の目に触れるように教室にも掲示してある。アンケートの結果から，目的に関して教員と専攻科課程

生の理解度は高いが，それに比べ準学士課程生はやや低い。 

以上から，準学士課程生への目的の周知方法に改善の余地があるが，概ね学校の構成員に周知され

ていると判断される。 
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                       資料１－２－①－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (出典 ウェブページ) 
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                               資料１－２－①－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            (出典 全教室掲示パネル) 
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                              資料１－２－①－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (出典 ウェブページ) 
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                                  資料１－２－①－４  

 

                             (出典 評価委員会アンケート) 
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 観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

 

（観点に係る状況）  

 本校の「育成すべき技術者像（本校の教育理念）」，「教育方針」や「学習・教育目標」等が掲載

されている学校概要（資料１－２－②－１）, 学生募集要項（資料１－２－②－２）, 学校案内（資

料１－２－②－３）などを近隣２府３県の中学校やその他関係機関に送付・配布している（資料１－

２－②－４～７）。またウェブページにも掲載して広く公表している。 

 教員も精力的に広報に努めている。具体的には，平成 17 年６月と７月には教員 50 名が個別に中学

校（京都，滋賀，兵庫，福井など）を訪問(資料１－２－②－８)し，特に滋賀県南東部の中学校は，

重点的に訪問している(資料１－２－②－９)。その他にも入試説明会(資料１－２－②－10)や中学校

要請による進路説明会(資料１－２－②－11)などで説明している。 

また平成 12 年度より準学士課程４年生と専攻科課程１年生を対象にインターンシップを実施して

おり, その参加学生に報告書を作成させているが，インターンシップ受入企業や機関（資料１－２－

②－12）に対して, その報告書と同時に学校案内を送付している。 

   

（分析結果とその根拠理由）  

 本校の「教育理念」，「教育方針」，「学習・教育目標」や入学生受け入れ方針がウェブページに

公開されている。さらに，中学訪問，入試説明会，中学校要請による進路説明会を通して本校の広報

に努めている。また，多数の中学校とインターンシップ受入企業や機関に学校案内を配布・送付して

いる。 

以上から，本校の目的が社会に広く公表されている，と判断される。 
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資料１－２－②－１ 

 

 

（出典  学校概要  表紙） 
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資料１－２－②－２ 

 
 

（出典 学生募集要項 表紙） 
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資料１－２－②－３ 

 

 
 

（出典 学校案内 表紙） 
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資料１－２－②－４ 

 

（出典 庶務課資料） 
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（出典 学生課資料） 

資料１－２－②－５ 
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（出典 学生課資料） 

資料１－２－②－６ 
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 資料１－２－②－７

 

 

 

(出典 学生課資料)
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                                    資料１－２－②－７続き 

(出典 学生課資料)
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                                資料 １－２－②－８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

                                (出典 学生課資料) 
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                                 資料 １－２－②－９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                (出典 学生課資料) 
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                              資料１－２－②－10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               (出典 学生課資料) 
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                                資料１－２－②－11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (出典 学生課資料) 
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                        資料１－２－②－12

 

(出典 学生課資料)
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

該当なし。 

 

（改善を要する点）  

本校の「教育理念」，「教育方針」及び「学習・教育目標」は，学校概要, 学生募集要項，学校

案内, ウェブページなどを通して教職員，学生そして社会に広く公表されているが，周知状況につい

ては教員と専攻科課程生の理解度に比べて，準学士課程生の理解度はやや低く、準学士課程生に対す

る周知方法に改善の余地がある。 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

 

本校は，教育理念を「広く工学の基礎と教養を身につけ，問題発見・解決能力・創造力，国際感覚

豊かな実践的技術者を育成する。もって，産業の発展に寄与すること，並びに北近畿地域の教育，文

化の基盤を支えることを使命とする。」と定め，教育方針として「（１）実験，実習，演習，ものつ

くりを重視する（２）基礎に立ち返って考えさせる（３）自ら学ぼうとする意欲を育てる（４）豊か

な教養と国際性を育む」を掲げている。さらに，それらの教育理念と教育方針を踏まえ，具体的な学

習・教育目標が設けられている。 

準学士課程では，一般教育と専門教育を一貫して行い，将来，専門分野で活躍できるように，基礎

知識の修得と実践的応用力を育成する。専攻科課程では，準学士課程での実践教育の特徴を生かしな

がら，高度の学問と技術を追求し，創造性・人間性豊かで，より独創的な技術開発能力を備えた中核

的技術者を育成する。準学士課程及び専攻科課程で養成しようとする人材像，また卒業時（修了時）

に備えるべき資質や学力は，観点１－１－①で詳細に述べた通り，学校教育法第70条の２が定める高

等専門学校の目的，「高等専門学校は，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成すること

を目的とする。」を踏まえて策定したものである。 

 また，教職員及び学生に対して，本校の教育理念，教育方針，学習・教育目標が，学校概要，学生

便覧，シラバス，中期目標・計画，ウェブページなどを通して周知されている。学習・教育目標は，

絶えず学生の目に触れるように教室に掲示してある。目的の周知状況について教員と学生を対象にア

ンケートを実施し，周知方法に関してやや問題は残るものの，概ね理解されていることが明らかとな

っている。 

 社会への公表は，ウェブページ，学校概要・学校案内・学生募集要項の送付及び配布，中学訪問，

入試説明会，中学校要請による進路説明会等を通して実施している。その他にもインターンシップ受

入企業・機関に送付するなど, 本校の目的を広く社会に知ってもらうべく努めている。 
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基準２ 教育組織（実施体制)                    

 

(１)観点ごとの分析 

 

観点２－１－① 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校に設置されているのは，機械工学科，電気情報工学科，電子制御工学科，建設システム工学科

の４学科であり，機械工学科ではあらゆる「ものつくり」の基盤をなす機械工学，電気情報工学科で

は電気電子工学と情報通信工学，電子制御工学科では実践的なメカトロニクス技術，建設システム工

学科では生活基盤建設整備のための技術を学び，工学の幅広い分野にわたって学科が構成されている。

平成 18 年度から建設システム工学科に都市環境科目履修コースと建築科目履修コースを開設して社

会のニーズに対応させ，教育目的達成の上でより適切なものとなった。 

 

                              資料２－１－①－１

学則第１条 舞鶴工業高等専門学校は，教育基本法及び学校教育法に基づいて，深く専 

   門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

 

学則第８条 学科，学級数及び入学定員は，次のとおりとする。 

   学  科     学 級 数      入 学 定 員 

 機械工学科          １       ４０人 

 電気情報工学科          １       ４０人 

 電子制御工学科          １       ４０人 

 建設システム工学科          １       ４０人 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

                                           （出典  舞鶴工業高等専門学校学則）

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校は学則第１条に定められた目的のもとに，「広く工学の基礎と教養を身につけ問題発見・解決能

力，創造力，国際感覚豊かな実践的技術者を養成する」ことを教育理念としており，学科の構成はこ

の目的に整合したものであり，また設置基準に適合している。 

 以上のことから，本校の学科の構成は，教育の目的を達成する上で適切なものとなっている。 
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観点２－１－② 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で適

切なものとなっているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校には専攻科が設置され，電気・制御システム工学専攻と建設・生産システム工学専攻の２専攻

が置かれている。前者は，本科の電気情報工学科と電子制御工学科を基盤に，後者は，建設システム

工学科と機械工学科を基盤にして，それぞれの工学分野のより精深で高度な事項を教授し，研究を指

導することを目的にしている。修業年限は２年である。 

 

                              資料２－１－②－１

学則第39条 専攻科は，高等専門学校の基礎の上に，精深な程度において工業に関す   

 る高度な専門的知識及び技術を教授し，その研究を指導することを目的とする。 

 

学則第40条 専攻科の専攻及び入学定員は，次のとおりとする。 

          専      攻   入 学 定 員 

   電気・制御システム工学専攻        ８ 人 

     建設・生産システム工学専攻        ８ 人 

 

 

 

 

   

 

学則第43条 専攻科の修業年限は，２年とする。ただし，４年を超えて在学すること   

    はできない。 

                                             （出典  舞鶴工業高等専門学校学則）

 

（分析結果とその根拠理由） 

専攻科の構成は，本科の４つの専門学科を基礎にしており，本校の目的と教育理念に整合し学校教

育法の規定に適合している。 

 以上のことから，本校の専攻科の構成は，教育の目的を達成する上で適切なものとなっている。 

 

 観点２－１－③ 全学的なセンターを設置している場合には，それらが教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校には，全学的センターとして情報科学センターと地域共同テクノセンターが設置されている。 

 情報科学センターは校内ＬＡＮを支える施設として，ネットワークの整備・構築，保守と維持の活

動を通じて，本校の教育課程を効果的に展開し，また研究活動を行うための不可欠のインフラ維持改

善に機能している。さらに，基礎情報教育や専門の情報処理教育に利用されている（資料２－１－③

－１）。情報科学センター施設内の 46 台のコンピュータのほかにマルチメディア教室（図書館３階）
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に 45 台，専攻科棟２階に 30 台のコンピュータを備えた情報演習室があり，授業に活用されている（資

料２－１－③－２，色つきは，センター及びマルチメディア教室での授業を表す）。放課後でも，利用

申請をすれば，情報科学センター施設を平日午後 10 時まで学生が自由に利用できる（資料２－１－③

－１）。また，e-learning システムが導入され，学生は情報科学センター端末から英語の自主学習が

できるようになっている。 

地域共同テクノセンターは地域企業との共同研究を円滑に行うための中核施設である（資料２－１

－③－３）。その目的どおりに共同研究の場として利用されているほか，教育目的として特許研修会，

学生の卒業研究，専攻科生の特別研究の場として利用されている（資料２－１－③－４，資料２－１

－③－５）。 

 

                              資料２－１－③－１

情報科学センター利用細則 

第２条 センター及びネットワークは，次の各号に掲げる研究及び業務等に利用すること

ができる。 

 （１）学生に対する情報処理教育 

 （２）学生の工学実験，卒業研究 

 （３）教職員の学術研究 

 （４）事務管理 

 （５）その他センター長が特に必要と認めた業務 

                                             （出典  学生便覧69頁）
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                  資料２－１－③－２

（出典 学生課資料）
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資料２－１－③－２続き

 
 

（出典 学生課資料）
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                              資料２－１－③－３

舞鶴工業高等専門学校地域共同テクノセンター規程 

第2条  センターは，産学官の共同研究の推進及び地域産業との連携並びに発展に 寄与

するとともに，本校における教育研究の向上発展に資することを目的とする。 

第3条  センターは，次の各号の業務を行う。 

 （1）地域産業界等との共同研究，技術交流推進に関すること。 

 （2）地域に開かれた体験教育等に関すること。 

 （3）総合技術開発力のある学生の育成に関すること。 

 （4）学科の枠を超えた横断的な研究及び協力支援に関すること。 

 （5）その他センターの管理運営に関すること。     

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集 ）

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の情報科学センターは，授業に有効に利用されているだけでなく，放課後にも多くの学生に利

用されており，教育を遂行するために不可欠のものとなっている。地域共同テクノセンターは，地域

企業との共同研究を円滑に行うための中核施設であり，共同研究の場として利用されているほか，教

育目的として特許研修会，学生の卒業研究，専攻科生の特別研究の場として利用されている。 

 以上のことから，本校の全学的センターは教育の目的を達成する上で適切なものとなっている。 
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                         資料２－１－③－４ 

 

（出典 地域共同テクノセンター資料）

 

資料２－１－③－５

（出典 地域共同テクノセンター資料）

 

観点２－２－① 教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開する

ための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を審議するなどの必要

な活動を行っているか。 
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（観点に係る状況） 

教育課程全体の企画調整と教育課程の有効な展開のための検討・運営体制の中心となっているのは，

準学士課程については教務委員会，専攻科課程については専攻科委員会である(資料２－２－①－１)。 

教務委員会は，概ね毎月１回開催され，教育活動に係る広範な重要事項を審議してきた。平成 17

年度は，教務委員会の下に FD 部会，混合学級部会，教育制度部会，カリキュラム部会の４つの専門部

会が設置され活動した。平成 18 年度は，FD 部会は評価委員会の下に移され，混合学級部会は学年ご

との学年担任会議を置くことで解消した。教育制度部会は，教務委員会本体に吸収された。教育活動

の改善に直接係わる FD 部会は，ほぼ毎月１回開催され，授業公開（平成 13 年度後期より４学科・２

部門でそれぞれ年２回実施）と授業アンケート（平成９年度より通年・後期開講の全ての科目に実施，

平成 16 年より前期開講科目にも実施）の改善に向けての検討・実施とフィードバックを行っている。

平成 17 年度より試行を始めた授業参観型授業公開（２週間の期間内に教員各自が最低１回他の教員の

授業を自由に参観し，自分の教育改善の参考とする）及び科目間連絡ネットワークの活動（観点２－

２－②参照）の他，FD 講演会・学習会（パネル・ディスカッション）の企画・実施など，教育課程の

改善と実施に向けての活動を行ってきた。専攻科委員会も概ね毎月１回開催され，専攻科課程の教育

活動に係る広範な重要事項を審議してきた。上記委員会等の議事概要は訪問調査時の閲覧資料として

提示する。 

 

                             資料２－２－①－１

教務委員会規則 

第３条 委員会は校長の諮問に応じ，次の各号に掲げる事項を協議する。 

 （1）教育課程の編成及び改廃に関する事項 

 （2）学校行事に関する事項 

 （3）授業時間割の編成に関する事項 

 （4）学生の編入学及び進学に関する事項 

 （5）定期試験及び学業成績に関する事項 

 （6）課外教育に関する事項 

 （7）その他教務に関する事項 

専攻科委員会規則 

第3条 専攻科委員会は，校長の諮問に応じて，次の各号に掲げる事項を審議する。 

 （1）教育課程の編成及び実施に関すること。 

 （2）教育計画及び授業時間の編成に関すること。 

 （3）入学者選抜に関すること。 

 （4）入学，退学，転学，休学，復学及び修了に関すること。 

 （5）試験及び学業成績に関すること。 

    （以下，省略） 

                                         （出典 舞鶴工業高等専門学校規程集 ）
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（分析結果とその根拠理由） 

本校では教務委員会と専攻科委員会が組織として整備され，教育課程に係る重要事項を審議し，企

画・実施するなどの活動を行っている。  

 以上のことから，教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制と教育課程を有効な展開に展

開するための検討・運営体制は整備され，教育活動に係る必要な活動を行っている。 

 

 観点２－２－② 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

 

（観点に係る状況） 

一般科目及び専門科目を担当する教員との連携は，教務委員会が主導しての教員同士の話し合いや

相互のシラバスの参照等により，適宜機能的に行われてきた。その連携の中で作られた科目系統図を

資料として揚げておく（資料２－２－②－１）。 

これに加えて，平成 17 年度より科目群連絡ネットワークを構築して教員間の連携を強めるために，

「科目群連絡会」を実施することとした。前期には，１.数学系，２.電気電子系，３.制御系，４.材

料力学系，５.倫理社会環境の５つであり（資料２－２－②－２），後期には１.英語系，2.熱流体エネ

ルギー系，３.力学ダイナミクス系，４.情報系の４つの科目群連絡会が実施された。これらは全て，

一般科目担当教員と専門科目担当教員との連携によるものである。それぞれの連絡会での情報交換や

話合いは，各授業内容の相互理解を深め，授業科目相互の調整と連携を強め，教育効果を高める効果

があると考えている。この試みはまだ緒についたばかりではあるが，今後，教員間連携の一層の強化

に効果を上げることが期待される。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校においては，一般科目及び専門科目を担当する教員との連携は，従来から適宜機能的に行われ

てきたが，教員間の連携を強めるための「科目群連絡会」を導入することにより組織的に連携を強化

するようにしている。このように，一般科目及び専門科目を担当する教員との連携が，機能的に行わ

れている。 
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資料２－２－②－１

科目系統図 

（出典 教務委員会資料）
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資料２－２－②－２

 

（出典 教務委員会資料）
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資料２－２－②－２続き

 

（出典 教務委員会資料）
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 観点２－２－③ 教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 

学級担任への支援として，教務委員会と学生課が毎年「学級担任のしおり」（資料２－２－③―１）

を作成して配布している。まだ高専に慣れていない１年生の教育活動を円滑に実施するために，平成

14 年度から副担任制度を設け（資料２－２－③―２），１・２年生では混合学級部会を開催し（資料

２－２－③―３，資料２－２－③―４）支援している。平成 18 年度から，混合学級部会は各学年の学

年担任会議の整備によって発展的に解消された。その他，４月には全学級担任で行う担任会議を開催

している。また1年生から3年生で毎週1単位時間実施している特別活動について実施記録を作成し，

それらをまとめて公開して各担任の工夫を共有できるような支援体制を整備している。また，担任は

適宜学生課職員の助言・協力を得ることができるようになっている。１年生の入学直後に行われる新

入生合宿研修も，担当クラスの学生をよく知ることができる絶好の機会となっており，１年生を担任

する教員にとっての支援となっている。これらの支援体制の教員評価アンケートの結果を資料として

挙げる（資料２－２－③―５）。 

課外活動の中心となるクラブ・同好会活動に対しては，原則として２名以上の指導教員を配置する

ほか（資料２－２－③―６），学外からの専門コーチを配置し（資料２－２－③―７），また希望する

指導教員には変形労働時間制を導入するなどの，支援体制をとっている。これらの支援体制について

の教員評価アンケートの結果も資料２－２－③―５に示されている。 

 学級担任は，特別活動の他にも，教室清掃活動等の生活指導，学生との面談などを通じて，学生一

人一人の個性と，その学習・課外活動，学校・寮での生活状況全般を把握し，また学生との交流を通

じて学校に親しませ，学生が楽しくかつ有意義に学校生活を送れるように支援している。また学校と

保護者との間の意思疎通のために，後援会支部総会の開催時の面談及び必要に応じての保護者と面談

も実施しその目的を達成している。 

 クラブ活動は，学生が興味を持って取り組んでいる課外活動であり，顧問教員が指導・援助を行う

ことで学生への信頼を獲得する機会となっており，本校の教育活動への支援となっている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学級担任とクラブ顧問等の活動は，学生が本校の教育目的の下で充実した学生生活を送るために重

要な役割を果たしており，その活動を支援するための体制も整えられている。 

 以上のことから，教育活動を円滑に実施するための支援体制は機能している。 

 



舞鶴工業高等専門学校 基準２ 

- 48 - 

資料２－２－③―１ 

学級担任のしおり目次 

 

 

 

  （出典 学生課資料） 
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資料２－２－③―１続き 

学級担任のしおり目次・続 

 

（出典 学生課資料） 
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資料２－２－③―１続き 

学級担任のしおり目次・続々 

 

（出典 学生課資料） 
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資料２－２－③―２ 

 

上より８番目の学級担任・副担任の欄を参照 

（出典 庶務課資料） 
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資料２－２－③―３ 

第１回混合学級部会報告 

日時 平成１７年１１月７日（月） １３；３０～１６：３０ 

場所 多目的会議室 

出席者 丸山，伊藤，宮崎，荒川，竹澤，西岡，馬場，小松，田村 

記録  馬場 

 

○ 学年担任会議への変更について 

学年ごとの担任会議の方がよい。 

○ ＨＲシラバスについて 

学年毎がよい。 

シラバスは前年度につくるので来年度担任をシラバス締め切り前の早い時点で決

めてほしい。 

○ その他 

          (以下省略) 

  (出典 教務委員会資料) 

 

 資料２－２－③―４ 

             第 2 回混合学級部会報告 

日時  平成 18 年 1 月 23 日（月）  １５：４０～１７：１５ 

場所  多目的会議室 

出席者 丸山，伊藤，竹澤，荒川，馬場，小松，田村，白藤 

記録  馬場 

○ ＨＲについて 

  シラバスを作成するにあたって，例年急にＨＲの時間を利用して各委員会から講演会

等を行うとの通知があり，詳細なシラバスは無理である。 

 したがって年間 30 回の内，どのようなことに使用するかを現行に会わせて考えた。 

１）1年 

   教務関係  ：年 4回（ＴＯＥＩＣ 2 回， 履修手引き 1回，その他 1回 た

とえば単位とか勉強，ＴＯＥＩＣについてとか） 

    厚生関係 ：年 2回（問題行動の防止，喫煙とか） 

    寮務関係 ：年 2回（集団生活，寮の規則，問題行動等） 

    専門関係 ：年 4回 

1 年生で将来どんなことを学ぶのかとか，どんなところにいけるのかとか，1 年から 2

年生のように専門を学びたいという要望がある。さいわい同時刻にＨＲがあるので，学科

ごとに分けて教室で話をしてもらいたい。ここで各学科の宣伝もしてもらえれば，転科の

希望も減るのではないか。 

   (出典 教務委員会資料) 
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       資料２－２－③―５ 

 教員へのアンケート集計表 

  ◎学級担任について （未経験の方はお気づきの点のみの回答で結構です） 

  １． 学級担任の経験はありますか。 

ある ない 

       ３９       ４ 

 ２．次に挙げるものが，「学級担任が行う教育活動」を円滑に実施するための物的ならび 

 に人的支援体制としてどの程度機能しているか，5段階評価で，評価してください(5 が最 

 高点，1が最低点です)。 

支  援  体  制 ５ ４ ３ ２ １   計 平均 

学級担任のしおり ５  ８ １９  ４  １ ３７  3.3 

副担任制度（１年生のみ）  ３  ３ １３  ７  ８ ３４  2.6 

各学年ごとの担任会議（１・２年）  ４ １１ １０  ２  ４ ３１  3.3 

全学級担任会議(4月)  ７  ６ １６  ４  ４ ３７  3.2 

教務委員会の混合学級部会とその活動  １  ８ １６  ６  ３ ３４  2.9 

特別活動報告書の提出と公開  ２  ６ １３ １０  ５ ３６  2.7 

新入生合宿研修の実施（１年）      １０  ８ １２  ３  ０ ３３  3.8 

 ３．上記 2．に挙げたものの他に「学級担任が行う教育活動」を円滑に実施するための物 

 的ならびに人的支援(体制)として機能していると，あなたが考えられるものがあれば， 

 それを挙げ（複数回答可），同じく 5段階評価で，評価してください(5 が最高点，1が最低 

 点です)。（上位４位まで集計） 

物的ならびに人的支援(体制)として機能してい

ると考えられるもの 

５ ４ ３ ２ １  総点 

学科の会議   １  １  ２     １５ 

進路ガイダンス  ２  １      １４ 

学生課職員の助言・協力  １  １        ９ 

学寮委員会と学生委員会，寮務係   １  １       ７ 

 ４．現在は存在しないが，「学級担任が行う教育活動」を円滑に実施するための物的なら 

 びに人的支援(体制)としてどのようなもの，どのようなことが必要だと考えられますか。 

 あればそれを挙げ，同じく 5段階評価で，その重要度を示してください(5 が最高点，1が 

 最低点です)。（上位４位まで集計） 

必要とする物的ならびに人的支援(体制) ５ ４ ３ ２ １  総点 

混合学級の再検討・廃止  ３       １５ 

コピー代・電話代など，担任活動の経費の

負担 

 

 １

 

 １

 

 １

 

 １

  

  １４ 

担任への他の校務分担の免除  ２       １０ 

新担任教員への指導方法のガイダンス  ２       １０ 

 

（出典 庶務課資料） 
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資料２－２－③―５ 続き 

 ５．学級担任が行う活動そのものが（本校の）教育活動を円滑に実施するための支援(体 

 制)としてどのように役立っているとお考えですか。重要だと思うものから挙げてくださ 

 い。 

 回答数の多かったものと回答人数を挙げる。 

 ○学生へのきめ細かな個人指導。６人 

 ○クラスのまとめ役として学生の社会性育成。授業，行事，連絡事項の周知徹底。５人 

 ○成績不良学生・進路選択への支援。 ５人 

 

 ◎クラブ顧問について （未経験の方はお気づきの点のみの回答で結構です） 

 １．クラブ顧問の経験はありますか。  

ある ない 

      ４１        ２ 

     

 ２．次に挙げるものが，「課外活動の指導教員が行う教育活動」を円滑に実施するための 

 物的ならびに人的支援体制としてどの程度機能しているか，5段階評価で，評価してくだ 

 さい(5 が最高点，1が最低点です)。 

支  援  体  制 ５ ４ ３ ２ １   計 平均 

クラブ顧問会議 ５ ８ １６ ６ ４  ３９   3.1 

学外からの専門コーチの採用 １４ １０ ９ ２ ２  ３７   3.9 

引率に係る費用の学校からの支払い １６ ９ １０ ４ ２  ４１   3.8 

変形労働時間制の実施 ７ ６ １４ ７ ７  ４１   3.0 

 ３．上記 2．に挙げたものの他に「課外活動の指導教員が行う教育活動」を円滑に実施す 

 るための物的ならびに人的支援(体制)として機能していると，あなたが考えられるもの 

 があれば，それを挙げ（複数回答可），同じく 5段階評価で，評価してください(5 が最高点， 

 1 が最低点です)。（複数の教員が評価したのは次の一つだけである） 

 

物的ならびに人的支援(体制)として機能

していると考えられるもの 

５ ４ ３ ２ １ 総点 

学生係からの援助   １   １      ９ 

 ４．現在は存在しないが，「課外活動の指導教員が行う教育活動」を円滑に実施するため 

 の物的ならびに人的支援(体制)としてどのようなもの，どのようなことが必要だと考え 

 られますか。あればそれを挙げ，同じく 5段階評価で，その重要度を示してください(5 が 

 最高点，1が最低点です)。（複数の教員から必要が指摘されたのは次の一つのみ） 

 

必要とする物的ならびに人的支援(体制) ５ ４ ３ ２ １  総点 

大会運営時の校務分担への配慮（免除）  ２      １０ 
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資料２－２－③―５ 続き 

 ５．課外活動の指導教員が行う活動そのものが（本校の）教育活動を円滑に実施するた 

 めの支援(体制)としてどのように役立っているとお考えですか。重要だと思うものから 

 挙げてください。 

 回答数の多かったものと回答人数を挙げる。 

 ○授業の場以外での学生とのコミュニケーションによって，学生の気質や考え方が把握 

 でき，教育活動に役立つ。 ５人 

 ○学生の人間的形成・学習意欲の向上につながる。４人 

 ○学生・保護者との信頼関係が深まる。２人 

 ○学生に礼儀心を植え付け，しつけができる。２人 

 

（出典 庶務課資料） 
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資料２－２－③―６ 

（出典 学生課資料） 
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資料２－２－③―７

平成 18 年度クラブ(同好会)指導コーチ一覧表 

 この資料については，学外者の個人情報が含まれているため，訪問調査時の閲覧資料とする。 

（出典 学生課資料）

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

一般科目担当教員と専門科目担当教員の連携を円滑に行うため，「科目群連絡会」が設置され機能し

ている点が優れている。 

 

（改善を要する点） 

該当なし 

 

（３）基準２の自己評価の概要 

 

 本校は学則第１条に定められた目的のもとに，「広く工学の基礎と教養を身につけ問題発見・解決能

力，創造力，国際感覚豊かな実践的技術者を養成する」ことを教育理念としており，学科の構成はこ

の目的に整合したものであり，また設置基準に適合している。また，専攻科の構成は，上記の本校の

目的と教育理念に整合しており，学校教育法の規定に適合している。本校の情報科学センターは，授

業において十分利用されているだけでなく，数多くの学生が放課後等に利用しており，教育を遂行す

るために不可欠のものとなっている。本校では教務委員会と専攻科委員会が組織として整備され，こ

の二つの委員会及び教務委員会・評価委員会の下に置かれた部会が重要事項を審議し，企画・実施す

るなどの必要な活動を行っている。一般・専門の教員間の連携は「科目群連絡会」などを通じて機能

的に行われている。学級担任とクラブ顧問等の活動は，学生が本校の教育目的の下で充実した学生生

活を送るために重要な役割を果たしており，その活動を支援するための体制も整えられている。 
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基準３ 教員及び教育支援者 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 

 

（観点に係る状況） 

本校の一般科目（人文科学部門，自然科学部門）教員は，資料３－１－①－１，資料３－１－①－

２，一般科目の非常勤講師は資料３－１－①－３に示すとおりである。教育課程に基づいて担当科目

を教授するため各専門分野において十分な実績を有する21名の専任の一般科目担当教員を配置してい

る。この教員組織は学校教育法（第70条の７）及び高等専門学校設置基準（第６条、第９条）を十分

に満たしている。本校では国際性を身につけることを目的に，英語コミュニケーション能力を身につ

けさせるため，英語音声学・英文学，英語教育学等を専門分野とする５名の専任教員と４名の外国人

非常勤講師を重点的に配置している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

教育課程に基づいて担当科目を教授するため各専門分野において十分な実績を有する教員を，学校

教育法（第70条の７）および高等専門学校設置基準（第６条、第９条）を満たすように配置している。 

 以上のように，教育の目的を達成するために必要な一般科目教員が適切に配置されている。 
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資料３－１－①－１

 

 

 

 

(出典  庶務課資料) 
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資料３－１－①－２       

  

 

 

（出典  舞鶴高専年報・第３号2006年４月）  
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資料３－１－①－２続き 

 

 

 

 

（出典  舞鶴高専年報・第３号2006年４月） 
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資料３－１－①－３ 

 

 

 

（出典  庶務課資料） 
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観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置

されているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校の教育理念である「広く工学の基礎と教養を身につけ，問題発見・解決能力，創造力，国際

感覚豊かな実践的技術者を育成する」ことを達成するために専門４学科に適切な専門科目の教員を，

資料３－１－②－１，資料３－１－②－２のとおりに配置し，非常勤講師を資料３－１－②－３の

とおりに配置している。この教員組織は学校教育法（第70条の７）および高等専門学校設置基準

（第６条，第７条，第９条）を十分に満たしている。各学科９名から11名の専任の21専門科目担当

教員を配置し，教育課程の編成に対応した組織となっている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 教育目的を達成するために，各学科の教育課程に対応した専門分野の教員を採用し，専門分野に

対応した科目を担当させている。教員の数等は，設置基準を満足している。 

以上のように，教育の目的を達成するために必要な専門科目担当教員が適切に配置されている。 
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資料３－１－②－１ 

 

(出典  庶務課資料) 
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資料３－１－②－２ 

 

 
 

（出典  舞鶴高専年報・第３号2006年４月） 
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資料３－１－②－２続き 

 

 

  

（出典  舞鶴高専年報・第３号2006年４月） 
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資料３－１－②－２続き 

 
 

（出典  舞鶴高専年報・第３号2006年４月） 
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資料３－１－②－２続き 

 

 

 

（出典  舞鶴高専年報・第３号2006年４月） 
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資料３－１－②－２続き 

 

（出典  舞鶴高専年報・第３号2006年４月） 
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資料３－１－②－２続き 

 

 

 

（出典  舞鶴高専年報・第３号2006年４月） 
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資料３－１－②－２続き 

 

 （出典  舞鶴高専年報・第３号2006年４月） 
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資料３－１－②－２続き 

 

 

  

（出典  舞鶴高専年報・第３号2006年４月） 
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資料３－１－②－３ 

 

 

（出典  庶務課資料） 
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観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

 

（観点に係る状況） 

「高度の学問と技術を追求し，創造性・人間性豊かで，より独創的技術開発能力を兼ね備えた中

核的技術者」を育成し，またその研究を指導するために，担当科目に専門分野が対応するような教

員を配置している（資料３－１－③－１）。専攻科の授業科目担当教員は全員が専任教員であって

資料３－１－③－２に示すような専門分野における優れた研究業績を有する大学評価・学位授与機

構に認定された教員が担当し，最新の技術に対応した高いレベルの授業を行っている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 専攻科では準学士課程の上に，より高度の学問を追及し研究を指導するため，科目に対応した適

切な教員を配置している。専攻科の授業担当教員は常勤教員であり，大学評価・学位授与機構に認

定されている。 

以上より，専攻科の目的を達成するために必要な授業科目担当教員が適切に配置されているとい

える。 
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資料３－１－③－１ 

 

 

 

（出典  庶務課資料） 
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資料３－１－③－２ 

 

 

（出典  舞鶴高専年報・第３号2006年４月） 
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資料３－１－③－２続き 

 

 

（出典  舞鶴高専年報・第３号2006年４月） 
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資料３－１－③－２続き 

 

（出典  舞鶴高専年報・第３号2006年４月） 
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資料３－１－③－２続き 

 
 

（出典  舞鶴高専年報・第３号2006年４月） 
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資料３－１－③－２続き 

 

 

 

（出典  舞鶴高専年報・第３号2006年４月） 
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資料３－１－③－２続き 

 

 

（出典  舞鶴高専年報・第３号2006年４月） 
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資料３－１－③－２続き 

 

 
 

（出典  舞鶴高専年報・第３号2006年４月） 



舞鶴工業高等専門学校 基準３ 

- 83 - 

資料３－１－③－２続き 

 
 

（出典  舞鶴高専年報・第３号2006年４月） 
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資料３－１－③－２続き 

 

（出典  舞鶴高専年報・第３号2006年４月） 
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資料３－１－③－２続き 

 

 

 

（出典  舞鶴高専年報・第３号2006年４月） 
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観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置

（例えば，均衡ある年齢構成への配慮，教育経歴や実務経験への配慮等が考え

られる。）が講じられているか。 

 

（観点に係る状況） 

教育理念に謳う「広く工学の基礎と教養を身につけ，問題発見・解決能力，創造力，国際感覚豊

かな実践的技術者」を育成すべく，教員の年齢構成に配慮しているため，年齢別構成表（資料３－

１－④－１）に示すとおり特定の範囲の年齢に著しく偏ってはいない。教員組織の活動をより活性

化するために，教員採用には公募を行い，学位取得者の比率及び採用前経歴の構成に配慮している

（資料３－１－④－２）。教員公募（資料３－１－④－３）では年齢構成と専門分野及び実績を考

慮している。また，教員の教育研究レベルを維持向上するため国内外機関への教員を派遣している

（資料３－１－④－４）。その他，毎年FDパネルディスカッションを開催し，教員組織の活性化を

図っている。 

高専機構の中期計画では「教員の学位取得者の割合」を「専門科目（理系の一般科目を含む）担

当の教員については博士の学位を持つ者などが全体として70％以上とし，理系以外の一般科目担当

の教員については，修士以上の学位を持つ者などが全体として80％以上となるようにする」として

いる。本校では専門４学科と自然科学部門の博士号取得者が72％，人文科学部門の修士以上の学位

取得者が80％であり，既にこの目標を達成している。同様に「教授および助教授について，採用さ

れた学校以外の学校，企業，機関などで勤務経験を持つ者が全体として60％以上」の目標に対して

も，本校では73％に達しており多様な背景を持つ教員組織となっている。「民間企業出身者の教員

構成割合」は23％であり，「国内外における研究活動への教員派遣、国際会議への参加」も近年増

加している。教員の採用においても，本校及び学科・部門の中期計画に応じて，外国人・女性教員

と民間企業出身者を採用しておりその構成割合を増やしていく方向にある。 

また，教育，研究及び学校運営，地域社会とのかかわりで顕著な功績を挙げた者を表彰する特別

功労者制度を独自に整備し，実施している（資料３－１－④－５）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校における教員の年齢層は特定の年齢層に偏らず，若年層から高齢者層まで広く分布しており，

均衡ある年齢構成ができている。高専機構の中期計画における「優れた教員の割合」目標に対して

本校は既にこの目標を達成している。同様に「教授および助教授について，採用された学校以外の

学校，企業，機関などで勤務経験を持つ者が全体として60％以上」の目標に対しても，本校では目

標を達成しており多様な背景を持つ教員組織となっている。また「国内外における研究活動への教

員派遣、国際会議への参加」の目標に対しても増加している。その他，独自の表彰制度も実施され

ている。 

以上より，学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活性化するための適切な措置が講じられ

ていると判断できる。 
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資料３－１－④－１ 

 

（出典  庶務課資料） 
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資料３－１－④－２       

 

  

 

（出典  庶務課資料） 
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資料３－１－④－２続き 

 

 

 

 

（出典  庶務課資料） 
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資料３－１－④－３ 

 

（出典  庶務課資料） 
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資料３－１－④－４ 

 

 

 

（出典  創立40周年記念誌） 
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資料３－１－④－４続き 

 

 

 

（出典  創立40周年記念誌） 
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資料３－１－④－５ 

 

 

（出典  ウェブページ） 
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資料３－１－④－５続き 

 

 

 

 

 

 

（出典  ウェブページ） 
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観点３－２－①： 教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運

用がなされているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校では，教員の採用や昇格は「舞鶴工業高等専門学校教員選考基準」（資料３－２－①－１）

及び「舞鶴工業高等専門学校教員選考内規」（資料３－２－①－２）に基づいて運用されている。

教員の採用や昇格の際には，選考委員会が書類選考を行い，その上で面接と審査を行い総合的に判

断して選考している。判断の基準は一次・二次選考評価シート（訪問調査時の閲覧資料として提示

可能）に基づく。採用基準を学位，専門分野，年齢，これまでの教育業績，研究業績，着任後の教

育・研究，地域貢献等に対する抱負，ものつくりの経験などの項目に区分し，それぞれの細目を定

め，採用の目的に対応した重み付けを行って厳正に審査を行っている。また非常勤教員の採用にあ

たっても，「常時勤務を要しない教員の選考に関する申合せ」（資料３－２－①－３）に基づいて

厳正に審査し採用している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 教員の採用や昇格は「舞鶴工業高等専門学校教員選考基準」及び「舞鶴工業高等専門学校教員選

考内規」に明確に定められ，学位，専門分野，年齢，これまでの教育業績，研究業績，教育・研究，

地域貢献対する抱負，ものつくりの経験などの項目について，目的に対応した審査を行っている。 
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資料３－２－①－１ 

 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－２－①－２ 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－２－①－２続き 

 

 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－２－①－３ 

 

 

 
（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－２－①－３続き 

 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－２－①－３続き 

 

 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－２－①－３続き 

 

 

 
 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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観点３－２－②： 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備さ

れ，実際に評価が行われているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校では教育活動に関して自己点検・評価部会が定期的な評価を実施している。その実施項目は

授業公開と授業アンケートである。授業公開は平成13年度後期から実施し，授業アンケートは平成

９年度から始めた。授業公開は年２回前・後期に開催され，教員相互による評価が実施されている

（資料３－２－②－１，資料３－２－②－３）。また授業アンケートは１教員２科目について，各

設問５段階評価で学生による授業評価が年１回実施されている（資料３－２－②－２，資料３－２

－②－３）。アンケートの総合分析結果を公開し，各教員にも個別の分析結果がフィードバックさ

れ教員の授業の改善に寄与している（資料３－２－②－４）。このように教員の教育の質の向上さ

せるためのシステムが整備され，実際に評価が行われている。また，高専機構主催による教員の自

己評価と教員相互による評価も行われており，平成14年度には本校教員が文部科学大臣賞を受賞し

た（資料３－２－②－５）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

教員の教育活動に対する定期的な評価については自己点検・評価委員会（部会）を中心に，授業公

開と授業アンケート，教員の自己評価が実施されている。以上のように，教員の教育の教育活動に関

する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，実際に評価が行われている。 
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資料３－２－②－１ 

 

 

                    （出典  庶務課資料） 
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資料３－２－②－２ 

 

 

（出典  学生課資料）  
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資料３－２－②－３ 

 

 

                                （出典  庶務課資料） 
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資料３－２－②－４ 

 

 

（出典  教務委員会FD部会資料） 
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資料３－２－②－４続き 

 

 

 

（出典  教務委員会FD部会資料） 
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資料３－２－②－４続き 

 

 

 

（出典  教務委員会FD部会資料） 
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資料３－２－②－５ 

 

 

（出典  学校だより「舞鶴高専」第92号） 
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観点３－３－①： 学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等

の教育支援者が適切に配置されているか。 

 

（観点に係る状況） 

資料３－３－①－１，資料３－３－①－２，資料３－３－①－３に示すように，専攻科会議，教

員会議，運営会議，各種委員会，学科（部門）会議，学級担任会議等への支援や校長，主事，科長，

センター長等を補佐するための事務職員が適正に配置され機能している。例えば，専攻科会議では

学生課の，教員会議および運営会議では庶務課，会計課および学生課の，各種委員会ではそれぞれ

担当分掌に応じて庶務課，会計課および学生課の，学級担任会議では学生課の事務職員が支援して

いる。学科（部門）会議では必要に応じて庶務課，会計課および学生課の事務職員が支援している。

また特別な知見を要する業務を担当する事務職員として，庶務課専門職員，会計課専門職員，学生

課専門員が配置されている。また教育研究支援センターにおいて，各学科，情報科学センター及び

地域共同テクノセンターの教育・研究支援に関し，技術に係わる専門的業務を組織的かつ効率的に

行うため技術職員が配置されている。これらの教育支援者には，能力開発のための各種研修にも参

加させている（資料３－３－①－４，資料３－３－①－５）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 教育課程を展開するに必要な各種会議および各種委員会への支援と補佐の事務体制が整備されて

いる。また，教育研究支援センター所属の技術職員が配置され，教育・研究支援の体制が整えられ

ている。 

 以上のように，学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の教

育支援者が適切に配置されている。 
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資料３－３－①－１ 

 

（出典  平成18年度学校概要） 
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資料３－３－①－２ 

 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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                  資料３－３－①－２続き 

   
 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 



舞鶴工業高等専門学校 基準３ 

- 115 - 

資料３－３－①－２続き 

 

 
 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－２続き 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－２続き 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－３ 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－３続き 

 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－３続き 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－３続き 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－３続き 

 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－３続き 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－３続き 

 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－４ 

 

 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－４続き 

 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－４続き 

 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－５ 

 

 

 

（出典  舞鶴高専年報・第３号2006年４月） 
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資料３－３－①－５続き 

 

（出典  舞鶴高専年報・第３号2006年４月） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

 高専機構の中期計画における「教員の学位取得者の割合」目標を既に達成し，また「教授および

助教授について，採用された学校以外の学校，企業，機関などで勤務経験を持つ者の割合」の目標

も達成しており，高専に望まれている多様な背景を持つ教員による教員組織となっている。独自の

表彰制度も実施され，地域社会への貢献など，教員組織の活動をより活発化するための措置が講じ

られている。さらに，授業参観型授業公開，FDパネルディスカッションなど教育の質の向上と改善

に向けての新しい試みが実施されていることなどが優れていると判断される。 

 

（改善を要する点）  

教員の構成における外国人・女性教員の割合が少ないことについて改善を要する。 

 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

 

 一般科目担当教員及び専門科目担当教員は，高等専門学校設置基準に定められている人員を厳

選して採用・配置し，科目間連絡会などを通じて相互に連携を図る体制を整え，各自の資質を高め

る工夫をしている。学生に国際性を身につけるため英語コミュニケーション能力を身に付ける教育

に重点を置き，英語担当教員を強化している。専門科目の担当教員の配置については，学校の目的

を達成できるように，教員の専門分野を考慮した適切な人選と配置を行っている。専攻科担当教員

については，業績等を考慮し専攻科の目的を達成できる教員組織を編成しており，大学評価・学位

授与機構による認定を受けている。 

教員組織の活動を活発化するために，年齢別構成，性別構成，教員の専門分野と実務経歴に配慮

するとともに，授業公開や授業アンケートの実施，FDパネルディスカッションなどを実施している。 

教員の採用や昇格には舞鶴工業高等専門学校教員選考基準及び舞鶴工業高等専門学校教員選考内

規が定められており，これに基づいて適切に運用がなされている。非常勤教職員の採用にあっても，

明文化された規定に基づいて厳正に実施されている。 

教員の教育活動に対する定期的な評価については，授業公開と授業アンケート，教員の自己評価

が実施されており，これを自己点検・評価委員会（部会）を中心に組織的に教育の質の向上と改善

の活動が実施されている。 

また，事務職員，技術職員等の教育支援者の配置については，明文化された規程に基づいて配置

され，各種会議および各種委員会への支援と補佐の事務体制や教育研究支援センターの教育・研究

支援の体制が整えられている。 
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基準４ 学生の受入 

 

（１） 観点ごとの分析 

 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜（例えば，準学士課程入学者

選抜，編入学生選抜，留学生選抜，専攻科入学者選抜等が考えられる。）の基本

方針などが記載されたアドミッション・ポリシーが明確に定められ，学校の教職

員に周知されているか。また，将来の学生を含め社会に公表されているか。 

 

（観点に係る状況）  

準学士課程では，平成 15 年度に資料４－１－①－１に示すアドミッション・ポリシーを定めた。

本校では，問題発見・解決能力，創造力，国際感覚豊かな実践的技術者の育成を目指し，(１)「もの

つくり」を通して，自立した人間を目指す人，(２)自ら学ぼうとする姿勢を持ち，中学校の学習内容

を十分理解している人，(３)社会のルールを守っていろいろな人と協調していける人，を設定してい

る。中学校の学習内容を十分理解しているかについては，入学者選抜試験の合否判定において得点順

に順位を決め合格者を決定していることに対応している。さらに，学科別のポリシーが設定されてい

る。アドミッション・ポリシーは，資料４－１－①－１に示す学生募集要項および資料４－１－①－

２に示すウェブページで公開している。学生募集要項は，資料４－１－①－３に示す京都府全域，滋

賀県全域，福井県嶺南地域，兵庫県丹波・但馬・播州地域及び大阪府北部の二府三県にまたがる中学

校，教育委員会，進学塾，報道機関などに配布している。また，編入学生募集要項は，資料４－１－

①－４に示すとおり高等学校，教育委員会，進学塾，報道機関などに配布している。本校の全教員に

も学生募集要項を配布し周知を図っている。 

教職員 109 名（教員 61，職員 48）を対象にアドミッション・ポリシーの認知度を把握するためア

ンケートを実施した。回収率は 56％である。その結果を資料４－１－①－５に示す。アドミッショ

ン・ポリシーの存在を知っている教職員が 67％，知らないが 33％であった。アドミッション・ポリ

シーを知らないが 33％を示したが，入試業務に関わりがない職員の認知度が低いことによるものと

思われる。知っていると回答した教職員にどの程度知っているかを設問した結果，大まかに把握して

いる 41％，ごく一部知っている 11％，掲載されている書類やウェブページを知っている 39％，内容

は知らない 9％，という結果となった。アドミッション・ポリシーの存在を知っている教職員の 91％

は概要を理解していることが明らかとなり周知されていると考えられる。準学士課程の学生募集に関

する情報は資料４－１－①－６に示すとおりウェブページで公開している。 

 留学生については我が国政府による国費留学生とマレーシア政府派遣留学生を受け入れているが，

その選抜は政府で実施するため本校では選抜業務に関わっていない。 

専攻科においては平成 14 年度に資料４－１－①－７に示す４項目のアドミッション・ポリシーを

定めた。すなわち，優れた資質の技術者を養成するため，（１）技術社会の中核を担う者として社会

で広く活躍し貢献していく意欲のある人，（２）専攻科生としての自覚と確かな目標をもち自主的に

学習・研究する意欲が高く十分な基礎学力を身につけている人，（３）コミュニケーションの能力と

物事を筋道立てて考察する力があり自己の考えを適切に表現することができる人，（４）しっかりと

した社会性と倫理観をもち，そして自ら考え，適切に行動できる人，を挙げている。アドミッション

・ポリシーは，資料４－１－①－７に示すとおり専攻科学生募集要項および資料４－１－①－８に示



舞鶴工業高等専門学校 基準４ 

- 132 - 

すとおりウェブページで公開している。専攻科学生募集要項は，資料４－１－①－９に示す京都府全

域，滋賀県全域，福井県嶺南地域，兵庫県丹波・但馬・播州地域及び大阪府北部の二府三県の高専・

専修学校に配布し，本校の全教員にも配布している。専攻科課程の学生募集に関する情報は資料４－

１－①－10 に示すとおりウェブページで公開している。 

教職員を対象に専攻科のアドミッション・ポリシーの認知度調査アンケートを実施した。結果を資

料４－１－①－５に示す。大まかに把握している 27％，ごく一部知っている 23％，掲載されている

書類やウェブページを知っている 39％，内容は知らない 11％，という結果を得た。アドミッション

・ポリシーの存在を知っている教職員の 89％は概要を理解していることが明らかとなり周知されて

いると考えられる。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 準学士課程における入学者選抜と編入学生選抜，および専攻科入学者選抜においてアドミッション

・ポリシーは明確に定められ，教職員に周知され，学生募集要項に明示されている。また，ウェブペ

ージで公開されており，社会に広く公表されている。 

 

（出典 平成 18 年度学生募集要項） 

資料４－１－①－１ 
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（出典 学生課資料） 

資料４－１－①－３ 

（出典 本校ウェブページ，http://www.maizuru-ct.ac.jp/） 

資料４－１－①－２ 
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（出典 学生課資料） 

資料４－１－①－４ 
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資料４－１－①－５ 

教職員対象のアドミッション・ポリシーに関するアンケート結果 

（教職員 109 名（教員 61，職員 48），回答数 61，回収率 56％） 

67

33

0 20 40 60 80

①知っている

②知らない

回答率（%）

設問１．本校の本科および専攻科の入学試験においてアド
ミッション・ポリシーが設けられていることをご存知ですか。

 

 

①大まかな内
容を把握

41%

②ごく一部
知っている

11%

③書類やホー
ムページを
知っている

39%

④内容は知ら
ない
9%

設問２．設問１.で「①知っている」と答えた人に聞きます。本科のア
ドミッション・ポリシーをどの程度ご存知ですか。

①大まかな内
容を把握して

いる
27%

②ごく一部
知っている

23%

③書類やホー
ムページを
知っている

39%

④内容は知ら
ない
11%

設問３．設問１.で「①知っている」と答えた人に聞きます。専攻科のア
ドミッション・ポリシーをどの程度ご存知ですか。

（出典 評価委員会資料） 
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（出典 平成 18 年度専攻科学生募集要項） 

資料４－１－①－７ 

（出典 本校ウェブページ http://www.maizuru-ct.ac.jp/） 

資料４－１－①－８ 

（出典 本校ウェブページ http://www.maizuru-ct.ac.jp/） 

資料４－１－①－６ 
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（出典 学生課資料） 

資料４－１－①－９ 

（出典 本校ウェブページ http://www.maizuru-ct.ac.jp/） 

資料４－１－①－10 
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観点４－２－①： アドミッション・ポリシーに沿って適切な学生の受入方法が採用されており，実

際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

 

（観点に係る状況）  

準学士課程の入学者選抜は，資料４－２－①－１に示すとおり推薦選抜と学力選抜の二通りの方法

で実施している。推薦選抜の入学定員は，平成 16 年度から各学科とも入学定員の 40％である。推薦

選抜では，数学，理科および英語の教科について小テストを実施して中学校の学習内容を十分理解し

ているかどうかを検査し，面接では学生募集要項に示すアドミッション・ポリシーに対応した質問を

設けて学科別に適合性を照査している。面接時の質問内容は訪問調査時の閲覧資料として提示する。

学力選抜は，理科・英語・数学・国語・社会の５教科による学力検査及び出身中学校長から提出され

た調査書の記載事項を総合評価し，準学士課程のアドミッション・ポリシーに沿って合否を判定して

いる。 

準学士課程４年次への編入学選抜は，資料４－２－①－２に示すとおり各学科において若干名募集

し，学力検査，調査書，面接の結果を総合評価し，合否を決定する。面接ではアドミッション・ポリ

シーを照査する質問により評価を行なっている。面接における質問内容は訪問調査時の閲覧資料とし

て提示する。いずれの選抜においてもアドミッション・ポリシーに沿った学生の受け入れがなされて

いる。 

専攻科の入学者選抜方法は，資料４－２－①－３に示すとおり推薦選抜，学力選抜(前期・後期)，

社会人特別選抜の三通りを実施している。推薦選抜は推薦書, 調査書及び面接(専門科目に関する口

頭試問を含む)の内容を総合評価し合否を判定する。学力選抜は学力検査，面接及び調査書の内容を

総合評価し合否を判定する。社会人特別選抜は小論文, 面接, 業務経歴書, 調査書の内容の総合判定

により行う。健康診断書提出は平成19年度から廃止する。面接では専攻科のアドミッション・ポリシ

ーに沿った質問により適合性を評価している。面接における質問内容は訪問調査時の閲覧資料として

提示する。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

準学士課程入学者選抜においては，推薦選抜で小テストおよび面接を実施することでアドミッシ

ョン・ポリシーに沿った学生の受入方法が採用されており，入学者選抜が適切に行われている。 

準学士課程４年次への編入学選抜においてもアドミッション・ポリシーに沿って学生の受入方法

が採用されており，編入学生の選抜が適切に実施されている。 

専攻科の入学者選抜では，面接においてアドミッション・ポリシーの適合性をチェックする選抜

方法が採用されており，入学者選抜が適切に行われている。 
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（出典 平成 18 年度学生募集要項） 

資料４－２－①－１ 

（出典 平成 18 年度編入学生募集要項） 

資料４－２－①－２ 
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（出典 平成 18 年度専攻科募集要項） 

資料４－２－①－３ 
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観点４－２－②： アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われているかどうかを

証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立てているか。 

 

（観点に係る状況）  

アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が行われているどうかを検証するため，準学士課程

１年生を対象にアンケート調査を行なった。その結果を資料４－２－②－１に示す。回収率は94％で

ある。設問１「受験する際にアドミッション・ポリシーの存在を知っていたか。」については，42％

が「知っていた」，42％が「知らなかった」，と拮抗している。設問２“知っていた” と回答した

人に「あなたは受験時に本校のアドミッション・ポリシーに合っていると思っていましたか。」につ

いては，「合っていた」，「一部合っていた」を合算すると83％となる。アドミッション・ポリシー

を理解して志望したことを示している。設問３「あなたは，現在，本校のアドミッション・ポリシー

に合った学生であると思いますか。」については，27％が合っていると回答し，合っていない15％を

上回った。しかし，「わからない」が58％と高い割合を示している。 

専攻科学生を対象に行なったアンケート結果を資料４－２－②－２に示す。回収率は74％である。

設問１「受験する際にアドミッション・ポリシーの存在を知っていたか。」については，23％が「知

っていた」，58％が「知らなかった」と回答し認知度が低かった。設問２“知っていた” と回答し

た人に「あなたは受験時に本校のアドミッション・ポリシーに合っていると思っていましたか。」に

ついては，「合っていた」と「一部合っていた」を合計すると87％でありアドミッション・ポリシー

を理解して志望したことを示している。設問３「あなたは，現在，本校のアドミッション・ポリシー

に合った学生であると思いますか。」については，23％が「はい」，23％「いいえ」と回答している。

しかし，「わからない」が54％と高い割合を示している。 

専攻科選抜の面接における設問について専攻科委員会で協議され（資料４－２－②－３），アドミ

ッション・ポリシーの項目ごとに質問内容が分類整理され改善された。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

アドミッション・ポリシーの認知度を検証するためのアンケート調査結果は，アドミッション・ポ

リシーの存在を知っていた者が準学士課程１年では42％，専攻科課程では23％を示し，専攻科課程の

認知度が低いことが明らかとなった。“アドミッション・ポリシーの存在を知っていた”と回答した

人に「あなたは受験時に本校のアドミッション・ポリシーに合っていると思っていましたか。」との

設問には，「合っていた」と「一部合っていた」を合計すると，準学士課程では83％，専攻科では

87％を示した。アドミッション・ポリシーを理解した上で，入学していることが明らかとなった。 
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27%

15%

58%

はい

いいえ

わからない

設問3．あなたは，現在，本校の入学生
受入方針に合った学生であると思いま
すか。

42%

42%

16%
知っていた

知らなかった

覚えていない

設問1．本校では入学生受入方針(アドミッショ
ン・ポリシー)を設けていますが，あなたは本校を
受験する際，その存在を知っていましたか。

26%
0%

17%

57%

合っていた

一部合っていた

合っていなかった

わからなかった

設問2．“知っていた”と回答した人に聞きま
す。あなたは受験時に本校の入学生受入方
針に合っていると思っていましたか。

（出典 庶務課資料） 

資料４－２－②－１ 

準学士課程のアドミッション・ポリシーに関するアンケート結果（回収率 94％） 

23%

58%

19%
知っていた

知らなかった

覚えていない

設問1．本校では入学生受入方針(アドミッショ
ン・ポリシー，求める学生像)を設けていますが，
あなたは本校を受験する際，その存在を知って
いましたか。

49%

38%

13% 0%
合っていた

一部合っていた

合っていなかった

わからなかった

設問2．“知っていた”と回答した人に聞き
ます。あなたは受験時に本校の入学生受
入方針に合っていると思っていましたか。

23%

23%

54%

はい

いいえ

わからない

設問３．あなたは，現在，本校の入学生受
入方針に合った学生であると思いますか。

（出典 庶務課資料） 

資料４－２－②－２ 

専攻科のアドミッション・ポリシーに関するアンケート結果（回収率 74％） 
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  資料４－２－②－３

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 学生課資料)
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観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていない

か。また，その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，入学定員と実入学者数との関

係の適正化が図られているか。 

 

（観点に係る状況）  

過去５年間の準学士課程入学選抜志願倍率と入学者数を資料４－３－①－１に示す。学科毎の志願

倍率は 0.8～2.7 倍の範囲で推移している。建設システム工学科において平成 16 年度および平成 17

年度に志願者数が定員割れを生じているが，入学者決定には第２志望以下の志願者を認めているため

入学定員は確保した。全学科の実入学者は入学定員に対して 1.0～1.1 倍の範囲で推移しており適正

である。また，平成 18 年度から建設システム工学科ではコース制を導入したことにより志願倍率は

大幅に増加した。全学科の志願者数合計については，低下傾向にあるものの定員以上の水準を保持し

ている。志願者増を図るため，教員による中学校訪問，体験入学，パンフレットの配布，各中学校主

催の入学説明会への参加などを積極的に行っている。試験会場はこれまで本校，京都府京都市，兵庫

県豊岡市の３会場で実施してきたが，平成 18 年度から，滋賀県近江八幡市と兵庫県三田市に会場を

増設し，資料４－３－①－２に示す５会場設け，遠隔地からの受験に便宜を図っている。 

最近５年間における準学士課程４年への編入学選抜志願者数と編入学者数を資料４－３－①－３に

示す。編入学定員は若干名である。いずれの学科も志願者数を確保し，毎年数名の入学者を受け入れ

ている。 

専攻科創設からこれまでの専攻科課程入学選抜志願者数および入学者数の実績を資料４－３－①－

４に示す。実入学者は入学定員に対して1.0～2.0倍の範囲で推移している。近年，入学者数は定員の

50％～90％増しで推移しているが，施設・スタッフ面からみて十分許容される範囲である。また，志

願倍率についてはいずれの専攻も十分な水準を確保している。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

準学士課程入学者，準学士課程４年次への編入学者及び専攻科の入学者は，入学定員と比較して

適正な数となっており，入学定員と実入学者数との関係の適正化も図られている。 
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準学士課程の入学者数の推移 

資料４－３－①－１ 

準学士課程の志願倍率 

入学者数の推移
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定員 40 名 

（出典 学生課資料） 
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資料４－３－①－２ 

（出典 平成 18 年度学生募集要項） 
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編入学試験志願者の推移
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（出典 学生課資料） 

資料４－３－①－３ 

編入学者数の推移
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点） 

 入学選抜は，多様な学生を受け入れるため，多様な方法で実施されている。京都府，滋賀県，福井

県，兵庫県，大阪府の二府三県にわたる広範囲な地域の人に受験機会を提供し，遠隔地の受験者にも

便宜を図っている。 

専攻科入学選抜は，前期において推薦選抜と学力選抜を，後期において社会人特別選抜と学力選抜

を実施しアドミッション・ポリシーに沿った人材を広く集めるための工夫をしている。 

 

（改善を要する点） 

準学士課程入学者選抜におけるアドミッション・ポリシーを，中学生にわかりやすい平易な表現

に改善すべきである。 

専攻科志願者数の推移

0
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30
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志
願

者
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建設・生産

専攻科の志願者数および入学者数 

（出典 学生課資料） 

資料４－３－①－４ 

専攻科入学者数の推移
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入
学
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電気・制御
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定員：８名 
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（３）基準４の自己評価の概要 

 アドミッション・ポリシーが明確に定められ，準学士課程入学者選抜，編入学生選抜および専攻

科入学者選抜が実施されている。また，受験対象関係機関へ通知，教職員への周知，将来の学生を含

め社会への公表も十分に行われている。 

アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入方法が採用されており，入学者選抜へ適切に反映さ

れている。 

アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が行われているかどうかをアンケート調査により検

証している。その結果，アドミッション・ポリシーの存在を知っていた者が準学士課程１年では

42％，専攻科課程では 23％を示し，専攻科課程の認知度が低いが“アドミッション・ポリシーの存

在を知っていた”と回答した人に対しての「あなたは受験時に本校のアドミッション・ポリシーに合

っていると思っていましたか。」との設問では，「合っていた」と「一部合っていた」を合計すると，

準学士課程では 83％，専攻科では 87％を示しておりアドミッション・ポリシーを理解した上で，入

学していることが明らかとなった。 

入学定員と実入学者数との関係については，準学士課程の実入学者は入学定員に対して 1.0～1.1

倍の範囲で推移しており，適正である。専攻科課程の実入学者は入学定員に対して 1.0～2.0 の範囲

で推移しており，本校の施設・スタッフ面からこの状況は十分許容可能な範囲であり適正である。 
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基準５ 教育内容及び方法 

 

（１） 観点ごとの分析 

 

＜準学士課程＞ 

 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置（例えば，一般科目

及び専門科目のバランス，必修科目，選択科目等の配当等が考えられる。）され，

教育課程の体系性が確保されているか。また，授業の内容が，全体として教育課

程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている

か。 

 

（観点に係る状況）  

学校教育法に定められた「深く専門の学芸を教授」するため，低学年に一般科目を多く配置し，

学年進行で専門科目の割合が高まる楔形の科目配置となっている（資料５－１－①－１及び２）。

専門科目の体系性については，基礎となる一般科目を低学年に，また高学年に専門（基礎）科目を

配置している（資料５－１－①－３）。科目配置の趣旨は「学生募集要項」（資料５－１－①－

４）に記載されており，科目系統図（資料５－１－①－５）としてウェブページに公開されている。 

 学校の教育の目的に沿った体系性については，講義の進度にあわせた実験・実習科目を配当すると

ともに（資料５－１－①－１）第２学年以降の実習科目として創造性を育成するための科目（観点５

－２－③参照）を組み込んでいる。さらに本校の教育理念の観点から，英語教育において低学年時に

基礎的文法等を重視した講義を中心とした授業科目を配当し，高学年になるにつれて専門性を高めた

講義や会話力の育成を図る科目構成としている（資料５－１－①－２）。 
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                              資料５－１－①－１ 

 

 

                       (出典 平成18年度学生便覧14頁) 
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   資料５－１－①－２

 

 

                    (出典 平成18年度学生便覧15頁) 
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資料５－１－①－３

科目系統図 

（出典 教務委員会資料）
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資料５－１－①－４  

学科の紹介 

 

■ 機械工学科 

本学科は，あらゆる産業の基幹となる機械工学分野において，単なる「ものつく

り」だけではなく自然と調和のとれた高度の技術開発に貢献できる技術者の育成を目

指しています。 

① 系統化されたカリキュラムにより，機械工学の基盤から先端的機械技術に至るま

での幅広い分野の学習をします。 

② 総合的な判断力や分析能力を高めるため，実験，実習，製図等の実践的科目を各

学年に積極的に導入しています。 

③ 情報系科目によって，問題の解決，装置の設計・開発のために効果的にコンピュ

ータを活用できる能力を養います。 

 

■ 電気情報工学科 

本学科では，コンピュータを使った電気・電子系及び情報系科目を２本の柱とする

教育体制を組み，将来にわたって技術革新に柔軟に対応できる技術者養成を目指して

います。 

① コンピュータを使った情報系科目を低学年より取り入れています。 

② 電気情報工学科独自のコンピュータシステムを導入し，授業に積極的に取り入れ

ています。 

③ 系統立てたカリキュラムで教育内容が学年で途切れる事なく，基礎から応用まで

を広く学習します。 

④ 低学年から実験を行い，授業で学んだことを実験で確かめることができます。 

⑤ 高学年では，応用科目を多く取り入れ，各学生の個性に応じた選択科目を履修で

きるようになっています。 

 

■ 電子制御工学科 

 本学科は，ロボットのような機械と電気を一体化させたメカトロニクス分野の製

品，並びにそれらの生産システムを開発・設計できる，いわゆるメカトロニクス技術

者を育成することを目的としています。 

① 「ものつくり」に従事する技術者に必要な，コンピュータや電気・電子工学及び

機械工学に関する基礎科目を学習します。 

② 電子回路やコンピュータをメカトロ製品に組み込むための技術を演習，実験を通

して習得します。 

③ 制御工学や情報工学などを応用し，メカトロ製品の高性能化，知能化を図ること

のできる視野の広い技術者を育成します。 
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資料５－１－①－４続き 

学科の紹介 

 

■ 建設システム工学科 

   本学科は，平成18年度から学科の内容を再編し，“都市環境科目履修コース”

と“建築科目履修コース”にコース分けします。都市環境科目履修コースは，道路，

橋，トンネル，河川，港湾などの社会基盤の建設や都市環境について学びます。建築

科目履修コースは建物や住宅の計画，設計，施工について学び，建築士（１級，２

級，木造）の資格取得を目標にします。３年次までは共通授業で建設の基礎を習得

し，４年次にコース分けを行い，それぞれの専門知識を習得します。両コース基礎学

力の徹底習得と実験学習を重視し，地域社会に貢献できる都市環境技術者および建築

技術者を育成します。 

 

(出典 平成18年度学生募集要項10頁) 
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資料５－１－①－５

 

各学年の専門科目と科目内容の対応表（機械工学科） 

 

(出典 ウェブページ) 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校の教育理念に沿って，卒業時の到達目標及び各学年の修了時の到達目標を具体的に定め，こ

れに対応するように授業科目を適切に配置している。 

 以上のことから，授業科目が学年ごとに適切に配置され，教育課程の体系性が十分に確保されて

いる。また，授業の内容が教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なも

のになっている。 

  

 

 

観点５－１－②： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他学科の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施，専攻科教育との連携等が考えら

れる。）に配慮しているか。 

 

（観点に係る状況）  

 各クラスの代表学生と校長との「フリートーキング」を実施し，学生のニーズに配慮している（議

事録は，閲覧資料として提示可能）。また，第４学年以上の一部の授業科目について学科相互に履修

を認めている（資料５－１－②－１）。さらにタイのKing Mongkut’s Institute of Technology 

Ladkrabang, 韓国のKorea University と交流協定を結んでおり，今後交換留学及び単位の相互認定

を行う予定である（資料５－１－②－２）。その他，語学検定による単位認定も行っている（資料５

－１－②－３）。留学生には，資料５－２－①－２に示すように「日本語」に関する補充授業を行っ

ている（資料５－１－②－４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料５－１－②－１

５．専門共通科目選択の履修手続き 

  

 ４，５年生の専門科目には学科を越えて履修可能な専門共通選択科目があります。他学

科の科目の履修を希望する学生は，並列開講科目の手続きと同様の方法で手続きをして学

習して下さい。なお，他の学科の専門共通選択科目の履修手続きを行った学生は，属する

当該学科の専門共通選択科目の辞退願を提出する必要はありません。また，履修科目受講

(控)に各自記入し，常に受講状況を確認しながら学習を進めて下さい。 

                             (出典 履修の手引２頁) 
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資料５－１－②－２

   交流協定書 

 

 

 

  

                    

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

(出典 庶務課資料)

 

資料５－１－②－３

 

技能審査の種類及び単位数一覧表 

技能審査の名称・資格等  単 位    備             考 

１  級 ８ 

準１級 ６ 

２  級 ４ 

 

実用英語技能検定 

(英  検) 

 準２級 ２ 

８５０ ８ 

７００ ６ 

５００ ４ 

国際コミュニケーション

英語能力テスト 

(Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ) 

 ４００ ２ 

一般科目・専門科目以

外の資格認定の授業科

目として学年修了又は

卒業に必要な単位数に

加算することができ

る。 

 

                                              (出典 平成18年度学生便覧62頁) 
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資料５－１－②－４

 
(出典 学生課資料) 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 他学科の授業科目の履修を行える工夫がされている。国際化対応として，外国大学との交流協定

を通して海外留学の途を開いている。学生ニーズへの対応として，校長とのフリートーキングを実

施し，留学生には日本語や日本文化修得の特別カリキュラムを編成している。 

 以上のことから，学生のニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程となる

よう配慮されていると判断される。 
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観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適切

であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされているか。

（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，情報

機器の活用，基礎学力不足の学生に対する配慮等が考えられる。） 

 

（観点に係る状況）  

 専門科目では，授業形態として講義，演習，実験・実習が採用されている。低学年では基礎知識

を教授する講義科目を中心とし，高学年では専門的な知識を教授する講義科目及び実践力育成を図

る実験・実習科目の比率が高まる構成になっている（資料５－２－①－１及び２）。英語教育では，

本校の教育理念に沿って，低学年で基礎的な文法等を重視し，高学年で読解力や会話力の育成を図

る工夫がなされている（資料５－２－①－３）。また，「情報リテラシー」を導入し，講義・実習

を通して情報基礎の修得を行わせる工夫を行っている（資料５－２－①－４）。 
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 資料５－２－①－１

 

開講総単位数178単位に対する講義科目及び実験・演習・実習科目の割合 

機械工学科

2%

17%

10%

71%

講義

演習

実験

実習

 

電気情報工学科

11%

9%
10% 70%

講義

演習

実験

実習

 

                            (出典 学生課資料) 
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 資料５－２－①－２

 

平成18年度 授業時間割(月～水) 
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                            資料５－２－①－２続き 

 

平成18年度 授業時間割(木～金) 

 
(出典 学生課資料) 
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                               資料５－２－①－３ 

 

英語教育の改善 

学年 変更内容 単位数 

１ なし ６ 

２ 時間割の余裕分に２単位 新設開講 ６ 

３ なし ４ 

４ 

 英語３科目３単位 

 ・応用英会話     → 英語(1) 

 ・人文選択枠１(英，社) 

 ・人文選択枠２(英，社) 

            → 英語(2)(3) 

              人文選択枠 

３ 

５ 

 英語３科目３単位 

 ・人文選択枠１(英，社) 

 ・人文選択枠２(英，社) 

              → 英語(1)(2) 

 ・追加 ５時限目50分通年 … 新規英語(3) 

３ 

 

工 

業 

英 

語 

 

合 

計 

２ 

単 

位 

 

                             (出典 運営会議資料) 
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                                                             資料５－２－①－４ 

                           (出典 平成18年度シラバス) 
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（分析結果とその根拠理由）  

 講義，演習，実験，実習を適切に組み合わせ，目的とする学力等を身に付けさせる工夫を行って

いる。また，一般・専門，学科の区分を超えた視点から学習指導内容・方法の工夫を行っている。 

 以上のことから，教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業バランスが適切であ

り，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている。 

 

 

観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，適切なシラバスが作成され，活用されている

か。 

 

（観点に係る状況）  

 養成する人材像や卒業時に身につけるべき資質・学力を，学科毎に明確に定めており，シラバス

の作成の際，十分に留意している。シラバスの様式は，第１～３学年用及び第４，５学年用に分け，

当該科目の学力レベル及び到達目標がわかりやすいように工夫されている。また，自主学習の指針

となるよう毎授業の内容を記述しているほか，成績評価方法を明示する様式となっている（資料５

－２－②－１及び２）。シラバスの作成要項は，資料５－２－②－３に示す通りである。 
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資料５－２－②－１

 

シラバス(第１～３学年用)様式 

 

                               (出典 学生課資料) 
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 資料５－２－②－２

シラバス(第４，５学年用)様式 
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 資料５－２－②－２続き

シラバス(第４，５学年用)様式 

 

                                 (出典 学生課資料) 
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資料５－２－②－３ 
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    資料５－２－②－３続き

                           (出典 学生課資料) 
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「シラバスを授業の前に読みましたか」の設問に対して，全学生の平均値が２を下回っており，

学生はあまりシラバスを活用していないという結果になっている（資料５－２－②－４）。 

 

 

資料５－２－②－４

 

(注) 縦軸の評価点は，以下に示す５段階評価に基づき，項目毎に全得点を有効 

回答数で割って求めたものである。 

 

全然当てはまらない場合 ：１点 

あまり当てはまらない場合：２点 

だいたい当てはまる場合 ：３点 

よく当てはまる場合   ：４点 

非常によく当てはまる場合：５点 

                   

(出典 平成16年度授業アンケート結果の報告) 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 科目毎の学力レベル及び具体的到達目標が，学生に十分に理解されるようにシラバスは作成され

ており，授業内容や成績評価についても明確に定められている。教員によるシラバスの活用は良く

なされているが，学生自身のシラバスの活用については，今後改善を要する。 
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観点５－２－③： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 

 

（観点に係る状況）  

 第４学年の実習科目において，創造性を育成するためのプログラムが組み込まれ，平成18年度から

全学科でPBL方式の授業を行っている（資料５－２－③－１）。 

 インターンシップは，第４学年において実施している（資料５－２－③－２）。実習の成果はレ

ポートにまとめて提出させるとともに，受入先の企業の指導者に対しても学生の評価をお願いして

いる（資料５－２－③－３～５）。 
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資料５－２－③－１
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資料５－２－③－１続き

(出典 2006シラバス) 
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   資料５－２－③－２

 

舞鶴工業高等専門学校インターンシップの 

履修に関する規程（準学士課程） 

  （趣旨） 

第１条 この規程は，舞鶴工業高等専門学校学則第１４条第２項の規定に基づく別

表第２に掲げるインターンシップの履修に関し必要な事項を定める。 

 （目的） 

第２条 本校が開設するインターンシップは，企業等の現業において就業体験を通

じて専門分野における知識・技術・業務に触れながら実務能力を深め，学生の新た

な学習意欲を高めることを目的とする。 

 （実施機関） 

第３条 学生がインターンシップを受ける国若しくは地方公共団体の機関又は会社

等の法人（以下「実施機関」という。）は，当該学科長，学級担任及び教務主事と

協議の上，校長が選定する。 

 （実施時期及び期間） 

第４条 インターンシップの実施時期は，原則として夏季休業期間中とし，その期

間は５日以上とする。 

  （申込書及び誓約書の提出） 

第５条 インターンシップの履修を受けようとする学生（以下「実習生」とい

う。）及びその保護者は，インターンシップ申込書（第１号様式）及び誓約書（第

２号様式）に必要事項を記入の上，学級担任を経て校長及び実施期間に提出しなけ

ればならない。 

２ 校長が必要と認めた場合には，前項の申込書及び誓約書は，実施期間の指定す

る申込書及び誓約書に替えることができるものとする。 

 （就業心得） 

第６条 実習生は，本校並びに実施期間の定める諸規則及び実施期間の責任者の指

示に従って就業するものとする。 

 （修了報告） 

第７条 実習生は，インターンシップ修了後，速やかにインターンシップ実施証明

書（第３号様式）を学級担任を経て学生課教務係へ提出するものとする。 

２ 単位の認定は，教務委員会の議を経て校長が行う。 

３ インターンシップの単位認定は，５日～９日の実施を１単位，１０日以上の実

施を２単位のいずれかの単位を履修したものとする。  
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資料５－２－③－２続き 

 

  （保険及び経費） 

第８条 インターンシップの実施に要する経費は，実習生の負担とし，傷害保険に

加入するものとする。 

 （雑則） 

第９条 この規程に定めるもののほか，インターンシップの実施に必要な事項は，

別に定める。 

 （事務） 

第１０条 インターンシップの実施に必要な事務は，学生課において処理する。 

    

   附 則 

１ この規程は，平成１２年４月１日から施行する。 

２ 舞鶴工業高等専門学校インターンシップ実施規程（平成１１年７月６日制定）

は，廃止する。 

    

      (出典 平成18年度学生便覧54頁) 
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                               資料５－２－③－３ 

 

インターンシップ報告書 

 

                                                      平成 17 年８月 31 日 

舞鶴工業高等専門学校長 殿 

                                                      機械工学科 ４年 

                           氏名   

 

下記のとおりインターンシップが終了しましたので報告します。 

実 習 先 長浜キヤノン株式会社 

実 習 先 

所 在 地 

滋賀県長浜市国友町 1280 番地 

 

実 習 期 間 平成 17 年８月１日～８月 12 日     10 日間 

 

実習の目的 

ものづくりを通して社会生活を体験すること。 

 

 

実習の内容 

 

 

実際にセル生産ラインに入り，標準化規格に基づいてプリンタ

の包装作業を行った。次第にその作業に慣れてくると COMET と

呼ばれるプリンタの画質検査も加わり，商品のナンバーリスト

の出し方など，様々な作業を教えてもらった。 

 

 

実習の成果 

 

 

人と人の関わりや会社とはどんなものかがわかった。具体的に

は，会社にはいろいろな組織や部署がある。それぞれ違う職種

だが，同じ目標を掲げることによって会社が成り立っているこ

とがわかった。また，工場の中がどうなっているのか，どのよ

うに作られているのかがわかった。 

 

 

 

感 想 

 

 

 

まず，会社の広さに驚いた。工場では，無人車が動いていた

り，見たこともないような機材が多数置いてあり，からくりの

あるセルラインなど，見るものすべてが新鮮であった。朝早く

から出勤して，ずっと立ち仕事で初めは辛く感じた。また，厳

しい言葉や注意も受けたが，実際に商品ができるまでの工程を

体験でき，職場の人達にも良くしていただき，色々なことが学

べたので，とても充実した２週間であった。 

                     

               (出典 平成 17 年度インターンシップ報告書) 
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                                 資料５－２－③－４ 

 

舞鶴工業高等専門学校インターンシップ成績評価実施要領 

  

 （目的） 

第１ この実施要領は，舞鶴工業高等専門学校インターンシップの履修に関する規程

（以下「規程」という。）第９条の規定に基づき，インターンシップの成績評価に

関し，必要な事項を定める。 

 （成績評価） 

第２ インターンシップの成績評価は，次の各号に掲げる評価を総合して行う。 

 （１）インターンシップ受け入れ先の評価 

 （２）インターンシップ報告書に対する評価 

 （３）インターンシップ報告会における評価 

 （インターンシップ受け入れ先の評価） 

第３ 前項（１）に掲げるインターンシップ受け入れ先の評価とは，インターンシッ

プ実施証明書（規程第３号様式）に記載されている受け入れ先企業が行った５段階

評価を，インターンシップ成績評価表（第１号様式。以下「成績評価表」とい

う。）に定める方法により再評価したものをいい，担任又は専攻科長(以下「担任

等」という。)が実施し，成績評価表に記載する。 

 （インターンシップ報告書に対する評価） 

第４ 第２項（２）に掲げるインターンシップ報告書に対する評価とは，インターン

シップの履修に当たり，学生に提出を義務付けたインターンシップ報告書につい

て，担任等が成績評価表に定める方法により評価したものをいい，担任等が成績評

価表に記載する。 

 （インターンシップ報告会） 

第５ 学科長又は専攻科のインターンシップ担当教員（以下「学科長等」という。）

は，当該学科等で行うインターンシップ報告会（以下「報告会」という。）につい

ての計画を定め，インターンシップ報告会実施計画書（第２号様式）を夏季休業終

了日までに学生課教務係に提出しなければならない。 

２ 報告会は，専門学科所属の教員又は専攻科担当教員の中から少なくとも３名が評

価者となり，夏季休業終了後１ヶ月以内に実施するものとする。 

３ 報告会は，インターンシップを履修した学生（以下「実習生」という。）一人当

たり発表５分，質疑応答３分を標準として実施する。 

（報告会における評価） 

第６ 第２項（３）に掲げるインターンシップ報告会における評価とは，学科等が実

施する報告会における実習生の発表内容について，インターンシップ報告会評価表

（第３号様式。以下「報告会評価表」という。）に定める方法により評価したもの

をいう。 
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資料５－２－③－４続き  

 

２ 学科長等は，報告会の実施後速やかに成績評価表に報告会における評価を記載 

し，報告会評価表及びインターンシップ成績評価書（第４号様式。以下「成績評価

書」という。）とともに，学生課教務係に提出するものとする。 

    （成績の認定） 

第７ インターンシップの成績は，学科長等から提出された成績評価表，報告会評価

表及び成績評価書に基づき，教務委員会又は専攻科委員会の議を経て，校長が認定

する。 

 （成績評価表等の保存） 

第８ 学科長等から提出された成績評価表，報告会評価表及び成績評価書は，学生課

教務係において５年間保管する。 

   附 則 

 この実施要領は，平成１８年４月１日から施行する。 

(出典 運営会議資料) 
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資料５－２－③－５

  第３号様式 

 

インターンシップ実施証明書 

 

機 関 名 舞鶴工業高等専門学校 
学科 

・学年 
            工学科  学年 

氏   名   年 月 日～  年 月 日

実施場所  

期 

間 実働     日間 

テ ー マ 
  

評 価  □優れている   □良好    □普通    □劣る 

実務態度 

について 

総合所見 

 

出 勤 欠 勤 遅 刻 早 退 

評  価 

出欠状況 

(日数) 日 日 日 日

備  考 

                               年   月   日 

   上記のとおり実務経験を実施したことを証明いたします。 

                   実施機関名 

                  

                   責任者氏名                ㊞ 

                           (出典 平成18年度学生便覧57頁) 
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（分析結果とその根拠理由）  

 創造工学に関する科目を設け，PBL方式で授業を実施して創造性の育成を図っている。また，イン

ターンシップは企業等における実践力の育成を目指し，第４学年で実施している。 

以上のことから，創造性を育む教育方法の工夫を行っており，インターンシップの活用が十分に

行われている。 

 

 

 

 

観点５－３－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に

周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認

定，卒業認定が適切に実施されているか。 

 

（観点に係る状況）  

 資料５－３－①－１に示す規則を定め，学年の修了及び卒業に必要な修得単位数を規定している。

この規則に基づき科目毎のシラバスに評価方法を明示し，成績評価・単位認定が行われている。 

進級および卒業認定は，前述資料に基づき全教員による会議において判定を行っている（学年末

成績一覧表および学年末不合格科目一覧については，訪問調査時に提示可能）。また，仮進級に係

る規定を設けているが，学年制の趣旨を損なわないために，「追試験」,「再試験」の実施条件を定

め，厳格かつ慎重に実施されている（資料５－３－①－２）。これらの規則は，学生便覧及び年度

当初のガイダンスで周知を図っている（資料５－３－①－３）。 
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                                 資料５－３－①－１ 

 

舞鶴工業高等専門学校学業成績の評価並びに学年の 

課程の修了及び卒業の認定に関する規則（準学士課程） 

   第１章  総則 

  （目的） 

第１条  この規則は，舞鶴工業高等専門学校学則（以下「学則」という。）第15条に

規定する学業成績の評価並びに学年の課程の修了及び卒業の認定等について定めるこ

とを目的とする。 

      

  第２章  学業成績の評価 

  （学業成績の評価） 

第２条  学業成績の評価は，学期評価及び学年評価を行う。 

２  学業成績の評価は，当該教科目について予め目標とした事項を学生が習得した

か否か， また，学生の能力，それまでの学力の下で期待されるレベルまで達成さ

れたか否かについて行うものとする。 

３  前項に規定される評価は，可能な限り客観的かつ総合的でなければならない。 

第３条  学業成績の評価は，１００点法によって行う。 

２  評価の区分は，次の区分基準により評語で示すことができる。                

  (1) １００～９０  Ａ＋ 

  (2)  ８９～８０  Ａ 

  (3)   ７９～７０  Ｂ 

  (4)   ６９～６０  Ｃ 

  (5)   ５９～  ０  Ｆ 

３  学期評価は，試験の成績，出欠状況並びに平素の学習状況を総合して評価する

ものとする。 

４  各科目担当教員は，学業成績の評価の基礎となる試験の成績，出欠状況，平素

の学習状況，授業外課題の履修結果等を保存しなければならない。 

５  学生が評価の基礎について説明を求める場合は，各科目担当教員はこれを開示

しなければならない。 

６  期末試験を行うことなく，学業成績の評価を行う場合は，事前に成績評価の基

礎となる資料を教務委員会に提出しなければならない。 

７  教務委員会は，前項の学業成績の評価について審議し，教務主事の承認を受け

るものとする。 

８  学年評価は，原則としてその学年の各学期評価を平均したものとする。  

９  学年評価においては，欠席時間数が出席すべき総時間数の３分の１を超える科

目の評価は，59点以下とする。 
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資料５－３－①－１続き

 

第４条  故意に試験に欠席したと認められた者，又は懲戒処分のため試験を受ける

ことができなかった者の当該科目の試験の成績は零点とする。 

 

（不正行為者等に対する措置） 

第５条  試験中不正行為を行った者は，当該時間以後の試験を受けさせず，当該試

験期間中の全科目の試験の成績を零点とし，懲戒を加える。                         

     

  第３章  試験 

  （種類） 

第６条  試験は，次の４種類とする 

  (1) 期末試験 

  (2) 中間試験                                                                  

 (3) 追試験   

  (4) 再試験 

 （期末試験） 

第７条  期末試験は，各学期末に実施する。 

  （中間試験） 

第８条  中間試験は，各学期の中間に実施する。 

  （追試験） 

第９条  追試験は，病気その他やむを得ぬ理由により試験に欠席した場合，又は過年

度において当該科目の単位を修得できなかった者に限り実施することができる。 

２  科目担当教員は，追試験を実施する場合，教務委員会に予め試験の方法及び評価

方法について届け出るとともに教務主事の承認を受けておくものとする。 

  （再試験） 

第１０条  再試験は，学年評価において59点以下の評価の科目がある場合，教員会

議の議を経て実施することができる。 

２ 再試験は，その実施が決定された日から速やかにこれを実施するものとする。 

３  科目担当教員は，前項の再試験の成績に基づく再評価を速やかに文書で提出し

なければならない。 

       

   第４章 学年の課程の修了，進級並びに卒業の認定 

  （定義） 

第１１条  学則別表第１及び第２に規定する各学年修了時又は卒業時に修得すべき

単位数を，学年修了単位数又は卒業単位数という。 

２ 学年修了単位数又は卒業単位数を満たす，それぞれの学年で修得すべき単位数

を，年間必要単位数という。 
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資料５－３－①－１続き

（進級認定） 

第１１条の２  校長は，教員会議の議を経て，学年評価において当該年度で履修し

た科目のうち，年間必要単位数を満たす科目の学年評価において各科目の評価が60

点以上である者を各学年の課程を修了したものと認定し，進級させる。   

  

２  学年評価において59点以下の科目について第10条の再試験が行われた場合に

は，再試験の成績に基づく再評価を用いて，前項により進級認定を行うことができ

る。 

 （留年） 

第１２条  次の各号のいずれかに該当する者は，進級を認めず原学年にとどめる。 

  (1) 学年修了単位数を満たす科目のうち60点未満の評価を受けた科目の総単位数が

７単位以上の者 

  (2) 欠席日数が年授業日数の３分の１を超える者 

  (3) 特別活動の欠席時数が年間総時数の３分の１を超える者 

２  原学年にとどめられた者は，所定の科目を再履修するものとする。同一学年に引

き続き２回留年となる者は，以後の在学を認めない。ただし，休学した者については

この限りではない。 

  （仮進級） 

第１３条  校長は，教員会議の議を経て，第11条の２及び第12条に該当しない者の仮

進級の可否を決定する。 

  （修了認定の特例）                                                         

第１４条  校長は，特別の事情がある場合，学年修了単位数を満たす各科目の学年評

価が50点以上である者を，教員会議の議を経て，当該学年の課程を修了した者と認定

することができる。 

  （卒業認定） 

第１５条  校長は，教員会議の議を経て，卒業単位数を満たす科目の学年評価が各科

目60点以上である者を，本校全学年の課程を修了したものと認定し卒業させる。 

  （在学年数） 

第１６条  第13条，第14条及び第15条の認定においては，第11条の２第２項の規定を

準用する。 

  （在学年数） 

第１７条  全在学年数は７年までとする。ただし，休学期間は在学年数に算入しな

い。 （補則） 

第１８条  この規則の実施について必要な事項は，別に定める。 

  附 則 

この規則は，平成18年11月１日から施行する。 

 

 (出典 平成18年度学生便覧45-47頁) 
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資料５－３－①－２

追試験について（準学士課程） 

  

 学業成績評価に関する規則第9条の追試験は，次の理由による場合に限り実施されるの

で，該当する学生は学級担任又は教科担当教員に申し出て指示を受けること。 

(1) 病気による場合，ただし医師の診断書の提出が必要である。 

(2) 公欠扱いにされた場合 

(3) 忌引の場合 

(4) 過年度未修得の場合（追試験を希望する学生は担任と相談の上，４月中に手続きを

行うこと） 

(5) その他校長の承認した場合 

 

再試験について（準学士課程） 

  

 学業成績評価に関する規則第10条の再試験は，次の理由による場合に限り実施されるの

で，該当する学生は学級担任又は教科担当教員に申し出て指示を受けること。 

(1) 再試験は，再試験を希望する時点の当該学年修了後退学を予定している場合，また

は再試験を希望する時点で学年が５年生であって，学年修了または卒業するのに必要な単

位数に対して，不足単位数が６単位以内の学生に限り，校長によって許可されることがあ

る。 

(2) 再試験が可能な科目は，欠席時数が出席すべき総時間数の３分の１を超えない科目

であること。 

(3) その他校長の承認した場合 

                      (出典 平成18年度学生便覧49-50頁) 

 

 

 

資料５－３－①－３

履修の手引(本科生用) 

 

目次 

        科目の履修及び単位の取扱いについて ････････････････ １ 

        並列開講科目の履修手続 ････････････････････････････ ３ 

        平成17年度授業科目及び修得単位数 ･･････････････････ ７ 

        履修科目内容概略 ･･････････････････････････････････ 13 

         一般科目 ････････････････････････････････････････ 13 

         専門共通選択科目 ････････････････････････････････ 18 

                           

                               (出典 学生課資料) 
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（分析結果とその根拠理由）  

 成績評価等に係る詳細な規則を定め，学生に周知を図っている。科目毎の成績評価の適切性を担

保するため，シラバスの様式にも配慮している。また，進級・卒業判定会議は慎重かつ厳格な運営

を行っている。 

 以上のことから，成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，それら

が適切に実施されている。 

 

 

観点５－４－①： 教育課程の編成において，特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよ

う配慮されているか。   

 

（観点に係る状況）  

 第１～３学年において週１単位時間の特別活動を行っている（資料５－４－①－１）。学級担任

には，年度当初に指導の一助として「学級担任のしおり」を配布されており，各担任が計画・立案

した様々な取り組みがなされている（資料５－４－①－２及び３）。また，新入生合宿研修，研修

旅行および環境美化活動を実施し，人間の素養の涵養に役立てている。（資料５－４－①－４～

６）。 

     

資料５－４－①－１ 

舞鶴工業高等専門学校学則 

 

(教育課程) 

第１４条  本校の教育課程は，授業科目及び特別活動をもって編成する。 

２  学年ごとの授業科目及びその単位数は，一般科目にあっては別表第１，専

門科目にあっては別表第２のとおりとする。                                   

３  各授業科目の単位数は，30単位時間の履修を１単位として計算するものと

する。 

４  前項の規定にかかわらず，卒業研究，卒業制作等の授業科目については，

これらの学修の成果を評価して単位の修得を認定することが適切と認められる

場合には，これらに必要な学修等を考慮して，単位数を定めることができる。     

５  特別活動は，第１学年から第３学年まで各学年30単位時間を実施する 

ものとする。 

                         (出典 平成18年度学生便覧５頁) 
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                               資料５－４－①－２ 

目次 

１．学級運営の方針・計画 ･････････････････････････････････････ １ 

  １－１．学級運営の方針 ･･･････････････････････････････････ １ 

  １－２．学級運営の計画 ･･･････････････････････････････････ １ 

２．学級組織と教室 ･･･････････････････････････････････････････ １ 

  ２－１．学級組織 ･････････････････････････････････････････ １ 

  ２－２．教室 ･････････････････････････････････････････････ ２ 

３．学習指導 ･････････････････････････････････････････････････ ２ 

  ３－１．学生の成績履歴 ･･･････････････････････････････････ ２ 

  ３－２．日常の学習指導 ･･･････････････････････････････････ ３ 

  ３－３．定期指導時の指導 ･････････････････････････････････ ３ 

  ３－４．進路指導 ･････････････････････････････････････････ ３ 

４．生活指導 ･････････････････････････････････････････････････ ４ 

  ４－１．出欠の把握 ･･･････････････････････････････････････ ４ 

  ４－２．身だしなみ ･･･････････････････････････････････････ ５ 

   ４－３．校外生活 ･････････････････････････････････････････ ５  

    ４－４．盗難防止 ･････････････････････････････････････････ ５ 

    ４－５．寮生の指導 ･･･････････････････････････････････････ ６ 

    ４－６．下宿生の指導 ･････････････････････････････････････ ６ 

    ４－７．女子学生の指導 ･･･････････････････････････････････ ６ 

    ４－８．自宅通学生の指導 ･････････････････････････････････ ６ 

    ４－９．車両使用に関する指導 ･････････････････････････････ ７ 

    ４- 10．クラブ活動の指導 ･････････････････････････････････ ７ 

    ４- 11．学生相談室・保健室等との連携 ･････････････････････ ７ 

５．学校行事の指導 ･･･････････････････････････････････････････ ７ 

    ５－１．学校行事の指導 ･･･････････････････････････････････ ７ 

６．保護者との連絡 ･･･････････････････････････････････････････ ８ 

    ６－１．日常的な連絡 ･････････････････････････････････････ ８ 

    ６－２．定期試験ごとの連絡 ･･･････････････････････････････ ８ 

    ６－３．後援会支部総会 ･･･････････････････････････････････ ８ 

７．事務的業務 ･･･････････････････････････････････････････････ ９ 

    ７－１．身上書の活用 ･････････････････････････････････････ ９ 

    ７－２．授業料免除申請 ･･･････････････････････････････････ ９ 

    ７－３．奨学金申請 ･･･････････････････････････････････････ ９ 

８．突発的事態への対応 ･･･････････････････････････････････････ 10 

    ８－１．学校管理下での事故等の場合 ･･･････････････････････ 10 

  ８－２．学生の身柄引き取りについて ･･･････････････････････ 10 

                             (出典 学級担任のしおり) 
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資料５－４－①－３ 

    

平成17年度 特別活動(ＨＲ)年間実施記録 

                            

１年１組担任   丸山 兼泰 

時間数 月 日 内         容 

1 4/11 ４月行事予定連絡，１年間の方針と注意事項 

2   4/18 合宿研修についてのレポート，クラス委員等の選出 

3   4/25 本校創立40周年式典の連絡，学校だよりの原稿について 

4 5/ 9 ５月行事予定連絡，「進路について」の講話 

5 5/16 環境美化活動の連絡，球技大会の選手選出，座席替え 

6 5/23 前期中間考査の注意，クラス目標の決定「仲良く，元気なクラス」 

7 5/30 前期中間考査の注意，掃除 

8 6/13 前期中間試験と次の試験の対策について，掃除 

9 6/20 寮生活の諸問題と対策について，掃除 

10 6/27 校長講話「社会がどんな人を必要としているか」，成績票配布 

11 7/ 4 ７月行事予定連絡，入寮制度の改正についての説明，掃除 

12 7/11 夏休み中の諸注意，連絡(授業変更，補講日など)，大掃除 

13 8/11 ９月行事予定連絡，前期期末試験について 

14 9/ 5 海外派遣学生(2名)報告会 

15 9/12 高専祭の諸注意，前期期末試験の諸注意，掃除 

16 10/ 3 10月行事予定連絡，座席替え，後期掃除当番について 

17 10/17 講演会「正しく自分を愛すること」木下明美(ジャーナリスト) 

18 10/24 学業成績について学生便覧を用いた説明・確認 

19 10/31 マラソン大会の連絡，成績不振学生との面談 

20 11/14 講演会「宇宙科学と地球環境」若松謙一(岐阜大) 

21 11/21 11月行事予定連絡，校長とのフリートーキングの代表者選出 

22 11/28 校長とのフリートーキングのテーマ決定，後期中間テストの注意 

23 12/12 12月行事予定連絡，個人写真の撮影，アンケート(入学動機等) 

24 12/19 校長とのフリートーキングの報告会(1年全員) 

25 1/10 １月行事予定連絡，雪害に関する連絡 

26 1/16 座席替え，転学科に関する説明 

27 1/23 学年末試験について，閉寮日の説明 

28 1/30 TOEIC試験の実施 

29 2/ 6 ２月行事予定連絡，転学科に関する説明 

30 2/13 学年末試験について，４月からの予定について 

                                  (出典 学生課資料) 
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       資料５－４－①－４

 

平成17年度 新入生合宿研修実施要項 

 

１．目 的  集団生活における友情，互助，寛容等の精神を学び，教職員と寝食 

       を共にすることにより，相互信頼と規律遵守の態度を身に付けるこ 

       とを目的とする。 

２．期 日  平成17年4月14日(木)～4月15日(金) 

３．場 所  国立若狭湾少年自然の家（小浜市田烏区大浜） 

４．対 象  新入生全員 

５．日 程  別紙のとおり 

６．費 用  学生負担 2,730円（研修旅行積立金から控除） 

７．引 率  学生主事，主事補，学級担任，副担任，学生係職員（計13名） 

８．服 装  往復路とも体育の服装とし，靴は運動靴とする 

９．携行品  上履き(体育館シューズ)，洗面具，石鹸，タオル２本，着替え， 

       セーター(ジャンパー)，寝間着，健康保険証，ビニールカッパ， 

       ノート，筆記具，その他 

10．その他  (1)合宿場所への飲食物の持ち込みは厳禁。 

       (2)携行品(特に運動靴)には名前を書いておくこと。 

      (3)乗り物酔い(バス・船)をする者は，予め学生係まで申し出ると 

       ともに，各自で酔い止めの薬を用意しておくこと。 

      (4)合宿場所での活動内容に応じて，「役割分担及び班編制表」のと 

       おりクラス毎に班分け等を行う。なお，役割の内容は下記のとお 

       りである。 

総括班長 引率指導者との連絡，クラス全体のまとめ 

班長 
総括班長との連絡，班全体のまとめ，班活動の運営，人員の確

認，各係との連絡 

副班長 班長の補助，活動の記録，消灯と戸締まりの確認 

寝具係 シーツ，枕カバーの受け取りと返納，毛布整理の点検 

清掃係 清掃分担の指示・点検，ごみ処理と忘れ物点検 

食事係 食事の世話と後片づけの点検 

活動係 
活動場所・集合時刻の確認，活動用物品の借用と返納，ラジオ体

操の指導，ゲーム等の準備と後片づけ 

保健係 けが人・病人の世話，入浴順序の確認，入浴後の整理点検 

                       (出典 新入生合宿研修 生活のしおり３頁) 
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                                 資料５－４－①－５ 

 

舞鶴工業高等専門学校研修旅行実施要領 

 （目的） 

１．研修旅行は，授業で修得した専門の知識・技術を効果的に発展向上させるため，実

社会の研究施設等の実地見学を行うことにより，幅広い教養を育成するとともに，国際

的な見聞を広め，豊かな人間性と優れた技術者としての資質を養うことを目的とする。 

 （計画） 

２．教務主事所管のもとに，当該学年の学級担任が学科長と協力の上計画を策定し，校

長の許可を得て実施する。これに関する事務は学生課教務係で行う。なお，学級担任及

び学科長は旅行計画を決定し，研修旅行実施伺(様式１)を６月末日までに教務係へ提出

する。 

 （実施時期） 

３．第４学年で実施し，原則として夏季休業後に実施する。 

 （見学先） 

４．見学先は，国内又は海外の教育研究機関・事業所等とし，原則として２カ所とす

る。 

 （引率） 

５．引率者は，当該学級担任を含む教員２名とする。 

 （行程） 

６．旅行行程は，本校・目的地間の往復とする。 

 （経費） 

７．必要な経費は学生の負担とし，本校から目的地間往復の経費を負担する。 

 （位置付け） 

８．授業の一環として実施する。 

 （不参加者） 

９．旅行に参加しない者は，その理由を，学級担任を経て校長に届け出て許可を得るも

のとする。 

10．旅行の不参加者は，旅行期間中も登校し，学科長からの指示を受けて与えられた課

題を行うものとする。 

 （報告書） 

11．引率の学級担任等は，研修旅行が今後より一層有意義な行事となるよう研修旅行報

告書(様式２)を実施後速やかに提出する。 

   附 則 

 この実施要領は，平成１８年４月１日から施行する。 

                              

(出典 学生課資料)
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                                資料５－４－①－６ 

 

平成17年 秋の環境美化一斉清掃 実施要項 

 

１．目   的：本活動は，環境に対する関心や意識を高め，本校の学習環境の整備を 

              図ることを目的に，全学生及び教職員が全校をあげて本校の環境美化 

              に取り組むため，校内及びその周辺部の一斉清掃を行う。 

２．日   時：平成17年10月13日(木)午前9時～10時 

３．場   所：本校構内・学寮・外周道路及び白屋川(一部外周南東側道路を含む)。 

４．対   象：全学生及び教職員 

５．実施方法：清掃区域は，別表のとおりクラス別に指定された区域を清掃する。主 

       な作業は，ごみ拾い，空き缶回収，廃棄物回収，草刈り，刈草回収等 

       である。 

６．集合場所：学生は，図書館北側広場に午前9時に集合し，学級担任の点呼を受け 

       ること。 

７．指導体制：厚生補導部会委員・学寮委員会委員・学級担任・学生会役員・事務部 

       課長・専門員・専門職員・各係長 

８．そ の 他：一斉清掃終了後，スポーツフェスタ(球技大会)となるので，学生の服 

       装は体操服でよい。 

                              (出典 学生課資料) 

 

（分析結果とその根拠理由）  

毎週行われる特別活動によって，人間の素養の涵養に資する取り組みを行っている。また，様々

な学校行事を通して，他人や社会との関わり方を身に付けられるよう配慮している。 

以上のことから，特別活動の実施などを通して人間としての素養が涵養されるよう配慮している。 

 

 

観点５－４－②： 教育の目的に照らして，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養

が図られるよう配慮されているか。 

 

（観点に係る状況）  

毎年度，学生指導体制と指導方針（資料５－４－②－１）が立てられている。また，外部講師を

招いて各種講話を開催している（資料５－４－②－２）。各クラブには顧問を配置し, その指導の

下，活動を行っている（資料５－４－②－３及び４）。優れた実績をあげているクラブも多く，学

生の人間の素養の涵養に大きく貢献している（資料５－４－②－５及び６）。 
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                               資料５－４－②－１ 

 

学生委員会議事概要 

 

１．日   時  平成17年4月4日(金)  9:00～10:35 

２．場   所  中会議室 

３．出 席 者  竹内委員長，荒川，小野，梅垣，篠原，鈴木，片山， 

         竹澤，長谷川，仲川，川田，三輪，加登各委員 

    陪 席 者  橋本学生係長 

４．協議事項 

 (1) 本年度の指導方針について 

   委員長から昨年度の活動実績を元に継続性を維持しつつ，委員の意見を参 

   考に新しい取り組みも取り入れていきたい旨の説明があり，委員各位への 

   協力依頼があった。その中で生活指導に関連し，2月16日の火遊び事件の 

   処分と処分に至るまでの経緯等の説明があった。 

   ○ 学生生活指導 

      ルールを守り，健全な学生生活を送るための支援 

      社会人としての常識を身につける指導 

   ○ 交通ルールの遵守 

       交通安全のルールを守り，安全運転のための支援 

       交通安全講習会の実施と迷惑路上駐車の禁止指導 

   ○ 学内の環境美化 

       綺麗になった学校を美しく保つための活動の継続実施 

       美しさを維持するための校内美化運動の推進 

   ○ 課外活動の活性化や学生会活動の活性化 

       学生生活にメリハリをつけるための活動を支援 

       人格の陶冶と社会性やボランティア精神を育てる活動 

 (2) 役割分担について(先頭の教員がチーフ) 

業務 担当者 業務 担当者 

新入生合宿研修 仲川・梅垣・長谷川 事件・事故 小野・三輪・竹澤 

交通安全指導 小野・松井・長谷川 学生会・クラブ指導 片山・荒川 

生活指導(禁煙) 川田・三輪・鈴木 マラソン大会 篠原・梅垣・竹澤・加登 

高専祭指導 仲川・川田・加登 講演会の企画と運営 荒川・岩崎・松井 

校内美化 篠原・岩崎・鈴木 全校大会の準備 主事補・梅垣 

主事の代理 小野 (健康指導) (坂根看護士) 

 

     (3) 交通安全講習会の開催 

        別紙により受講確認の協力要請があった。 

        (出典 学生委員会資料)
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                               資料５－４－②－２ 

 

学生対象講演会・講習会一覧 

 平成16年度 平成17年度 

期  日 4月12・13日  

場  所 視聴覚教室 

講  師 舞鶴東警察署 

対  象 バイク・車両持ち込み予定者 

交通安全講習会 

参加人数 375 364 

期  日 5月14・15日 5月20・21日 

場  所 こぶし荘 城山荘 

中学教諭 消防署 
講  師

秋原栄人 課長 

対  象 学生会 寮生会 

リーダシップ 

セミナー 

参加人数 34 38 

期  日 11月22日 11月21日 

場  所 視聴覚教室 視聴覚教室 

講  師 舞鶴東警察署 

生活安全課長 

舞鶴東警察署 

生活安全課係長 

対  象 ３年 ３年 

薬物乱用防止 

講習会 

参加人数 143 151 

期  日 1月31日 2月6日 

場  所 視聴覚教室 視聴覚教室 

講  師 中丹東保健所技師 中丹東保健所技師 

対  象 ２年 ２年 

エイズ防止及び

タバコの害に 

ついての講演会 

参加人数 145 158 

期  日 6月14日 実施せず 

場  所 視聴覚教室 － 

講  師 本校カウンセラー － 

対  象 １年 － 

カウンセリング

講演会 

参加人数 174 － 

期  日 11月15日 10月17日 

場  所 視聴覚教室 視聴覚教室 

ジャーナリスト ジャーナリスト 
講  師

木下明美 木下明美 

対  象 １年 １年 

人権講演会 

参加人数 168 172 

                                                     (出典 学生課資料) 

 



舞鶴工業高等専門学校 基準５ 

- 195 - 

                                 資料５－４－②－３  

平成１７年度クラブ・同好会顧問一覧表 

                                        平成１７年４月１９日 

クラブ名 顧   問    名 クラブ名 顧   問    名 

小野伸一郎 生水 雅之 護  身  武  術 岡本 寛昭  
陸 上 競 技 

奥村 幸彦 西山  等 空  手  道 大嶋  毅 鈴木 立人

篠原 正浩 西岡 勝博 ロ ー イ ン グ 亀谷  睦 牧野 州秀
男子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

森尾  敏 町田 秀和 弓     道 川勝 邦夫 宮崎  操

女子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 亀谷  睦 永井  宏 白藤 中生 野間 正泰

田村 修一 川合    茂
自  動  車

谷川 博哉  
男子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

金森  満  アマチュア無線 金山 光一  

小松 幸恵 伊藤 直人 西山  等 馬場 秀和
女子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

丸山  兼泰  長谷川真司 荒川 吉孝

片山 英昭 三輪  浩

吹  奏  楽

山田  博  
ソフトテニス 

宮崎 昭仁  三輪  浩 片山 英昭

仲川  力 平地 克也

ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾏ ｰ ｽ ﾞ

ｺﾐｭﾆﾃｨ 舩木 英岳  
卓    球 

加登  文学  西山  等 辻   正

三川 譲二 東田 剛志
技術科学研究会

金森  満 岩崎 和春
柔   道 

背戸柳 実  町田 秀和 川田 昌克

梅垣 浩二 吉永 進一

電 子 制 御

研究会 仲川  力 竹澤 智樹
剣   道 

梅原 康生  同 好 会 名 顧    問     名

岡    昭二 和田  優 ボ ク シ ン グ 天野 耀鴻  

鈴木 立人 森尾  敏 ｽﾄﾘｰﾄ･ﾊﾞｽｹｯﾄ 東田 剛志  サ ッ カ ー 

新池 一弘  フ ッ ト サ ル 森尾  敏  

樽井  武 川勝 邦夫 ﾌ ﾘ ｰ ｸ ﾗ ｲ ﾐ ﾝ ｸ ﾞ 川勝 邦夫  
硬 式 野 球 

四蔵 茂雄 荒川 吉孝 ﾓ ｰ ﾀ ｰ ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ 野間 正泰  

高田 晄男 村上美登志 軽  音  楽 牧野 州秀  
ハンドボール 

松井 信義  自然科学研究会 奥村 幸彦  

伊藤 直人 丸山   兼泰 ボランティア 山田  博  

北原 紀之 武田 八郎 囲 碁 ・ 将 棋 背戸柳 実  バドミントン 

宮野 敏男  文 学 研 究 会 村上美登志  

垂谷 茂弘 川田 昌克 鉄 道 研 究 会 吉永 進一  
水    泳 

谷川 博哉  Ｅ  Ｓ  Ｓ 樽井  武  

舩木 英岳 中川 重康 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱﾘｻｰﾁ 吉永 進一  

竹内 敬治 和田  優 ｼﾋﾞｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝ 高谷 富也  テ  ニ  ス 

竹澤  智樹  華    道 小松 幸恵  

  ※チーフ顧問は左上太字                                            (出典 学生課資料) 
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資料５－４－②－４

夏季合宿クラブ一覧 

ク ラ ブ 名 人数 合 宿 期 間 合 宿 場 所 

弓  道 11(2) 7月22日(金)～27日(水） 

７月 29 日(金)～30 日(土） 

男子 合宿所 

女子 青葉会館 

吹 奏 楽 21(4) ７月 22 日(金)～31 日(日） 男子 研修所，女子 青葉会館 

サ ッ カ ー 13 ７月 22 日(金)～８月１日（月） 合 宿 所 

陸 上 競 技 15(2) ８月 １日(月)～６日（土） 男子 合宿所，女子 青葉会館 

硬 式 野 球   16 ８月 １日(月)～30 日（火） 合 宿 所 

技術科学研究会 7 ７月22日(金)～８月30日（火） ７月合宿所，８月研修所 

電子制御研究会 9(1) ７月 22 日(金)～８月 30 日（火） 研 修 所 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰｽﾞｺﾐｭﾆﾃｨ 14 ７月 22 日(金)～８月 30 日（火） 研 修 所 

男子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 14 ８月 20 日(土)～28 日（日） 合 宿 所 

男子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ   6 ８月９日(火)～19 日（金） 合 宿 所 

自 動 車 4 

2 

８月 １日(月)～８日（月） 

８月１８日(木)～２２日（月） 

研 修 所 

(  )は，女子学生数内数 

    女子学生の合宿中は，顧問教員が青葉会館２階の研修室で宿泊指導を行う。 

 

使用施設一覧 

場 所 期     間 

第１体育館 ７月 22 日(金)～８月 30 日（火)（７/27～８/１を除く） 

第２体育館 ７月 22 日(金)～27 日（水)，８月９日(火)～28 日（日) 

武道場（剣道場）       ７月 22 日(金)～８月 30 日（火) 

トレーニングセンター ７月 22 日(金)～８月 30 日（火) 

第１グラウンド ７月 22 日(木)～８月６日（土) 

野 球 場 ７月 22 日(金)～８月 30 日（火) 

合宿所 ７月 22 日(金)～８月 30 日（火) 

合宿研修所 ７月 22 日(金)～８月 30 日（火) 

学生食堂 ７月 22 日(金)～８月 30 日（火)  

青葉会館（２階） ７月 22 日(金)～８月６日（土) 

創造工房(A-116) ７月 22 日(金)～８月 30 日（火) 

図書館１階          ７月 22 日(金)～８月 30 日（火) 

制御応用実験室 ７月 22 日(金)～８月 30 日（火) 

ＦＡ実験室 ７月 22 日(金)～８月 30 日（火) 

少人数教室(B-406,B-407) ７月 22 日(金)～８月 30 日（火) 

実習工場 ７月 22 日(金)～８月 30 日（火） 

 (出典 学生課資料) 
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《体育系》 

      第40回近畿地区高等専門学校体育大会 

     【団体戦】 
    硬式野球                ３位 
    バレーボール(男子)                   ３位 
    陸上競技(男子総合)                   ３位 

     【個人戦】 
     ［陸上競技］男子 

    400ｍ          氏家 陽一     ２位 
    800ｍ            吉田 允      ２位 
   5000ｍ           毛呂 繁晴    ２位 

     走高跳            杉田 一貴     ２位 
   砲丸投           田中 達也    ２位 
   やり投            熊谷 将吾    ３位 

    ［陸上競技］女子 
   800ｍ          曽根 由輝子     ２位 

    ［バドミントン］女子 
   シングルス     大村 遙      ３位 

    ［柔道］男子 
   90キログラム級  工藤 康平      ３位 
   73キログラム級    土井川 雄士     ３位 

    ［水泳］男子 
       400Ｍメドレーリレー           ２位 

   100Ｍ背泳ぎ        大宅 宗明       優勝 
   200Ｍ背泳ぎ        鳥井  亮吾       ２位 
   800Ｍ自由形        鳥井  亮吾       ３位 

     第38回全国高等専門学校体育大会 
    ［陸上競技］女子個人 

   800ｍ         曽根 由輝子     7位 

     第40回舞鶴・ナホトカ姉妹都市通信競技会 
    ［陸上競技］男子個人 

   走高跳            武田 康助      優勝 
   三段跳             久留米  和之     優勝 
   砲丸投            田中 達也       優勝 
   円盤投            又吉 賢太郎     優勝 

     第7回若狭高浜はまなすマラソン大会 

   男子個人10km      毛呂 繁晴     優勝 
   女子個人10km      谷口 有佳     優勝 

     第3回神戸全日本女子ハーフマラソン大会 

   個人           曽根 由輝子      14位 
谷口 有佳       16位 

     平成15年近畿地区高等専門学校駅伝競走大会 
   男子団体          優勝(大会新記録) 
 
 
 
 

 

 
資料５－４－②－５  

 
 

第28回舞鶴市民ロードレース大会 

  男子個人10km       宮崎 浩企     優勝 
女子個人10km       谷口 有佳    優勝 

第17回天の橋立ハーフマラソン大会 

  一般男子29歳以下の部 
  個人            吉田 允      優勝 
2004大阪国際女子マラソン 
  個人                谷口 有佳     98位 

第54回京都学生柔道大会 
  男子団体第２部                      ３位 

第50回舞鶴市青少年柔道大会 

  男子個人86キログラム級   梶原 治 ２位 
  男子個人65キログラム級   桑原 弘  ３位 

第32回舞鶴サッカー選手権大会         優勝 

第29回舞鶴フットサル選手権大会 準優勝，3位 

第58回国民体育大会秋季大会山岳競技 
 クライミング競技少年男子 奥井 健吾 優勝 

《文化系》 

第14回全国高専プログラミングコンテスト 
課題部門団体                 審査員特別賞 

第17回Hondaエコノパワー燃費競技鈴鹿大会 
グループⅤ団体                    ３位 

第16回舞鶴市吹奏楽連盟アンサンブル 
コンテスト   団体                   銀賞 

第８回近畿・中部地区高専将棋大会 
男子個人        小谷 賢章       敢闘賞 

アイデア対決・全国高等専門学校ロボット 
コンテスト2003 近畿地区大会 

団体        優勝及び特別賞(ホンダ技研) 

アイデア対決・全国高等専門学校ロボット 
コンテスト2003 全国大会 

   団体               ベスト８ 

《学生会》 

第39回献血運動推進全国大会 
団体           厚生労働大臣表彰 

 

       (出典  2003年度 舞鶴高専年報)

課 外 活 動 成 績 一 覧 
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                                                                  資料５－４－②－６

 

 

                   (出典 2005 舞鶴高専 創立40周年記念誌 14,15頁) 
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（分析結果とその根拠理由）  

学生委員会を中心に全教員が学生指導を行うとともに，教員は少なくとも１つのクラブ等顧問と

なり課外活動における学生指導を行っている。 

 以上のことから，生活指導や課外活動等を通して，人間の素養の涵養を図っている。 
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＜専攻科課程＞ 

 

観点５－５－①： 準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっているか。 

 

（観点に係る状況） 

資料５－５－①－１～５に示す準学士課程の科目と専攻科課程の科目関連図に示すように準学士

課程との連携を考慮した教育課程となっている。本校では，準学士課程４年５年と専攻科課程によ

る「生産・情報基礎工学教育プログラム」（資料５－５－①－６）を設置し，準学士課程との連携

を密にしている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

専攻科課程の科目は，準学士課程の科目との連続性を十分考慮して開設されており，専攻科の教

育課程は，準学士課程の教育との連携を十分考慮した教育課程となっている。  
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資料５－５－①－１

 

 

（出典 平成17年度・教育の実施状況等の審査に係る追加書類）
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資料５－５－①－２

 

 

（出典 平成17年度・教育の実施状況等の審査に係る追加書類）

 



舞鶴工業高等専門学校 基準５ 

- 203 - 

資料５－５－①－３

 

（出典 平成17年度・教育の実施状況等の審査に係る追加書類）
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資料５－５－①－４

（出典 平成17年度・教育の実施状況等の審査に係る追加書類）
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資料５－５－①－５

 

（出典 平成17年度・教育の実施状況等の審査に係る追加書類）
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資料５－５－①－６

 

 

（出典 平成17年度専攻科学習の手引）

 

観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置（例えば，必修科目，選択科目

等の配当等が考えられる。）され，教育課程の体系性が確保されているか。また，

授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成す

るために適切なものになっているか。 

 

（観点に係る状況） 

専攻科の目的を資料５－５－②－１に，専攻科修了者像を資料５－５－②－２に，各専攻の教育

方針を５－５－②－３に示す。これに沿って体系化された各専攻の教育課程は資料５－５－②－４，

５に示す。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

専攻科の教育の目的及び修了者像に照らして，専攻毎の専門分野の科目，共通専門の科目及び一

般科目が適切に配置されている。したがって，教育課程の体系性が確保されており，全体として教

育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている。 
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資料５－５－②－１

 

学則 第３９条（専攻科課程） 

 

専攻科は，高等専門学校の基礎の上に，精深な程度において工業に関する高度な

専門的知識及び技術を教授し，その研究を指導することを目的とする。 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集）

 

 

資料５－５－②－２

 

専攻科修了者像 

専攻科では，次のような資質を備えた人材を育てようとしています。 

（１）実践的な技術者として，幅広い工学の基礎と深い専門領域の学識を修得

し，これらをエンジニアリングの実務と技術革新に活用できる。 

（２）技術開発力のある技術者として，課題の発見とその解決に取り組む探求

能力，粘り強いチャレンジ精神と独創力を身につける。 

（３）２１世紀の地球人として，多面的な視点から社会の様々な問題に関心を

持ち，そのあり方を問うことのできる素養と国際感覚を身につける。 

（４）専門職業人として，人間性豊かな調和のとれた思考力と実行力を備え

る。 

 

（出典 平成17年度・専攻科学習の手引）
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資料５－５－②－３

 

電気・制御システム工学専攻 

電気情報工学科，電子制御工学科のいずれかの課程で修得した基礎学力を基盤

に，ソフトウエア，通信，電子回路，制御技術およびメカトロニクス等に関連する

最新の技術教育を行います。 

[職業／活躍できる分野] 

電気機器，運輸，通信および情報システム分野で実力を発揮できる設計・開発・

管理能力を備えた電気・制御システム技術者の育成を目指します。 

 

建設・生産システム工学専攻 

 建設システム工学科，機械工学科のいずれかの課程で修得した基礎学力を基盤

に，先端材料，水圏環境，動的設計およびシステム設計等の技術教育を行います。

[職業／活躍できる分野] 

 都市建設システムおよび機械生産システム等の分野で実力を発揮できる，独創性

豊かな研究開発型の技術者の育成を目指します。 

 

（出典 2006年学校案内）
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資料５－５－②－４

 

 

（出典 平成17年度専攻科学習の手引）
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資料５－５－②－５

 

 

（出典 平成17年度専攻科学習の手引）
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観点５－５－③： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他専攻の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施等が考えられる。）に配慮してい

るか。 

 

（観点に係る状況） 

資料５－５－③－１に示すように，厳選した必修科目を設定した上で学生のニーズに対応できる

ように幅広い選択科目を設定している。大学で修得した単位も認定され（資料５－５－③－２,３)

他高専との単位互換も可能である（資料５－５－③－４，５）。単位互換は「特別英語」（資料５

－５－③－６）に適用されている（資料５－５－③－７）。学校長と専攻科課程生とのフリートー

キングを行い，学生のニーズや要望を収集している。また，海外の大学との国際交流協定が締結さ

れ，国際性を養う教育の基盤が整備されている。社会からの要請に対応し資料５－５－③－８，９

に示す「インターンシップ」を実施している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

適切な選択必修制，大学で取得した単位の認定，他高専との単位互換協定，学校長と専攻科生の

フリート―キング，国際交流協定及びインターンシップの実施により，学生の多様なニーズ，学術

の発展動向，社会からの要請等に配慮した編成となっている。 
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資料５－５－③－１

 

（出典 平成17年度専攻科学習の手引）
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資料５－５－③－２

 

（出典 平成17年度専攻科学習の手引）

 

資料５－５－③－３

 

 

 （出典 平成17年度専攻科学習の手引）
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資料５－５－③－４

 

 
（出典 学生課資料）
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資料５－５－③－５

 
（出典 学生課資料）
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資料５－５－③－６

 

（出典 平成17年度専攻科学習の手引）
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資料５－５－③－７

 

 

 

（出典 学生課資料）
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資料５－５－③－９

 

 

（出典 平成17年度専攻科学習の手引）
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観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用等が考えられる。） 

 

（観点に係る状況） 

資料５－６－①－１の⑪～⑭に授業形態ごとの学習時間が示されている。講義科目が全体の38％,

演習が８％，実験が12％，研究が42％である。演習・実験・研究の授業内容を資料５－６－①－２～

４に示す。学習指導法の工夫では「特別英語」が夏期合宿の形で実施され（資料５－５－③－６），

全員がTOEICの試験を受けている（資料５－６－①－５）。学習指導法の工夫についてアンケート調

査を行った結果を資料５－６－①－６に示す。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

以上のように，教育の目的に照らして，講義，演習，実験等の授業形態のバランスが適切であり，

それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている。 
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資料５－６－①－２

 

 

（出典 平成17年度専攻科学習の手引）
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資料５－６－①－２続き

 

（出典 平成17年度専攻科学習の手引）
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資料５－６－①－３

 

（出典 平成17年度専攻科学習の手引）

 

 

 



舞鶴工業高等専門学校 基準５ 

- 225 - 

資料５－６－①－３続き

 

（出典 平成17年度専攻科学習の手引）
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資料５－６－①－４

 

（出典 平成17年度専攻科学習の手引）
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資料５－６－①－４続き

 

（出典 平成17年度専攻科学習の手引）
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資料５－６－①－５

別紙２ 

平成１７年８月３１日 

  全 学 生 へ 

 

                  校 長 小 野 紘 一 

 

 

ＴＯＥＩＣの受験について 

 

 

 この試験は，英語によるコミュニケーション能力を向上させるため，今年度か 

ら全学生(専攻科生含む)に受験させることにし，下記の日程により実施する。 

 なお，受験料の個人負担は下記のとおりです。学校の指示に従って納入してく 

ださい。 

記 

 ＴＯＥＩＣ 

    Test of English for International Communication の略称で，英語による 

 コミュニケーション能力を幅広く評価する世界共通のテストであり，世界約60 

 ヶ国で実施されています。 

 ＴＯＥＩＣ Ｂｒｉｄｇｅ 

  基礎的なコミュニケーション英語能力を評価する世界共通のテスト 

 

  第１学年 1,000円×２回＝2,000円  （今年度は1,000円） 

  第２，３学年 1,000円 

  第４学年 1,500円×２回＝3,000円（今年度は1,500円） 

  第５学年 1,500円 

  専攻科１学年 1,500円（他高専等からの入学者は3,000円） 

  専攻科２学年 1,500円 

 

    日 程 

 学 年  ５月   ９月 １２月  １月

   １   ○    ○
   ２    ○
   ３    ○
   ４   □    □
   ５    □
  専１   △    □

 

  専２    □

 ○ TOEIC Bridge試験 

 

 □ TOEIC試験 

 

 △  他校からの入学者の 

     ためのTOEIC試験 

    ※ 今年度は９月から実施。 

 

（出典 学生課資料）
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資料５－６－①－６

 

 

表１ 教材の工夫事例 

科目名 教員名 内容 

日本文化論 

国文学 
村上 

全国の大学・短大・高専用に作成した自著を教科書とし

て使用している。また、要点を纏めたレジュメ等も必要

に応じ適宜配布しながら，講義に活用している。 

物性論 宮野 
授業の資料は多くの教科書・参考書・研究書から授業の

内容に沿って再構成して作っている。 

応用通信工学 新池 
電気工学科と電子制御工学科では学習内容が異なるた

め，本科との連携を配慮して自主教材を使用している。

応用人間工学 和田 

講義では板書せず、プロジェクタを使用し、配布資料と

して事前に配布する。関連したビデオを視聴させ，機器

やパソコンソフトを使って体験させている。 

電磁気応用工学 北原 
自主教材を作成。自作のテキスト，演習問題とその解答

を配布している。 

デジタル信号処

理 
町田 

Texas Instrument 社のユニバ―シティプログラム制度

を活用し，無償提供されるＤＳＰボードを使ったデモや

演習を行っている。 

アナログ電子回

路 
馬場 

ＰＬＬ回路の講義において，特別実験で使用した回路図

をコピーして教材に利用し、実験と講義の連携を十分配

慮した授業を行っている。 

ロボットシステ

ム制御 
金森 

本科との連携を考慮して，要点を纏めた自著のテキスト

を作成し配布している。 

地域計画 岡 

毎週の授業に当日もしくは近日の新聞やマスコミに取り

上げられた地域計画に関するトピックスをレポートとし

て提出させている。レポートの中から授業の課題を見つ

けている。 

 

 

 

（出典 庶務課資料）
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資料５－６－①－６続き

 

表２ 情報機器の活用事例 

科目名 教員名 内容 

日本文化論 

国文学 
村上 

毎回科目に関わるビデオを２０分程度使用し、要所や纏め等

の区切りの折には，パワーポイントを用いて講義をしてい

る。 

ﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑ制御 

特別実験 
金森 

ロボットアームの動作をビデオで解説している。磁気浮上シ

ステムのコントローラを MATLAB により設計させている。ま

た，実験データの解析や処理をコンピュ―タで行っている。 

システム制御工

学 
川田 

最初の３週のみ，プロジェクタを利用して最先端の事例を紹

介している。 

応用通信工学 新池 
インターネット等を利用して最新の通信情報等を紹介してい

る。 

応用情報工学 

動的設計論 

特別実験 

高谷 資料やプログラム，演習課題等をウエブ上で配信している。 

材料加工学 生水 材料加工の先端技術の紹介にパワーポイントを用いている。 

特別演習 和田 
特許についての講義とケーススタデｨとして，パソコンを使っ

た電子申請方法を行っている。 

特別実験 西山 
表計算ソフト MS-Excel を用いた表計算流体力学の数値実験を

行っている。 

特別実験 森尾 
地盤データ（ボーリングデータ）を与え，地震時の液状化に

対する危険度ＦＩを EXCELL により計算させている。 

 

表３ 小人数授業や対話・討論型授業事例 

科目名 教員名 内容 

応用通信工学 新池 
受講者は１５名と小人数である。授業にはプリント学習，プ

レゼンテーション学習等を採用している。 

特別演習 宮野 論文の内容について議論している。 

特別演習 川勝 対話形を心がけている。 

（出典 庶務課資料）
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資料５－６－①－６続き

 

表４ フィールド型授業事例 

科目名 教員名 内容 

応用人間工学 和田 

企業での生産形態を知るために工場見学を実施したこと

があるが，交通費等が当方負担となるために，昨年度は

実施していない。校長裁量経費で実施を予定。 

特別演習 川勝 ユニバーサル造船（株）を見学 

 

 

表５ その他の工夫を組み込んだ事例 

科目名 教員名 内容 

日本文化論 

国文学 
村上 

短歌作成等の学習指導を実施し、一方的講義に陥らない

ように気を付けている。 

応用通信工学 新池 課題解決型学習，グループ学習等を採用している。 

電磁気応用工学 北原 

講義ばかりでは集中力の持続が困難であり，理解度を把

握できないので，必ず関連する問題を解かせる。解答は

成績評価の４０％に含まれるので，学生が主体的に授業

に参加する。また、不明な点を聞く，ヒントなどを与え

るなど対話的に授業が進められ，退屈する暇を与えない

ようにしている。その際，理解度もチェックするように

している。 

アナログ電子回

路 
馬場 

大事なところでは，できる限り質問や問題を出し，どの

程度理解しているかをチェックしている。 

水圏環境学 三輪 
講義内容に応じて，近年の研究成果を適時紹介してい

る。 

レオロジー 西山 

日常生活に関連するレオロジーの話題について，学生各

自が課題設定し，その課題について授業時間外に調査・

検討・実験などを行い，授業期間最後の２週で口頭発表

させている。（学生の調査・検討・実験などの作業期間

はおよそ１ヶ月） 

 

（出典 庶務課資料）
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観点５－６－②： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行われ

ているか。 

 

（観点に係る状況） 

創造性は主として特別研究と授業方法の工夫によって養っている。創造性を育む教育方法について

のアンケート調査結果を資料５－６－②－１に示す。「インターンシップ」を実施しており（資料５

－５－③－８及び９），単位認定は資料５－６－②－２に示すとおり，多面的な評価に基づいて行っ

ている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

特別研究及び各授業科目の工夫により創造性が育まれるようになっており，「インターンシップ」

が活用されている。 
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資料５－６―②－１

 

専攻科における創造教育（ＰＢＬなど）の実施状況（平成１８年３月現在） 

 

専攻名 
ＥＳ ＣＭ 

どちらかに○ 
科目名 特別研究 担当者氏名 金山光一 

創造性を育む教育内容の概要 

特別研究では，燃焼炎ダイヤモンド膜の電子デバイス応用の可能性探索という

ことで，PBL 的なテーマ設定をしています。 

 

参考資料名 

特になし 

 

専攻名 
ＥＳ ＣＭ 

どちらかに○ 
科目名 レオロジー 担当者氏名  西山 等 

創造性を育む教育内容の概要 

 

 建設・生産システム工学専攻１年後期の本科目において，日常生活に密接に関

係するレオロジーについて，学生各自が設定したテーマのもと，授業時間外にお

いて調査・検討・実験・考察を行わせ，授業期間内の最後の２週にわたって順番

にプレゼンテーション（７分程度）させ，質問に答えさせている．本課題の説明

はプレゼンテーション期日の一ヶ月前に行い学生の問題設定の意識付けを行う以

外は，すべて学生の自発性・自主性に委ねている．プレゼンテーションには，パ

ワーポイントを用いずに白板を用いて説明させている．これは人前でものごとを

わかりやすく説明することの難しさを感じ取らせるためである．また，本課題で

取り組んだ内容はレポートにまとめ提出させている． 

 学生が設定するテーマは様々であるが，材料の入手のし易さから食品系を扱っ

たものが多く，その変形や流動挙動を調べたものが多い． 

 このような取り組みを通して学生の創造的能力の高さを実感しているところで

ある． 

 

参考資料名 

 平成 17 年度専攻科学習の手引，シラバス，pp.124-125. 

 

 

（出典 庶務課資料）
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資料５－６―②－１続き

 

 

専攻名 
ＥＳ ＣＭ 

どちらかに○ 
科目名 特別演習 担当者氏名 和田 優 

創造性を育む教育内容の概要 

 

 私の担当の中で、具体的な特許申請の実習をしています。 

PBL といえるかどうか分かりませんが、自分で特許になりそうなアイデア（特別

研究の内容とは全く無関係）を出してもらい、そのアイデアを検討し、それを

実際に特許申請用紙に書かせます。授業の評価はその内容と申請書の書き方で

評価します。 

 また、今年から６月を私の担当としてもらいましたので、受講生が出したア

イデアの中で素晴らしいものがあれば、９月末締切りのパテントコンテントに

応募させます。 

 

参考資料名 

 産業財産権標準テキスト 特許編 

 

 

専攻名 
ＥＳ ＣＭ 

どちらかに○ 
科目名 応用通信工学 担当者氏名 新池 一弘 

創造性を育む教育内容の概要 

 

応用通信工学では、教員の講義以外に課題解決型学習を採用している。学生

を数人のグループに分け、移動体通信に関するプレゼンテーションや、アンテ

ナの製作等を行っている。 

  
参考資料：インターネット，本校図書館の書籍 
 

 

 

（出典 庶務課資料）
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資料５－６－②－２

 

 
（出典 学生課資料）
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資料５－６－②－２続き

 

 

（出典 学生課資料）
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観点５－６－③： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され，活用さ

れているか。 

 

（観点に係る状況） 

教育目標の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成されている。講義科目のシラバスの一例を資料

５－６－③－１に示す。授業目的，達成目標，学習・教育目標，授業方法，学習方法，カリキュラ

ムの位置付け，授業計画を明示することにより，学生が予習復習するのに役立つように毎年工夫し

ている。「シラバスを授業の前に読みましたか」の回答として，学生の平均値が５点満点で２を下

回っている（資料５－６－③－２）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

教育課程の編成の趣旨に沿ってシラバスが作成されている。内容が適切に整備され専攻科生全

員に配布されている。しかしながら学生のシラバス活用が十分ではないことが判明しており, シ

ラバスの更なる改善と利用を促す工夫が必要である。 
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資料５－６－③－１

 

（出典 平成17年度専攻科学習の手引）
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資料５－６－③－１続き

 

（出典 平成17年度専攻科学習の手引）
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資料５－６－③－２

図8　学生の自己評価の各設問の全体平均点
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（出典 平成17年度授業アンケート結果の報告（公開用））

 

 

 

観点５－７－①： 専攻科で修学するにふさわしい研究指導（例えば，技術職員などの教育的機能の

活用，複数教員指導体制や研究テーマ決定に対する指導などが考えられる。）が行

われているか。 

 

（観点に係る状況） 

資料５－７－①－１に，研究テーマの説明から配属までのスケジュールを示す。資料５－７－①－

２に研究発表会のプログラム及び指導グループを示す。研究発表は年２回行い，特別研究論文の評価

は，主査と数名の副査により行う。成果発表の場として，舞鶴市内の会場で実施した研究発表会のプ

ログラムを資料５－７－①－３及び４に示す。資料５－７－①－５に，専攻科生による学会発表等の

実績を示す。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学生の要望や興味を十分考慮した研究テーマ選択ができるように配慮され，学生一人につき１テー

マが与えられ，原則として複数の指導教員で指導しており，指導体制が整備されている。年２回の発

表会，主査・副査による特別研究論文の評価，及び，学会等や舞鶴市内での発表が実施されており，

専攻科で修学するにふさわしい研究指導が行われている。 
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資料５－７－①－１

 

平成１７年４月５日

 

電気・制御システム工学専攻 

担当教員各位 

専攻長

 

 

特別研究テーマ説明会について 

 

 

 下記のとおり，ES専攻について特別研究テーマの説明会を開催いたします。現状では，平成１７年

度専攻科シラバス，研究テーマ（テーマ名一覧）に基づいて，説明会の説明順を記載しております。

ご都合の悪い方がおられましたら，中川まで連絡ください。これ以外に，テーマ説明をご希望される

方がおられましたら，中川までご連絡ください。時間設定をさせていただきます。 

なお，特別研究の指導体制は昨年通り，グループ指導となっております。従いまして，学生が研究

指導を申し出た場合，いずれかの研究グループに所属していただくこととなります。 

 

記 

 

テーマ決定までのスケジュール 

 

１．テーマ説明 

 日 時  １年特別研究第１週目 ４月１４日（木）２，３時限 

 場 所  専攻科棟３階講義室 

 内 容  テーマの概要説明，一人１0分程度 

 説明順 

    時間 グループ         教官名（○印 グループ代表） 

10:40～11:10 電子デバイス・電子回路 ○金山，和田，奥村 

11:10～11:50 システム制御・メカトロニクス ○金森，天野，仲川，川田 

13:00～13:30 情報，コンピュータ  ○北原，新池，舩木 

13:30～14:00 電気電子通信   ○中川，平地，山田 

 

２．テーマ質問日 

 日 時  第１週目 ４月１４日（木）３時限，４時限 

    第２週目 ４月２１日（木）２時限 

 場 所  各教官の研究室および実験室 

 内 容  テーマ，設備などについてディスカッション 

 

３．配属決定 

 日 時  第２週目 ４月２１日（木）３時限，４時限 

 場 所  専攻科棟３階講義室 

 内 容  学生の希望調査および配属決定 

 

                        以 上 

 

（出典 平成17年度・専攻長による配布資料）
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資料５－７－①－２

 
 

（出典 学生課資料）
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資料５－７－①－３

 

 

（出典 学生課資料）
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資料５－７－①－４

 

（出典 学生課資料）
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資料５－７－①－５

 

専攻科生による学会発表・論文等（平成16年度～平成17年度） 

題目 学会名・講演会名など 発表年月 

フライアッシュを用いた新しいセメ

ント系混合物の開発 

土木学会関西支部平成 16 年度年次学術講演

概要，Ⅴ-27 
2004 年 5 月 

バイブレータの負荷によるコンクリ

ートの締固め過程の把握 

土木学会関西支部平成 16 年度年次学術講演

概要，Ⅴ-28 
2004 年 5 月 

PIC を用いた太陽電池における MPPT

制御装置の開発 

パワーエレクトロニクス学会創設記念大会

講演論文集,p.25 
2004 年 11 月 

燃焼炎ダイヤモンド膜の誘電正接熱

処理温度依存性 

平成 16 年電気関係学会関西支部連合大

会,G7-11,p.G174. 
2004 年 11 月 

燃焼炎ダイヤモンド膜の誘電特性に

及ぼす合成条件の影響 

平成 16 年電気関係学会関西支部連合大

会,G7-12,p.G175 
2004 年 11 月 

三次元有限要素法による三相型両サ

イドＤＣ回転機の電磁界解析とその

設計 

国立舞鶴工業高等専門学校紀要，Vol.40,  

pp.51/55, 
2005 年 3 月 

ニューラルネットを用いた同期リラ

クタンスモータの適応制御 

国立舞鶴工業高等専門学校紀要，Vol.40,  

pp.51/55, 
2005 年 3 月 

カラー画像による人物挙動解析に関

する研究 

電子情報通信学会 2005 年総合大会情報シス

テムソサエティ総合大会特別号 p.67 
2005 年 3 月 

撮影画像の人物の照合監視システム 
電子情報通信学会 2005 年総合大会情報シス

テムソサエティ総合大会特別号 p.54 
2005 年 3 月 

燃焼炎ダイヤモンド膜の電気特性に

及ぼす熱処理温度の影響 

電子情報通信学会 2005 年総合大会,C-6-1, 

p.8 
2005 年 3 月 

フライアッシュを用いたセメント系

混合物の基礎的検討， 

土木学会関西支部平成 17 年度年次学術講演

概要，Ⅴ-13 
2005 年 5 月 

鉄筋加振法による付着強度への影響 
土木学会関西支部平成 17 年度年次学術講演

概要，Ⅴ-40 
2005 年 5 月 

ニューラルネットワークを用いた風

力発電系の同定システム 

平成 17 年電気学会産業応用部門大会講演論

文集，II-107/108，  
2005 年 9 月 

時間的視差を利用した三次元復元に

関する基礎的研究 

電気関係学会関西支部連合大会講演論文集 

p.G306 
2005 年 11 月 

PLL/PWM 方式による位置サーボ系の

FPGA 実現 
第 48 回自動制御連合講演会 2005 年 11 月 

LMI に基づく動的 anti-windup 制御器

の設計 
第 48 回自動制御連合講演会 2005 年 11 月 

フォワード型 DC/DC コンバータの励

磁電流の測定 

パワーエレクトロニクス学会、第 161 回定

例研究会講演予稿集、pp.20, 
2005 年 12 月 

UPS に適した新しい昇降圧チョッパ回

路の特性 

パワーエレクトロニクス学会、第 161 回定

例研究会講演予稿集、pp.6, 
2005 年 12 月 

年少期の視機能と球技運動能力につ

いて 

日本人間工学会 関西支部大会 講演論文

集 pp.89-90 
2005 年 12 月 

鉄／Si 基板上に堆積した窒化炭素ホ

ウ素（BCN）薄膜からの電界電子放出

特性 

第 11 回高専シンポジウム 

（長岡）p.101 
2006 年 1 月 

燃焼炎ダイヤモンド膜-Au 接合素子の

接触電位差の温度依存性 
電子情報通信学会学生会研究発表講演会 2006 年 3 月 

 

（出典 庶務課資料）
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観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知さ

れているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適

切に実施されているか。 

 

（観点に係る状況） 

成績の評価と単位認定，修了に係る要件は「専攻科学習の手引」（資料５－８－①－１）に記載

され，学生に周知されている。資料５－８－①－２は，修了認定が行われた専攻科会議の資料であ

り，規程に基づいて専攻科課程の修了が認定されている。成績評価の元となる定期試験答案などの

資料は，各担当教員でファイリングされ保管されている。 

  

（分析結果とその根拠理由） 

 「専攻科の単位の修得に関する規程」は十分学生に周知されている。成績評価と単位認定，修了

認定について本規程で明確に定められており，組織的に修了が認定されている。 
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資料５－８－①－１

 

 

（出典 平成17年度専攻科学習の手引）
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資料５－８－①－１続き

 

（出典 平成17年度専攻科学習の手引）
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資料５－８－①－２

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課資料）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点） 

＜準学士課程＞ 学校共通の目標のひとつとして「英語によるコミュニケーション能力の向上」

と定め，低学年に基礎的文法等を重視した授業科目を，高学年になるにつれてより専門性を高めた

講義や会話力の育成を図る科目構成を設定している。国際化への対応として，タイのKing 

Mongkut’s Institute of Technology Ladkrabang，韓国のKorea Universityと交流協定を結び，海

外留学の途を開いている。また「各クラスの代表学生と校長とのフリートーキング」を実施し，学

生のニーズに対して配慮を行っている。さらに，創造性を養う科目を設けPBL方式で授業を実施し

ている。 

 

＜専攻科課程＞ 準学士課程４年５年と専攻科課程から成る「生産・情報基礎工学教育プログラ

ム」を設置して準学士課程と専攻科課程の連携を密にしている。学生の多様なニーズや社会からの

要請等に対応するため，学校長と専攻科生とのフリートーキングを行い，学生のニーズや要望を適

確に把握している。また，海外の大学との国際交流協定が締結され，国際性を養う教育の基盤が整

備されている。英語コミュニケーション能力向上のため「特別英語」を開講し，他高専との単位互

換を行い単位を修得しており，高専間連携として優れた取組となっている。研究指導では，原則と

して複数教員指導体制をとっており，学会発表等学校外での研究発表を実施しており，研究指導が

適切かつ良好に行われている。 

 

（改善を要する点）  

＜準学士課程＞ 学生のシラバス活用度が低く，改善を要する。 

＜専攻科課程＞ シラバスが学生に十分活用されておらず改善を要する。 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

＜準学士課程＞ 本校の教育理念に沿って卒業時の到達目標及び各学年の修了時の到達目標を具体

的に定めて授業科目を決定し，各科目を適切に配置している。他学科の授業科目の履修を可能とし，

国際化対応として語学検定の単位認定を行い，外国大学との交流協定を通して海外留学の途を開い

ている。留学生のニーズに対応するため，日本語や日本文化についてのカリキュラムを編成してい

る。学習指導法では，講義，演習，実験，実習を適切に組み合わせ，目的とする学力と技能を身に

付けさせる工夫を行っている。「情報リテラシー」やコミュニケーション英語教育など一般科目・

専門科目，学科を超えた視点から学習指導内容や方法の工夫を行っている。シラバスは，各科目の

到達目標が学生に理解されるよう具体的に記述されており，授業内容や成績評価についても明示さ

れている。創造能力の育成については，講義・演習科目を組み合わせて，総合的な育成を図ってい

る。社会ニーズへの対応として，インターンシップを活用し，「企業等における実践力の育成」を

目指し，社会が求める能力の育成を図っている。成績評価・単位認定や進級・卒業認定に関する規

定が組織として策定され学生に周知されており，これらの規定に従って成績評価，単位認定，進級

・卒業認定が慎重かつ厳格に実施されている。人間としての素養を涵養する取り組みは，特別活動，

新入生合宿研修，研修旅行，環境美化活動を通して行われている。また，生活指導面や課外活動等

を通して，教育の目的「自ら学ぼうとする意欲を育てる」の涵養を図っている。 
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＜専攻科課程＞ 準学士課程との連携を密にした教育課程となっており「生産・情報基礎工学教育プ

ログラム」を設置している。教育の目的及び修了者像に照らして学習・教育目標が設定され，適切に

科目が配置され，体系性が確保されている。選択必修制，大学の単位の認定，単位互換協定，インタ

ーンシップの活用，校長と学生のフリートーキング，国際交流協定により，学生の様々なニーズ，学

術の発展動向，社会からの要請に対応している。講義，演習，実験，研究の授業形態のバランスが教

育の目的に照らして適切であり，学習指導法の工夫がなされている。特別研究及び各授業科目の工夫

により，創造性が育まれ，インターンシップが活用されている。教育課程の編成の趣旨に沿ってシラ

バスが作成され，その内容は適切であるが，学生の活用は不十分であり改善を要する。研究指導にお

いては，学生の興味を配慮して研究テーマを設定している。指導体制は原則として複数教員指導とし

ている。成績評価，単位の認定，修了認定は，「専攻科の単位の修得に関する規程」に明確に定めら

れ，学生に周知されている。単位の認定及び修了の認定は，この規程に基づいて組織的に適切に行わ

れている。 
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基準６ 教育の成果 

 

（１） 観点ごとの分析 

 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状

況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

 

（観点に係る状況） 

準学士課程では本校の教育目的に沿って作成されたカリキュラムに基づき，各学年の修了と進級

並びに卒業の認定を，学年末に開催する全教員出席による進級認定会議と卒業認定会議によって厳

正に行っている。卒業認定会議では，学業成績・欠課時数一覧表などの会議資料を基に，学生が卒

業時に身に付ける学力や資質・能力がふさわしいと認められた場合に，全教員の同意に基づき卒業

の認定がなされる（資料６－１－①－１）。 

 準学士課程５年生に対し，卒業時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等に関する達

成度調査のためのアンケートを行っている。資料６－１－①－２は，アンケートの質問項目１から

14と各質問に対するアンケート結果の上位群下位群分析（以下，GP分析と略記）を示す。ヒストグ

ラムの横軸はアンケートの質問番号，縦軸は各アンケート項目に達成できたと考えている学生数を

正の値，達成できたと考えていない学生数を負の値で示している。これより，学生は，多くの項目

で卒業時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等が達成できたと考えている。しかし，

アンケート項目の「豊かな教養と国際性を育む教育を受けることができましたか。」および，「豊

かな人間性，国際性，協調性及び英語によるコミュニケーション能力を身につける能力を養うこと

ができましたか。」については，達成できていないと考えている学生が多く，今後改善していく必

要がある。 

 

 資料６―１―①―１

舞鶴工業高等専門学校学業成績の評価並びに 

学年の課程の修了及び卒業の認定に関する規則 

 

第 2 章 学業成績の評価 

 （学業成績の評価） 

第 2 条 学業成績の評価は，学期評価及び学年評価を行う。 

2 学業成績の評価は，当該教科目について予め目標とした事項を学生が習得したか否か，また，学生の能

力，それまでの学力の下で期待されるレベルまで達成されたか否かについて行うものとする。 

3 前項に規定される評価は，可能な限り客観的かつ総合的でなければならない。 

（出典 舞鶴工業高等専門学校学生便覧）
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資料６―１―①―１続き

第 3 条 学業成績の評価は，100 点法によって行う。 

2 評価は，次の区分基準により評語で示すことができる。 

（1）100～90  A＋ （2） 89～80  A （3） 79～70  B （4） 69～60  C 

(5） 59～0  F 

 

3 学期評価は，試験の成績，出欠状況並びに平素の学習状況を総合して評価するものとする。 

4 各科目担当教員は，学業成績の評価の基礎となる試験の結果，出欠状況，平素の学習状況，授業外課題の

履修結果等を保存しなければならない。 

5 学生が評価の基礎について説明を求める場合は，各科目担当教員はこれを開示しなければならない。 

6 期末試験を行うことなく，学業成績の評価を行う場合は，事前に成績評価の基礎となる資料を教務委員会

に提出しなければならない。 

7 教務委員会は，前項の学業成績の評価について審議し，教務主事の承認を受けるものとする。 

8 学年評価は，原則としてその学年の各学期評価を平均したものとする。 

9 学年評価においては，欠席時間数が出席すべき総時間数の 3 分の 1 を超える科目の評価は，59 点以下と

する。 

第 4 条 故意に試験に欠席したと認められた者，又は懲戒処分のため試験を受けることができなかった者の

当該科目の試験の成績は零点とする。 

 （不正行為者等に対する措置） 

第 5 条 試験中不正行為を行った者は，当該科目の試験の成績を零点，学年評価を 59 点以下とし，懲戒を加

える。 

 

   第 3 章 試験 

 （種類） 

第 6 条 試験は，次の 4 種類とする。 

（1）期末試験 

（2）中間試験 

（3）追試験 

（4）再試験 

 （期末試験） 

第 7 条 期末試験は，各学期末に実施する。 

 （中間試験） 

第 8 条 中間試験は，各学期の中間に実施する。 

 （追試験） 

第 9 条 追試験は，病気その他止むを得ぬ理由により試験に欠席した場合，又は過年度において当該科目の

単位を修得できなかった者に限り実施することができる。 

2 科目担当教員は，追試験を実施する場合，教務委員会に予め試験の方法及び評価方法について届け出ると

ともに教務主事の承認を受けておくものとする。 

（出典 舞鶴工業高等専門学校学生便覧）
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資料６―１―①―１続き

 （再試験） 

第 10 条 再試験は，学年評価において 59 点以下の評価の科目がある場合，運営委員会の議を経て実施する

ことができる。 

2 再試験は，その実施が決定された日から速やかにこれを実施するものとする。 

3 科目担当教員は，前項の再試験の成績に基づく再評価を速やかに文書で提出しなければならない。 

 

      第４章   学年の課程の修了，進級並びに卒業の認定  

  （定義）  

第１１条   学則別表第１及び第２に規定する各学年修了時又は卒業時に修得すべき単位数を，学年修

了単位数又は卒業単位数という。  

２   学年修了単位数又は卒業単位数を満たす，それぞれの学年で修得すべき単位数を，年間必要単位

数という。  

  （進級認定）  

第１１条の２   校長は，運営委員会の議を経て，学年評価において当該学年で履修した科目のうち，

年間必要単位数を満たす科目の学年評価において各科目の評価が６０点以上である者を各学年の課

程を修了したものと認定し，進級させる。  

  （卒業認定）  

第１５条   校長は，運営委員会の議を経て，卒業単位数を満たす科目の学年評価が各科目６０点以上

である者を，本校全学年の課程を修了したものと認定し，卒業させる。  

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校学生便覧）

資料６―１―①―２

準学士課程５年生による教育評価アンケート分析結果 

 

アンケート項目 

問１．実験，実習，演習，ものつくりを重視する教育を受けることができましたか。 

問２．基礎に立ち返って考える教育を受けることができましたか。 

問３．自ら学ぼうとする意欲を育てる教育を受けることができましたか。 

問４．豊かな教養と国際性を育む教育を受けることができましたか。 

問５．自然科学と工学の基礎を幅広く修得し，それを応用することができる能力を養うことができましたか。

問６．専門分野の基礎知識を修得し，それを実際の技術の問題に応用することができる能力を養うことができ

ましたか。 

問７．修得した知識を統合して，社会に貢献できる製品やシステムを設計・開発する創造的能力と意欲を有す

る能力を養うことができましたか。 

問８．実験・実習・演習を通じて現象を分析・解析することができる能力を養うことができましたか。 

（出典 評価委員会 教育評価アンケート結果）
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 専攻科課程では，本校の教育目的に沿ってカリキュラムが編成され，「専攻科学習の手引き」に

は，学生が適切な選択科目を履修できるよう履修モデルを掲載している（資料６―１―①－３～

６）。専攻科では各科目担当教員が単位認定し，修了条件を満たしているかどうかを専攻科委員会

で確認している（資料６―１―①－７）。専攻科委員会では，学業成績・欠課時数一覧表などの資

料を基に，学生が修了時に身に付ける学力や資質・能力について，その達成状況の把握・評価を行

い，課程修了の認定を行っている。 

 評価委員会では，専攻科課程２年生に対し，本校専攻科の教育がその目的に沿って行われている

かを把握・評価するためのアンケート調査を行っている。資料６－１－①－８は，アンケートの質

問項目１から10と各質問に対するアンケート結果のGP分析を示す。横軸はアンケートの質問番号，

縦軸は各アンケート項目に達成できたと考えている学生数を正の値，達成できたと考えていない学

生数を負の値で示している。これより，学生は，多くの項目で卒業時に身に付ける学力や資質・能

力，養成する人材像等が達成できたと考えていることが分かる。しかし，アンケート項目の「豊か

資料６―１―①―２続き

準学士課程5年生による教育評価アンケート分析結果 

 

問９．豊かな人間性，国際性，協調性及び英語によるコミュニケーション能力を身につける能力を養うことが

できましたか。 

問１０．技術が持つ地球的，社会的影響の重要性と技術者の倫理的責任を理解し，説明することができる能力

を養うことができましたか。 

問１１．課題の提案・報告などを効果的に記述し，説明することができる能力を養うことができましたか。 

問１２．コンピュータはじめ実践に必要なスキルと最新の工学ツールを活用することができる能力を養うこと

ができましたか。 

問１３．学科の目標に適する企業に就職することができましたか。 

問１４．学科の目標に適する大学に進学することができましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 評価委員会 教育評価アンケート）
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な人間性，国際性，協調性及び英語によるコミュニケーション能力を身につける能力を養うことが

できましたか。」については，達成できていないと考えている学生が多く，今後改善していく必要

がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６―１―①―３

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校専攻科学習の手引）
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資料６―１―①―４

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校専攻科学習の手引）
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資料６―１―①―５

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校専攻科学習の手引）
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資料６―１―①―６

（出典 舞鶴工業高等専門学校専攻科学習の手引）
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資料６―１―①―７

舞鶴工業高等専門学校専攻科委員会規則 

 （目的） 

第１条 舞鶴工業高等専門学校教官組織規程（昭和５０年４月１日制定）第２８条第３項の規定に基づき，

舞鶴工業高等専門学校専攻科委員会（以下「専攻科委員会」という。）に関し，必要な事項を定めるものと

する。 

 （組織） 

第２条 専攻科委員会は，次の各号に掲げる委員をもって構成する。 

 (1) 専攻科長 

 (2)  教務主事 

 (3)  専攻長 

 (4)  各専攻，一般科目で専攻科を担当する教官 各１人 

 (5) 学生課長 

２ 前項目第４号の任期は１年とし，再任は妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任

委員の残任期間とする。 

 （審議事項） 

第３条 専攻科委員会は，校長の諮問に応じて，次の各号に掲げる事項を審議する。 

 (1) 教育課程の編成及び実施に関すること。 

 (2)  教育計画及び授業時間の編成に関すること。 

 (3)  入学者選抜に関すること。 

 (4)  入学，退学，転学，休学，復学及び修了に関すること。 

 (5)  試験及び学業成績に関すること。 

 (6)  学生の進学及び就職に関すること。 

 (7)  学生の厚生補導に関すること。 

 (8)  その他専攻科の運営に関すること。 

 （委員会） 

第４条 専攻科委員会に委員長を置き，専攻科長をもって充てる。 

２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

３ 委員長は，委員会の協議について校長に報告する。 

４ 委員長に事故あるときは，あらかじめ委員長の指名した委員が，その職務を代行する。 

 （委員以外の出席） 

第５条 専攻科委員会が必要と認めた場合には，委員以外の者の出席を求めて，意見を聞くことができる。 

 （委員会の運用） 

第６条 専攻科委員会は，他の委員会と密接な関係があり調整を必要とする場合，又は他 の委員会で審議

することがふさわしいと判断した場合には，それぞれ調整し，又は審議 を依頼することができる。 

 （事務） 

第７条 専攻科委員会の事務は，学生課専門職員で処理する。 

 

 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集）  
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資料６―１―①―８

専攻科２年生による教育評価アンケート分析結果 

設問項目 

問１．在籍学科を回答して下さい。 

［1］電気・制御システム工学専攻       ［2］建設・生産システム工学専攻 

問２．自然科学と工学の基礎を幅広く修得し，それを応用することができる能力を養うことができましたか。 

［1］十分満足〔2］ある程度満足［3］どちらとも言えない［4］少し不足［5］大いに不足 

問３．専門分野の基礎知識を修得し，それを実際の技術の問題に応用することができる能力を養うことができましたか。 

［1］十分満足〔2］ある程度満足［3］どちらとも言えない［4］少し不足［5］大いに不足 

問４．修得した知識を統合して，社会に貢献できる製品やシステムを設計・開発する創造的能力と意欲を有する能力を養うことがで

きましたか。 

［1］十分満足〔2］ある程度満足［3］どちらとも言えない［4］少し不足［5］大いに不足 

問５．実験・実習・演習を通じて現象を分析・解析することができる能力を養うことができましたか。 

［1］十分満足〔2］ある程度満足［3］どちらとも言えない［4］少し不足［5］大いに不足 

問６．豊かな人間性，国際性，協調性及び英語によるコミュニケーション能力を身につける能力を養うことができましたか。 

［1］十分満足〔2］ある程度満足［3］どちらとも言えない［4］少し不足［5］大いに不足 

問７．技術が持つ地球的，社会的影響の重要性と技術者の倫理的責任を理解し，説明することができる能力を養うことができました

か。 

［1］十分満足〔2］ある程度満足［3］どちらとも言えない［4］少し不足［5］大いに不足 

問８．課題の提案・報告などを効果的に記述し，説明することができる能力を養うことができましたか。 

［1］十分満足〔2］ある程度満足［3］どちらとも言えない［4］少し不足［5］大いに不足 

問９．コンピュータはじめ実践に必要なスキルと最新の工学ツールを活用することができる能力を養うことができましたか。 

［1］十分満足〔2］ある程度満足［3］どちらとも言えない［4］少し不足［5］大いに不足 

問１０．学科の目標に適する企業に就職することができましたか。 

［1］十分満足〔2］ある程度満足［3］どちらとも言えない［4］少し不足［5］大いに不足 

問１１．学科の目標に適する大学に進学することができましたか。 

［1］十分満足〔2］ある程度満足［3］どちらとも言えない［4］少し不足［5］大いに不足 
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（出典 評価委員会 教育評価アンケート結果）  
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（分析結果とその根拠理由） 

 準学士課程，専攻科課程ともに，学生が卒業（修了）時に身に付ける学力，資質・能力及び養成

する人材像等について明示されており，その達成状況は，進級・卒業・修了認定会議および準学士

課程，専攻科課程の卒業（修了）によるアンケートにおいて把握・評価されており，適切な取組が

行われている。 

 

観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力につ

いて，単位取得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等か

ら，あるいは卒業研究，卒業制作などの内容・水準から判断して，教育の成果や

効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 

準学士課程および専攻科課程における在学・休学者・退学者・留年者の状況は，資料６―１―②

―１及び２のとおりである。資料６―１―②―３は，各年度における各学科の進級率と学校全体の

進級率を示している。同資料に示した進級率は，年度当初の在籍学生数に対する年度末の在籍学生

数の割合を百分率で表したものである。過去４年間の全学科の進級率は，95.7（%）～97.1（%）で

推移している。 

 準学士課程では，最終学年の卒業研究において，学生が身に付ける学力や資質・能力が総合的に

育成され，評価される。すなわち，卒業研究指導教員の指導の下に卒業研究を行い，学生が仕上げ

た卒業論文と取組の状況を指導教員が評価すると共に，各学科の卒業研究発表会での発表・質疑に

より，参加教員の評価も加えて学生の学力や資質・能力が総合的に評価されている。 

専攻科課程では２年間特別研究を行い，特別研究論文の一部は学修レポートにまとめ，大学評価

・学位授与機構に提出し審査の上，学位を取得している。このことは学生の学力が一定の水準以上

に達していることを示している。さらに，修了者の約半数の学生が学協会等で研究成果を発表して

おり，特別研究の水準の高さを裏付けている（資料６―１―②―４及び５）。 
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資料６－１－②－１

在学および休学者の状況（準学士課程・専攻科課程） 

平成 13 年度 

 

 

（出典 学生課資料）
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資料 6－1－②－1「在学・休学者・退学者・留年者の状況（準学士課程）」 

 

在学および休学者の状況（準学士課程・専攻科課程） 

平成 14 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６－１－②－１続き

 

在学および休学者の状況（準学士課程・専攻科課程） 

平成 14 年度 

 

（出典 学生課資料）
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資料６－１－②－１続き

 

在学および休学者の状況（準学士課程・専攻科課程） 

平成 15 年度 

 

（出典 学生課資料）
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資料６－１－②－１続き

 

在学および休学者の状況（準学士課程・専攻科課程） 

平成 16 年度 

 

（出典 学生課資料）
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資料６－１－②－２

 

休学者および退学者の状況（準学士課程・専攻科課程） 

 

 

 

 

（出典 学生課資料）
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資料６－１－②－２続き 

 

留年者の状況（準学士課程・専攻科課程） 

平成 13 年度留年者       

  1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 計 

機械工学科 0 0 2 2 1 5 

電気工学科 1 1 0 0 0 2 

電子制御工学科 1 1 0 1 1 4 

建設システム工学科 1 1 1 0 1 4 

準学士課程計 3 3 3 3 3 15 

電気・制御 0 0       0 

建設・生産 1 1       2 

専攻科計 1 1       2 

全校生合計           17 

       

平成 14 年度留年者       

  1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 計 

機械工学科 1 0 1 0 0 2 

電気工学科 1 1 1 1 0 4 

電子制御工学科 1 2 0 2 0 5 

建設システム工学科 0 1 2 1 1 5 

準学士課程計 3 4 4 4 1 16 

電気・制御 0 0       0 

建設・生産 1 1       2 

専攻科計 1 1       2 

全校生合計           18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料６－１－②－２続き 

 

留年者の状況（準学士課程・専攻科課程） 

平成 15 年度留年者       

  1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 計 

機械工学科 0 1 1 2 1 5 

電気工学科 0 0 2 1 1 4 

電子制御工学科 0 1 0 1 1 3 

建設システム工学科 0 1 0 1 1 3 

準学士課程計 0 3 3 5 4 15 

電気・制御 0 0       0 

建設・生産 1 2       3 

専攻科計 1 2       3 

全校生合計           18 

       

平成 16 年度留年者       

  1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 計 

機械工学科 0 1 1 6 0 8 

電気工学科 1 2 1 2 1 7 

電子制御工学科 0 0 1 2 0 3 

建設システム工学科 3 1 1 1 1 7 

準学士課程計 4 4 4 11 2 25 

電気・制御 0 0       0 

建設・生産 1 1       2 

専攻科計 1 1       2 

全校生合計           27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料６－１－②－３

 

各学科および学校全体の進級率の推移 
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（出典 学生課資料）
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資料６－１－②－４

 

 

（出典 学生課資料）
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資料６－１－②－４続き

専攻科特別研究報告集目次 

 

（出典 学生課資料）



舞鶴工業高等専門学校 基準６ 

- 273 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６－１－②－６ 

 

資料６－１－②－４続き

専攻科特別研究報告集目次 

 

（出典 学生課資料）
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資料６－１－②－５ 

専攻科課程学生による学会発表・論文等（平成17年度） 

題目 学会名・講演会名など 発表年月 

フライアッシュを用いたセメント系

混合物の基礎的検討 

土木学会関西支部年次学術講演概要, V-
13, 

2005 年 5 月 

2004 年台風 23 号による由良川洪水に

ついて 
土木学会関西支部講演概要集 II-40 2005 年 5 月 

2004 年台風 23 号による由良川水害に

おける避難について 
土木学会関西支部講演概要集 II-41 2005 年 5 月 

水みちの変動に及ぼす土砂供給量変

化の影響 

平成 17 年度土木学会関西支部年次学術講演

会講演概要集, II-32 2005 年 5 月 

鳴き砂の土粒子形状と非排水単純せ

ん断特性について 

平成 17 年度土木学会関西支部年次学術講演

会, III-25 2005 年 5 月 

舞鶴市の液状化危険度マップの作成 
平成 17 年度土木学会関西支部年次学術講演

会, III-41 2005 年 5 月 

2004 年台風 23 号による由良川の被害

と洪水 

第 60 回 土 木 学 会 年 講 概 要 集 II-64, 
pp.127-128 2005 年９月 

2004 年台風 23 号による由良川水害時

の避難について 

第 60 回 土 木 学 会 年 講 概 要 集 II-67, 
pp.133-134 2005 年９月 

水みちの変動に及ぼす土砂流入条件

の影響 

第 60 回土木学会年次学術講演会講演概要

集, 第 II 部門, pp.179-180 2005 年９月 

舞鶴市の液状化危険度について 
第 60 回土木学会年次学術講演会講演概要

集, pp.317-318 (3-159) 2005 年９月 

Effect of Bed Degradation and 

Aggradation on Transformation of 

Alternate Bar Morphology 

Proceedings of the 4th IAHR Symposium 

on River, Coastal and Estuarine 

Morphodynamics, Vol.I, pp.471-479 
2005 年 10 月 

ゾルゲル法による In2O3-SnO2 系透明

導電膜の合成 

粉体粉末冶金協会講演概要集平成１７年度

秋季大会, 1-65A, pp.210 2005 年 11 月 

撮影画像の人物の照合監視システム 
電子情報通信学会 2005 年総合大会情報シス

テムソサエティ総合大会特別号 p.54 
2005 年 3 月 

燃焼炎ダイヤモンド膜の電気特性に

及ぼす熱処理温度の影響 

電子情報通信学会 2005 年総合大会,C-6-1, 

p.8 
2005 年 3 月 

フライアッシュを用いたセメント系

混合物の基礎的検討， 

土木学会関西支部平成 17 年度年次学術講演

概要，Ⅴ-13 
2005 年 5 月 

鉄筋加振法による付着強度への影響 
土木学会関西支部平成 17 年度年次学術講演

概要，Ⅴ-40 
2005 年 5 月 

ニューラルネットワークを用いた風

力発電系の同定システム 

平成 17 年電気学会産業応用部門大会講演論

文集，II-107/108，  
2005 年 9 月 

ILQ 設計法を用いた同期リラクタンス

電動機のロバスト電流制御システム 

平成 17 年電気学会産業応用部門大会講演論

文集, pp.I-191-196 2005 年 9 月 

LMI に基づく動的 anti-windup 制御器

の設計 
第 48 回自動制御連合講演会 2005 年 11 月 

PLL/PWM 方式による位置サーボ系の

FPGA 実現 

第 48 回自動制御連合講演会 CD-ROM 集, 

H1-12, 2005 年 11 月 

時間的視差を利用した三次元復元に

関する基礎的研究 

平成 17 年電気関係学会関西支部連合大会講

演論文集, G306 
2005 年 11 月 

寮内ネットワークシステムの改善 
平成 17 年電気関係学会関西支部連合大会講

演論文集, G260 
2005 年 11 月 

静電結合と表皮効果による導体形状

の非破壊測定 

電気関係学会関西支部連合大会講演論文集 

(電気学会他共催), G2-15, p.G44 2005 年 11 月 

異なる昇温速度を用い TFA-MOD 法に

より作製した Y-123 膜の超電導特性

と X 線解説結果 

電気関係学会関西支部連合大会講演論文集 

(電気学会他共催), G7-37, p.G173 2005 年 11 月 

電子デバイス応用のための高品質ダ

イヤモンド膜の燃焼合成 

第 43 回燃焼シンポジウム講演論文集 (日本

燃焼学会主催), pp.504-505 2005 年 12 月 

（出典 舞鶴高専年報-2005 年度の教育・研究-） 
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資料６－１－②－５続き 

 

年少期の視機能と球技運動能力につ

いて 

日本人間工学会関西支部大会講演論文集 

(日本人間工学会), pp.89-90 2005 年 12 月 

フォワード型 DC/DC コンバータの励

磁電流の測定 

パワーエレクトロニクス学会、第 161 回定

例研究会講演予稿集、pp.20 
2005 年 12 月 

UPS に適した新しい昇降圧チョッパ回

路の特性 

パワーエレクトロニクス学会、第 161 回定

例研究会講演予稿集、pp.6, 
2005 年 12 月 

鉄/Si 基板上に堆積した窒化炭素ホウ

素 (BCN) 薄膜からの電界電子放出特

性 

第 11 回高専シンポジウム講演要旨集 (高専

シンポジウム協議会主催), B-9, p.101 2006 年１月 

燃焼炎ダイヤモンド膜-Au 接合素子

の接触電位差の温度特性 

電子情報通信学会学生会研究発表講演会論

文集 (電子情報通信学会主催), C2-2, 
p.48 

2006 年３月 

 

 

 

 

準学士課程学生による学会発表・論文等（平成 17 年度） 

題目 学会名・講演会名など 発表年月 

ゾルゲル法による BaTiO3 微粒子の合

成 

粉 体 お よ び 粉 末 冶 金 , Vol.52, No.4, 

pp.261-266 2005 年３月 

静電結合と表皮効果による導体形状

の非破壊測定 

平成 17 年電気関係学会関西支部連合大

会,G2-15,p.G44 
2005 年 11 月 

固有空間法による陸支コードの認識 
平成 17 年電気関係学会関西支部連合大会講

演論文集, G322 
2005 年 11 月 

夜間におけるナンバープレートの抽

出と認識 

平成 17 年電気関係学会関西支部連合大会講

演論文集, G327 
2005 年 11 月 

フレーム付きナンバープレートの抽

出・認識に関する基礎研究 

平成 17 年電気関係学会関西支部連合大会講

演論文集, G278 
2005 年 11 月 

ゾルゲル法による La, Mn ドープ

BaTiO3微粒子の合成 
舞鶴高専紀要, Vol.41, pp.1-5 2006 年３月 

ハフ変換にフーリエ近似を用いた楕

円検出 
電気学会全国大会講演論文集, p.185 2006 年３月 

接線情報を用いたハフ変換による楕

円検出 

電気学会関西支部高専研究発表講演論文集, 

pp.25-26 2006 年３月 

ECM を用いたナノメートルオーダ微小

変位測定法の研究 

電気学会関西支部高専卒研発表会 pp.15-

16(2006.3) 
2006 年３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 舞鶴高専年報-2005 年度の教育・研究-） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 各学年における進級率は過去４年間では95.7～97.1％の範囲で推移ししており，教育の成果や効

果が上がっている。卒業研究においても本校の目的にかなう内容と水準を維持しており，準学士課

程，専攻科課程のいずれにおいても学会等で発表し表彰もされており，教育の成果や効果が上がっ

ている。 

 

観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路状況等の実績や成果から判断して，教育の成

果や効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 

現在まで準学士課程4,766名の卒業生と専攻科課程73名の修了生を世に送り出しており，地域を

始めとした企業への就職や大学・大学院への進学を果たしている（資料６―１―③―１～３）。就

職に関しては，求人倍率が平均10倍を超え就職率100％を維持しており，本校卒業生の能力が高く

評価されている。進学者数は専攻科と国公私立大学への３年次編入を合わせて卒業者の40％を越え

ている。進学には推薦選抜と学力選抜の２通りがあり，いずれにおいても本校卒業生の能力が高く

評価されていると判断される。 

準学士課程卒業生の就職者と進学者の割合はほぼ６対４である。就職先は，各学科の専門分野を

中心とした製造業と，時代の要請を反映して情報処理・サービス業が多く，近隣地域をはじめ近畿

地区が多くなっている。平成12年度，13年度の卒業生に対し就職先が各学科の目標に合致している

か否かについてアンケート調査を行った（資料６―１―③―４）。同資料のグラフは，卒業生が就

学した学科の目標に適した企業に就職しているか否かと，本校で学習した専門科目が業務に役立っ

ているかをそれぞれ示している。学科の目標と就職企業との関連性に関するアンケートから，卒業

生の約70％が学科の目標に適応した企業に就職していることが分かる。本校で学習した専門科目と

業務の関連性についても，約85％の卒業生が関連性ありと答えている。また，本校を卒業した学生

の進学先は，本校専攻科や国立大学を中心とした大学の工学部に進学している（資料６―１―③―

５）。専攻科の修了生については，平成13年度から平成17年度までの就職率は100％であり，毎年

２～４名が国立大学を中心とした大学院へ進学している。 
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資料６－１－③－１ 

「卒業・修了者の進路状況（準学士課程・専攻科課程）および大学への編入学等の状況（準学

士課程）」 

卒業者の進路状況（準学士課程） 

平成 13 年度卒業者 

  区  分  卒 業 
 者 数 

 就 職 
 希望者 
    (a) 

 就 職 
 決定者 
    (b) 

 進 学

 
 希望者

 その他

 
 (含自営)

 求 人

 会 社 数

   (社) 

 求 人 数 
   (人) 
    (c) 

 求人倍数 
 
 (c)／(a) 

 就職決定率

 
 (b)/(a)×100

 機 械     ４０      ２６     ２６      １２        ２    ２４２    ２４３     ９．３      １００．０

 電 気     ４０      ２３     ２３      １５        ２    ２６９     ２７０   １１．７      １００．０

 電子制御     ３７      １７     １７      １９        １    ２５１     ２５２   １４．８      １００．０

 建設ｼｽﾃﾑ     ３７      １８     １８      １４        ５      ９２       ９２     ５．１      １００．０

 合 計   １５４      ８４     ８４      ６０      １０    ８５４     ８５７   １０．２      １００．０

 

修了者の進路状況（専攻科課程） 

平成 13 年度修了者 

  区  分  修 了 

 者 数 

 就 職 

 希 望 者 

    (a) 

 就 職 

 決 定 者 

    (b) 

 進 学

 

 希 望 者

 そ の 他

 

 (含自営) 

 求 人

 会 社 数

   (社) 

 求 人 数 

   (人) 

    (c) 

 求人倍数 

 

 (c)／(a) 

 就職決定率

 

 (b)/(a)×100 

電気・制御     １３       ９       ９       ３        １      ４２      ４２   ４．６７      １００．０

建設・生産       ９        ６       ６       ２        １      ３５      ３５   ５．８３      １００．０

 合 計    ２２      １５     １５       ５        ２      ７７      ７７   ５．１３      １００．０

 

卒業者の進路状況（準学士課程） 

平成 14 年度卒業者 

区 分 

卒 業 

予 定 

者 数 

就 職 

希望者 

（ａ） 

就 職 

内定者 

（ｂ） 

進 学

希望者

その他

(含自

営) 

求 人

会社数

（社）

求人数

（人）

（ｃ）

求人倍

数 

(c)/(a) 

就職内定率 

(b)/(a)×100

機 械 32 21 21 11 0 233 238 11.3 100.0 

電 気 40 23 23 15 2 268 271 11.7 100.0 

電子制御 38 18 18 19 1 251 253 14.0 100.0 

建  設 

システム 
35 19 19 14 2 82 87 4.5 100.0 

合 計 145 81 81 59 5 834 849 10.4 100.0 

（出典 学生課資料） 
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 資料６－１－③－１続き 

卒業者の進路状況（準学士課程） 

平成 16 年度卒業者 

区 分 

卒  

業 

者  

数 

就 職 

希望者 

（ａ） 

就 職 

決定者 

（ｂ） 

進 学

希望者

その他

(含自

営) 

求 人

会社数

（社）

求人数

（人）

（ｃ）

求人倍

数 

(c)/(a) 

就職決定率 

(b)/(a)×100

機 械 37 20 20 13 4 309 319 16.0 100.0 

電 気 37 22 22 15 0 303 306 13.9 100.0 

電子制御 43 22 22 21 0 305 311 14.1 100.0 

建  設 

システム 
36 15 15 19 2 91 91 6.1 100.0 

合 計 153 79 79 68 6 1,008 1,027 13.0 100.0 

 

修了者の進路状況（専攻科課程） 

平成 16 年度修了者 

区 分 

修  

了  

者   

数 

就 職 

希望者 

（ａ） 

就 職 

決定者 

（ｂ） 

進 学

希望者

その他

(含自

営) 

求 人

会社数

（社）

求人数

（人）

（ｃ）

求人倍

数 

(c)/(a) 

就職決定率 

(b)/(a)×100

電 気 

制 御 
14 5 5 9 0 116 119 23.8 100.0 

建 設 

生 産 
11 7 7 3 1 111 112 16.0 100.0 

合 計 
25 12 12 12 1 227 231 19.3 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料６－１－③－１続き 

「卒業・修了者の進学先一覧（準学士課程・専攻科課程）」 

準学士課程            

    編入学年度  

大学名 
13 14 15 16 17

        編入学年度   

大学名 
13 14 15 16 17

宇都宮大学       1  高知大学     1  1

群馬大学   1     愛媛大学       1 1

千葉大学   1     九州工業大学 3 1 2 2 1

長岡技術科学大学 5 7 6 2 4 佐賀大学   1     

富山大学   1 1 1 1 熊本大学 1      1

金沢大学       1 1 鹿児島大学     1   

福井大学 4 6 4 1 1 滋賀県立大学        1

信州大学 1 4 3 2  大阪市立大学        1

山梨大学 1 1 2  1 姫路工業大学   1     

岐阜大学 2 2 1 3 2 岡山県立大学   1     

豊橋技術科学大学 7 6 8 8 7 愛知工科大学        1

名古屋工業大学       1  京都造形大学        1

三重大学   1 2 1 2 立命館大学 2 2 2 2 2

京都教育大学        1 龍谷大学     1   

京都工芸繊維大学     1   関西大学 1 2   3 1

大阪大学   1 2 1 1 大阪産業大学        1

和歌山大学 2   3 1 3 四天王寺国際佛教大学     1   

島根大学     1  1 東亜大学       1  

岡山大学       1  徳島文理大学 1   1   

広島大学        3 計 33 41 43 37 41

山口大学 2     1  ・その他，北見工業大・北海道大・東北大・岩手大・秋田大・   

徳島大学 1 1   2 1 埼玉大・茨城大・東京工業大・電気通信大・東京大・静岡大・   

香川大学   1   1  神戸大・鳥取大・長崎大・大阪府立大・大阪電気通信大等に   

      編入学の実績があります。           

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料６－１－③－１続き 

 

 

準学士課程      

     編入学年度    

高専名 
13 14 15 16 17

舞鶴高専専攻科 18 16 26 22 27

福井高専専攻科 1  1   

豊田高専専攻科   2   

明石高専専攻科 1 1 2   

奈良高専専攻科      

津山高専専攻科   1   

呉高専専攻科      

神戸市立高専専攻科  2 1   

計 20 19 33 22 27

      

専攻科課程      

         編入学年度 14 15 16 17

  大学院名           

室蘭工業大学大学院     1     

北陸先端科学技術大学院 2 2 1   

長岡技術科学大学大学院   1     

豊橋技術科学大学大学院       1

京都大学大学院情報学研究科       1

京都工芸繊維大学大学院工芸学科研究

科       1

大阪大学大学院工学研究科   1     

徳島大学大学院工学研究科 1     1

九州工業大学大学院   1 1 1 3

早稲田大学大学院情報生産システム研

究科       1

立命館大学大学院理工学研究科 1 2 1 3

       合   計   5 8 3 11

 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料６－１－③－２ 

「卒業・修了者の就職先（準学士課程・専攻科課程）」 

平成 13 年度就職先一覧（準学士課程） 

相生精機（株） サンコール（株） 日本道路公団 

アイサワ工業（株） サントリー（株） （株）日本ピーエス 

アイテック阪神（株） 三洋電機サービス（株） （株）ネオテクノ 

（株）イシダ ＣＴＣテクノロジー（株） ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ（株） 

一志（株） （株）スガナミ 阪神動力機械（株） 

ウエスト電気（株） 第一精工（株） 光工業（株） 

ウェルファイド（株） （株）第一土木 （株）微生物化学研究所 

（株）エクセディ ダイキン工業（株） 日立メディコ（株） 

（株）ＮＴＴドコモ関西 太陽機械工業（株） 富士ソフトＡＢＣ（株） 

（株）ＮＴＴファシリティーズ 翼システム（株） （株）ベストハウジング 

戎屋化学工業（株） 寺西建設（株） （株）堀内機械 

大阪資生堂（株） ＴＯＷＡ（株） （株）堀場製作所 

奥村組土木興業（株） 東芝エレベータ（株） 前田道路（株） 

ｵﾑﾛﾝﾌｨｰﾙﾄﾞｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ（株） 東レ・プレシジョン（株） （株）丸屋建設 

カスタム・パーツ・フタイ トクデン（株） 三菱重工業（株）神戸造船所 

（株）香山組 トステム（株） 三菱電機（株）関西業務ｾﾝﾀｰ 

（株）川嶋建設 西日本旅客鉄道（株） 三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ（株） 

関西電力（株） ニチコン（株）亀岡工場 ムラタシステム（株） 

（株）カンセツ ニチコンタンタル（株） 八千代町 

技研電子（株） ニチゾウ電子制御（株） 山崎建設（株） 

ｷｬﾉﾝｼｽﾃﾑｱﾝﾄﾞｻﾎﾟｰﾄ（株） （株）日研工作所 ユニチカ（株） 

（株）共立合金製作所 （株）日産テクノ （株）吉野工業所大阪工場 

ケイコン（株） （株）日新システムズ 吉村建設工業（株） 

（株）小松製作所大阪工場 （株）日進製作所 レンゴー（株） 

サクラインターネット（株） 日本電産（株）   

 

平成 13 年度就職先一覧（専攻科課程） 

伊根町 （株）高木製作所 

三菱ウェルファーマ（株） （株）日進製作所 

（株）エクセディ （株）日本工業試験所 

音羽電機工業（株） ネクストウェア（株） 

（株）オリンピア 株）ビーエム昌和 

京都機械工具（株） 横河ワイ・エフ・イー（株） 

三幸通信工業（株） （株）吉野工業所大阪工場 

（株）システムラン   
（出典 学生課資料） 
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資料６－１－③－２続き 

平成 14 年度就職先一覧（準学士課程） 

アイコム（株） 財務省印刷局 日本原子力防護システム（株） 

（株）アズクリエイト サントリー（株） （有）パブリックプラン 

一志（株） 三洋電機サービス（株） 阪神動力機械（株） 

（株）エクセディ 自衛隊（曹候補生） （株）半導体エネルギー研究所 

ＮＨＫ （株）シビルピープル 富士ソフトＡＢＣ（株） 

（株）ＮＴＴファシリティーズ 新日本海事工業（株） （株）古瀬組 

戎屋化学工業（株） ＳＰＥＣＩＡＬ ＢＬＥＮＤ（株）ＪＡＰＡＮ （株）堀場製作所 

大阪シーリング印刷（株） セコム（株） （株）舞鶴設計所 

オムロンフィールドエンジニアリング（株） セントラル・コンピュータ・サービス（株） （株）前川製作所 

金下建設（株） 綜合警備保障（株） 三浦工業（株） 

（株）香山組 大舞工業（株） 三菱重工業（株）高砂製作所 

カルビー（株） 太陽機械工業（株） ムラテック販売（株） 

カルビー（株）綾部工場 （株）翼システム （株）モリタ製作所 

カルビー（株）滋賀工場 （有）ディーシーティー・インコーポレーション 山本土木（株） 

（株）カンセツ トクデン（株） ユニチカ（株） 

キャノンシステムアンドサポート（株） 西日本旅客鉄道（株） （株）吉野工業所 

窪田工業（株） ニチコン（株）亀岡工場 （株）吉野工業所大阪工場 

グンゼ（株） ニチゾウ電子制御（株） 陸上自衛隊 

ケイコン（株） （株）日産テクノ レンゴー（株）桂工場 

コベルコシステム（株） （株）日進製作所 レンゴー（株）京都工場 

（株）小松製作所（コマツ） 日信電子サービス（株）   
 

平成 14 年度就職先一覧（専攻科課程） 

アイコム（株） （株）日産テクノ 

伊根町役場 （株）ニッソーサービス 

（株）エクセディ （株）バンテクノ 

岸本建設（株） （株）日立ビルシステム 

ソイルアンドロックエンジニアリング（株） 富士ソフトＡＢＣ（株） 

（株）テクモ 富士電機システムズ（株） 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料６－１－③－２続き 

アイテック阪神（株） 滋賀県 阪神動力機械（株） 

アルプス電気（株） （株）資生堂舞鶴工場 ヒエン電工（株）長田野工場 

（株）イシダ 綜合警備保障（株） （有）フードプランニング 

（株）エナミ精機 （株）第一土木 富士ソフトＡＢＣ（株） 

（株）エヌ・ティ・ティ ファシリティーズ （株）大同キャスティングス フジテック（株） 

ＮＥＣフィールディング（株） 太陽機械工業（株） （株）古瀬組 

エレックス工業（株） 太陽精機（株） （株）ベルテックス 

大阪ガス（株） （株）ティエスティ （株）ベンチャーセーフネット 

大阪シーリング印刷（株） 東芝メディカルシステムズ（株） （株）堀内機械 

金下建設（株） 東洋電機（株） （株）堀場製作所 

関西電力（株） 同和鉱業（株） 本田技研工業（株） 

キャノンシステムアンドサポート（株） 特殊電極（株） 舞鶴市 

京セラミタジャパン（株） トクデン（株） （株）舞鶴設計所 

（株）桑原組 （株）ナック 前田道路（株） 

計測テクノ（株） 南海電設（株） 松下システムテクノ（株） 

ケイコン（株） 西日本旅客鉄道（株） 松下電子部品（株） 

（株）光輝 ニチゾウ電子制御（株） （株）向茂組 

光洋エンジニアリング（株） （株）日進製作所 ムラテック販売（株） 

（独）国立印刷局 日信電子サービス（株） 明光精器（株） 

（株）コス （株）ニッソーサービス 明治乳業（株）関西工場 

三興コントロール（株） 日本コムシス（株） 明治乳業（株）京都工場 

三洋電機（株） 日本電産（株） （株）モリタ製作所 

サンワテスコム（株） 日本電産シバウラ（株） 矢崎総業（株） 

ＧＭＢ（株） ネクストウェア（株） 安田建設（株） 

    （株）ユアサコーポレーション 

 

平成 15 年度就職先一覧（専攻科課程） 

（株）アヤベニット （株）日興技研 

（株）エクセディ ニチゾウ電子制御（株） 

コベルコシステム（株） 日本サムスン（株） 

ＧＭＢ（株） （株）日立アドバンストデジタル 

東洋電波（株） （株）日立メディコ 

 

 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料６－１－③－２続き 

平成 16 年度就職先一覧（準学士課程) 

アイテック阪神（株） 
三洋電機（株）コンシューマ企業グルー

プ 
（特）日本放送協会（ＮＨＫ） 

（株）アルメックス ＧＭＢ（株） ネクストウェア（株） 

（株）池下設計 自衛隊 ヒエン電工（株）長田野工場 

（株）イシダ （株）ＪＡＬ航空機整備東京 日立造船メタルワークス（株） 

出光興産（株） （株）セガ 富士ソフトＡＢＣ（株） 

（株）エクセディ （株）ソイルエンジニアリング フジテック（株） 

ＮＫＥ（株） ダイキン工業（株） 富士電機システムズ（株） 

（株）エヌ・ティ・ティ ファシリティーズ 壺山建設（株） （株）堀場製作所 

奥村組土木興業（株） 東海旅客鉄道（株） （株）舞鶴設計所 

オムロンフィールドﾞエンジニアリング

（株） 
ＴＯＷＡ（株） 

（株）ミツトヨ     ※（旧：（株）アカ

シ） 

川崎重工業（株） トランス・コスモス（株） 三菱電機ビルテクノサービス（株） 

キヤノンシステムアンドサポート（株） ナルックス（株） 村田機械（株） 

京セラＳＬＣテクノロジー（株） ニチコン亀岡（株） 向井建設（株） 

京セラ（株）滋賀蒲生工場 ニチゾウ電子制御（株） ムラテック販売（株） 

京都市 （株）日研工作所 明治乳業（株）関西工場 

極東開発工業（株） （株）日産テクノ （株）モリタ製作所 

近畿運輸局 （株）日進製作所 安川エンジニアリング（株） 

窪田工業（株） 日新電機（株） 山﨑建設（株） 

ケイコン（株） （株）ニッソーサービス 山本土木（株） 

（独）国立印刷局 日東精工（株） （株）吉野工業所 

（株）小松製作所 日本貨物鉄道（株）関西支社 ライト工業（株） 

サンコール（株） 日本電産（株） レンゴー（株）京都工場 

サンスイコンサルタント（株）     

 

平成 16 年度就職先一覧（専攻科課程） 

（株）エナミ精機舞鶴工場 太陽精機（株） 

川崎重工業（株） 東洋電波（株） 

ＧＭＢ（株） ＴＯＷＡ（株） 

（株）城南電器工業所 （株）日本ピーエス 

大成ロテック（株） （株）堀場エステック 

大鉄工業（株） （株）森精機製作所 

 

 

（出典 学生課資料） 
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修了者の進路状況（専攻科課程） 

平成 14 年度修了者 

区 分 

修了 

予定 

者数 

就 職 

希望者 

（ａ） 

就 職 

内定者 

（ｂ） 

進 学

希望者

その他

(含自

営) 

求 人

会社数

（社）

求人数

（人）

（ｃ）

求人倍

数 

(c)/(a) 

就職内定率 

(b)/(a)×100

電 気 

制 御 
12 7 5 4 1 39 40 5.7 71.4 

建 設 

生 産 
9 6 6 3 0 21 21 3.5 100.0 

合 計 21 13 11 7 1 60 61 4.7 84.6 

 

卒業者の進路状況（準学士課程） 

平成 15 年度卒業者 

区 分 
卒 業 

者 数 

就 職 

希望者 

（ａ） 

就 職 

決定者 

（ｂ） 

進 学

希望者

その他

(含自

営) 

求 人

会社数

（社）

求人数

（人）

（ｃ）

求人倍

数 

(c)/(a) 

就職決定率 

(b)/(a)×100

機 械 32 21 21 11 0 233 238 11.3 100.0 

電 気 40 23 23 15 2 268 271 11.7 100.0 

電子制御 38 18 18 19 1 251 253 14.0 100.0 

建  設 

システム 
35 19 19 14 2 82 87 4.5 100.0 

合 計 145 81 81 59 5 834 849 10.4 100.0 

 

修了者の進路状況（専攻科課程） 

平成 15 年度修了者 

区 分 
修 了 

者 数 

就 職 

希望者 

（ａ） 

就 職 

決定者 

（ｂ） 

進 学

希望者

その他

(含自

営) 

求 人

会社数

（社）

求人数

（人）

（ｃ）

求人倍

数 

(c)/(a) 

就職決定率 

(b)/(a)×100

電 気 

制 御 
7 5 5 1 1 64 65 13.0 100.0 

建 設 

生 産 
9 5 5 2 2 51 51 10.2 100.0 

合 計 
16 10 10 3 3 115 116 11.6 100.0 

 

（出典 学生課資料） 
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資料６－１－③－３

産業別就職状況 

所在地別・産業別就職状況 

平成14年３月卒業者就職状況一覧（本科） 

４．決定先の所在地域別状況                                                   下段の数字は％  

  区  分  京 都 府  大 阪 府  奈 良 県  兵 庫 県  滋 賀 県  福 井 県  中京地域  京浜地域  そ の 他  合 計

８ １０  ３ ２ ３  
機 械 30.8 38.5  11.5 7.7   11.5  

７ ８  １    ７  
電 気 30.4 34.8  4.4    30.4  

６ ７  １    ３  
電子制御 

35.3 41.2  5.9    17.6  

３ ４  ５ １ １ ４  
建 設 ｼｽﾃﾑ 16.7 22.2  27.7 5.6 5.6  22.2  

２４ ２９  １０ ３ １ １７  
合 計 28.6 34.5  11.9 3.6 1.2  20.2  

（出典 学生課資料
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資料６－１－③－３続き

平成 14 年３月卒業者就職状況一覧（本科） 

５．決定先の業種別状況                                                 下段の数字は％   

  区 
 
 
 
  分 

 建 
 
 
 
 
 
 設 

 食 
 
 
 
 
 
 品 

 繊 
 
 
 
 
 
 維 

 出 
 
 版 
 ・ 
 印 
 
 刷 

 紙 
 
 ・ 
 
 パ 
 ル 
 プ 

 化 
 
 
 
 
 
 学 

 石 
 
 油 
 ・ 
 石 
 
 炭 

 ゴ 
 
 ム 
 ・ 
 窯 
 
 業 

 鉄 
 
 
 
 
 
 鋼 

 非
 
 鉄
 
 金
 
 属

 金
 
 属
 
 製
 
 品

 機
 
 
 
 
 
 械

 電
 
 気
 
 機
 
 器

 輸 機
 
 
 送 
 
 
 用 器

 精
 
 密
 
 機
 
 器

 そ 製
 
 
 の
 
 
 他 造

 電
 
 力
 ・
 ガ
 
 ス

 運
 
 輸
 ・
 通
 
 信

 商
 
 
 
 
 
 業

 ﾘﾚ
 
 |ﾝ
 
 ｽﾀ
 
 ･ﾙ

 情ｻ 
 
  | 
 
  ビ 
 
 報ｽ 

 ｺﾀ 
 
 ﾝ 
  ﾝ 
 ｻ 
 
 ﾙﾄ 

 そｻ 
 
  | 
 の 
  ビ 
 
 他ｽ 

 公 
 
 
 
 
 
 団 

 官
 
 
 公
 
 
 庁

  合 
 
 
 
 
 
  計 

 1   1 4    1 7 4 3 2 1 1 1    26

機械  
 3.9 

  
 3.9 15.3 

    
 3.9  26.9 15.3  11.5  7.6

  
 3.9  3.9

 
 3.9 

    
 (100）

1 1 7 1 1 1 8 3 23
電気   

 4.4 
        

  4.4 30.3

   
 4.4  4.4  4.4

 
34.7 

 
13.0 

  
（100）

     1    1 3 2 4 1 4  1  17

電子制御      
 5.9 

    
 5.9  17.6 11.8  23.5  5.9

     
23.5 

 
 5.9 

  
（100）

15 1 1 1 18建設 

ｼｽﾃﾑ 83.2 
                

 5.6

     
 5.6  5.6 （100）

合計 

 15 
 

17.8 

  1 
 

 1.2 

  1 
 

 1.2 

   1 
 

 1.2

  5 
 

 5.9 

      2
 

 2.4

 11 
 

 13.1

 13
 

15.5

  7 
 

  8.3

  3
 

 3.6

   1 
 

 1.2

  3
 

 3.6

  2
 

 2.4

  13 
 

15.5 

   4 
 

 4.7 

  1 
 

 1.2 

  1
 

 1.2

   84
 

（100）

平成 14 年３月修了者就職状況一覧（専攻科） 

４．決定先の所在地域別状況                                         下段の数字は％       

  区  分  京 都 府  大 阪 府  奈 良 県  兵 庫 県  滋 賀 県  福 井 県  中京地域  京浜地域  そ の 他  合 計

      １        ４         １       １      ２        ９ 
電気・制御 

    11.1     44.5 
   

   11.1     11.1    22.2 
 

 （100.0）

      ２        ２       ２       ６
建設・生産 

    33.3     33.3 
     

   33.3 
 

 （100.0）

      ３        ６       １      １     ４     １５
 

合 計     20.0     40.0 
   

    6.7      6.7    26.6 
 

 （100.0）

５．決定先の業種別状況                                                     下段の数字は％  
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 公
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  計 

       1        1   2   1      1     2      1     9 電気 
 制御      

11.1 
     

11.1 22.2 11.1

   
11.1

  
22.2 

   
11.1 （100）

      1      3  1    1      6 建設 
 生産      

16.7 
     

50.0

 
16.7

       
16.7 

   
（100）

 合計 
       2 

 

13.3 

       4 
 

26.7

  2
 

13.3

  2 
 

13.3

     1
 

 6.7

    2 
 

13.3 

  1 
 

 6.7 

    1
 

 6.7

   15
 
（100）

（出典 学生課資料）
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資料６－１－③－３続き 

平成 15 年３月修了者就職状況一覧（本科） 

４．内定先の所在地域別状況                           下段の数字は％ 

区 分 京都府 大阪府 奈良県 兵庫県 滋賀県 福井県 中京地域 京浜地域 その他 合計 

8  3  1  1     1 7    21 

機 械 38.0  14.3  4.8  4.8     4.8 33.3    100.0 

5  9    1   1   7    23 

電 気 21.7  39.1    4.4   4.4   30.4    100.0 

6  5  1  1       5    18 

電子制御 33.4  27.7  5.6  5.6       27.7    100.0 

9  4      4     2    19 建  設 

システム 47.3  21.1      21.1     10.5    100.0 

28  21  2  3 4 1 1 21    81 

合 計 34.5  25.9  2.5  3.7 4.9 1.3 1.3 25.9    100.0 

 

５．決定先の業種別状況                                              下段の数字は％ 

 

 

平成 15 年３月修了者就職状況一覧（専攻科） 

４．内定先の所在地域別状況                           下段の数字は％ 

 
 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料６－１－③－３続き

５．決定先の業種別状況                                              下段の数字は％ 

 

平成 16 年３月卒業者就職状況一覧（本科） 

４．内定先の所在地域別状況                           下段の数字は％ 

 

５．決定先の業種別状況                                              下段の数字は％ 

 

 

（出典 学生課資料）
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資料６－１－③－３続き

平成 16 年３月修了者就職状況一覧（専攻科） 

４．内定先の所在地域別状況                           下段の数字は％ 

 

５．決定先の業種別状況                                              下段の数字は％ 

 

平成 17 年３月卒業者就職状況一覧（本科） 

４．内定先の所在地域別状況                           下段の数字は％ 

 

５．決定先の業種別状況                                              下段の数字は％ 

（出典 学生課資料）
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資料６－１－③－３続き

平成 17 年３月修了者就職状況一覧（専攻科） 

４．内定先の所在地域別状況                           下段の数字は％ 

 

５．決定先の業種別状況                                              下段の数字は％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課資料）
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資料６－１－③－４

平成 12 年度，13 年度卒業生アンケート調査結果 

学科目標と就職企業の関連
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専門科目と業務の関連
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（出典 学生課資料）
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資料６－１－③－５

進学者と大学等名 

 

 

 

（出典 学生課資料）
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（分析結果とその根拠理由） 

本校卒業生の就職率は創立以来100％を維持し，最近の進学者の割合は40％を超えている。専攻

科修了生の就職率も100％であり，毎年大学院へも進学している。本校の卒業生は，各学科の目標

に対応した企業に就職しており，本校で学んだ専門科目と業務との関連性が高いことが卒業生アン

ケートから検証されている。 

 以上より，教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や進学と

いった卒業（修了）後の進路の状況等の実績から，教育の成果や効果が上がっている。 

 

観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等から判断して，学校の意図する教育の成果や効果

が上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 

平成９年度より学生による授業アンケートを実施している。アンケートの設問は自己点検・評価

部会で平成15年度に見直された。 

資料６－１－④－１に授業評価アンケートの設問項目を示す。資料６―１―④－２に，平成 16

年度に実施した授業アンケートの集計結果を示す。同資料中のグラフの縦軸は各設問の平均値を示

す。同グラフから，設問Ｅ１「シラバスを授業前に読みましたか」に対しては，低学年に比べ高学

年の学生のほうがよくシラバスを読んでいることが分かる。設問Ｅ２「授業の予習，復習を行いま

したか」に対しては，３，４年生が低学年学生より低く改善する余地があるが，５年生は他の準学

士課程の学生に比べてよく予習，復習をしていることが分かる。設問Ｅ３「授業に積極的に取り組

みましたか」に対しては，各学年とも興味・関心を持ち積極的に取り組んでいる。設問Ｅ４「授業

中あるいは授業後に不明な点を教員に質問しましたか」に対しては，学年進行と共に教員に質問す

る学生が増加していることが分かる。 

専攻科課程の学生については，資料６－１－④－４より，学生の自己評価に関する全てのアンケ

ート項目に関して，準学士課程の学生より高い評価をしている。 

平成17年度に学生の学習達成度の評価と学校の意図する教育の成果や効果との関連性についてア

ンケート調査を実施した。準学士課程５年生には，卒業時に身に付ける学力や資質・能力，養成す

る人材像等に関する達成度調査を，専攻科課程２年生には，本校専攻科の教育がその目的沿って行

われているかを調査した（資料６－１－④－３，資料６－１－④－４）。資料６－１－④－３は，

準学士課程５年生に行った達成度調査のGP分析を示す。これより，学生は多くの項目で卒業時に身

に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等が達成できたと考えており，学習達成度評価および

教育評価アンケート調査から，学校の意図する教育の成果や効果が上がっているといえる。資料６

－１－④－４は，専攻科課程２年生に対して調査した結果である。これより，学生は多くの項目で

卒業時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等が達成できたと考えていることが分かる。

従って，学習達成度評価および教育評価調査から，学校の意図する教育の成果や効果が上がってい

るといえる。 
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資料６－１－④－１

授業アンケートの設問項目 

Ａ：教育内容に関する設問項目 

Ａ１：他の科目とのつながりを説明して授業が進められましたか 

Ａ２：この科目の内容は期待したとおりでしたか 

Ａ３：実社会での事例を説明して授業が進められましたか 

Ａ４：この科目はあなたの将来にとって役に立つと思いますか 

Ｂ：熱意・責任感に関する設問項目 

Ｂ１：シラバスに記述されている授業内容や方法は参考になりましたか 

Ｂ２：授業はほぼ時間通り始まり，時間通りに終わっていましたか 

Ｂ３：教える態度に熱意や情熱が感じられましたか 

Ｂ４：よく準備された授業でしたか 

Ｃ：教育技術に関する設問項目 

Ｃ１：授業の進む速さは適切でしたか 

Ｃ２：黒板，プリント，及びプロジェクタなどの使用は効果的でしたか 

Ｃ３：説明がわかりやすく，よく理解できましたか 

Ｃ４：先生は学生とのコミュニケーションを保つよう授業展開をしましたか 

Ｃ５：小テスト，宿題，演習課題は講義内容を理解するために効果的でしたか 

Ｄ：成績評価に関する設問項目 

Ｄ１：成績の評価は適正でしたか 

Ｄ２：試験問題は講義内容に照らして適切でしたか 

Ｅ：学生の自己評価に関する設問項目 

Ｅ１：シラバスを授業前に読みましたか 

Ｅ２：授業の予習，復習を行いましたか 

Ｅ３：授業に積極的に取り組みましたか 

Ｅ４：授業中あるいは授業後に不明な点を教員に質問しましたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 16 年度授業アンケート結果報告書）
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資料６－１－④－２

平成 16 年度授業アンケート（学生の自己評価） 

図 ６　学生の自己評価（学年平均）
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授業中あるいは授業後に不明な点を教員に質問しましたか

 

（出典 平成 16 年度授業アンケート結果報告書）
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資料６－１－④－３

４学科５年生GP分析
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度数

 

問１．実験，実習，演習，ものつくりを重視する教育を受けることができましたか。 

問２．基礎に立ち返って考える教育を受けることができましたか。 

問３．自ら学ぼうとする意欲を育てる教育を受けることができましたか。 

問４．豊かな教養と国際性を育む教育を受けることができましたか。 

問５．自然科学と工学の基礎を幅広く修得し，それを応用することができる能力を養うことができましたか。 

（出典 教育評価アンケート）

資料６－１－④－３続き

問６．専門分野の基礎知識を修得し，それを実際の技術の問題に応用することができる能力を養うことができましたか。 

問７．修得した知識を統合して，社会に貢献できる製品やシステムを設計・開発する創造的能力と意欲を有する能力を養うことができ

ましたか。 

問８．実験・実習・演習を通じて現象を分析・解析することができる能力を養うことができましたか。 

問９．豊かな人間性，国際性，協調性及び英語によるコミュニケーション能力を身につける能力を養うことができましたか。 

問１０．技術が持つ地球的，社会的影響の重要性と技術者の倫理的責任を理解し，説明することができる能力を養うことができました

か。 

問１１．課題の提案・報告などを効果的に記述し，説明することができる能力を養うことができましたか。 

問１２．コンピュータはじめ実践に必要なスキルと最新の工学ツールを活用することができる能力を養うことができましたか。 

問１３．学科の目標に適する企業に就職することができましたか。 

問１４．学科の目標に適する大学に進学することができましたか。 

 

（出典 評価委員会 教育評価アンケート）
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資料６－１－④－４続き

問１．自然科学と工学の基礎を幅広く修得し，それを応用することができる能力を養うことができましたか。 

問２．専門分野の基礎知識を修得し，それを実際の技術の問題に応用することができる能力を養うことができましたか。 

問３．修得した知識を統合して，社会に貢献できる製品やシステムを設計・開発する創造的能力と意欲を有する能力を養うことができました

か。 

問４．実験・実習・演習を通じて現象を分析・解析することができる能力を養うことができましたか。 

問５．豊かな人間性，国際性，協調性及び英語によるコミュニケーション能力を身につける能力を養うことができましたか。 

問６．技術が持つ地球的，社会的影響の重要性と技術者の倫理的責任を理解し，説明することができる能力を養うことができましたか。 

問７．課題の提案・報告などを効果的に記述し，説明することができる能力を養うことができましたか。 

問８．コンピュータはじめ実践に必要なスキルと最新の工学ツールを活用することができる能力を養うことができましたか。 

問９．学科の目標に適する企業に就職することができましたか。 

問１０．学科の目標に適する大学に進学することができましたか。 

 

（出典 評価委員会 教育評価アンケート）

資料６－１－④－４

専攻科CM２年生GP分析
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（出典 評価委員会 教育評価アンケート）
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（分析結果とその根拠理由） 

卒業時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について準学士課程５年生に達成度調

査を行った。分析結果から，準学士課程では学校の意図する教育の成果や効果が上がっているとい

える。専攻科課程の学生の調査結果から，準学士課程の学生より目的意識が高いことが窺われた。

本校専攻科の教育がその目的に沿って行われているかを問う調査においても，肯定する結果が得ら

れた。以上より，学生が行う学習達成度評価等から判断して，学校の意図する教育の成果や効果が

上がっている。 

 

観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先などの関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付

けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しているか。

また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 

資料６―１―⑤―１，資料６―１―⑤―２に，本校卒業（修了）生に対する教育評価アンケート

依頼文書とアンケート項目を示す。教育評価アンケートで得られた卒業生の意見を資料６－１－⑤

－３に示す。教育評価アンケートに記載された意見や要望から，本校で学んだ基礎知識が実業務に

適用でき，また本校での学生生活が技術者に必要な人間性や協調性を育むことができるなど，本校

の教育の成果が上がっていることが分かる。 

平成14年および17年度に舞鶴高専卒業生や進路先の関係者を対象に本校の教育に関するアンケー

トを実施している。資料６―１―⑤―４および資料６―１―⑤―５は，企業に対する教育評価アン

ケート依頼文書とアンケート項目を示す。企業による本校の教育評価アンケートで得られた意見や

要望を資料６―１―⑤―６に示す。 

これらのアンケート結果によれば，企業では本校の卒業（修了）生の学力や資質能力については，

準学士課程卒業生はその課程の学習・教育目標を概ね満足しており，また専攻科課程の修了者は，

該当課程の学習・教育目標を概ね満足していると判断できる。 
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資料６―１―⑤―１

平成 17 年 11 月 日

舞鶴工業高等専門学校 

卒 業 生  各位 

舞鶴工業高等専門学校長

    小 野   紘 一 

 

 謹啓 貴下ますます御活躍の段，喜ばしく御拝察申し上げます。 

さて，本校は独立行政法人大学評価・学位授与機構（以下「機構」という。）が定める高

等専門学校評価基準に基づき，平成 18 年度に実施されます高等専門学校機関別認証評価を受

けます。 

 機構が，国・公・私立高等専門学校からの求めに応じて実施する高等専門学校機関別認証

評価は，我が国の高等専門学校の教育研究水準の維持及び向上を図るとともに，その個性的

で多様な発展に資するよう，以下のことを目的として実施されます。 

 ① 高等専門学校機関別認証評価に関して，機構が定める高等専門学校評価基準（以下

「高等専門学校評価基準」という。）に基づいて，高等専門学校を定期的に評価すること

により，高等専門学校の教育研究活動等の質を保証すること。 

 ② 評価結果を各高等専門学校にフイードバックすることにより，各高等専門学校の教育

研究活動等の改善に役立てること。 

 ③ 高等専門学校の教育研究活動等の状況を明らかにし，それを社会に示すことにより，

公共的な機関として高等専門学校が設置・運営されていることについて，広く国民の理

解と支持が得られるよう支援・促進していくこと。 

 そこで，この度，教育改善活動の一環として，卒業生の皆様に別紙のアンケートをお願い

して，その結果を基に過去の教育システム，教育成果を点検・評価して，今後の教育の改善

に反映させて頂くことにいたしました。 

 つきましては，御多忙な中，大変恐縮ではありますが，母校の発展のために別紙アンケー

トに御協力いただきたく何とぞよろしくお願い申し上げます。 

 なお，誠に勝手ながら，集計の都合上，同封の返信用封筒にて，平成 17 年 月 日（ ）

までに御返送いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

  最後に貴下のますますの御活躍，御発展を心より祈念しております。 

 

謹白

 

追伸 

 御不明な点などありましたら，下記までお問い合わせ下さいますようお願いいたします。 

  電気情報工学科 教授 新池 一弘 

   TEL：0773（62）8962  E－Mail： 

（出典 庶務課資料）
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資料６―１―⑤―２

卒業生による教育評価アンケート 

 

 本アンケートは，舞鶴工業高等専門学校の教育改善のための基礎データになるものです。個人的なデータ，ご回答を直接的に外部に公表す

ることはありませんのでご協力よろしくお願いします。なお，ご回答に際しては，本アンケート用紙をご利用いただき，各設問に対するお答

えは問1を除いて該当する数字を○で囲んで下さい。 

 

1． 個人基礎データに関する質問 

問1．あなたの年齢を［ ］内に記入して下さい。 

［     ］ 

問2．出身学科を回答して下さい。 

［1］機械工学科［2］電気工学科［3］電子制御工学科［4］建設システム工学科，土木工学科 

問3． あなたの現在の勤務先（自営も含む）の業種をつぎの中から一つ選択して下さい。 

［1］製造業［2］建設業［3］電気・ガス・水道業［4］運輸・通信業［5］卸・小売業 

［6］サービス業［7］公務［8］その他 

問4 あなたの現在の職種は何ですか？ 該当するものを一つ選択して下さい。 

［1］研究・開発［2］設計［3］製造・施工［4］営業・販売［5］サービス［6］企画・管理 

［7］教育［8］その他 

問5 あなたの現在の職種の経験年数を回答して下さい。 

［1］1年未満［2］1年以上3年未満［3］3年以上6年未満［4］6年以上10年未満 

［5］10年以上15年未満［6］15年以上 

 

2．業務に必要な知識，高専で学んだ知誠に関する質問 

 

A． 「自然科学（数学．物理学，化学など）に関する知識とそれを応用する能力」について，お尋ねします。 

問6． あなたの現在の業務では，これらが必要とされますか。 

［1］大いに必要［2］ある程度必要［3］どちらとも言えない［4］あまり必要ない［5］全く不要 

問7． 業務を遂行するうえで，高専で受けたこれらの教育は十分でしたか。 

（問6で［1］または［2］と回答した場合にお答え下さい。） 

［1］十分満足〔2］ある程度満足［3］どちらとも言えない［4］少し不足［5］大いに不足 

 

B． 「高専で学んだ専門分野に関する知識（講義系科目）とそれを応用する能力」について，お尋ねします。 

問8． あなたの現在の業務では，これらが必要とされますか。 

［1］大いに必要［2］ある程度必要［3］どちらとも言えない［4］あまり必要ない［5］全く不要 

 

問9． 業務を遂行するうえで，高専で受けたこれらの教育は十分でしたか。 

（問8で［1］または［2］と回答した場合にお答え下さい。） 

［1］十分満足［2］ある程度満足［3］どちらとも言えない［4］少し不足［5］大いに不足 

 

C． 「高専で学んだ専門分野に関する知識（実験・実習系科目）とそれを応用する能力」について，お尋ねします。 

問10． あなたの現在の業務では，これらが必要とされますか。 

［1］大いに必要［2］ある程度必要［3］どちらとも言えない［4］あまり必要ない［5］全く不要 

 

問11． 業務を遂行するうえで，高専で受けたこれらの教育は十分でしたか。 

（問10で［1］または［2］と回答した場合にお答え下さい。） 

［1］十分満足［2］ある程度満足［3］どちらとも言えない［4］少し不足［5］大いに不足 

 

D． 「基本的な什報技術に関する知識とそれを応用する能力」について，お尋ねします。 

問12． あなたの現在の業務では，これらが必要とされますか。 

［1］大いに必要［2］ある程度必要［3］どちらとも言えない［4］あまり必要ない［5］全く不要 

問13． 業務を遂行するうえで，高専で受けたこれらの教育は十分でしたか。 

（問12で［1］または［2〕と回答した場合にお答え下さい。） 

［1］ 十分満足〔2】ある程度満足［3］どちらとも言えない［4］少し不足［5］大いに不足 

（出典 庶務課資料）
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資料６―１―⑤―２続き

E． 「英語に関する知識と英語によるコミュニケーション能力」について，お尋ねします。 

問14． あなたの現在の業務では，これらが必要とされますか。 

［1］大いに必要［2］ある程度必要［3］どちらとも言えない［4］あまり必要ない［5］全く不要 

 

問15． 業務を遂行するうえで，高専で受けたこれらの教育は十分でしたか。 

（問14で［1］または［2］と回答した場合にお答え下さい。） 

［1］十分満足［2］ある程度満足［3］どちらとも言えない［4］少し不足［5］大いに不足 

F． 「いわゆる一般教養科目（倫理学．法学，経済学など）の知識とそれを応用する能力」について，お尋ねします。 

問16． あなたの現在の業務では，これらが必要とされますか。 

［1］大いに必要［2］ある程度必要［3］どちらとも言えない［4］あまり必要ない［5］全く不要 

 

問17． 業務を遂行するうえで，高専で受けたこれらの教育は十分でしたか。 

（問16で［1］または［2］と回答した場合にお答え下さい。） 

［1］十分満足［2〕ある程度満足［3］どちらとも言えない［4］少し不足［5］大いに不足 

 

G． 「卒兼研究」についてお尋ねします。 

問18． 5年生で実施した卒業研究の経験は，あなたの職務を遂行するうえで役立っていますか。 

［1］多いに役立っている［2］ある程度役立っている［3］どちらとも言えない 

［4］あまり役立っていない［5］全く役立っていない 

 

3．技術者意誰に関する質問 

 

問 19． 技術者として，「工学技術のもつ地球的，社会的影響力の重要性」を十分理解されていることとは思いますが，これを認識され始め

たのはいつ頃ですか。 

［1］高専入学以前［2］高専在学中［3］高専卒業後の実務体験をとおして［4］その他 

 

問 20． 技術者として，「工学の発展に常に興味をもち，生涯学び続ける意欲」が大切であるとよく言われますが，ご自身をどのように評価

されますか。 

［1］非常に意欲的［2］やや意欲的［3］どちらとも言えない 

［4］あまり興味も意欲もない［5］全く興味も意欲もない 

 

4．舞鶴高専を卒業し，大学に編入学された方は以下の質問にお答えください。 

   進学先 

［1］ 国立大学 ［2］公立大学 ［3］私立大学 

   大学卒業後の進路 

［1］編入学先大学院進学 ［2］別の大学大学院進学 ［3］就職  ［4］その他 

 

（出典 庶務課資料）
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資料６―１―⑤―３

卒業生の意見 

 

・高専で学んだ基礎知識は実業務において引用することができるので，様々な知識を

学んだことは有意義であったと思っている。 

・実社会の実践においては，高専生活においての試験前の友人との資料のやりとりな

どで，必要な情報はどこにあるのか調査把握し，引用する事象は，いまの業務段取

りに十分生きている。 

・ やるべきことをやらないと報われない高専生活の経験は，今の仕事生活中でいき

ている。 

 

（出典 教育評価アンケート）
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資料６―１―⑤―３続き

卒業生による教育評価アンケート結果 

（出典 庶務課資料）
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資料６－１－⑤－４

企業に対する教育評価アンケート依頼文書 

平成17年 月 日

 

  人 事 担 当 者  様  

  

                          舞鶴工業高等専門学校長

    小 野   紘 一 

 

 

 謹啓 貴社ますますご清栄のことと，お喜び申し上げます。また，平素は本校の教育に格段のご配慮を賜り厚く御

礼申し上げます。 

さて，本校は独立行政法人大学評価・学位授与機構（以下「機構」という。）が定める高等専門学校評価基準に基

づき，平成18年度に実施されます高等専門学校機関別認証評価を受けます。 

 機構が，国・公・私立高等専門学校からの求めに応じて実施する高等専門学校機関別認証評価は，我が国の高等専

門学校の教育研究水準の維持及び向上を図るとともに，その個性的で多様な発展に資するよう，以下のことを目的と

して実施されます。 

 ① 高等専門学校機関別認証評価に関して，機構が定める高等専門学校評価基準（以下「高等専門学校評価基準」

という。）に基づいて，高等専門学校を定期的に評価することにより，高等専門学校の教育研究活動等の質を保証

すること。 

 ② 評価結果を各高等専門学校にフイードバックすることにより，各高等専門学校の教育研究活動等の改善に役立

てること。 

 ③ 高等専門学校の教育研究活動等の状況を明らかにし，それを社会に示すことにより，公共的な機関として高等

専門学校が設置・運営されていることについて，広く国民の理解と支持が得られるよう支援・促進していくこ

と。 

そこで，この度，教育改善活動の一環として，各企業の人事担当者様に別紙のアンケートをお願いして，その結果

を基に過去の教育システム，教育成果を点検・評価して，今後の教育の改善に反映させたく存じます。 

 つきましては，御多忙の中，大変恐縮ではありますが，本校の発展のために別紙アンケートに御協力いただきたく

何とぞよろしくお願い申し上げます。なお，誠に勝手ながら，集計の都合上，同封の返信用封筒にて平成17年 月

日（ ）までに御返送下さいますようよろしくお願い申し上げます。 

 最後に貴社のますますのご隆盛を心より祈念いたします。 

                              謹白 

 

追伸 

 御不明な点などありましたら，下記までお問い合わせ下さいますようお願いいたします。 

  電気情報工学科 教授 新池 一弘 

  TEL：0773（62）8962  E－Mail： 

 

（出典 庶務課資料）
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資料６－１－⑤－５

企業による舞鶴工業高等専門学校の教育評価アンケート 

 

本アンケートは，舞鶴工業高等専門学校（以下，舞鶴高専）の教育評価の一環として行うもので，舞鶴高専の卒業生が舞鶴高専で受けた教育

について企業側からの評価をいただいて，今後の教育改善のための基礎資料とするものです。各企業様からいただきました個別のデータ，ご回

答を直接的に外部に公表することはありませんので，ご協力よろしくお願いします。 

評価の対象は，最近５年間に貴社に入社した舞鶴高専卒業者全員とし，以下の設問（１．基礎データに関する質問を除く）につきまして，対

象となる卒業者についての平均的な評価をいただきたく存じます。ご回答に際しましては，本アンケート用紙をご利用下さい。なお，企業名，

回答者名，卒業者名は無記名で結構でございます。各設問に対するご回答は，所定の欄に数字を記入していただくものと，該当する数字を○で

囲んでいただくものからなっていますのでよろしくお願いします。 

 

１． 基礎データに関する質問 

問１． 貴社の業種をお答え下さい。 

[1] 製造業 [2] 建設業 [3] 電気・ガス・水道業 [4] 運輸・通信業[5] 卸・小売業 [6] サービス業  

[7] 公務 [8] その他 

問２． 貴社に在籍の①社員数，②高専卒の社員数，③舞鶴高専卒業者数， 

④最近５年間に入社した舞鶴高専卒業者数をお答え下さい（概数で結構です）。 

①     人 ②     人 ③     人 ④     人 

問３． 最近５年間に入社した舞鶴高専卒業者の配属職種をお答え下さい。（複数の卒業者がおり，配属職種が異なる場合には該当職種を

すべてお答え下さい） 

[1] 研究・開発 [2] 設計 [3] 製造・施工 [4] 営業・販売 

[5] サービス [6] 企画・管理 [7] 教育 [8] その他 

 

２．  最近５年間に入社した舞鶴高専卒業者（以下，評価対象者）が舞鶴高専で受けた教育の評価に関する質問 

問４． 自然科学（数学，物理，化学など）の知識やそれを応用する能力に関して，評価対象者は舞鶴高専においてこれらの教育を十分に

受けたと思われますか。 

[1] 十分すぎるほど受けたと思う [2] 十分に受けたと思う [3] どちらとも言えない[4]不十分であると思う [5] 全く不十分である

[6] わからない 

問５． 専門分野の知識（基礎学力）やそれを応用する能力に関して，評価対象者は舞鶴高専においてこれら教育を十分に受けたと思われ

ますか。 

[1] 十分すぎるほど受けたと思う [2] 十分に受けたと思う  [3] どちらとも言えない 

[4] 不十分であると思う [5] 全く不十分である [6] わからない 

問６． 専門分野の知識（基礎技術）やそれを応用する能力に関して，評価対象者は舞鶴高専においてこれらの教育を十分に受けたと思わ

れますか。 

[1] 十分すぎるほど受けたと思う [2] 十分に受けたと思う  [3] どちらとも言えない 

[4] 不十分であると思う [5] 全く不十分である [6] わからない 

問７． 基本的な情報技術に関する知識やそれを応用する能力に関して，評価対象者は舞鶴高専においてこれらの教育を十分に受けたと

思われますか。 

[1] 十分すぎるほど受けたと思う [2] 十分に受けたと思う  [3] どちらとも言えない 

[4] 不十分であると思う [5] 全く不十分である [6] わからない 

問８． 英語に関する知識や英語によるコミュニケーション能力に関して，評価対象者は舞鶴高専においてこれらの教育を十分に受けた

と思われますか。 

[1] 十分すぎるほど受けたと思う [2] 十分に受けたと思う  [3] どちらとも言えない 

[4] 不十分であると思う [5] 全く不十分である [6] わからない 

問９． 経済学，法学，倫理学などの知識やそれを応用する能力に関して，評価対象者は舞鶴高専においてこれらの教育を十分に受けたと

思われますか。 

[1] 十分すぎるほど受けたと思う [2] 十分に受けたと思う  [3] どちらとも言えない 

[4]不十分であると思う [5] 全く不十分である [6] わからない 

問１０．評価対象者は，舞鶴高専での卒業研究などを通じて課題を探求する能力や課題を解決する能力を十分に身につけたと思われますか。

[1] 十分すぎるほどつけたと思う [2] 十分につけたと思う  [3] どちらとも言えない 

[4]不十分であると思う [5] 全く不十分である [6] わからない 

問１１．評価対象者は，舞鶴高専において地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養を身につけたと思われますか。 

[1] 十分すぎるほどつけたと思う [2] 十分につけたと思う  [3] どちらとも言えない[4] 不十分であると思う [5] 全く不十分である

[6] わからない 

問１２．評価対象者は，舞鶴高専において論理的な記述力，口頭発表力，討議などのコミュニケーション能力を身につけたと思われますか。

[1] 十分すぎるほどつけたと思う [2] 十分につけたと思う  [3] どちらとも言えない 

[4]不十分であると思う [5] 全く不十分である [6] わからない 
問１３．評価対象者は，舞鶴高専において自主的，継続的に学習できる能力を身につけたと思われますか。 

[1] 十分すぎるほどつけたと思う [2] 十分につけたと思う  [3] どちらとも言えない 

[4]不十分であると思う [5] 全く不十分である [6] わからない 

 

３． ご意見・ご要望 

    舞鶴高専の教育に対するご意見・ご要望等ありましたら以下にお書きください． 

（出典 庶務課資料）
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資料６－１－⑤－６

 

進路先からのアンケート 

 

・御校卒業生は，概ね優秀な人材が多く，当社においては高い評価をしています｡専

門的な教育のほか，人間教育等も多く取り入れられ，より立派な人材を輩出され

ますよう期待致します｡ 

・高専らしく，より高度な技術教育をしていただくことにより，大学生よりもずっと

早く即戦力になると思います。期待をしております。 

・非常に優秀であると認識しております。今後少子化が進み，生徒が集めにくい状況

となりますが，彼らの教育レベルを落とすことなく，維持向上されることを期待し

ます。 

・現在の在職者は大変優秀な社員です。貴校の教育が素晴らしいため，左記の通り回

答させていただきました。当社も新人研修については更なる努力をしてまいります

ので，今後ともよろしくお願い申し上げます。 

・現在高専卒社員には技術継承の柱となってもらっています。高い技術力と未知のト

ラブルに対する探求心など，高卒あるいは大卒社員とは違ったものを持っていま

す。今後もそのような教育を続けていただきたいと思います。 

・知識や応用能力の教育は十分受けていると思われるが，それらの活用は本人の性格

に左右される部分が多いため，人格(人間形成)に関しての教育もご検討願いたい｡

(例：積極性開発等) 
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（分析結果とその根拠理由） 

卒業（修了）生からのアンケート結果から，多くの卒業（修了）生は，本校で受けた教育が業務

に有用であり，業務を遂行するうえでの技術基盤となっていることに満足している。また進路先の

関係者からも，本校の教育の成果や効果が上がっているとの回答が得られている。 

以上より，卒業生（修了生）や進路先などの関係者から, 卒業生（修了生）が在学中に身に付け

た学力や資質・能力等に関する意見を聴取する取組が実施されており，その結果から判断して，教

育の成果や効果が上がっていると判断される。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点） 

創立以来就職率100％を継続達成しており, 就職先は本校で学んだ内容に対応している。このこ

とは, 教育の成果が十分達成されていることの証左であり優れている。 

 

（改善を要する点）  

該当なし 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

準学士課程，専攻科課程ともに，学生が卒業（修了）時に身に付ける学力，資質・能力及び養成

する人材像等は，学校概要，学生便覧などに明示されており，これを実現するカリキュラムに沿っ

て，学生の状況が把握され，年度末には進級認定会議および卒業認定会議等により達成状況を把握

・確認し，教育の成果を評価している。 

 卒業生（修了生）の進路状況は，就職が厳しい状況であっても就職率100％を維持していること，

進学者数が40％を超えていることから，企業及び大学側が本校卒業生の資質と能力を高く評価して

いることがわかる。また，進学者の増加は，卒業（修了）時点における実力が十分に備わっている

ことの証左である。学生が行う学習達成度評価が行われており，準学士課程および専攻科課程にお

いて，学校の意図する教育の成果や効果が上がっていることが確認されている。専攻科課程の学生

は，準学士課程の学生より高い目的意識を持っていることも明らかとなっている。本校専攻科の教

育がその目的に沿って行われているかを問う調査においても，肯定する結果が得られている。 

 また，卒業（修了）生や企業・進学先を対象として，学力や資質・能力などについての意見の聴

取やアンケートを定期的に行っている。それらによれば卒業（修了）生および企業からの評価は良

好である。以上のことから，教育の成果や効果が上がっているといえる。 
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基準７ 学生支援等 

 

（１） 観点ごとの分析 

 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 

 

（観点に係る状況） 

学習を進める上でのガイダンスとして，オリエンテーション・ホームルームが整備され実施さ

れている。新入生に対しては「新入生オリエンテーション」「新入生クラス別オリエンテーショ

ン」「専門学科のためのガイダンス」「新入生合宿研修説明」が実施されている（資料７―１―

①―１）。合宿研修では新入生に「学習の進め方（手引書）」が配布されている。  

  

資料７―１―①―１ 

 

（出典 学生課資料） 

 

 



舞鶴工業高等専門学校 基準７ 

- 310 - 

準学士課程の学生に対しては，選択科目の履修説明会や担任による修得単位確認，特別活動とし

てのホームルーム，４・５年生に対する生産・情報基礎工学教育プログラム説明会が実施されてい

る。専攻科生に対しては，１年次に「新入生オリエンテーション」（資料７―１―①―２）や生産

・情報基礎工学教育プログラム達成度の自己確認シート（資料７―１―①―３）の説明会，さらに

２年次に学位申請説明会（資料７―１―①―４）が実施されている。 

 

 

 

 

資料７―１―①―２ 

 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料７―１―①―３ 

生産・情報基礎工学プログラム達成度確認シート 

 

（出典 学生課資料） 
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資料７―１―①―３続き 

 
（出典 学生課資料） 
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資料７―１―①―４ 

 

（出典 学生課資料） 

 

学生が自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制として，オフィスアワー，担任・副担任が

おかれている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学習を進める上での支援は，新入生合宿研修で高専での勉強法の指導が行われている。未修得単

位の追試験や個別の達成度の自己評価による確認指導など細部にわたって配慮されている。個々の

学生に対する学習支援として，オフィスアワーが設定されている。 

以上のことから，学生全体に対して，あるいは個々の学生に対して，自主的に学習を進める上で

必要とされるガイダンスや相談・助言を行う支援体制が整備され，適切に実施・機能していると判

断される。 

 

 

観点７－１－②： 自主的学習環境（例えば，自主学習スペース，図書館等が考えられる。）及び

厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整備され，

効果的に利用されているか。 

 

（観点に係る状況） 

自主的に学習が進められる環境として，図書館，情報科学センターが整備されている。また放

課後に教室が開放され，教員研究室前の廊下には机と椅子と間仕切りが設置されており，自主学

習スペースあるいはコミュニケーションスペースとして学生に頻繁に利用されている。 

図書館の利用規定や開館日及び開館時間は学生便覧（資料７―１―②―１）に掲載されている。

館内には学習に必要な和洋書約７万４千冊が配架してあり，閲覧室（70席）で自由に閲覧できる。

平成16年度の図書館利用者数・貸出冊数は，資料７―１―②―２に示すとおりである。 
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  資料７―１―②―１ 

 

  （出典 平成17年度学生便覧64頁） 

 

     資料７―１―②―２ 

 

  （出典 平成17年度図書館運営委員会資料） 

    

 情報科学センターの利用細則が学生便覧（平成17年度66頁）に掲載されている．情報科学セン

ター，マルチメディア室（図書館３階），図書館閲覧室に，それぞれパソコンが47台，46台，６

台設置され，全学生の利用が可能である。 

  福利厚生施設として，青葉会館１階に学生食堂と売店が営業している（資料７―１―②―３）。 
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  資料７―１―②―３ 

 

  （出典 平成17年度学生便覧98頁） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

放課後や休日に，学生が自主的に学習できる，あるいは学生がコミュニケーションを図れる環

境は，図書館・情報科学センター・教室・青葉会館・本館廊下自習スペースや専攻科棟リフレッ

シュコーナーなどが整備されている。利用実績からも，効果的に利用されていると判断できる。 

  以上のことから，自主的学習環境やキャンパス生活環境は，整備され，効果的に利用されてい

ると判断できる。 

 

 

観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズ（例えば，資格試験や検定試験受講，外国留学

等に関する学習支援等が考えられる。）が適切に把握されているか。 

 

（観点に係る状況） 

   学習支援に関する学生のニーズを把握する制度としては，FDパネルディスカッションにおける

学生の意見聴取（資料７―１―③―１），学生による授業評価アンケートにおける自由記述，校

長とのフリートーキングがある（資料７―１―③―２）。また教員と専攻科生との「専攻科学生

交流会」も行われている（資料７―１―③―３）。そこで把握された学生のニーズの内容は，都

度整理され改善に役立てている。 

 

資料７―１―③―１ 

 

（出典 舞鶴高専年報‐2005年度の教育･研究活動-6頁） 
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   資料７―１―③―２ 

 

   （出典 学生課から担任への連絡） 

 

 資料７―１―③―３ 

 

   （出典 舞鶴高専年報‐2004年度の教育･研究活動-14頁） 

    

（分析結果とその根拠理由）  

本校では，FDパネルディスカッション，授業評価アンケートの自由記述，専攻科学生交流会や留

学生交流会，校長とのフリートーキングなどを通じて，学生のニーズを把握している。 

 以上のことから，学生支援に関する学生のニーズの把握は，適切に実施され始めたと判断できる。 

 

 

観点７－１－④： 資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能してい

るか。 

 

（観点に係る状況）  

資格・検定試験に関して，本校では実用英語技能検定と国際コミュニケーション英語能力テス

ト（TOEIC）に対して，支援が行われている。 

   技能検定等合格に係る単位認定に関する規定が，学生便覧（平成17年度57頁）に記載されてい
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る。TOEICはスコアによって単位が認定されている（資料７―１―④―１）。いずれの試験も本

校を試験会場として実施されている．特にTOEICの受験検定料は学校から補助がなされており，

TOEIC Bridgeを含めて全学生に毎年受験させている（資料７―１―④―２）。平成16年度の受験

者数と合格者数は，年報に示すとおりである（資料７―１―④―３）。 

外国留学のための支援体制のひとつとして，タイのKing Mongkut’s Institute of Technology 

Ladkrabang及び韓国のKorea Universityと協定が締結され，海外留学の基盤が整備されている

（資料７―１―④―４）。 

 

 資料７―１―④―１ 

 

 

   （出典 平成17年度学生便覧59頁） 
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資料７―１―④―２ 

 

   （出典 学生課資料，学生掲示板掲示物） 

 

資料７―１―④―３ 

 

   （出典 舞鶴高専年報‐2004年度の教育･研究活動-15頁） 
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資料７－１－④－４

   交流協定書 

 

 

 

 

                                   

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

(出典 庶務課資料)

 

（分析結果とその根拠理由）  

実用英語技能検定やTOEICテストの団体特別受験制度を活用しIPテストを実施しており，英語

における資格試験や検定試験受講の支援体制が整備され機能している。外国留学のための支援基

盤として海外大学との協定が締結されている。 

  以上のことから，資格試験や検定試験受験，外国留学のための支援体制は，整備され，機能し

ていると判断できる。 

 

観点７－１－⑤： 特別な学習支援が必要な者（例えば，留学生，編入学生，社会人学生，障害の

ある学生等が考えられる。）がいる場合には，学習支援体制が整備され，機能し

ているか。 

 

（観点に係る状況）  

留学生には指導教員とチューターが割当てられている（資料７―１―⑤―１）。そしてチュー

ター報告書（資料７―１―⑤―２）に示すような学習支援が行われている。留学生に対して「日

本語」（資料２―１―③―２）や，専門教科特別補講（担当各学科教員）が開講されている（資

料７―１―⑤―３）。  
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資料７―１―⑤―１ 

 

（出典 学生課資料） 

    

   資料７―１―⑤―２ 

 

（出典 学生課資料） 
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 資料７―１―⑤―３ 

 

（出典 学生課資料） 

 

   資料７―１―⑤―４ 

 

（出典 舞鶴高専年報‐2004年度の教育･研究活動-38頁） 

 

 

  編入学生には，入学前に入学説明会が行われ（資料７―１―⑤―５），入学後には補習措置が

整備されている（資料７―１―⑤―６）。また転科生に対しても，補習措置が整備されている

（資料７―１―⑤―７）。 
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資料７―１―⑤―５ 

 

（出典 学生課資料） 

 

資料７―１―⑤―６ 

 

 

（出典 学生課資料） 
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   資料７―１―⑤―７ 

 

（出典 学生課資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校において特別な学習支援が必要な者は，留学生と編入学生と転科生である。留学生に対し

ては，指導教員やチューターによるサポートの下，日本語や専門科目の指導が行われている。ま

た編入学生や転科生に対しては補習措置が整備され実施されている。 

  以上のことから，特別な学習支援が必要な者に対する学習支援体制は整備され，機能している。 

 

 

観点７－１－⑥： 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能し

ているか。 

 

（観点に係る状況） 

学生会への支援は学生係および学生委員会厚生補導部会が担当し，学生会規約，学生会組織図

が学生便覧（平成17年度99頁）に掲載されている。 

クラブ・同好会顧問一覧表を資料７―１―⑥―１に示す。顧問会議が年に１回開催されており，

その議事項目を資料７―１―⑥―２に示す。対外試合引率費とクラブ活動費は主として後援会か

らの寄付金から支出されており（資料７―１―⑥―３）クラブ活動を支援している。また体育大

会派遣等の補助基準は資料７―１―⑥―４の様に定められ，機能している。 
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   資料７―１―⑥―１ 

 

   （出典 平成17年度顧問会議資料） 

 

資料７―１―⑥―２ 

 

   （出典 平成17年度顧問会議資料） 
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資料７―１―⑥―３ 

 

（出典 平成17年度顧問会議資料） 
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資料７―１―⑥―４ 

 

（出典 平成17年度顧問会議資料） 

    

（分析結果とその根拠理由）  

  課外活動に対する支援は，全ての教員が顧問等を分担し人的側面から効果的に実施されている。

また学生の大会参加等における経済的支援体制も整備され機能している。 

  以上のことから，課外活動に対する支援体制は整備され機能している。 

 

 

 

観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し

ているか。 

 

（観点に係る状況）  

学生の生活面に係わる指導・相談・助言を行う体制として，学生相談室が青葉会館２階に設置

されている（資料７―２―①―１）。また月に一度専門のカウンセラー（独立行政法人国立病院

機構舞鶴医療センター医師）による相談も実施されている。その他に，交通安全講習会や各種講

演会（人権講演会，薬物乱用防止講演会，エイズ防止およびタバコの害についての講演会）が毎

年計画され実施されている（資料７―２―①―２）。 
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資料７―２―①―１ 

 

（出典 舞鶴高専年報‐2004年度の教育･研究活動-10頁） 

 

   資料７―２―①―２ 

 

   （出典 学生課資料） 
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  学生の経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制として，授業料免除や奨学金，寄宿料免除

制度に応募するため学級担任などが推薦・面談を行うシステムが整備されている。これらの制度

は，学生便覧（平成18年度93頁）に掲載されている。授業料免除者数や奨学生数は，年報に記載

されている（資料７―２―①―３）。 

    

資料７―２―①―３ 

 

（出典 舞鶴高専年報‐2004年度の教育･研究活動-57頁） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学生の経済面に関する支援は，授業料の免除や徴収猶予および寄宿料免除や奨学金制度などが

整備され，多くの学生に利用されている。学生の生活面に関する支援として学生相談室とカウン

セラーを配置している．  

  以上のことから，学生生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制は整備され機能して

いる。 

 

 

観点７－２－②： 特別な支援が必要な者（例えば，留学生，障害のある学生等が考えられる。）

がいる場合には，生活面での支援が適切に行われているか。 

 

（観点に係る状況）  

留学生に対して，病気や災害など健康を害する事態が生じた場合の支援として，災害共済給付

契約や国民健康保険への加入，日本学生支援機構の外国人留学生医療費補助制度などの指導が行

われている（資料７―２―②―１）。留学生は全員学生寮で生活しており，食習慣の違いにも配

慮されており，学寮補食室の充実が図られている（資料７―１―⑤―４）。 
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  障害のある学生がいる場合への対応として，エレベータやバリアフリー対策，障害者用トイレ

が設置されている。 

    

   資料７―２―②―１ 

 

   （出典 留学生のための健康のしおり） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

生活面で特別な支援が必要な学生は留学生である。彼らの学生寮における生活は，学生課や学

寮委員会の支援によって支えられている。 

  以上のことから，生活面に関して特別な支援が必要とされる者への支援は，適切に行われてい

ると判断できる。 

 

 

観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能

しているか。 

 

（観点に係る状況）  

生活の場としての学生寮のさまざまな規則（学寮規則，学寮日課表，寮生会規約・組織図，寮

生会消防隊及び避難要領）は，学生便覧（平成18年度版111頁）に掲載されている。「寮生活の

しおり」に，実際の寮生活上の注意点が詳細に記されている（資料７―２―③―１）。平成18年

の学生寮現員は，資料７―２―③―２に示すとおりである。 

  学生寮が学習の場として有効に機能するように，資料７―２―③―１に示すように自習時間を
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設定している。施設面では，各号棟各階に共用スペースとしての談話室の設置，無線LANが整備

されている。 

   欠課や欠席の多い寮生に対する指導は，寮務係職員による毎朝の巡回や，教員による試験１週

間前の低学年生の登校指導として行われている。また，寮生の安全確認のため，朝と夜に在寮点

呼が行われている。 

 

 

 

 

   資料７―２―③―１ 

 

   （出典 寮生活のしおり４頁） 

 

 

 

 

 

 



舞鶴工業高等専門学校 基準７ 

- 331 - 

   資料７―２―③―２ 

 

（出典 学生課資料） 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学寮が生活及び勉学の場として機能するように，入寮時の説明会や日常生活における在寮点呼，

消灯後の巡回，始業前の巡回や登校指導など，さまざまな配慮がなされている。また自習や談話

ができる共用スペースの整備や，学寮におけるインターネット利用の利便性を高める無線LANが

整備されている。 

  以上のことから，学寮は生活及び勉学の場として有効に機能していると判断できる。 
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観点７－２－④： 就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 

 学生委員会進路指導部会が，準学士課程４年生と専攻科１年生を対象として11月に第１回進路

ガイダンスを（資料７―２―④―１），２月に第２回進路ガイダンスを行い，３月には進路懇談

会として担任および専攻長と保護者・学生の三者面談を実施している（資料７―２―④―２）。

その他，進学希望者向けのガイダンスを４月に行っている。これらの進路指導部会の運営状況は，

年報に記載されている（資料７―２―④―３）。 

  大学編入の資料は学生課窓口および図書館１階ロビーに設置され学生が閲覧できるようになっ

ており，また会社案内の資料は各学科５年担任研究室に設置されている。各学科５年担任は，就

職の指導だけでなく，進学についても丁寧に指導している。 

  就職状況や進学状況は，年報（舞鶴高専年報‐2004年度の教育･研究活動-60～65頁）に記載さ

れている（資料７―２―④―４）。 

 

 

   資料７―２―④―１ 

 

   （出典 学生課資料） 
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資料７―２―④―２ 

 

   （出典 学生課資料） 
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   資料７―２―④―３ 

 

   （出典 舞鶴高専年報‐2004年度の教育･研究活動-９頁） 
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資料７―２―④―４ 

 

（出典 舞鶴高専年報‐2004年度の教育･研究活動-60頁） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

進路指導部会は，各学科の４年と５年の担任や専攻長と協力し，３回の就職や進学のガイダン

スと１回の進路懇談会（三者面談）を行い，就職の斡旋や進学の助言・指導を行っている。大学

編入、会社案内の資料も学生が自由に閲覧できるように配慮されている。 

   以上のことから，就職や進学などの進路指導を行う体制は整備され，機能している。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

国際コミュニケーション英語能力向上を図る支援としてTOEIC受験料を補助し，全学生が毎年受験

させている。また，タイのKing Mongkut’s Institute of Technology Ladkrabang，韓国のKorea 

Universityとの交流協定を締結し，海外留学実施の基盤が準備できている。学寮に無線LANの整備を

行い，学生の国際的視野が拡大できるよう支援している点が優れている。 

 

（改善を要する点）  

オフィスアワーの利用実績を把握するシステムを構築することが必要である。 

 

（３）基準７の自己評価の概要 

 

 学生が学習を進める上でのガイダンスとして，入学・編入学時のオリエンテーション，選択科目の

履修説明や修得単位数の確認指導，生産・情報基礎工学プログラムの説明会やそのプログラム達成度

の確認指導，学位申請説明会（専攻科生対象）が実施されている。また学習を進める上での個別相談

や助言として，オフィスアワーや担任・副担任による個別指導が実施されている。学生の自主的学習

スペースとして，図書館・情報科学センター・教室・本館廊下のフリースペースなどが整備されてい

る。学生が学習を進める上で感じている支援ニーズは，校長とのフリートーキング，専攻科生と教員

の交流会，FDパネルディスカッション，学生による授業評価アンケートなどを通して把握されている。

資格試験や検定試験を受験する上での支援は，実用英語技能検定と国際コミュニケーション英語能力

テスト（TOEIC）に関して行われている。TOEICではスコアに応じて単位が認定され，その受験料は一

部学校から補助され，全学生が受験するようになっている。学習を進める上で特別な支援が必要な学

生は，本校では留学生，編入学生，転科生である。留学生には，指導教員とチューターが支援にあた

り，日本語の授業と専門教科の補習授業が実施されている。編入学生と転科生には，専門教科の補習

授業が実施されている。課外活動に対する支援として，全教員がクラブ顧問を分担して支援している。 

 生活面に係わる支援としては，指導・相談・助言を行う学生相談室が設置されており、学生の経済

面に係わる支援として授業料や寄宿料の免除や徴収猶予及び奨学金の制度が整備されている。生活す

る上で特別な支援が必要な学生は本校では留学生であり，国民健康保険への加入や日本学生支援機構

の外国人留学生医療費補助制度の利用などが指導されている。また、福利厚生施設として青葉会館１

階に学生食堂と売店が設置されている。学寮が生活及び勉学の場として機能するような支援体制とし

て，安全確認のための在寮点呼，消灯後の巡回，始業前の巡回，試験前の低学年生登校指導などが行

われている。 

 就職や進学などの進路指導を行う体制として，学生委員会進路指導部会が各学科４年と５年の担任

及び専攻長で組織され，毎年３回のガイダンスと１回の進路懇談会（三者面談）が実施されている。 
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基準８ 施設・設備 

 

（１） 観点ごとの分析 

 

観点８－１－①： 学校において編成された教育課程の実現にふさわしい施設・設備（例えば，校

地，運動場，体育館，教室，研究室，実験・実習室，演習室，情報処理学習のた

めの施設，語学学習のための施設，図書館等，実験・実習工場さらには職業教育

のための練習船等の設備等が考えられる。）が整備され，有効に活用されている

か。 

 

（観点に係る状況）  

舞鶴工業高等専門学校は昭和40年（1965年）に設置されて以来，本校の教育課程を実現するた

め，施設･整備の充実を図っている。施設･整備の現状，問題点および改善方策については，自己点

検・評価報告書等により情報公開してきた（資料８－１－①－１～３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

資料８－１－①－１

自己点検・評価報告書等による情報公開 １ 

 

 

該当箇所の目次 

 

(出典 舞鶴工業高等専門学校の現状―自己点検・評価に向けて―平成６年３月) 
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資料８－１－①－２

自己点検・評価報告書等による情報公開 ２ 

 

 

 

該当箇所の目次 

 

 

 

(出典 舞鶴高専の現状と課題―21世紀に向けての自己点検・評価報告書―平成10年３月)
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資料８－１－①－３

自己点検・評価報告書等による情報公開 ３ 

 

 

 

該当箇所の資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 外部評価報告書 平成13年３月)
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現在の施設・設備の状況を資料に基づいて述べる。資料８－１－①－４，５は，校地および敷地

内の各施設の配置状況を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－１－①－５

施設配置図 

 

(出典 学生便覧 125～126 頁)

資料８－１－①－４ 

校地内訳 

総 面 積 内   訳 [m2] 

校舎敷地 49,674

学寮敷地 23,555 

運動場敷地 47,993 

実験実習地 754 

艇庫敷地 453 

職員宿舎（浜） 666 

126,695 m2 

職員宿舎（行永） 3,600 

(出典 平成 17 年度学校概要 38 頁) 
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校舎，主要施設,体育施設，福利厚生施設等の現状は，資料８－１－①－６～９に示す通りであ

る。平成13年には，地域共同テクノセンターを含む低学年棟が新設され，実験・講義室の充実が図

られた。また，専攻科設置に伴い，平成14年には専攻科棟が新設された。平成14，15年には阪神大

震災級の地震対策として校舎耐震補強工事を中心とした校舎改修が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－１－①－７ 

主要施設の整備状況 

名  称 構 造 総面積 [m2] 完成年（改修年） 

地域共同テクノセンター ＲＣ－４ 1,854 平成 13 年 

情報科学センター ＲＣ－１ 300 昭和 49 年 

機械工学科実習工場 Ｓ－１ 673 昭和 42 年 

図書館 ＲＣ－３ 1,653 昭和 48 年 

(出典 平成 17 年度学校概要 38 頁) 

資料８－１－①－６ 

校舎の整備状況 

名  称 構 造 総面積 [m2] 完成年（改修年） 

管理部および 

一般教科棟 
ＲＣ－４ 3,719

昭和 41 年 

（平成 14 年） 

専攻科棟 ＲＣ－３ 991 平成 14 年 

機械工学科棟 ＲＣ－３ 3,039
昭和 42 年 

（平成 14 年） 

電気情報工学科棟 ＲＣ－３ 1,448
昭和 42 年 

（平成 14 年） 

電子制御工学科棟 ＲＣ－３ 785 平成５年 

建設システム工学科棟 ＲＣ－４ 2,554
昭和 46 年 

（平成 15 年） 

共通講義棟 ＲＣ－３ 670
昭和 56 年 

（平成 14 年） 

低学年棟 ＲＣ－４ 1,854 平成 13 年 

(出典 平成 17 年度学校概要 38 頁) 
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教員研究室および教室には冷暖房機器が完備し教育・研究に快適な環境を提供している（資料８

－１－①－10，11）。また，教室・講義室には液晶プロジェクター・スクリーンや視聴覚機器を配

備し，視聴覚教育・情報教育が可能な学習環境を整えており，資料８－１－①－11に見られるよう

にそれぞれの教室・講義室は有効に活用されている。 

 

 

 

資料８－１－①－９ 

福利厚生施設等の整備状況 

名  称 構  造 ／ 摘  要 総面積 [m2] 完成年 

青葉会館 ＲＣ－２／食堂・学生相談室など 699 昭和 57 年 

合宿所 Ｓ－１／宿泊施設 215 昭和 42 年 

クラブハウス Ｓ－１ 200 昭和 51 年 

艇庫 Ｓ－１ 92 昭和 51 年 

(出典 平成 17 年度学校概要 38 頁) 

資料８－１－①－８ 

体育施設の整備状況 

名  称 構  造 ／ 摘  要 総面積 [m2] 完成年 

第１体育館 Ｓ－１／ステージ・アリーナ 1,719 昭和 42 年

第２体育館 Ｓ－１／アリーナ 906 昭和 55 年

武道館 Ｓ－１／剣道場・柔道場 531 昭和 44 年

体育器具庫 Ｂ－１ 59 昭和 42 年

トレーニングセンター Ｓ－１ 129 昭和 52 年

体育施設開放管理室 ＲＣ－１／ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ・更衣室など 128 昭和 55 年

プール ステンレス ２５ｍ ７コース 付属室 129 平成６年

陸上競技場 
４００ｍトラック ８コース 

夜間照明有 
21,000 － 

野球場 両翼８５ｍ 内野夜間照明有 10,000 － 

第２グラウンド ソフトボール場 １面 夜間照明有 7,000 － 

テニスコート クレイ２面・全天候２面 夜間照明有 2,600 － 

(出典 会計課資料) 
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資料８－１－①－10 

教員研究室の整備状況 

学 科 等 教員数［人］ 部屋数［室］ 総面積 [m2] 空調の有無 

人文科学部門 10 10 192 有 

自然科学部門 12 12 300 有 

機械工学科 11 11 270 有 

電気情報工学科 10 11 292 有 

電子制御工学科 9 9 231 有 

建設システム工学科 10 10 260 有 

専攻科 0 2 81 有 

(出典 会計課資料) 

資料８－１－①－11

教室・講義室の整備状況 

部屋名称 
部屋数 

［室］ 

面積 

[m2] 

収容数 

［人］ 

使用時間

＊ 
設    備    等 

クラスルーム 20 79 45～55 198 

液晶プロジェクター・スクリーン， 

ビデオデッキ，ＯＨＰ台(4 年教室を 

除く)，空調有 

少人数教室 ７ 47～63 30 ３ 空調有 

日本語教室 １ 47 12 ２ 空調有 

第一合併教室 １ 132 146 4.5 
液晶プロジェクター・スクリーン， 

ビデオデッキ，ＯＨＰ，テレビ，空調有

第二合併教室 １ 126 80 13.5 
 液晶プロジェクター・スクリーン， 

ビデオデッキ，ＯＨＰ,テレビ，空調有

視聴覚教室 １ 217 216 ９ 
液晶プロジェクター・スクリーン， 

ビデオデッキ，テレビ，空調有 

専攻科講義室 ３ 38～81 15～35 22 
液晶プロジェクター･スクリーン， 

空調有 

＊週あたりの平均の使用時間［時間／週］

(出典 学生課資料)
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「実験･実習，演習，ものつくりを重視する」教育方針のもと，多様な実験・実習・演習室が整

備され，有効利用されている（資料８－１－①－12）。それぞれの実験・実習・演習室には，その

教育目的達成のため，種々の実験設備・機器等が整備されている。一例として機械工学科における

実験室等の機器整備状況を資料８－１－①－13に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－１－①－12
実験・実習・演習室等の整備状況 

学 科 等 
部屋数 

［室］ 

総面積 

[m2] 

使用時間

＊ 
摘         要 

人文科学部門 １ 132 13 Ｌ．Ｌ教室 

自然科学部門 ２ 194 19 物理実験室，化学実験室 

機械工学科 ５ 1068 40 
熱工学実験室，材料金相学実験室，非破壊実験室， 

CAD 実習室，機械実習工場 

電気情報工学科 ６ 780 78 
計算機実習室，情報通信実験室，基礎電気実験室， 

情報工学実験室，自然エネルギー実験室，電気工学実験室

電子制御工学科 ９ 726 95 

プラズマ解析実験室，実験機材室，制御応用実験室， 

計測応用実験室，電子デバイス実験室， 

ロボット工学実験室，メカトロニクス実験室， 

電子制御実験室，CAD/CAM 実験室 

建設システム工学科 ５ 523 14 
水工学実験室，構造実験室，コンクリート材料実験室， 

地盤工学実験室，環境工学実験室 

専攻科 ７ 359 36 

電気通信実験室，水圏環境実験室，材料実験室， 

振動実験室，情報処理実験室，制御システム実験室， 

情報演習室 

情報科学センター １ 300 12.5 情報処理室 

マルチメディア室 １ 112 ７ 情報科学センター分室（マルチメディア室） 

地域共同 

テクノセンター 
３ 162 － 

情報システム開発支援室，構造解析システム支援室， 

試作室 

共通実験室 ８ 1045 42 

流れ学実験室，創造工房，計測制御システム工学実験室，

制御応用実験準備室，画像処理実験室/環境応用分析室， 

データ解析可視化室，工学実験室，福祉機器実験室 

＊週あたりの平均の使用時間［時間／週］

(出典 会計課，学生課，各学科部門資料)

資料８－１－①－13 

機械工学科 実験室等の機器整備状況 

部屋名称 
収容数 

｢人｣ 

面 積 

[m2] 
設  備  等 

機械実習工場 52 673 

旋盤，立・横型フライス盤，各種ボール盤，形

削り盤，グラインダー，平面研削盤，帯鋸盤，

NC フライス盤，パソコン一式，アーク溶接

機，マシニングセンター，FA システム 

材料・金相学

実験室 
12 153 

オートグラフ万能材料試験機，シャルピー衝撃

試験機，各種硬さ試験機，走査型電子顕微鏡， 
クリープ試験機，ねじり試験機，高速切断機，

万能材料試験機，油圧式疲労試験機 
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資料８－１－①－12に示された実験・実習・演習室では，資料８－１－①－13および他の学科、

専攻科にある設備を利用して，「実験･実習，演習，ものつくりを重視する」授業科目が展開され

有効に活用されている。資料８－１－①－13に対応する例として資料８－１－①－14を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

資料８－１－①－13 続き 

機械工学科 実験室等の機器整備状況 

部屋名称 
収容数 

｢人｣ 

面 積 

[m2] 
設  備  等 

非破壊実験室 12 87 
電気炉，真空蒸着装置，金属顕微鏡，顕微鏡用

モニター，平面曲げ疲労試験機，各種ひずみア

ンプ，各種電源装置，パソコン一式 

熱工学実験室 12 65 クーリングタワー，ガソリンエンジン，高速度

カメラ，データレコーダ，パソコン一式 

共通実験室(A-
115) 12 87 

声道模型教材，AC サーボモータ，トルク変換

機，レーザスキャン式２次元変位センサー，水

素気泡発生装置，小型回流水槽，電磁流量計，

電磁血流計 

CAD 実習室 52 110 パソコン，液晶プロジェクター，スクリーン，

A3 対応カラーレーザプリンター 

共通実験室 12 170 液晶プロジェクター，スクリーン， 
レゴブロック，電動車椅子 

(注)：機械実習工場は，授業において本学科と電子制御工学科が使用する共有施設です． 

(注)：収容数は，授業(実験・実習)時における最大収容数を示しています． 

(出典 会計課，機械工学科資料) 

資料８－１－①－14 

機械工学科 実験室使用状況 

実験室名 科目名等 時間＊ 合計＊ 

工作実習Ⅰ ２ 

工作実習Ⅱ ４ 機械実習工場 

考案設計製作 ３ 

９ 

共通実験室 A-115 機械工学実験Ⅰ･Ⅱ ４ ４ 

共通実験室 A-326 機械工学実験Ⅰ･Ⅱ ４ ４ 

情報処理Ⅱ ２ 

情報処理Ⅲ １ 

設計製図Ⅱ ２ 

設計製図Ⅲ ２ 

設計製図Ⅳ ２ 

ＣＡＤ実習室 

設計製図Ⅴ ２ 

11 

材料・金相学実験室 機械工学実験Ⅰ･Ⅱ ４ ４ 

非破壊実験室 機械工学実験Ⅰ･Ⅱ ４ ４ 

熱工学実験室 機械工学実験Ⅰ･Ⅱ ４ ４ 

＊週当たり使用時間 (出典 平成 17 年度シラバス) 
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また, 教育研究の展開にフレキシブルに対応して使用できる共通実験室（例えば，資料８－１

－①－14）を用意している。その使用要領を定め（資料８－１－①－15）, 教育研究活動を効率

的に推進している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－１－①－15

 

(出典 舞鶴工業高等専門学校規程集)
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会議の規模・内容に応じた会議室，指導室が整備され, 学生指導や進路指導に有効に活用されて

いる（資料８－１－①－16）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以上述べてきたように本校では教育課程を実現できる施設・設備が整備され, 有効に活用されて

いる。これらの施設の管理は，舞鶴工業高等専門学校施設管理規則（資料８－１－①－17）に従っ

て行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－１－①－16 

会議室等使用状況 

部 屋 名 称 収容人数［人］ 総面積 [m2] 使用時間＊

大会議室 70 177 20 

中会議室 20 63 35 

多目的会議室 10 63 35 

進路指導相談室 12 32 38 

＊月あたりの平均の使用時間 

(出典 庶務課，学生課，会計課資料) 

資料８－１－①－17

 

(出典 舞鶴工業高等専門学校規程集)
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近年の施設･設備の整備により（資料８－１－①－18），老朽化した施設の改修が図られた。阪

神大震災後，いち早く校舎の耐震改修工事が実施され安全性が確保された。また，エレベータ，校

舎入り口スロープの設置により障害者にやさしいキャンパスつくりを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

資料８－１－①－４～11に見られる本校の施設･設備は，高等専門学校設置基準第22条，23条お

よび24条に定められた要件を満たしている。本校の教育課程を実現する設備が，資料８－１－①－

12に見られるように整備されおり，これらは高等専門学校設置基準第25条，26条，27条および27条

の2に定められた要件を満たしている。教室・実験室等は配備された設備とともに有効に活用され

ていることが，例えば資料８－１－①－14から認められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－１－①－18 

施設整備状況 

年 度 教育・研究施設 
福利厚生・ 

課外活動施設 

管理施設・ 

その他 
経費区分 

平成 17 年 
 

実習工場外壁改修 

福利施設外壁改

修 

野球場内野改修 

 
施設整備費補助金

運営費交付金 

平成 16 年 寄宿舎屋上防水   施設整備費補助金

平成 15 年 
校舎耐震改修 

武道場屋根改修 

寄宿舎駐輪場 

 
 

施設整備費 

校費 

平成 14 年 
専攻科棟新営 

校舎耐震改修 
運動場改修  施設整備費 

平成 13 年 低学年棟新営   施設整備費 

平成 12 年 
寄宿舎外部スロープ 

図書館３階ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ 
 駐車場整備 

各所修繕 

施設整備費 

平成 11 年 
第２体育館屋根改修 

女子寮改修 
 

太陽光発電設備 

基幹環境整備 
施設整備費 

(出典 会計課資料) 
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観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たす情報ネットワークが十分なセキュリテ

ィ管理の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

 

（観点に係る状況）  

舞鶴工業高等専門学校校内には, 高速光ネットワークをベースとするLANシステムが敷設されて

おり（資料８－１－②－１），教員研究室，事務室から情報科学センターのワークステーションお

よびインターネットの利用が可能となっている（資料８－１－②－２）。情報科学センターは情報

科学に関する教育研究の推進及び学外との技術交流の中心的役割を果たすために設置されているセ

ンターである。情報科学センター内には, 一斉教育用に45台のワークステーションが設置され（資

料８－１－②－３），プログラミング教育や卒業研究，課外活動などに利用されている。さらに，

情報科学センター分室（マルチメディア室）にも，共同利用のコンピュータ設備，並びに周辺機器

が設置されている（資料８－１－②－４）。授業内外における学生の利用可能パソコンは資料８－

１－②－５のように整備されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－１－②－１

校内 LAN システム 

 

青葉会館

電気工学科、自然科学科

機械工学科、電子制御工学科

教育用端末（45台）

教育用端末（45台）

DMZ 

Cisco
PIX

VODｴﾝｺｰﾀﾞ装置

ﾋﾞﾃﾞｵ編集端末

10.1.32.253 /16

10/100Base-TX
100Base-FX
1000Base-SX

図書館

情報科学センター

VODｻｰﾊﾞ

Ultra 10S

エッジスイッチ

CU-1001HV

NTサーバ

COMPAQ
ProLiant 800

Mail/DNS/NIS ｻｰﾊﾞ
Sun ultra5

建設ｼｽﾃﾑ工学科

事務部

人文科学科

教材作成端末（3台）

DNS-P/Mail/Proxyサーバ 事務部

ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾘﾝﾀ

（2台）

エッジスイッチ

NetApp

ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟ
ﾘﾝﾀ （２

台）

FH708XL

maizuru-ct.ac.jp

icsc.maizuru-ct.ac.jp

maizuru-ct.ac.jp

今回提案機器

Mail/DNS(P)/ NIS+ｻｰﾊﾞ

フロント

スイッチ

エッジスイッチ

Firewallサーバ

外部接続用
ルータ

ネットワーク管理

WWW/News/FTP

Proxy/DNS(s)サーバ

Cisco
PIX520 

学生寮

エッジ

スイッチ

低学年棟 専攻科棟

エッジ

スイッチ

エッジ

スイッチ

エッジ

スイッチ

エッジ

スイッチ

エッジ

スイッチ

フロント

スイッチ

WWW/DNS(s)    
ｻｰﾊﾞ

Mail/DNS(P)/ウイ
ルスチェックｻｰﾊﾞ

HUB

x4

フロント

スイッチ

フロント

スイッチ

フロント

スイッチ

adm.maizuru-ct.ac.jp

エッジ

スイッチ

センター

スイッチ

教材提示端末（2台）

エッジ

スイッチ

エッジ

スイッチ

エッジ

スイッチ

エッジ

スイッチ

エッジ

スイッチ

エッジ

スイッチ

エッジ

スイッチ

エッジ

スイッチ

エッジ

スイッチ

エッジ

スイッチ

エッジ

スイッチ

エッジ

スイッチ

エッジ

スイッチ

エッジ

スイッチ

DFML-560E

DFML-560E

エッジ

スイッチ
エッジ

スイッチ

エッジ

スイッチ

(出典 舞鶴工業高等専門学校情報科学センター年報第 30 号 174 頁)
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資料８－１－②－３

情報科学センター 教育用計算機システム 

 

(出典 情報科学センターウェブページ)

資料８－１－②－２ 

学内情報コンセント設置数 

名  称 設置数 名  称 設置数 

管理部および一般教科棟 99 専攻科棟 88 

機械工学科棟 43 電気情報工学科棟 37 

電子制御工学科棟 9 建設システム工学科棟 21 

共通講義棟 4 低学年棟 12 

地域共同テクノセンター 6 情報科学センター 85 

機械工学科実習工場 2 図書館 7 

学寮 無線 LAN   

合   計 415 

(出典 会計課資料) 
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資料８－１－②－４

マルチメディア室 

図書館

教育用端末×46

スイッチング
ハブ

ネットワークプリンタ

 

(出典 平成 17 年度 学校概要)

資料８－１－②－５ 

学生用の学内情報ネットワーク接続パソコン台数 

学 科 等 授業時 授業外 

機械工学科 13 13 

電気情報工学科 84 84 

電子制御工学科 46 46 

建設システム工学科 15 15 

専攻科 35 35 

地域共同テクノセンター 16 16 

情報科学センター 47 46 

マルチメディア室 46 ０ 

図書館 ４ ４ 

機械工学科実習工場 ６ ６ 

合   計 312 265 

(出典 資産管理システム ) 
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平成16年度，学校内の基幹ネットワークがイーサネット(10Mbps)から，現在のATM光ネットワー

ク(156Mbps)に更新されたことにより，校内各所からのセンター利用環境は飛躍的に向上した。将

来のデータ通信のマルチメディア化にも十分対応するシステムであり，ソフトウェア開発から文書

作成まで幅広く利用することがでる。 

平成17年度にはネットワークを学寮に拡大し，学寮サブネットを敷設し，学生が寮内から情報科

学センターを利用できるようにした。さらに寮生の要望に応え，教員と寮生との共同作業により無

線LANの自力構築を行った結果，各寮室からのネットワーク利用が可能となった。また，専用回線

(100Mbps)により京都大学学術情報センターの大型計算機と京都デジタル疏水により接続し，イン

ターネットに参加している。電子メール，ニュース，WWWなどのインターネットサービスの利用が

可能で，国内外の研究機関，研究者と情報の交換が可能となっている。学校の情報もウェブページ

(URLはhttp://www.maizuru-ct.ac.jp/)により公開している。 

情報ネットワークおよび情報科学センターの管理・運営には情報科学センター規程を定めている

（資料８－１－②－６）。情報科学センターの組織図を資料８－１－②－７に示す。各部門におけ

る管理運営・業務内容は資料８－１－②－８に示す通りである。情報科学センターの管理・運営の

状況については，情報科学センター年報に報告している（資料８－１－②－９）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－１－②－６ 

 

(出典 舞鶴工業高等専門学校規程集) 



舞鶴工業高等専門学校 基準８ 

- 353 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－１－②－７ 

情報科学センター組織 

 

情報科学センター長--------------教育・研究部門--運営委員--部門員 

         ｜      ｜ 

       情報科学センター ｜--機器運用・ｾｷｭﾘﾃｨ部門--運営委員--部門員 

       運営委員会    ｜ 

                ｜--広報担当委員 

 

(出典 情報科学センターウェブページ) 

資料８－１－②－８ 

情報科学センター管理運営・業務内容 

 

(1)教育・研究部門  

1)学内、学外（国際・民間・研究機関・公共団体等）共同研究の企画・ 

立案及び実施。 

2)技術交流にかかる講演会の開催。  

3)年報の発行に関すること。  

4)情報処理教育に関する企画・立案及び連絡調整。  

5)一般社会人（小・中・高生含む）向けの公開講座及び講演会等の開設  

6)その他情報科学にかかる研究及び情報処理教育に関すること。  

(2)機器運用・セキュリティ部門  

1)情報関連機器の整備、運用に関する企画・立案。  

2)校内ネットワークの管理に関すること。  

3)校外とのネットワーク接続に関すること。  

4)情報関連機器の運用に関する協力助言（講習会の実施等）。  

5)校内セキュリティに関すること。  

6)その他情報関連機器の管理・整備・運用に関すること。  

(3)広報担当委員  

1)年報その他刊行物の発行に関すること。  

2)その他情報科学にかかる広報に関すること。  

 

(出典 情報科学センターウェブページ) 
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資料８－１－②－９

 

(出典 情報科学センター年報No,33, 2005年, ３月，58頁)
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本校の情報セキュリティシステムは，ステートフルインスペクション型のファイアウォール(FW) 

であり, 送信先および送信元IPアドレスによるパケットフィルタリングだけでなく, データの内容

によるフィルタリングも可能となっている。 

不正侵入検知(IDS)に関しては，FWで外部からの侵入を防いでいるが, セキュリティホールなど

を通じて, 不正に侵入することは可能である。そこで, ネットワークに流れるパケットを分析し,   

パターン照合により不正アクセスと思われるパケットを検出して, 管理者に通報するシステムを導

入し, セキュリティ度を高めている。 

ウィルス対策ソフトの導入は, 義務付けてはいないが, 導入依頼は行っており, 情報科学センタ

ーで学内の教職員で利用できるウィルス対策ソフトを購入している。 

不適切なウェブページへのアクセスの制限は，Proxyで行っている。このソフトウェアの中で, 

キーワードによる閲覧禁止措置をとっている。 

ユーザのアカウントは NIS+(Network Information Service Plus)により一括管理し, ユーザの

ファイルも NFS(Network File System)によって共有, 管理している。 

  情報科学センターの学生の利用に当たっては, 年度当初に利用講習会を実施し，利用に関する手

続き・規則等の周知を図っている（資料８－１－②－10，11）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－１－②－10

情報科学センター利用講習会 １ 

 

センター利用講習会の日程を以下のように決めましたので， 

お知らせいたします。都合が悪い場合には，再度お知らせ下さい。 

申請用紙は庶務課にコピーを依頼しておりますので， 

庶務課で受け取ってください。 

また，今年度版の説明用PowerPointは以下のURLにあります。 

http://web.maizuru-ct.ac.jp/center/gline/gl_stdnt.ppt 

＊修正など必要がありましたら，ご連絡下さい。 

 

機械工学科 

4/20水 2M 情報処理２  講師：谷川先生予定 (交渉できていません) 

4/20水 3M 放課後16:20- 講師：鈴木先生 

4/21木 4M 放課後16:20- 講師：鈴木先生 

4/22金 5M 放課後16:20- 講師：鈴木先生 

電気情報工学科 

2年 東田先生  18日 月曜１コマ Unix概論の講義中に開催 

3年 長谷川先生 18日 月曜３コマ  情報処理３の講義中に開催 

4年 船木先生  18日 月曜４コマ 情報処理４の講義中に開催 

5年 片山先生  12日 火曜３コマ 卒業研究の講義中に開催 

電子制御工学科 

2S 西岡先生 情報処理I     月１時限，4/25 マルチメディア 

3S 仲川先生 情報処理III   月２時限，4/18 情報科学センター 

4S 竹内先生  計算機工学II  水３時限，4/27 情報科学センター 

5S 町田   電子回路III   金１時限，4/15 情報科学センター 

建設システム工学科 

２Ｃ：三輪先生，4/20(水)１限，応用情報処理，マルチメディア 

３Ｃ：加登先生，4/19(火)１限，CAD，情報科学センター 

４Ｃ：四蔵先生，4/18(月)１限，測量学Ⅲ，マルチメディア 

５Ｃ：高谷先生，4/19(火)４限，卒研，情報科学センター 

 

(出典 情報科学センター長からの電子メール)
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資料８－１－②－11

情報科学センター利用講習会 ２ 

 
 

(出典 情報科学センターウェブページ)
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学生の情報科学センター利用に関する手続きは，資料８－１－②－12に示すように定めている。

同様に，ネットワークの利用に関しては, ネットワーク利用願，学寮サブネットへの接続申請書を

提出させ管理している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－１－②－12 

 

（出典 学生便覧 68 頁） 
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校内ネットワークを用いた情報発信に関しては，教職員向けの指針（資料８－１－②－13），学

生向けの指針（資料８－１－②－14）を定め，適切な情報発信が行われるようにしている。その手

続きを，例えば，資料８－１－②－15に示すように定め，管理している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－１－②－13 

 
（出典 情報科学センターウェブページ） 
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資料８－１－②－14 

 

（出典 情報科学センターウェブページ） 
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資料８－１－②－15 

 

 

（出典 学生便覧 69 頁） 
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（分析結果とその根拠理由）  

資料８－１－②－１～５に示した本校の情報ネットワーク施設･設備は，高等専門学校設置基準

第23条２に定められた要件を満たしている。情報ネットワークの管理・運営は，資料８－１－②－

６～９に示したように十分なセキュリティの下でなされている。従って，情報ネットワーク施設･

設備，情報ネットワークの管理・運営業務，セキュリティシステムは整備されている。学生の情報

ネットワーク利用については，講習会の実施，所定の手続き申請，情報発信の指針を定める他，授

業での情報倫理教育により，不正利用の防止を図っている（資料８－１－②－10～15，17）。本校

の教育目標に則してコンピュータースキルを身に付けた学生の育成のため，情報科学センターを利

用した授業やネットワークを利用した授業が展開されており（資料８－１－②－16），また授業以

外で使用できるパソコンが整備され（資料８－１－②－５），情報科学センターの夜間利用も可能

となっている（資料８－１－②－18，19）。情報ネットワークを利用して，授業などの連絡，授業

資料のwebでの公開，就職・進学情報の提供などの学生向けの情報サービスを行っている。このよ

うに本校の情報ネットワーク施設･設備は，十分有効に活用されている。 
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観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整備さ

れ，有効に活用されているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校の図書館の蔵書数は７万４千冊を超え，自然科学・工学関係が多く全体の約半分を占めて

いる。蔵書の中でも, 幅広い教養の涵養をめざして, 哲学, 歴史, 文学等各分野の充実にも力を注

いでいる。図書資料および視聴覚資料の概要は資料８－２－①－１～３に示す通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－２－①－１ 

人文科学系蔵書内訳 

 哲学 歴史 
社会 

科学 
芸術 言語 文学 合計 

和書 3,617 5,385 6,037 3,000 2,647 9,200 29,886 

洋書   270   93   427    52   325 1,114  2,281 

合計 3,887 5,478 6,464 3,052 2,972 10,314 32,167 

(出典 庶務課資料) 

資料８－２－①－２ 

自然科学・工学系蔵書内訳 

 自然科学 総記 工学・技術 産業 合計 

和書 11,755 10,969 19,746 646 43,116 

洋書  2,414   172  1,636  14 4,236 

合計 14,169 11,141 21,382 660 47,352 

(出典 庶務課資料) 

資料８－２－①－３ 

視聴覚資料内訳 

 人文科学系資料 自然科学系資料 工学系資料 合計 

VHS 155 63 42 260 

LD 154  0 11 165 

DVD 312  4 22 338 

合計 621 67 75 763 

(出典 庶務課資料) 
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図書資料の選定は，教員による選定，ブックハンティングによる学生の選定，図書館投書箱によ

る学生の希望図書の選定などによって行っている。学生の選定した図書については，図書館運営委

員の教員によって検討した上で受け入れている。図書資料の選定状況については資料８－２－①－

４に示す通りである。その内訳は資料８－２－①－５に示す通りである。また，視聴覚資料の受入

状況は資料８－２－①－６に示す通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－２－①－４ 

受入図書選定状況訳 

 教職員選定 学生購入希望
ブック 

ハンティング
その他 合 計 

平成 14 年度 1,282 13 135 210 1,640 

平成 15 年度 886 46 138 148 1,218 

平成 16 年度 754 41 146 190 1,131 

平成 17 年度  149 13 165 178   505 

(出典 庶務課資料) 

資料８－２－①－５ 

図書受入状況 

総   記 人文科学系図書 自然科学系図書 工学系図書 合 計 
 

和書 洋書 和書 洋書 和書 洋書 和書 洋書 和書 洋書 

平成 14 年度 457  2 564 65 152 17 350 33 1,523 117 

平成 15 年度 358 26 355  8 129 13 314 15 1,156  62 

平成 16 年度 300  1 457 55  87  2 222  7 
 

1,066 
 65 

平成 17 年度 220  2  124  7  29  0 116  7   491  16 

(出典 庶務課資料) 

資料８－２－①－６ 

視聴覚資料受入状況 

人文科学系資料 自然科学系資料 工学系資料 
 

VHS LD DVD VHS LD DVD VHS LD DVD 
合計 

平成 14 年度    7   3   16 26 

平成 15 年度   50   0    1 51 

平成 16 年度   20   1     0 21 

平成 17 年度   49   0     5 54 

(出典 庶務課資料) 
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  図書館の一隅には，授業で使用している教科書，参考書を集めた教科書コーナーを設置している

（資料８－２－①－７）。これによって，教員が互いに他の授業で使用している教科書を知ること

ができる。また，専攻科学生にはより専門性の高い参考書を集めた専攻科コーナーを設け（資料８

－２－①－８），学生の学習の助けとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－２－①－７ 

教科書コーナー 

 

 

資料８－２－①－８

専攻科 参考書コーナー 
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  教育研究上の資料としての研究関連の学術雑誌等の受入状況については，資料８－２－①－９に

示す通りである。また，研究支援のために多くの学術雑誌の検索システムを用意している（資料８

－２－①－10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－２－①－９ 

学術雑誌購読数 

平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度
学 科  

和書 洋書 和書 洋書 和書 洋書 和書 洋書 和書 洋書

校 長  0  0  0  0  0  0  1  0   

人文科学部門 46  4 40  3 14  1 13  0   

自然科学部門 24 14 22 14 20 14 15  8  8 

機械工学科 12  0 14  0  9  0  4  1  1 

電気情報工学科 20  1 31  1 27  0 21  0   

電子制御工学科 23  0 24  0 20  0 15  0   

建設システム工学

科 
25  9 29  6 22  6 20  5  4 

専攻科  0  0  0  0  0  0  0  0   

図書館 22  0 23  0 28  0 28  0   

情報科学ｾﾝﾀｰ  4  0  4  0  4  0  2  0   

留学生  1  0  2  0  2  0  2  0   

合 計 177 28 189 24 146 21 121 14  13 

(出典 庶務課資料) 
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 資料８－２－①－10 

学術雑誌の検索システム 

国内学術雑誌検索 国外学術雑誌検索 研究支援サービス 

長岡技術科学大学付属図書館  

ＫＡＮＯＮ（旧新外国雑誌目次

データベース(SwetsScan)）  

 

サイエンス・ダイレクト 

（SD）コンソーシアム  

国立情報学研究所  

Genii(ジーニイ)学術コン 

テンツ・ポータルサイト  

CiNii(論文情報 

ナビゲータ) 

NACSIS Webcat,国内学協会発行

87誌,電気学会出版物,トランジス

タ 技 術 ,TRY! PC,DOS/V POWER 

REPORT,日経サイエンス,科学,

数学,Software Design,月刊ア

スキー,自動車関係文献データ

ベース,原子力関係文献データベ

ース,超伝導体関係文献データ

ベース,体育の科学, 日本金属

学会  

 

新外国雑誌データベース,英国

物理学会,  American Society 

for Microbiology, BMJ医学, 

High Wire Press,生物学/医学

など,その他（名古屋大学作成

データベース）,アブストラク

トデータベース,アメリカ・ヨ

ーロッパ・カナダ博士論文検 

索,  ASCE Transportation En-

gineering,ASME Transactions 

Journal:Applied Mechanics, 

ASME Transactions Journal: 

Engineering for Gas Turbines 

and Power,ASME Transactions 

Journal:Fluids Engineering, 

ASME Transactions Journal: 

Heat Transfer,Journal of  

American Ceramic Society, 

Nanostructured Materials,  

Scripta Materialia,Vaccine 

独立行政法人 

 科学技術振興機構  

ＪＤｒｅａｍnew  

(出典 図書館ウェブページ) 

                                資料８－２－①－１１ 

平成 16 年度 図書館利用状況 

月 開館日数 入館者数 貸出冊数 貸出視聴覚資料数 

４ ２２ １，７４０ ６５５ ４４ 

５ ２３ １，９２５ ５２０ ２８ 

６ ２７ ２，１１０ ６２６ ３３ 

７ １９ １，７３８ ８０８ ２０ 

８ ７ １５８ ６１ ０ 

９ ２８ ２，２５５ ４８４ ２３ 

10 ２４ １，３０７ ５２３ １２ 

11 ２５ １，７５９ ５９４ １８ 

12 ２２ １，３９９ ６３５ ７３ 

１ ２１ １，３２３ ５３３ ７２ 

２ ２２ １，５６３ ５２３ ６８ 

３ １１ ９２ １２８ １５ 

合計 ２５１ １７，３６９ ６，０９０ ４０６ 

(出典 庶務課資料) 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校図書館には，資料８－２－①－１～３に示したように図書資料および視聴覚資料が整備さ

れ，教育研究上必要な学術雑誌を系統的に収集している（資料８－２－①－９）。また学生の学習

レベルや学習目的に応じた資料の開架などの工夫を講じ，その利用の促進を図っている（資料８－

２－①－７，８）。図書館所蔵資料および国内外学術雑誌の検索システムを用意し，学外の研究支

援サービスに参加している（資料８－２－①－10）。これらは高等専門学校設置基準第25条に定め

られた要件を満たしている。これらの図書資料は有効に利用されている（資料８－２－①－11）。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

  教育研究の展開にフレキシブルに対応して使用できる共通実験室を用意している。学生の情報ネ

ットワーク利用には，講習会の実施，所定の手続き申請，情報発信の指針を定める他，授業での情

報倫理教育により，不正利用の防止を図っている。平成17年度にはネットワークを学寮に拡大し，

学寮サブネットを敷設した。さらに無線LANの自力構築を行い各寮室からのネットワーク利用が可

能となった。学生の学習レベルや学習目的に応じた図書資料の開架などの工夫を講じたり，ブック

ハンティングや図書館投書箱による学生の希望図書の選定などによって図書館利用の促進を図って

いる。 

 

（改善を要する点）  

  該当なし 

 

（２） 基準８の自己評価の概要 

 

本校の施設･設備は，高等専門学校設置基準に定められた要件を満たしている。施設･整備の現状，

問題点および改善方策については，自己点検・評価報告書等により情報公開してきた。教員研究室

および教室には冷暖房機器が完備し，教室・講義室には液晶プロジェクター・スクリーンや視聴覚

機器を配備し，視聴覚教育・情報教育が可能な学習環境を整えており，教育・研究に快適な環境を

提供している。これらの施設，教室，実験室等は配備された設備とともに有効に活用されている。 

  本校の情報ネットワーク施設･設備は，高等専門学校設置基準に定められた要件を満たしている。

情報ネットワークの管理・運営は，十分なセキュリティの下でなされている。本校の教育目標に則

してコンピュータースキルを身に付けた学生の育成のため，情報科学センターを利用した授業やネ

ットワークを利用した授業が展開されている。また授業以外で使用できるパソコンが整備され，学

生の学習の便宜を図っている。情報ネットワークを利用して，授業などの連絡，授業資料のwebで

の公開，就職・進学情報の提供などの学生向けの情報サービスを行っている。このように本校の情

報ネットワーク施設･設備は，有効に活用されている。 

本校図書館には，図書資料および視聴覚資料が整備され，教育研究上必要な学術雑誌を系統的に

収集している。これらの図書資料は有効に利用されている。これらは高等専門学校設置基準に定め

られた要件を満たしている。図書館所蔵資料および国内外学術雑誌の検索システムや学外の研究支

援サービスに参加することにより，本校の教育研究上のサービスに寄与している。 
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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 
 
（１） 観点ごとの分析 
 

観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

 

（観点に係る状況） 
教育の状況について，準学士課程では，全学生の成績評価が，各教科の担当教員によって研究

室からインターネットを介してCampus Assist システムにコンピュータ入力される。そのデータに

基づき教務委員会の審議を経て成績表を該当する学生及び担任等に配付するとともに，本システム

に一括管理される。必要なデータは，学科長, 担任, 教科担当が適宜 Download して利用できるよ

うになっている。その利用例を資料９－１－①－１に示す。本システムは，成績評価に関する証明

書の発行にも活用される。また，成績原簿及び答案・レポート等は，評価資料室（保管庫）（資料９

－１－①－２）または各自で保存することが，教員会議にて確認された（資料９－１－①－３）。 

 

資料９－１－①－１

 

（出典 学生課資料）
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資料９－１－①－２

        

評価資料室                評価資料室内部 

                   （出典 学生課資料）

 

資料９－１－①－３

 

（出典 教員会議資料）
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資料９－１－①－４

 
 (出典 平成17年度校務分担表)
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資料９－１－①－５

 
（出典 舞鶴高専年報―2004年度の教育・研究活動）

 

評価を適切に実施できる体制は，校長のリーダーシップの下に組織的に構成され，全教職員に校

務分担表（資料９－１－①－４）として配布される。この表に基づく教育システムにおいて，評価

委員会が，教務委員会・学生委員会・学寮委員会等で得られるデータを評価・検討する。 

 教育活動の実態を記載する「舞鶴高専年報」は，平成14年に第１号を発行して以来，平成17年度

で第３号となり，上述の校務分担表の各種委員会，学科，部門および専攻科における活動の状況が，

教職員及び学生にわかるように編集されている（資料９－１－①－５）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 
教育の状況について，準学士課程および専攻科課程の学業成績に関する資料は，Campus Assist シ

ステムによって一括管理され，その根拠となる資料は，研究室および保管庫に収集・蓄積されてい
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る。また，教育活動の実態を示すデータは，「舞鶴高専年報」に記録されている。さらに，校務分担

表に従って教育システムが機能しており，評価を適切に実施できる体制が整備されている。 

 

観点９－１－②： 学生の意見の聴取（例えば，授業評価，満足度評価，学習環境評価等が考え

られる。）が行なわれており，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されているか。 

 
（観点に係る状況）  
学生による授業アンケートは，平成９年度より毎年行われている。授業公開は，平成 14 年度より

実施され，内外の評価者から評価を受けてきた。評価者からの評価に従って，授業公開担当者は授

業改善計画を立て、それを教務委員会 FD 部会に提出する。その状況が，資料９－１－②－１に記載

されている。 

学生の授業評価，満足度評価，学習環境評価等の聴取は，教務委員会 FD 部会の開催するパネルデ

ィスカッションや校長とのフリートーキングで行われている。「よりよい授業改善を目指して」をテ

ーマに開催されたパネルディスカッションの報告を記載する教務委員会 FD 部会の議事概要を資料

９－１－②－２に示す。校長とのフリートーキングの概要の一部を資料９－１－②－３に示す。平

成 17 年度の校長とのフリートーキングは, ３回開催され, 学校や教育の改善に利用された。 

 

 
資料９－１－②－１

 
 

（出典 国立舞鶴工業高等専門学校 創立 40 周年記念誌９頁）
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資料９－１－②－２

（出典 学生課資料）

 



舞鶴工業高等専門学校 基準９ 

- 374 - 

 

資料９－１－②－３

校長とのフリートーキング議事概要                 
 
日    時    平成１７年１２月１２日（月）１５：３０～１８：０３ 
 
場    所    中会議室 
 
参 加 者    小野校長 下記学生(記：白井教務係長) 
 

1年  氏名  2年  氏名  3年  氏名  

1-1 ＊  2-1 ＊  3M ＊  

 ＊   ＊   ＊  

1-2 ＊  2-2 ＊   ＊  

 ＊   ＊  3E ＊  

1-3 ＊  2-3 ＊   ＊  

 ＊   ＊  3S ＊  

1-4 ＊  2-4 ＊   ＊  

 ＊   ＊  3C ＊  

     ＊  

 
内  容  
   今回のフリートーキングについて，どうしたら良い学校になるか，前向きに 自由に意見を聞かせてもらいたい旨説明の

後下記のような意見希望等があった。 
 
○授業について 
  ・本校のカリキュラムは悪い。例えば，電気回路(２・３年)や信号処理(２・３年)で微分方程式の内容があるので，もっ

と低学年の数学からそのような内容の授業内容にすべきである。 
  ・英語の授業で声が小さいので聞き取れない先生がいる。 
  説明の仕方が悪く，レベルが低い。 
  ・世界史はシラバスと違う内容でやっている。 
  ・化学のテストで良い点を取っているのに，悪い点が付けられた。(６０が５０) 
  ・化学の授業が分かりにくい。黒板がメモ帳になっていて，全部書いてくれない。授業に遅く来る先生が多い。 
  ・１年生から専門科目や実習をもっと増やして欲しい。 
  ・教科書をそのまま黒板に書く先生がいる。 
 ・頭がよいからしゃべりにくく，先生との距離がある。 
  ・同一科目なのにクラスによってペースが違う。 
  ・授業のスピードが速すぎる。 
  ・成績の付け方が不公平で，点の低い者が高く付けられることがある。 
 ・５分前に来て早く始める先生がいる。 
  ・３年の電気・電子制御で資格，例えば基礎情報処理技術者等の取れる授業をして欲しい。 
  ・他の高専の授業を見てみたい。 
 ・９０分授業は集中力がなくなる。(現在，５０分授業を検討している。) 
  ・混合学級の２年次進級時にクラス替えをして欲しい。(出席者の1年は全員賛成・２年以上は２人のみ賛成した。) 
  ・自分は３年生であるが過去自分達がいた混合学級は良くなかった 
  ・転科希望を出す際にどの学科がどの会社に就職出来るか情報が欲しい。 
    (偏った専門でなく総合的知識が必要であり，就職先を短絡的に知る必要はない。) 
 
   ・・・ 以降省略 ・・・ 

（出典 学生課資料抜粋）
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（分析結果とその根拠理由）  

 授業アンケート，授業公開及び校長とのフリートーキング通じて，継続的に学生の意見と要求が

反映できる仕組みができている。従って，学生の意見の聴取が行なわれており，教育の状況に関す

る自己点検・評価に適切な形で反映されている。 

 
観点９－１－③： 学外関係者（例えば，卒業（修了）生，就職先等の関係者等が考えられる。）の

意見が，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されているか。 

 
（観点に係る状況）  
過年度卒業生および就職先企業等への教育評価に関するアンケート調査は，平成 13 年度から実

施されている。資料９－１－③－１及び資料９－１－③－２に，これらのアンケートの総合的な集

計結果を示す。この結果によれば，「英語によるコミュニケーション」は業務における要求度が比

較的高いにもかかわらず，卒業生の満足度が最も低く企業から見た教育評価も最も低い。これは英

語教育の改善が最も必要であることを意味している。この結果を踏まえ，平成 14 年１月 16 日の第

８回教務委員会議事概要（資料９－１－③－３）に示すように，英語教育の改善に関する協議がな

され，外国人教師を２名充当した３年生６クラス編成の少人数教育に改善された。さらに，本校の

目標に沿う国際交流の推進と国際性豊かな人材育成教育の一環として，カリキュラムを変更し，平

成 18 年度から準学士課程３学年，４学年で受講できなかった英語科目に継続性をもたせ，１学年

から５学年まですべての学年で英語教育を実施する（資料９－１－③－４）。また，前述したよう

に，専攻科課程でも英語力の向上を図るため，平成 14 年度から英語合宿を実施している。 

 

資料９－１－③－１

卒業生及び企業によるアンケート結果に基づく達成度評価 
 

基礎データ： 平成 10，11 年卒業生からの回答 
平成 9 年３月～平成 13 年３月卒業生の就職先企業からの回答 

 
評価項目 卒業生の業務に 

おける要求度 

卒業生が本校で受

けた教育の満足度

企業からの本校の 

教育に対する評価値 

１．自然科学 3.50 3.32 3.43 

２．専門知識（座学系） 3.70 3.68 3.64 

３．専門知識（実験・実習系） 3.55 3.26 3.58 

４．基本的な情報技術 4.08 2.65 3.52 

５．英語によるコミュニケーション 3.36 1.67 2.57 

６．倫理・法学・経済等 2.81 3.03 2.75 

７．課題探求・解決能力  2.68 3.52 

８．地球的視点から多面的に考える能力   3.00 

９．記述・発表・討議能力   3.04 

10．自主的・継続的学習能力   3.41 

（出典 庶務課平成 13 年度資料）
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資料９－１－③－２

1

2

3

4

5

１
．
自
然
科
学

２
．
専
門
知
識
（座

学
系
）

３
．
専
門
知
識
（実

験
・実

習
系
）

４
．
基
本
的
な
情
報
技
術

５
．
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

６
．
倫
理
・法

学
・経

済
等

７
．
課
題
探
求
・解

決
能
力

８
．
地
球
的
視
点
か
ら
多
面
的
に
考
え
る
能
力

９
．
記
述
・発

表
・討

議
能
力

10
．
自
主
的
・継

続
的
学
習
能
力

評価値

業務における要求度 高専で受けた教育の満足度 企業からの教育評価値

 
（出典 庶務課平成 13 年度資料）

 

資料９－１－③－３

 

（出典 学生課資料）
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資料９－１－③－４

 
（出典 学生課資料抜粋） 

 

 

就職先の関係者の意見の聴取に関しては，進路指導部会委員が，冬季休業から春季休業にかけて

就職先企業等を訪問して情報を収集する活動を続けている。本校学生の採用を依頼することが主目

的ではあるが，これに加えて本校学生の評価並びに必要な知識や技術なども調査している（資料９

－１－③－５）。 

平成 17 年度に調査された卒業生による教育評価アンケートに基づく達成度評価の集計表を資料

９－１－③－６及び資料９－１－③－７に示す。これらのアンケート結果は，メールによって全教

職員に周知された。 
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資料９－１－③－５

 
（出典 学生課資料）
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資料９－１－③－６

 
卒業生による教育評価アンケート 

 
 本アンケートは，舞鶴工業高等専門学校の教育改善のための基礎データになるものです。個人的なデータ，御回答を直接的に外部に公表することはありませんので，

御協力よろしくお願いします。なお，御回答に際しては，本アンケート用紙を御利用いただき，各設問に対するお答えは問 1 を除いて該当する数字を○で囲んでくださ

い。 
 
１．個人基礎データに関する質問 

問 1．あなたの年齢を［ ］内に記入してください。 
［     ］ 

問 2．出身学科を回答してください。 
［1］機械工学科［2］電気工学科［3］電子制御工学科［4］建設システム工学科，土木工学科 

 
問 3．あなたの現在の勤務先（自営も含む）の業種を次の中から一つ選択してください。 

［1］製造業［2］建設業［3］電気・ガス・水道業［4］運輸・通信業［5］卸・小売業 
［6］サービス業［7］公務［8］その他 

 
問 4．あなたの現在の職種は何ですか？ 該当するものを一つ選択してください。 

［1］研究・開発［2］設計［3］製造・施工［4］営業・販売［5］サービス［6］企画・管理 
［7］教育［8］その他 

 
問 5．あなたの現在の職種の経験年数を回答してください。 

［1］1 年未満［2］1 年以上 3 年未満［3］3 年以上 6 年未満［4］6 年以上 10 年未満 
［5］10 年以上 15 年未満［6］15 年以上 

 
2．業務に必要な知識，高専で学んだ知識に関する質問 

A．「自然科学(数学，物理学，化学)などに関する知識とそれを応用する能力」について，お尋ねします。 
問 6．あなたの現在の業務では，これらが必要とされますか。 

［1］ 大いに必要［2］ある程度必要［3］どちらとも言えない［4］あまり必要ない［5］全く不要 
 
 
 
・・・・・ 中略 ・・・・・・ 

 
 
 

問 17．業務を遂行する上で，高専で受けたこれらの教育は十分でしたか。 
（問 16 で［1］または［2］と回答した場合にお答えください。） 

［1］十分満足［2］ある程度満足［3］どちらとも言えない［4］少し不足［5］大いに不足 
 

G．「卒業研究」についてお尋ねします。 
問 18．5 年生で実施した卒業研究の経験は，あなたの職務を遂行する上で役立っていますか。 

［1］多いに役立っている［2］ある程度役立っている［3］どちらとも言えない 
［4］あまり役立っていない［5］全く役立っていない 

 
3．技術者意識に関する質問 

問 19．技術者として，「工学技術のもつ地球的，社会的影響力の重要性」を十分理解されていることとは思いますが，これを認識され始めたのはいつ頃ですか。

［1］高専入学以前［2］高専在学中［3］高専卒業後の実務体験をとおして［4］その他 
 

問 20．技術者として，「工学の発展に常に興味をもち，生涯学び続ける意欲」が大切であるとよく言われますが，ご自身をどのように評価されますか。 
［1］非常に意欲的［2］やや意欲的［3］どちらとも言えない 
［4］あまり興味も意欲もない［5］全く興味も意欲もない 

4．舞鶴高専を卒業し，大学に編入学された方は，以下の質問にお答えください。 

  進学先 
［1］国立大学 ［2］公立大学 ［3］私立大学 

  大学卒業後の進路 
［1］編入学先大学院進学 ［2］別の大学大学院進学 ［3］就職  ［4］その他 
 

 
御協力ありがとうございました。 

 このアンケート用紙は，同封した返信用の封筒を利用して平成１７年１２月９日（金）までに御返送いただきますようお願い申し上げます。 
 
 

（出典 庶務課平成 17 年度資料）
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また、企業による教育評価アンケートに基づく達成度評価の集計表を資料９－１－③－８及び資

料９－１－③－９に示す。これらのアンケート結果は，メールによって全教職員に周知された。 

 

別添資料９－１－③－７

 
卒業生による教育評価アンケートの意見・感想（集計中の一部） 

・ 英語が話せることは絶対必要です。毎日が勉強であり，分からないこととだらけです。５年間という短い期間で，業務ができるレベルには到底なりません。た

だ，「分からないことがほとんどである」ということが分かったことが，卒業後の勉学に生かされました。 

・ 高専で学んだことが，実社会で直接役に立つかというと，そうではない内容が大多数を占めていると思います。ただ，それら基礎知識を，断片的に実務におい

て引用する場合もあります。そういう意味では，さまざまな知識を学んだことは無意味ではなかったと思っています。 

実社会の実践においては，基礎知識である様々な事柄をまる覚えしておく必要はありません。問題を解決するにあたり，どこにどのような知識ツールがあるか

を常に把握し整理して，必要な時間に，短時間で検索し，引用し問題解決に当たることこそ大切です。 

そういう意味では，高専生活においての試験前の友人との資料のやりとりなどで，必要な情報はどこのあるのか調査把握し，引用する事象は，いまの私の業務

段取りに十分生きています。また，やるべきことをやらないと，報われないとの高専生活での経験も，いまの私の気持ちの中でいきています。 

今の高専生活環境はよくわかりませんが，昔のようなどろくさい環境も大切にしてほしいと思います。 

・ 機械実習において，なぜ舞鶴高専は放電加工機を入れないのでしょうか。 
（出典 庶務課平成 17 年度資料）

 

 

資料９－１－③－８

企業による舞鶴工業高等専門学校の教育評価アンケート集計表(１) 

１．基礎データに関する質問   
問２ 社員数・高専卒の社員数等 問３     配   属   職   種 

 問 １ 
 (業種) 社 員 数 

高専卒の 
 
社員数 

本 校 の 
 
卒業者数 

最近５年 
間の本校 
卒業者数 

研究 
開発 

設計 
製造 
施工 

営業 
販売 

サー 
ビス 

企画 
管理 

教育 
その 
他 

４００ ２７ ３ ３   ○      

－ － － １   ○      

４５ ７ ７ ５  ○ ○      

１４６ ４ ２ ２   ○      

４６５ ２０ ２ １  ○       
２５０ １５ ９ ５   ○      

２,７９３ １７８ １０ ３   ○     ○ 
７２ ２ ２ １   ○      

－ － － １ ○        
２５０ ３ １ １   ○      
１９０ ８ ２ １   ○      

５,６００ １２０ ５ ５  ○ ○      
－ ２０ １２ ８  ○ ○  ○ ○   

３４０ １１ ６ １  ○       
２１０ ２２ １７ ６  ○      ○ 

１１ ３ ８ １  ○ ○      

４,５００ － ３０ ３  ○    ○   
７００ １０ １ １ ○        

９,９６３ ４００ １３ ２   ○      
３９５ ７ ０ １   ○      
４７６ ２ １ １  ○       
１１０ ８ ５ ２   ○      
10,700 ２８６ ４ １ ○ ○  ○    ○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 製 
 
 
 
 
 

 造 
 
 
 
 
 

 業 

５,０２５ １７０ ８ ３   ○  ○    

（出典 庶務課平成 17 年度資料抜粋）
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資料９－１－③－９

企業による教育評価アンケートの意見・要望 
 

・知識や応用能力の教育は十分受けていると思われるが，それらの活用は本人の性格に左右される部分が多いため，人格(人間形成)
に関しての教育もご検討願いたい｡(例：積極性開発等) 

・高専間の優位差判断(特長)がつき難く，メリハリの効いた回答にならず申し訳ございません。 
大学(理工系)での専門性の低下や，モノ造りへのこだわりの欠如などが傾向として見れます｡ 
中学卒業と同時に，一流の教授陣に恵まれる高専の存在は，ますます重要な位置付けになって来ています｡(期待されていると思

います) 
専門能力に加えて，課題対応力，形成力，それを可能にするコミュニケーション能力などを習得すれば，コア人材として活躍出

来ると思います｡ 
・高専の教育については，一般的に評価が高いが，やはり個人によって差があるため，一概に答えられないのが正直なところであ

る。 
・評価対象者の能力・知識等について，貴高専在学時代に培ったのか否かの判断は極めて困難であるため，十分な回答となりませ

んでした｡ 
・御校卒業生は，概ね優秀な人材が多く，当社においては高い評価をしています｡専門的な教育のほか，人間教育等も多く取り入

れられ，より立派な人材を輩出されますよう期待致します｡ 
・高専らしく，より高度な技術教育をしていただくことにより，大学生よりもずっと早く即戦力になると思います。期待をしてお

ります。 
・非常に優秀であると認識しております。今後少子化が進み，生徒が集めにくい状況となりますが，彼らの教育レベルを落とすこ

となく，維持向上されることを期待します。 
・弊社には，現在舞鶴高専のＯＢが４名おりますが，入社３２年目，１９年目，１２年目，２年目となります。対象となる入社２

年目の方は，現在委託学生として豊田工業大学へ通われております。学生さんなので，直属の上司というものはりません。従っ

て，アンケートに記入出来る者はいないのですが，比較的難易度の高い豊田工大に合格した点から推察して，学校の勉強は十分

だったかと思います。 
・面接でのパフォーマンス，コミュニケーション能力がやや弱い。決まった質問以外でも，その場で考え，発言する能力も身につ

けていって欲しい。 
・現在の業務と高専での教育が直結したものでないため，それを評価することは難しい｡しごとに対する姿勢は真面目である｡実践

的な教育を希望します｡ 
・高専といえども，今後の国際社会で生き残る企業にとっては，国際的な視野(感覚)が必要となります。ですから，英語力，プレ

ゼンテーション能力等に一層ご尽力頂きますようお願い申し上げます。 
・御校の学生様に限ったことではありませんが，基礎学力(数学，物理，電気学)の低下傾向が懸念されます。基本をみつちり学ん

で頂くと同時に，物づくりの楽しさを学生様が実感できるようなカリキュラムを是非ご検討頂ければ幸いです。 
・ 在籍者４名は，技術・サービススキル，コミュニケーション能力も高く，各配属先で中心となり活躍しております。 
・現在の在職者は大変優秀な社員です。貴校の教育が素晴らしいため，左記の通り回答させていただきました。当社も新人研修に

ついては更なる努力をしてまいりますので，今後ともよろしくお願い申し上げます。 
・当社の仕事は，主として電気通信機器の施工・保守であり，適正的には電気工学科卒である。しかしながら，貴校卒業者は機械

工学科卒にもかかわらず，当社の育成教育の中で徐々に電気的な専門知識も習得できており，基礎的な適応能力は比較的高いと

評価している。 
・各専門分野の“基本的事項”の習得を徹底してほしい。 
・３次元測量等の測量技術の習得を徹底してほしい。 
・現場見学等で実際の建設現場の様子を体験させてほしい。 
・教育の件と関係なく恐縮ですが，学生の方が地元志向が強く，離職者が多いのが気になりました。 
・与えられた課題に対して，実験・実習を実施する能力，専門分野の知識は十分にあります。しかし，自ら課題を探求する能力，

課題を解決するために必要な理論の構築能力は弱く感じます。卒業研究などを通じて，自ら考える力を養うことに重点をおかれ

ては如何でしょうか？ 
 さらに，専門分野だけではなく，環境問題，知的財産権などの技術者としての一般常識などの教育も必要かと思われます。 
・ 現在高専卒社員には技術継承の柱となってもらっています。高い技術力と未知のトラブルに対する探求心など，高卒あるいは

大卒社員とは違ったものを持っています。今後もそのような教育を続けていただきたいと思います。 

（出典 庶務課平成 17 年度資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  
卒業生(修了生)および企業を対象としたアンケートを実施しており，教育に反映させる意見を聴

取しまとめている。そのアンケート結果は，メールや文書によって全教員に周知されている。また，

実施結果は教務委員会関連部会で常に検討され改善されている。 

以上により，学外関係者の意見は，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されて

いる。 
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観点９－１－④： 各種の評価（例えば，自己点検・評価，教員の教育活動に関する評価，学生に

よる達成度評価等が考えられる。）の結果を教育の質の向上，改善に結び付けられ

るようなシステムが整備され，教育課程の見直しなど具体的かつ継続的な方策が

講じられているか。 

 

（観点に係る状況）  
教員の教育活動に関する評価は，舞鶴高専年報（資料９－１－①―５）に記載されており，教務

委員会およびその下の各種部会，評価委員会及び教育プログラム委員会で教育課程の見直し等の検

討がなされている。その例として，資料９－１－④－１に教務委員会の議事概要を示す。教務委員

会は，４部会に分かれて活動が実施されている。 

各部会の実施内容は，教務委員会で協議され，運営会議に改善策等の提案を行い，そこで審議さ

れる。このように，システムが整備されている。例えば，建設システム工学科のコース制導入，創

造工学科目の変更，及び全学年に英語を必須科目としたことに伴うカリキュラムの変更については，

各種の委員会を経て規則改正が行われた。資料９－１－④－２は，改正理由とそのプロセスを示す。 

 

資料９－１－④－１

 

（出典 学生課資料）
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資料９－１－④－２ 

 

（出典 学生課17年度資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

各種の評価結果を受けて，評価委員会，教育プログラム委員会，教務委員会，学生委員会，学寮

委員会，専攻科委員会などが改善策を提案し，運営会議で審議するシステムができている。従って，

改善に結びつけられるシステムが整備され，具体的に改善の方策が講じられている。 

 

観点９－１－⑤： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授

業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員の改

善活動状況を，学校として把握しているか。 

 

（観点に係る状況）  

教務委員会「授業公開実施要領」は，授業公開の目的，評価者，実施・評価手順，評価項目等を

制定し，授業公開実施計画書および授業公開報告書の書式を定め (資料９－１－⑤－１)，全教員に

メールにて配布している。平成17年度前期授業公開の一覧を資料９－１－⑤－２に，そのまとめを

資料９－１－⑤－３に示す。さらに，本校の授業を質的に向上させるため，各教員が自由に他の教

員の授業を参観し，各教員の授業改善に役立てることを目的として，授業参観を実施している(資料

９－１－⑤－４)。平成1７年度授業参観の意見・感想を資料９－１－⑤－５に示す。 
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資料９－１－⑤－１

授 業 公 開 実 施 要 領 

１．目 的 

 本校の授業を公開し，学内及び学外から選ばれた評価者及び学生達から評価を受け，また，互いに話し合うことによって，授業公開の

担当教員のみならず，参加する多くの教員の参考とし，本校全体の教育方法の改善に繋げることを目的とする。 

２．実 施 

   各学科（部門）は，毎年２回（前期１回，後期１回）授業公開を行う。専攻科の授業もこれに含める。 

各学科（部門）は，約１０名で構成されているため，各教員は５年に１回程度の授業公開を行うこととする。 

３．評価者 

学内評価者； 本校の講師以上の教員２名以上（少なくとも内１名は当該学科（部門）以外の者とする。） 

   学内評価者のうちから，主査１名を互選により決める。        

 学外評価者： 教育関係者，授業科目に関連する領域のエンジニア，教育に深い関心のある一般市民及び本校後援会員等 ２～３名。

４．参観者 

  評価者以外の本校教職員及び保護者等とし，アンケートをお願いする。 

５．実施・評価手順 

(1) 各学科（部門）は，該当する授業と学内外の評価者を決定し，教務委員会ファカルティ・ディベロプメント部会(以下「FD部会」という。)

に報告する。 

(2) FD部会は，前期又は後期の授業公開の計画を集計の上調整し，教職員及び保護者に通知する。 なお，ホームページ等により一般に公開

する。 

(3)  各学科（部門）は，授業公開を実施する。 

(4)  授業公開実施後，速やかに評価者等による意見交換を行う。（学生５～１０名を含む。） 

(5)  学内評価者間で意見調整を行った後，主査が授業公開報告書を担当教員及びFD部会に提出する。 

(6)  担当教員は，主査及び評価者の授業公開報告書及びアンケート等を参考にして授業改善プラン報告書を作成し，FD部会に提出する。 

(7)  FD部会は，上記報告書と改善プランを総合的に評価・検討した結果を評価委員会に報告するとともに，全教員に公開する。  

（出典 庶務課資料）

 

資料９－１－⑤－２

 
（出典 庶務課資料）
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資料９－１－⑤－３

 

（出典 教務委員会ウェブページ）
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資料９－１－⑤－４

 
授 業 参 観 試 行 要 項 

 
                                       平成１７年１０月１１日 

                                     運 営 会 議 
                    

（目 的） 
１ 本校の授業を質的に向上させるため，各教員が自由に他の教員の授業を参観し，各教員の授業改善に役立てることを目的とす

る。 
（方 法） 

２ 全校一斉に授業参観期間（以後「参観期間」という。）を設定し，事前に許可を取ることなく，どの授業でも自由に参観できる

ものとする。 
（参観期間） 

３ 参観期間は２週間とし，前期と後期に各１回設定するものとする。原則として，前期は６月（前期中間試験以降），後期は１１

月（高専祭以降）とする。 
（参観回数） 

４ 前期及び後期参観期間に，それぞれ１回以上他の授業を参観するものとする。 
（授業参観アンケート） 

５ 授業参観後，１週間以内に報告書（記名）とアンケート（無記名）を提出するものとする。 
６ 報告書とアンケートは FD 部会でとりまとめ，教務主事に報告するとともに，今後の授業改善に資するものとする。 

附 則 
この要項は，平成１７年１０月１１日から実施する。 

(出典 庶務課資料)
 

資料９－１－⑤－５

 
（出典 平成17年度教務委員会ウェブページ）
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（分析結果とその根拠理由）  

授業改善を目的とした授業公開，授業参観などによる各種評価結果に基づき，教員自身が授業改善

計画を提出し，学校として教育改善が把握できるシステムができている。これにより，個々の教員は，

継続して改善活動を推進するとともに，その状況は，学校も把握している。 

 
観点９－１－⑥： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

 
（観点に係る状況）  
本校の研究目的に沿って，各教員の専門分野に係る教育研究・技術研究・学術研究を推進するた

め様々な研究成果を発表している。その状況を資料９－１－⑥－１に示す。これらの研究は，例えば，

資料９－１－⑥－２に示されるようにそのテーマと担当科目とが密接に関係している場合が多く，そ

の成果は教員の専門分野の授業に生かされている。実験・実習，学科の公開講座，地域共同テクノセ

ンタでの勉強会，舞鶴技術研究会の技術懇談会，ベンチャー会社からの受託研究，ロボコン指導など

から教科書を上梓し授業に反映させる例もある（資料９－１－⑥－３）。さらに，資料９－１－⑥－４

のように，準学士課程の卒業研究，専攻科課程の特別研究に関する成果の一部は，学会に参加して発

表されている（○印は学生）。教員や学生の学会の参加は，最新の情報を入手できる機会であり，得ら

れた知見に基づき教育・研究の改善への意欲を高めている。このような活動は，後輩学生にもよい影

響を与え，継続的な改善に結びついている。 

 

資料９－１－⑥－１ 

区     分 査読論文 著書 国際会議 学会発表 特許 その他 計 

人文科学部門 ５ 

 

６ ３ ５  ７ ２６ 

自然科学部門 ５ 

 

１ ２ ５  ２ １５ 

機 械 工 学 科 ７ 

 

４ ６ １７ ５ １ ４０ 

電気情報工学科 １５  ３ ３９ 

（＋４） 

 １１ 

（＋１） 

６８ 

（＋５）

電子制御工学科 ６  ２ ２２ 

（＋５） 

１ ３ ３４ 

（＋５）

建設ｼｽﾃﾑ工学科 ４ ２ ３ １２ 

（＋１） 

  ２１ 

（＋１）

教育研究支援ｾﾝﾀｰ １ 

 

     １ 

合   計 ４３ １３ １９ １００ 

（＋１０）

６ ２４ 

（＋１） 

２０５ 

（＋１１）

（＋数字）は他学科との共著者を外数で示す。 

（出典 舞鶴高専年報第２号）
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資料９－１－⑥－２

 
（出典 舞鶴高専年報第２号）
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資料９－１－⑥－３

（出典 校内メール）

 

（分析結果とその根拠理由）  

教員の教育研究・技術研究・学術研究は，すべて教育活動を活性化するものであり，教育の質の

改善に寄与している。多くの場合，教員の研究は，卒業研究・特別研究に関連させて実施されており，

卒業研究・特別研究の成果を学会発表に結びつけることによって，学生の研究に取り組む姿勢を大き

く向上させ研究意欲を高めている。 

 

 観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントについて，組織として適切な方法で実施さ

れているか。 

 
（観点に係る状況）  
FD部会は，教務委員会の下に組織されている。委員は校長の指名によって決定される。平成17年度

は，部会長及び委員７名（教員６名と学生課長）の構成である。FD部会の活動方針を資料９－２－①

－１に，活動計画の例を資料９－２－①－２に示す。舞鶴高専年報に記載された平成15年度の活動報

告を資料９－２－①－３に示す。 
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資料９－１－⑥－４

 

（出典 舞鶴高専年報第２号研究業績の一部）
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資料９－２－①－１

（出典 学生課資料）
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資料９－２－①－２ 

 
（出典 学生課資料）
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資料９－２－①－３

（出典 舞鶴高専年報，第２号７頁）

 
（分析結果とその根拠理由）  

FD 部会は，教務委員会の下に組織され，着実に実施されている。特に，授業公開は平成 14 年度

から継続的に実施されており，それ以降のデータの蓄積と分析を行っている。評価結果は担当教員

に報告され，それに対する改善案を提出するシステムができている。平成 17 年度は，特許講習会４

回，教員あたり２科目の授業アンケート，授業公開，FD 講演会，およびパネルディスカッションを

実施した。従って，組織として適切な方法で実施されている。 
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観点９－２－②： ファカルティ・ディベロップメントが，教育の質の向上や授業の改善に結び

付いているか。 

 
（観点に係る状況）  
教務委員会FD部会の活動は活発である。平成16年度パネルディスカッションでは，FD委員６名が

話題を提供して授業改善のための具体的な教育手法を示し，活発な意見交換を行った。平成17年度

もパネルディスカッションが開催され，前年と同様，質疑応答では，学生から学校に対する多数の

意見や質問等があり，予定時間を超過して議論された（資料９－２－②－１）。一方，パネルディス

カッションに先行してFD講演会が開催され，多数の教員が研修に参加した（資料９－２－①－３）。 

平成17年度授業公開は，例年通り，前期と後期に分けて実施された。前期授業公開については資

料９－１－⑤－２に示す６名が担当して実施された。その評価と改善計画例を資料９－２－②－２

に示す。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

教務委員会FD部会によるパネルディスカッションは，学生と教職員を交えて平成15年度より実施

されている。ここでは，教員も学生も率直な意見を述べて活発な質疑応答を行っている。パネルデ

ィスカッションは，アンケート調査とは別の面の意見や問題点が明らかにされ，教育の質の向上や

授業の改善に寄与している。このように，ファカルティ・ディベロプメントが，教育の質の向上や

授業の改善に結び付いている。 
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資料９－２－②－１

 
（出典 平成17年度教務委員会ウェブページ）
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資料９－２－②－２

 
（出典 庶務課資料）

 



舞鶴工業高等専門学校 基準９ 

- 397 - 

資料９－２－②－２続き

 

 

（出典 庶務課資料）
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（２） 優れた点及び改善を要する点 
 

（優れた点）  
・ 「舞鶴高専年報」が例年発行されており，教育・研究活動の実態を示すデータや資料が適切に収

集・蓄積されている。 
・ 授業公開に基づく教育改善は，平成13年度より毎年実施されており，完全に定着したシステムと

なっている。 
・ 学生の授業アンケートも平成９年度より毎年実施され，データとして適切に蓄積されている。分

析結果は，各教員に伝えられ，授業改善のヒントを与えている。 
・ 平成17年度の校長とのフリートーキングは，学生の意見が直接校長に伝わるので，その結果から

迅速に教育改善される事例がある。 

・ ファカルティ・ディベロップメントは，FD講習会，授業公開，授業アンケート，パネルディスカ

ッションを通じて，教員が授業内容，方法を改善し，向上させるよう組織的に取り組んでいる。 

 
（改善を要する点）  
 該当なし。 

 
（３） 基準９の自己評価の概要 
 

平成３年７月１日に高等専門学校の設置基準が改正され，その大綱化が図られると共に，高等専門

学校が自ら教育研究活動等の点検・評価を行うことが義務づけられた。これを受けて平成４年５月12

日自己点検・評価検討準備委員会が設置され，次いで平成４年６月２日，自己点検・評価検討委員会

が設置された。以後，平成16年度に運営委員会自己点検評価部会と改名され，さらに平成17年度評価

委員会と改名されて現在に至るまで，自己点検評価ならびに教育改善の中心的役割を担ってきた。こ

うして，教職員の役割分担に基づき，継続的に教育改善する教育点検システムが構成されている。 

本校における教育点検システムは，教務委員会等関連委員会が教育点検を実施し，また，科目群連

絡会を通じて学科，および部門等で教育改善に関する活動も実施されている。このように，教育改善

を図れる仕組みになっている。従って，教育の質の向上及び改善のシステムは十分に機能していると

評価できる。 
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基準 10 財務 

 

（１） 観点ごとの分析 

 

 観点 10－１－①： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行出来る資産を有しているか。

また，債務が過大ではないか。 

 

（観点に係る状況）  

本校は，教育活動等を将来にわたって安定して遂行するために必要な土地・建物等の資産を有して

おり，平成 17 年４月現在における資産は資料 10－１－①－１のとおりである。また，債務について

は資料 10－１－①－２及び３に示すとおりである。運営費交付金等の範囲内で運営している。 

 

                                   資料10－１－①－１ 

                   財 産 額 一 覧 

       資 産 の 種 類    数   量  単 位      金  額（円） 

土地          126,696.31    ㎡        1,462,600,000

 

建物 

 建て面積 15,896.49

 延べ面積 36,156.71

   ㎡ 

   ㎡ 

 

       1,758,910,000

構築物          －    式         274,516,052

工具器具備品          －    式         113,399,220

車両運搬具          －    式           6,155,078

その他          －    式           4,899,000

有形固定資産 

 

 

計          3,620,479,350

特許権          －    式  

ソフトウエア          －    式  

電話加入権          －    式            204,000 

特許権仮勘定          －    式            106,175 

無形固定資産 

 

 

 

     

計              310,175 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    合計          3,620,789,525

 

                                                            （出典 会計課資料） 
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                                                                     資料10－１－①－２

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      （出典 財務会計システムより抜粋）
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                                                                     資料10－１－①－３

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                     （出典 財務会計システムより抜粋）

 

  （分析結果とその根拠理由） 

資料 10－１－①－１で示すように教育研究活動を将来にわたって安定して遂行するために必要

な資産を有しており，また，長期及び短期の借入金はなく，資料 10－１－①－２及び３に示すよう

に健全な運営を行っている。 

    以上のことから，十分な財務基盤を有している。 
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観点 10－１－②： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継

続的に確保されているか。 

 

  （観点に係る状況）  

平成 17 年度からは毎年運営費交付金（特定の人件費を除く）が前年度１％（効率化係数）削減

となり，更なる運営の合理化・効率化を図るため，本校においては，資料 10－１－②－１のとおり

業務の効率化，経費の節減・節約に努めている。 

  また，資料 10－１－②－２のとおり全校あげての入学志願者確保方策により，経常的収入が継続

的に確保されている。 

 

                                                                     資料10－１－②－１

                                経費節減等への取り組み 

   取 組 事 例                   実   施   内   容 

省エネ推進グループなる組織を立ち上げ，全校あげての省エネ活動に取

り組んでいる。 

省エネ対策 

 

 全校に対する啓蒙により前年度比－２％の光熱水料の削減を目標とし

ている。 

定期刊行物・追録の見直しによる支出減 

ペーパーレス化の推進によるＰＰＣ用紙・トナーなどの複写経費の節減

広報用印刷物の見直しによる印刷経費の節減 

職員によるグラウンドの除草による維持管理経費の節減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務経費の削減 

職員によるプール清掃による維持管理経費の節減 

 

                                                                   （出典 会計課資料）

 

 

                                                                    資料10－１－②－２ 

                        収入の確保等の状況（授業料，外部資金等）       （単位：千円）

     区      分 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

授業料及び入学検定料     193,889     192,845     200,296     185,185     211,265

産学連携等研究収入       2,071       4,194       1,333       1,529        927

雑収入      19,153      20,663      16,694      15,310      12,587

 

         計     215,113     217,702     218,323     202,024     224,779

                                                                   （出典 会計課資料）

 

  （分析結果とその根拠理由） 

資料 10－１－②－２で示すように，本校では経常的収入が継続的に確保されている。ただし，毎

年１％（効率化係数）削減されていくので，今後さらなる収入の確保が必要になる。 
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  観点 10－２－①： 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計

画等が策定され，関係者に明示されているか。 

 

  （観点に係る状況） 

本校の目的を達成するための中期目標・中期計画（資料 10－２－①－１及び２）は，独立行政法

人国立高等専門学校機構（以下「高専機構」という。）の中期目標・中期計画を踏まえて策定し，

関係者に明示している。本校の予算配分（別添資料 10－２－①－３）は運営会議において審議し，

教員会議等を通じて教職員に周知している。なお，収入の確保については，平成 16 年度からは収支

差補填の考え方を基本とした運営費交付金と，授業料・入学料・検定料の学生納付金が収入のほと

んどを占めている。 

 

  （分析結果とその根拠理由） 

資料 10－２－①－１及び２で示すように，文部科学省の中期目標及び高専機構の中期計画を基本

として，本校における中期目標・中期計画及び具体的な教育研究活動の方針を各種委員会及び運営

会議において審議し，資料 10－２－①－３の当初予算配分の基本方針を教職員に周知徹底を図った

上で，予算を執行している。 

  以上のことから，計画等が十分に策定され，関係者に明示されている。 
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資料 10－２－①－１

 

舞鶴工業高等専門学校中期目標（抜粋） 

前 文 

（教育理念） 

広く工学の基礎と教養を身につけ，問題発見・解決能力，創造力，国際感覚豊かな実践的技術者を育成する。も

って，産業の発展に寄与すること，並びに北近畿地域の教育，文化の基盤を支えることを使命とする。 

（養成すべき人材像） 

本科においては，「ものつくり」技術を基盤として，専門的知識と幅広い教養を身につけた実践的な技術者を 

養成する。 

専攻科においては，本科での教育を基礎として，より独創的な技術開発能力を有した人材を育成する。 

（教育方針） 

① 実験，実習，演習，ものつくりを重視する。 

② 基礎に立ち返って考えさせる。 

③ 自ら学ぼうとする意欲を育てる。 

④ 豊かな教養と国際性を育む。 

（実践的技術者として備えるべき人文・社会系，体育並びに理数系を含む教養教育や外国語能力の内容・水準） 

  ・工学系大学学部卒業レベルの人文・社会系科学の基礎を身に付けていること。 

  ・健康の保持増進のための基礎知識を修得していること。 

  ・専門科目の基礎として，充分な自然科学の知識を修得していること。 

  ・国際社会で活躍できるコミュニケーション能力を身に付けていること。 

 （実践的技術者として備えるべき内容・水準） 

［機械工学科］ 

理論と現象を正確に理解し，種々の事態に柔軟な思考力で的確に判断ができ，対処できる行動力を有し，もの 

つくりに関心が高く，種々の業界で製品及び生産設備の開発・設計ができ，これらの取り組みにおいて，コンピ 

ュータを道具として活用できる能力を有すること。 

［電気情報工学科］ 

  コンピュータ，情報通信，電子デバイス，電気エネルギー，制御技術などのハードウェア技術と，種々のテク 

ノロジーを操るためのソフトウェアの素養を備え，社会人としてのモラルを有するシステムアナリストの素養を 

有していること。 

［電子制御工学科］ 

実践的なメカトロニクス技術者となるために機械系科目，電気・電子系科目，計測・制御系科目及び情報系科 

目の４つの専門科目分野を修得していること。更に実習科目や工学実験，CAD 演習などの実験・実習系科目によ 

り実践的な技術力を身につけ，卒業研究を通じて自主的な「ものつくり」意欲と創造的な研究・開発能力を身につ 

けていること。 

［建設システム工学科］ 

21 世紀の社会基盤整備を中心課題として，その計画，建設，運営，維持等を行うことができる素養を身につけ 

ていること。構造材料とその組み立て方，水や土等の自然環境，構造物構築のための調査方法に関わる「工学基礎 

（出典 庶務課資料） 
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資料 10－２－①－２ 

 

舞鶴工業高等専門学校中期計画（抜粋） 

 

Ⅰ．教育研究等の質の向上に関する目標を達成するために取るべき措置 

１．教育に関する目標を達成するための措置 

（１）目標に掲げる内容・水準を達成するための教育指導等 

① 入学者選抜 

＊アドミッションポリシーの明確化 

・平成16年度にアドミッションポリシーを明確にし，公表する。 

＊中学校の絶対評価による内申書内容のばらつきへの対応 

・平成16年度から中学校の絶対評価による内申書内容のばらつきへの対応のため，推薦入試に小テ 

ストを導入する。 

・また，推薦入試選抜による入学者数の割合を従来の30％から40％に変更する。 

＊学生の多様な進路希望への対応（編入学の在り方の検討） 

・４年次への編入学試験も推薦と小テストを併用して，優秀な編入学者数を増やす。 

・専攻科の入試においても幅広い推薦方法を活用して，優秀な入学者数を増やす。 

② 教育課程，教育方法，成績評価等 

○ 教育課程の編成方針 

＊カリキュラムについて不断に検討する仕組みの確立 

・平成16年度に教務委員会カリキュラム部会（仮称）を発足させる。 

【教養教育】 

＊TOEIC 達成目標：本科卒業時360点，専攻科修了時450点 

・教科内容を充実するとともに，「英語合宿」等を強化，推進する。 

＊学生の多様な進路希望への対応（１～３年次のカリキュラムの検討） 

・１～３年次のカリキュラムを，高専の楔形カリキュラムの長所を活かしながら高等学校での教科 

内容に沿った内容に改善する。 

＊「ものつくり」の動機付け科目の導入 

・「ものつくり」のための導入科目として技術の基礎に関連する科目を1～2年次に配当する。 

【専門教育】 

＊学生の多様な進路希望への対応（カリキュラム編成から見た転学科制度の見直し） 

・収用可能人数の範囲内で転学科を認めるとともに，転学科しても支障のないようにカリキュラ 

ムの整備を図る。 

＊技術者倫理教育，情報教育の強化 

・平成 17 年度から技術者倫理教育を実施する。 

・１年または２年次の全学科に情報基礎科目を導入する。 

＊インターンシップの充実・平成16年度から北近畿地域の産業界と連携して，インターンシップの受 

入れ先を増やす。 

＊４～５年次におけるセメスター制の導入 

・セメスター制を導入出来るように，平成17年度からカリキュラムを編成し直す。 

【専攻科教育】 

＊７年間一貫カリキュラムの構築（平成17年度） 

・７年間一貫カリキュラムを構築するため，平成16年度からカリキュラムの見直しを始める。 

＊学生の多様な進路希望への対応（補講システムの構築） 

・他高専からの専攻科入学生に対する補講システムを構築する。 

                                             （出典 庶務課資料） 

 



舞鶴工業高等専門学校 基準10 

- 406 - 

 

                                  資料10－２－①－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１７年度校内予算配分方針 

 

 

  平成１７年度校内予算配分については、１６年度と同様に運営費交付金及び自己収 

 入分（入学料・授業料収入等）の額を予算額とし、人件費（法定福利費を含む）と業 

 務費（物件費）とに大別し配分する。 

  人件費については機構配分どおり、業務費の配分については、前年度実績を考慮し 

 つつ、機構からの配分額及び所要額を精査し配分する。 

 

 １．人件費（法定福利費を含む） 

  人件費は常勤教職員人件費・超過勤務手当・退職手当とし、機構からの配分どおり 

  とした。 

 ２．業務費（物件費） 

  平成１７年度においても、前年度と同様に一般管理費・教育研究経費（校長裁量経 

  費を含む）・教育研究支援経費に分けて配分する。 

 （１）一般管理費としては、光熱水量・業務委託関係・維持管理関係など管理運営上 

    必要となる共通的経費であり、「前年度支出実績」・「積み上げ」・「コスト削 

 減等査定」などを勘案の上、積算した。 

 （２）教育研究経費の学科等配分については、前年度配分額を考慮の上、機構からの 

    配分に準じることとする。 

    教育経費については学生一人当たり２８，２６３円（本科）・２２，８４３円 

   （専攻科）、研究経費については教員一人当たり５０１，８９５円の機構配分単 

    価を基準として、人員数を乗して積算することとする。 

     平成１７年度については、各学科積算額の５０％を控除し、魅力ある学校作り 

    のために校長裁量経費の財源に充当するものとする。 

 （３）校長裁量経費については、前年度と同様の扱いとし、公募により追加配分する 

    ものとする。 

                                                        （出典 運営会議資料）
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  観点 10－２－②： 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか。 

 

  （観点に係る状況）  

本校においては，運営会議で予算配分計画を策定し，支出については機構本部が一括管理してい

る財務会計システムにおいて毎月締め作業を行い管理している。 

 資料 10－１－①－２に損益計算書（抜粋）を，資料 10－１－①－３に貸借対照表（抜粋）を示す。 

 

  （分析結果とその根拠理由）  

資料 10－１－①－２及び３で示すように，収支決算については財務会計システムで一元管理され

ており，毎月締めで支出超過にならないようチェックしているため過大な支出超過になっていない。 

 

 

 

  観点 10－２－③： 学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含む）      

に対し，適切な資源配分がなされているか。 

 

  （観点に係る状況）  

実験機器等については，先端技術を学生に教育することが必要で，最新の実験教育システムを導

入・構築することを目指し，また，施設については老朽化により早急に改修・改築を必要とする建

物（特に学寮）が多く，教育研究の場として相応しい環境の整備が必要となっている（資料 10－２

－③－１）。しかしながら，近年の厳しい財政事情により，機器等の更新，施設の改修・改築につ

いては，予算化が困難な状況である。 

    そこで本校では，校内予算配分において，研究経費・教育経費等を集約して「教育研究実施経費」 

とし，各学科・部門等配分額の 50％を「校長裁量経費」に充当し、財源の確保を行っている（資料 

10－２－①－３，資料 10－２－③－２）。校長裁量経費は教育・研究・施設整備などの事業につい

て，ヒアリングを行い，必要性・緊急性・有効性等を勘案の上，審査・採択・配分を行い，教育研

究活動の停滞を招くことのないよう努力しているところである。 

 

                                                                    資料10－２－③－１ 

 

                      老朽化等により改修・改築を必要とする主な建物 

 

     建 物 名 称   建 築 年  構造・階数   面   積 

  学寮１号館 Ｓ41，Ｈ10    ＲＣ－４      1,454㎡ 

  学寮２号館 Ｓ42    ＲＣ－３        624㎡ 

  学寮３号館 Ｓ42    ＲＣ－３      1,646㎡ 

  学寮４号館 Ｓ44    ＲＣ－３      1,193㎡ 

  学寮５号館 Ｓ46    ＲＣ－３      1,610㎡ 

 

  管理部および一般教科棟 Ｓ41，Ｈ14     ＲＣ－４      3,719㎡ 

 

                                                         （出典 平成17年度学校概要） 
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資料 10－２－③－２ 

 

平成 17 年度校長裁量経費の採択結果について           

（単位：千円） 

区    分 採  択  基  準 採択件数  採択金額 

教育経費 主に教育に係る事業      21    18,038 

研究経費 主に研究に係る事業      14     10,021 

管理的経費 施設整備・建物維持管理等      16    25,368 

  

 

 

 

 

 

 
（出典 会計課資料）

 

  （分析結果とその根拠理由）  

校長裁量経費は，申請に基づき，審査機関が適切な審査・評価を行って配分しているため適正な

資源配分がなされている。ただし，施設については資料 10－１－③－１で示すように老朽化・耐震

性の問題により，早急に改修・改築を必要とする建物が多く，教育研究の場として相応しい環境の

整備には莫大な費用がかかり，苦慮しているところである。 

 

 

  観点 10－３－①： 学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されるか。 

 

  （観点に係る状況）  

独立行政法人国立高等専門学校機構が独立行政法人通則法第 38 条の規程に基づき，当該事業年

度終了後３月以内に財務諸表を主務大臣に提出し，承認を受けた後，官報に公示し，書面を備え置

くとともに，ウェブページへ掲載することとなっている。 

 

  （分析結果とその根拠理由）  

独立行政法人通則法に基づき，機構として適切な形で公表される。 

 

 

 

  観点 10－３－②： 財務に対して，会計監査等が適正に行われているか。 

 

  （観点に係る状況）  

独立行政法人国立高等専門学校機構の監事監査が順次行われ，また監査法人監査も行われること

になっている。また，近畿地区４高専での相互監査を実施することになっている。監事は会計検査

院出身者，相互監査は高専の会計事務熟練者であり，適正で厳格な監査となる。 

 

  （分析結果とその根拠理由）  

平成 17 年度は機構の監事監査と近畿地区４高専相互監査を受検したが，特に指摘事項は無く，

適正な会計事務を行っていることが証明された。この結果に満足することなく，さらに適正な会計

事務を行うよう努力していく。 

 

（２） 優れた点及び改善を要する点 

 

  （優れた点） 

      校長の強力なリーダーシップの下で産学連携を推進していること。 

      校内での競争的資金配分を実施していること（校長裁量経費の枠増大）。 
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      校長裁量経費の適切な計画・審査・配分の仕組みの策定及び，情報開示を実施していること。 

      資産の良好な管理を行っていること。 

 

  （改善を要する点） 

      管理的経費の圧縮・効率化の更なる推進。 

      外部資金の更なる獲得に向けた体制作り。 

 

（３） 基準 10 の自己評価の概要 

  

    本校における教育研究活動等を将来にわたって適切かつ安定して遂行するために最低限必要な資

産を有している。また，運営の合理化・効率化を図るため，業務の効率化・経費の節減を積極的に

推進している。さらに教員による入試説明会等広報活動に力を入れ，経常的収入の確保・増加に積

極的に取り組んでいる。しかしながら，平成 17 年度からは毎年運営費交付金（特定の人件費を除く）

が，前年比１％（効率化係数）削減となり，今後さらなる収入の確保及び経費の節減が必要となっ

てくる。 

    本校では，中期目標・中期計画を踏まえ，予算配分については運営会議で審議し，教員会議等を

通じて教職員に周知している。教育・研究に係る予算については，「教育研究実施経費」として集

約し，そのうち 50％を校長のリーダーシップの下，本校の教育研究活動の活性化を図るための経費

「校長裁量経費」に充当している。「校長裁量経費」は，申請に基づきヒアリングを実施し，校長

が審査・決定し，配分を行っている。   

    本校の施設は，学寮を始めとして老朽化・耐震性の問題により，早急に改修・改築を必要とする

建物が多いため，教育研究活動の場として相応しい環境の提供を可能とする施設整備が必要である。 

    今後高専機構の監事監査や，監査法人による監査などを順次監査を受検し，適正な財務会計処理

を行い，内外に広く公表していく予定である。 
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基準１１ 管理運営 

  

(１) 観点ごとの分析 

 

  観点 11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になっ

ており，効果的な意思決定が行える態勢となっているか。 

 

（観点に係る状況）  
学校が目指す研究，教育活動，地域貢献等に関する事項を達成するために校長のリーダーシップ

を十分に発揮できるよう教務主事をはじめ各主事等が校長を補佐し，各種委員会において必要な検

討，作業を行うよう各職の役割について明記されている。（資料 11－１－①－１～５） 
各種委員会においては，校長から検討を指示された事項はもちろんであるが，日々の運用上の諸

課題についても都度審議する体制を整え（資料 11－１－①－６），運営会議の議を経た後，校長が

最終決定を行う体制になっている。（資料 11－１－①－７） 
また，本校における外部資金の獲得，地域連携の在り方など学校の将来像に直接関わる特化事項

について企画，立案する企画室を校長直下に設け（資料 11－１－①－８），提案事項を運営会議に

付託し，将来計画の策定に資するとともに，関係委員会において具現化に向けての検討，実施する

体制を整えている。 
策定された計画案に基づき，学校運営が行われているかを評価する組織を運営会議の傘下に配置

することにより，長期ビジョンに立った Plan－Do－Check－Action の機能強化を図るとともに，校

長が将来構想及び評価を所掌する委員会の委員長に就くことにより，学校の方向性を明確に示す体

制になっている。 
 

資料 11－１－①－１

舞鶴工業高等専門学校学則 
 
 （職員組織） 

第９条 本校に，校長，教授，助教授，講師，助手，事務職員及び技術職員を置く。 

２ 職員の職務は，学校教育法その他法令の定めるところによる。 

 （教務主事，学生主事及び寮務主事） 

第１０条 本校に，教務主事，学生主事及び寮務主事を置く。 

２ 教務主事は，校長の命を受け教育計画の立案その他教務に関することを掌理する。 

３ 学生主事は，校長の命を受け学生の厚生補導に関すること（寮務主事の所掌に属するものを除く。）を

掌理する。 

４ 寮務主事は，校長の命を受け学寮における学生の厚生補導に関することを掌理する。 

 （事務部） 

第１１条 本校に，庶務，会計及び学生の厚生補導に関する事務を処理するため，事務部を置く。 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校学則抜粋） 
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舞鶴工業高等専門学校組織規程 

 
（趣旨） 

第１条 この規程は，独立行政法人国立高等専門学校機構の組織に関する規則（平成１６年独立行政法人国立 

高等専門学校機構規則第１号。以下「規則」という。）第５条及び舞鶴工業高等専門学校学則（昭和４０年４ 

月１日施行。以下「学則」という。）第１２条の規定に基づき，舞鶴工業高等専門学校（以下「本校」という。）

における内部組織及び会議等に関する事項を定め，もって校務の円滑な運営を図ることを目的とする。 
（設置） 

第２条 本校における教育研究の推進，支援を行うため，次の施設等を置く。 

 （１）図書館 

 （２）情報科学センター 

 （３）地域共同テクノセンター 

 （４）教育研究支援センター 

 （５）国際交流センター 

 ２ 前項についての必要な事項は，別に定める。 

第３条 前条及び規則，学則に定めるもののほか，本校の校務の円滑な運営を図るため，副校長，校長補佐， 

主事補，専攻科長，専攻長，学科長，部門長並びに学級担任を置く。 

 ２ 前項に定める各職（副校長，校長補佐，専攻科長を除く。）の任期は，１年とする。ただし，各職に欠員 

が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

 ３ 第１項に定める各職（副校長，校長補佐を除く。）は，再任することができる。 

（副校長，校長補佐） 

第４条 副校長は，教務主事をもって充て，校長が行う校務運営にかかる業務を分担して行うとともに，校長 

に事故あるときは，その職務を代行する。 

 ２ 校長補佐は，学生主事，寮務主事をもって充て，校長が行う校務運営にかかる業務を補佐する。 

（主事の業務） 

第５条 学則第１０条に定める三主事の業務は，次のとおりとする。 

（１） 教務主事 

  ァ 教育計画及び教育課程編成の立案並びに実施に関すること。 

  ィ 入学，退学，休学，進級及び卒業の認定に関すること。 

  ゥ 指導要録に関すること。 

  ェ 教員の研究に関すること。 

（２） 学生主事 

  ァ 学生の補導，厚生及び課外教育に関すること。 

  ィ 学生の個人相談及び集団指導に関すること。 

  ゥ 学生の規律の保持及び事故の処理並びに保健指導に関すること。 

（３） 寮務主事 

  ァ 寮生の指導及び厚生に関すること。 

  ィ 寮生の個人相談及び集団指導に関すること。 

  ゥ 寮生の規律の保持及び事故の処理並びに保健指導に関すること。 
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（主事補） 

第６条 主事補は，教務主事補，学生主事補及び寮務主事補とし，それぞれ若干人置くものとする。 

２ 主事補は，教授，助教授又は講師をもって充て，校長が任命する。 

３ 主事補は，主事の職務を補佐する。 

（専攻科長） 

第７条 学則第３８条に定める専攻科に専攻科長を置き，専攻科担当の教授のうちから校長が任命する。 

２ 専攻科長は，校長の命を受け，専攻科の管理運営に関することを掌理する。 

３ 専攻科長の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，専攻科長に欠員が生じた場合の後任者の任期は，

前任者の残任期間とする。 

（専攻長） 

第７条の２ 専攻科の専攻ごとに専攻長を置き，専攻科担当の教授または助教授のうちから専攻科長の推薦に

基づき，校長が任命する。 

２ 専攻長は，専攻科長の職務を補佐する。 

（学科長及び部門長） 

第８条 機械工学科，電気情報工学科，電子制御工学科及び建設システム工学科に学科長を置き，人文科学部

門及び自然科学部門に部門長を置くものとする。 

２ 学科長及び部門長（以下「学科（部門）長」という。）は，その学科及び部門（以下「学科（部門）」とい

う。）に所属する教授をもって充て，学科（部門）において候補者を選出のうえ，校長に推薦する。推薦の 

あった候補者について，学科（部門）における審議内容を参考にして，校長が決定，任命するものとする。

３ 学科（部門）長は，それぞれの学科（部門）の管理運営及び連絡調整に関することをつかさどる。 
（学級担任及び学級副担任） 

第９条 学級担任は，各学級に１名置くものとする。 

２ 校長が必要と認めたときは学級副担任を置くことができる。 

３ 学級担任及び学級副担任は，講師以上の教員をもって充て，校長が任命する。 

４ 学級担任は，校長の命を受け，学級の運営及び学習指導並びに生活指導の任に当たる。 

５ 学級副担任は，学級担任を補佐し，学級担任不在のときはその業務を代理する。 

（会議等の設置） 

第１０条 校務の運営に関し，協議，連絡調整を円滑に行うため，次の会議等を置く。 

（１）運営会議 

（２）教員会議 

（３）学科（部門）会議 

（４）学級担任会議 

（５）各種委員会 

（運営会議） 

第１１条 運営会議においては，各学科（部門），施設等間の連絡調整を図るとともに，校長の諮問に応じ， 

次の業務を行う。 

 （１）校務の企画と運営に関する事項について協議を行う。 

 （２）本校の将来構想（運営組織，施設整備，教育・研究の在り方等）事項について，調査，審議し，将来計

画案の策定を行う。 
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第１１条の２ 運営会議は，校長，教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科長，各学科（部門）長，図書館長，

情報科学センター長，教育研究支援センター長，地域共同テクノセンター長，国際交流センター長，事務部

長及び課長をもって構成する。 

２ 校長が必要と認めた場合は，その他の教職員を出席させることができる。 

第１１条の３ 運営会議は，校長が主宰し，その議長となる。 

（教員会議） 

第１２条 教員会議は，運営会議における審議，決定事項にかかる報告及び教務，厚生補導（学寮の厚生補導

を含む。），その他学校運営に関する周知事項について連絡調整し，並びに次の事項について審議する。 

（１）学生（専攻科生を含む。）の入学，進級及び卒業，修了の認定に関すること。 

（２）その他校長が必要と認めた事項 

第１２条の２ 教員会議は，校長，教授，助教授，専任の講師及び助手をもって構成する。 

２ 校長は，教員会議に事務部長及び課長に出席させる。 

３ 校長が必要と認めた場合は，その他の職員を出席させることができる。 

第１２条の３ 教員会議は，校長が主宰し，その議長となる。 

第１２条の４ 教員会議は，偶数月（８月を除く。）及び１月並びに３月に開催するものとする。ただし，必 

要があるときは，臨時に開催することができる。 

第１２条の５ 教員会議の事務は，庶務課において処理する。 

（学科（部門）会議） 

第１３条 学科（部門）会議は，各学科（部門）に置くものとし，学科（部門）内の運営及び連絡調整につい

て協議する。 

２ 学科（部門）会議は，学科（部門）長が主宰し，その議長となる。 

（学級担任会議） 

第１４条 学級担任会議は，担任学級の指導について連絡協議する。 

（委員会） 

第１５条 本校に次の委員会を置き，校長の諮問に応じ，特定の重要事項に関する調査審議を行う。 

（１）評価委員会 

（２）広報委員会 

（３）情報化推進委員会 

（４）教育プログラム（ＰＩＥ）委員会 

（５）新カリキュラム特別委員会 

（６）知的財産委員会 

（７）入学試験委員会 

（８）専攻科委員会 

（９）教務委員会 

（10）学生委員会 

（11）学寮委員会 

（出典 舞鶴工業高等専門学校組織規程） 
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舞鶴工業高等専門学校図書館規程 

 
（趣旨） 

第１条 舞鶴工業高等専門学校組織規程（平成１８年４月１日施行）第２条第２項の規定に基づき，舞鶴工

業高等専門学校（以下「本校」という。）図書館（以下「図書館」という。）に関し，この規程を定める。 

 （目的） 

第２条 図書館は，本校の教育・研究及び地域文化の発展に寄与することを目的とする。 

（定義） 

第３条 この規程において，図書館資料とは次の各号に掲げるものをいう。 

 （１）図書館（図書・逐次刊行物・記録等） 

 （２）視聴覚資料 

（図書館長） 

第４条 図書館に図書館長を置く。 

２ 図書館長は，本校の教授又は助教授のうちから校長が任命する。 

３ 図書館長は，校長の命を受け，図書館の業務を掌理する。 

４ 図書館長の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，図書館長に欠員が生じた場合の後任者の任期は，

 前任者の残任期間とする。 

（図書館の業務） 

第５条 図書館は，次の各号に掲げる業務を行う。 

 （１）図書館及び視聴覚教室等の管理運営に関すること。 

 （２）図書館資料の収集及び選定に関すること。 

 （３）図書館資料の利用指導に関すること。 

 （４）図書館報に関すること。 

 （５）その他図書館活動に関すること。 

（運営委員会） 

第６条 図書館の円滑な運営に関し，必要な事項を協議するため，図書館運営委員会（以下「運営委員会」と

いう。）を置く。 

 ２ 運営委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

 （図書館の利用） 

第７条 図書館の利用については，別に定める。 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校図書館規程） 
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舞鶴工業高等専門学校図書館運営委員会規則 

 
（目的） 

第１条 舞鶴工業高等専門学校図書館規程（平成１８年４月１日施行）第６条第２項の規定に基づき，図書館

 運営委員会（以下「委員会」という。）に関し，この規則を定める。 

（委員会の構成） 

第２条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって構成する。 

 （１）図書館長 

 （２）教員のうちから校長が任命した者 

 （３）庶務課長 

（委員会の業務） 

第３条 委員会は，校長の諮問に応じ，次の各号に掲げる事項について協議する。 

 （１）図書館及び視聴覚教室等の管理運営に関すること。 

 （２）図書の選定に関すること。 

 （３）その他図書館及び視聴覚教室等に関すること。 

（委員の任期） 

第４条 第２条第２号の委員の任期は１年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任の任期は，

 前任者の残任期間とする。 

（委員長） 

第５条 委員会に委員長を置き，図書館長をもって充てる。 

（委員会の招集） 

第６条 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

２ 委員長は，委員会の協議について校長に報告する。 

３ 委員長に事故あるときは，委員のうちから委員長があらかじめ指名した者が，その職務を代行する。 

（委員以外の委員会への出席） 

第７条 委員会は，必要があると認めた場合は，委員以外の教職員の出席を求めて，意見を聞くことができる。

（事務） 

第８条 委員会の事務は，庶務課学術情報係で処理する。 

 
（出典 舞鶴工業高等専門学校図書館運営委員会規則） 
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            （出典 平成 17 年度舞鶴工業高等専門学校概要）

 
資料 11－１－①－６

    

（出典 庶務課資料）
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 資料 11－１－①－７

 
 

（出典 庶務課資料）

 
 

資料 11－１－①－８

 
舞鶴工業高等専門学校企画室要項 

 
 （設置） 

第１条 舞鶴工業高等専門学校（以下「本校」という。）に舞鶴工業高等専門学校企画室（以下「企画室」と 

いう。）を置く。 

 （目的） 

第２条 企画室は，校長の命を受け，本校の将来構想等に関する事項について，企画，立案及び調査（以下「企

画等」という。）を行うことを目的とする。 

 （企画室の組織） 

第３条 企画室に，室長及び室員を置く。 

２ 室長は，校長がその任にあたる。 

３ 室員は，校長が指名するものをもって充てる。 

（企画室の業務） 

第４条 企画室においては，次の各号に掲げる業務を行う。 

 （１）外部資金獲得に係る企画及び実務等に関すること。 

 （２）施設設備の企画等に関すること。 

 （３）地域連携の企画等に関すること。 
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（４）その他企画室の運営に関すること。 

（支援等） 

第５条 室長は，企画室の業務を円滑に推進するため，必要と認めるときは，関係部署に対し，協力，支援，

を求めることができるものとする。 

 （事務） 

第６条 企画室に関する事務は，室員が行うものとする。 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校企画室要項）

 
（分析結果とその根拠理由） 

学校の目的を達成するため，校長のリーダーシップのもと，それぞれの課題に応じた事項を審

議・検討するための各種委員会と担当者の役割・分担を明確に規定しており，意思決定が効果的

に行われている。また，必要に応じて委員会のなかに部会を設け，課題に応じた事項を特化して

検討する体制も整えている。 
 

 観点 11－１－②： 管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効果的に

活動しているか。 

 

（観点に係る状況） 
 管理運営に関しては，教務主事（副校長），学生主事（校長補佐），寮務主事（校長補佐）を配

置し，それぞれ教務委員会，学生委員会，学寮委員会を所掌している。 
また，図書館，情報科学センター，教育研究支援センター，地域共同テクノセンター，国際交 

流センターにそれぞれ館長，センター長を配置し，運営委員会を組織することにより，教育，研 
究活動の支援にかかる機能を分担して所掌し，その充実に努めている（資料 11－１－①－２）。 
教員については，各学科・部門に所属し，それぞれ学科・部門の所掌する教育・研究を担当す

るほか，必ず委員会等委員として校務運営に携わることとなっている（資料 11－１－②－１）。 
事務部においては，事務部長を筆頭に，庶務課，会計課，学生課の３つの課を設置し，学校運

営の事務をそれぞれ役割分担し，所掌する体制を整備している（資料 11－１－①－５，資料 11 

－１－②－２）。 



舞鶴工業高等専門学校 基準 11 

- 419 - 

  
資料 11－１－②－１

  

  

（出典 庶務課資料）
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資料 11－１－②－２

 
舞鶴工業高等専門学校事務組織規程 

 
第１章 総則 

（目的） 

第１条 この規程は，独立行政法人国立高等専門学校機構の本部事務局の組織等に関する規則（平成１６年独

立行政法人国立高等専門学校機構規則第４号）第９条及び舞鶴工業高等専門学校学則（昭和４０年４月１日

施行。以下「学則」という。）第１１条，第１２条の規定に基づき，舞鶴工業高等専門学校（以下「本校」 

という。）の事務組織及び所掌事務の範囲を定めることを目的とする。 

 第２章 組織 

（事務部） 

第２条 本校に事務部を置き，事務部に庶務課，会計課及び学生課の３課を置く。 

第３条から第５条まで 削除 

（事務部長及び課長） 

第６条 事務部に事務部長を，各課に課長を置き事務職員をもって充てる。 

２ 事務部長は校長の命を受け，事務部の事務を総括する。 

３ 課長は上司の命を受け課の事務を処理する。 

（専門員） 

第６条の２ 事務部の学生課に学務担当専門員を置き，事務職員をもって充てる。 

２ 専門員は，上司の命を受け，課の所掌事務のうち高度の専門知識又は経験を必要とする特定の分野の事務

を直接処理するとともに専門的見地から課長を補佐する。 

（専門職員） 

第６条の３ 事務部の庶務課及び会計課に専門職員を置き，事務職員をもって充てる。 

２ 専門職員は，上司の命を受け，課の所掌事務のうち専門知識又は経験を必要とする特定又は一定範囲の分

野の事務を直接処理する。 

（係の設置） 

第７条 各課の事務を分掌させるため，次の係を置く。 

庶務課  庶務係，人事係，学術情報係 

会計課  総務係，出納係，用度係，施設係 

学生課  教務係，学生係，寮務係，実習係 

（係長及び主任） 

第８条 各係に係長を置き管理運営上必要ある場合には係に主任を置くことができる。 

２ 係長及び主任は，事務職員又は技術職員をもって充てる。 

３ 係長は，上司の命を受け，係の事務を処理する。 

４ 主任は，係長を補佐し所掌事務を処理する。 

  第３章 事務分掌 

（庶務課） 

第９条 専門職員は，次の事務をつかさどる。 

（１）将来計画策定に係る企画調整に関すること。 
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（２）自己点検・評価及び外部評価に関すること。 

（３）学則その他諸規定の制定及び改廃に関すること。 

（４）産学官連携に関する専門的事項に関すること。 

（５）情報公開に関する専門的事項に関すること。 

（６）その他企画調整に係る事務のうち特定の専門的事項に関すること。 

第９条の２ 庶務係においては，次の事務をつかさどる。 

（１）学校の事務に関し，総括及び連絡調整すること。 

（２）制度及び組織に関すること。 

（３）儀式，会議その他行事に関すること。 

（４）公印（会計関係の公印を除く。）の管守に関すること。 

（５）公文書の授受，発送及び郵便切手類の受け払いに関すること。 

（６）渉外及び秘書事務に関すること。 

（７）国際学術交流に関すること。 

（８）内地研究員及び在外研究員に関すること。 

（９）科学研究費の申請その他学術団体との連絡に関すること。 

（10）民間等との共同研究及び受託研究の受入等に関すること。 

（11）発明及び特許出願等に関すること。 

（12）職員の身分証明及び他の係に属さない諸証明に関すること。 

（13）学校概要，校報等の編集発行に関すること。 

（14）電話交換業務及び校内放送に関すること。 

（15）校内の警備取締りに関すること。 

（16）指定統計調査，他の係に属さない諸調査及び諸報告に関すること。（他の課の所掌に係るものを除く。）

 （17）その他，他の課，係の所掌に属さない事務に関すること。 

第１０条 人事係においては，次の事務をつかさどる。 

（１）職員の任免，分限，懲戒及び服務等に関すること。 

（２）職員の給与に関すること。 

（３）職員の定員，職階及び級別定数の管理に関すること。 

（４）職員の勤務評定に関すること。 

（５）職員の研修に関すること。 

（６）国家公務員共済組合長期給付及び退職手当に関すること。 

（７）職員の災害補償に関すること。 

（８）職員の栄典，表彰に関すること。 

（９）人事記録の作成保存に関すること。 

（10）職員の健康管理及び福利厚生に関すること。 

（11）職員の勤務時間，休暇及び宿日直に関すること。 

（12）通勤手当及び諸手当に関すること。 

（13）出張に関すること。 

（14）人事に関する調査統計及び報告に関すること。 

（15）その他人事に関すること。 

 



舞鶴工業高等専門学校 基準 11 

- 422 - 

資料 11－１－②－２続き

 
第１１条 学術情報係においては，次の事務をつかさどる。 

（１）図書原簿の保管に関すること。 

（２）図書の分類に関すること。 

（３）図書目録の作成に関すること。 

（４）図書の受入れ及び整理保管に関すること。 

（５）図書の閲覧及び貸出に関すること。 

（６）文献及び視聴覚資料の収集に関すること。 

（７）学術文献の交換に関すること。 

（８）読書相談及び指導等に関すること。 

（９）紀要等の編集発行に関すること。 

（10）図書に関する調査統計及び報告に関すること。 

（11）その他図書館に関すること。 

（会計課） 

第１２条 専門職員は，次の事務をつかさどる。 

（１）事務用電子計算機利用の総括及び連絡調整に関すること。 

（２）事務用電子計算機システムの維持管理及び運転操作の総括に関すること。 

（３）事務用電子計算機システムの調査，分析，開発，設計の総括に関すること。 

（４）事務用電子計算機システムのデータ及びプログラム等の保護管理に関すること。 

（５）事務電算化要員養成に係る教育，研修の企画立案に関すること。 

（６）校内ＬＡＮの事務処理に係る利用の総括及び連絡調整に関すること。 

（７）その他事務用電子計算機に係る事務処理に関すること。 

第１３条 総務係においては，次の事務をつかさどる。 

（１）課内の事務の総括及び連絡調整に関すること。 

（２）予算及び決算に関すること。 

（３）支出負担行為に関すること。 

（４）会計に属する諸規程の立案に関すること。 

（５）会計関係の公印の管守に関すること。 

（６）会計検査及び監査に関すること。 

（７）国家公務員共済組合短期給付等に関すること。 

（８）奨学寄付金委任経理金に関すること。 

（９）科学研究費の経理に関すること。 

  （10）校内の整備，清掃及び用務に関すること。 

  （11）課の所掌に係る調査統計及び報告に関すること。（他の係の所掌に係るものを除く。） 

  （12）その他会計事務で他の係の所掌に属さない事務に関すること。 

第１４条 出納係においては，次の事務をつかさどる。 

（１）債権の管理に関すること。 

（２）収入，支出及び計算証明に関すること。 

（３）歳入歳出外現金及び有価証券に関すること。 

（４）前渡資金に関すること。 
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（５）給与等の支給及び所得税等の徴収に関すること。 

（６）歳入，歳出に関する調査統計及び報告に関すること。 

（７）その他出納に関する事務を処理する。 

第１５条 用度係においては，次の事務をつかさどる。 

（１）物品の購入，検収，取得出納及び保管に関すること。 

（２）物品の修理，保全及び処分に関すること。 

（３）物品の入札及び契約に関すること。 

（４）物品の寄付受領及び管理換に関すること。 

（５）一般競争参加者の資格の審査に関すること。 

（６）物品の計算証明に関すること。 

（７）自動車の整備，運行及び安全管理に関すること。 

（８）印刷室の印刷機器の使用，業務及び印刷機器の保全に関すること。 

（９）物品の調査統計及び報告に関すること。 

（10）その他用度に関すること。 

第１６条 施設係においては，次の事務をつかさどる。 

（１）国有財産の維持管理及び処分に関すること。 

（２）国有財産の計算証明に関すること。 

（３）国有財産の防火管理に関すること。 

（４）公務員宿舎に関すること。 

（５）施設の立地計画及び環境整備に関すること。 

（６）施設整備，営繕工事の企画立案及び施工監督に関すること。 

（７）工事の入札及び契約に関すること。 

（８）土地，建物，電気，ガス，水道，電話，冷暖房施設等の維持保全に関すること。 

（９）施設に関する調査統計及び報告に関すること。 

（10）その他，施設整備に関すること。 

（学生課） 

第１７条 専門員は，次の事務をつかさどる。 

（１）入学者の選抜に係る特定の専門的事項に関すること。 

（２）教育課程の編成及び実施に関し，専門的見地から指導，助言を行うこと。 

（３）教育指導計画の実施に係る専門的事項に関し，専門的見地から指導，助言を行うこと。 

（４）外国人留学生に係る専門的事項に関すること。 

（５）その他学務に係る事務のうち，重要な企画，調査及び連絡調整に関すること。 

第１８条 教務係においては，次の事務をつかさどる。 

（１）課内の事務の総括及び連絡調整に関すること。 

（２）学生の募集及び入学者の選抜に関すること。 

（３）学生の修学指導に関すること。 

（４）授業及び試験に関すること。 

（５）教育課程に関すること。 

（６）学生の入学，休学，復学及び退学に関すること。 
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（７）学生の進級及び卒業に関すること。 

（８）学生の校外実習及び見学に関すること。 

（９）学生の学籍に関すること。 

（10）学生の学業成績の記録及び整理保管に関すること。 

（11）教科書及び教材，教具等に関すること。 

（12）学生証，成績証明書その他学生の諸証明に関すること。 

（13）学生便覧の編集に関すること。 

（14）課の所掌に係る調査統計及び報告に関すること。（他の係の所掌に係るものを除く。） 

  （15）その他教務に関すること。 

第１９条 学生係においては，次の事務をつかさどる。 

（１）学生の課外教育に関すること。 

（２）学生の奨学金に関すること。 

（３）授業料の減免，徴収猶予等経済援助に関すること。 

（４）学生の賞罰に関すること。 

（５）学生団体及び集会等に関すること。 

（６）学生の印刷物等の配布許可及びビラ，ポスター等の掲示に関すること。 

（７）学生の厚生施設の管理運営及び施設，設備の使用に関すること。 

（８）学生の保健管理及び保健施設の管理運営に関すること。 

（９）学生の職業指導及び就職あっせんに関すること。 

  （10）学生旅客運賃割引証及び通学証明書に関すること。 

  （11）日本体育・学校健康センター等の事務に関すること。 

  （12）学生に関する調査統計及び報告に関すること。 

  （13）その他学生の厚生補導に関すること。 

第２０条 寮務係においては，次の事務をつかさどる。 

（１）学寮の管理運営に関すること。 

（２）学生の入寮及び退寮に関すること。 

（３）寮生の外出及び外泊に関すること。 

（４）寮生の生活指導に関すること。 

（５）寄宿料の免除に関すること。 

（６）学寮施設設備の保全及び警備に関すること。 

（７）学寮の警備及び防火に関すること。 

（８）寮生の保健衛生及び福利厚生に関すること。 

（９）寮生に対する貸与物品に関すること。 

（10）寮生の郵便物接受に関すること。 

（11）寮務に関する調査統計及び報告に関すること。 

（12）その他寮務に関すること。 

第２１条 実習係においては，次の事務をつかさどる。 

（１）実習指導計画の立案及び指導に関すること。 
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（２）実習用機械器具類の保守管理に関すること。 

（３）実習用材料の準備及び保管に関すること。 

（４）実習工場の災害事故防止に関すること。 

（５）実習の調査統計及び報告に関すること。 

（６）その他実習に関すること。 

 
                      （出典 舞鶴工業高等専門学校事務組織規程）

 
（分析結果とその根拠理由） 

管理運営に関する委員会及び事務組織について，日々のルーティン業務に加え，新たな課題，

業務に対応するため，副校長，校長補佐，部課長及び図書館長，各センター長を配置するなど，

適切に役割を分担しており，本校の研究，教育目的を達成するため，機能的かつ効果的に活動（資

料 11－１－②－３）および事務支援を行っている。また，教員全員が委員会委員として校務運営

に携わることで学校全体の動向を掌握することができ，将来，校務の運営を中心となって行うこ

ととなる人材の育成にも役立てている。 
 

資料 11－１－②－３

 

（出典 庶務課資料） 
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 観点 11－１－③： 管理運営の諸規定が整備されているか。 

 

（観点に係る状況）  
管理運営にかかる規程は，「舞鶴工業高等専門学校学則」，「舞鶴工業高等専門学校組織規程」，「舞

鶴工業高等専門学校事務組織規程」に定めており，必要な改善を加えながら運用している。（資料

11－１－①－１，資料 11－１－①－２，資料 11－１－②－２） 
 
（分析結果とその根拠理由） 

管理運営に関する諸規定が定められており，都度必要な改正が加えられている。 
 
 観点 11－２－①： 外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されているか。 

 

（観点に係る状況）  
舞鶴工業高等専門学校に置くこととしている参与会において，本校の教育，研究活動の計画，

評価及び運営にかかる助言を受ける（資料 11－２－①－１）とともに地域の公的機関で組織する

懇談会（資料 11－２－①－２）や後援会役員との懇談会が定期的に開催されており，外部有識者

からの意見を聴取している。また，後援会支部懇談会（資料 11－２－①－３）にも積極的に参加

し，保護者が求める学校運営に関する身近な意見として聴取し，必要な改善に努めるとともに，

これらの意見は，グループウェアにより教職員に周知している。 
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 資料 11－２－①－１

 
 
 
 

 
                               （出典 庶務課資料）

 資料 11－２－①－２

 
鶴 鴎 会 会 則 

 
第１条 本会は，鶴鴎会と称する。 
第２条 本会は，舞鶴市所在の官公庁の長をもって組織する。 
第３条 本会は，会員相互の情報交換等を目的とする。 
第４条 本会は，年４回４半期ごとに定例会を開催し，会費は 7,000 円とする。ただし，欠席の

場合は半額とする。 
第５条 本会は，年１回大会を開催する。その時期及び場所等は，その都度協議によって定める。

第６条 本会に次の役員を置く。 
当番幹事 ２名 輪番とする。 

第７条 当番幹事は，本会を代表し会務を掌理する。 
第８条 会員の身分関係に異動を生じたときは，速やかに当番幹事に通知する。 
第９条 欠席の場合は，会費を例会日後３日以内に会計担当，当番幹事に納入する。 

 
                                  （出典 庶務課資料）
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資料 11－２－①－３

 
平成１７年度国立舞鶴工業高等専門学校後援会支部懇談会議事概要 

 
 

目      次 
     
 

１． 南丹支部（平成１７年７月１０日）              １頁 
 
２． 福井支部（平成１７年７月１６日）              ６頁 

 
３． 京都支部（平成１７年７月２４日）              ９頁 

 
４． 中丹支部（平成１７年７月３１日）             ２５頁 

 
５． 滋賀支部（平成１７年８月７日）              ３０頁 

 
６． 丹後・北但支部（平成１７年８月２４日）          ４１頁 

 
 

（出典 庶務課資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

校長自らが様々な層の外部有識者等との意見交換を通じて，学校を取り巻く状況，本校に求めら

れる教育・研究活動の在り方などを聴取し，関係委員会において，聴取した意見等を踏まえた取り

組み，改善に向けて審議，検討が行われ，管理運営に反映される体制を整えている。 
 また，学校運営上最も大切である学生の保護者からの意見を積極的に取り入れることに努めてい

る。 
 
観点 11－３－①： 自己点検・評価（や第三者評価）が高等専門学校の活動の総合的な状況に対し

て行われ，かつ，それらの評価結果が公表されているか。 

 
（観点に係る状況）  

本校の総合的な状況に関しては，平成 12 年度に外部有識者で組織する評価委員により，外部評

価報告書（資料 11－３－①－１）として公表されている。平成 17 年度には大学評価・学位授与機

構による「教育の実施状況等審査」が行われた。 
また，本校における年度ごとの教育・研究活動状況を「舞鶴高専年報」（資料 11－３－①－２） 

として平成 15 年度実績から発行し，学内はもちろん，学外有識者にも配布することにより，本校の

活動状況を広く公開し，本校の活動に対するいろいろな意見，要望を聴取することにより，今後本

校が行う自己点検，外部からの評価に役立てることとしている。 
 

 資料 11－３－①－１

 

 
                                 （出典 庶務課資料）
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資料 11－３－①－２

 

 
 
                                  （出典 庶務課資料）

 
（分析結果とその根拠理由）  

平成 12 年度に外部有識者による第三者評価を受け，平成 17 年度には大学評価・学位授与機構

による「教育実施状況等審査」の評価結果を公表している。 
  また，年度ごとの活動状況を年報としてまとめ，学内外の有識者等に配布することにより本校

の活動状況を広く公開することにより，今後行う外部評価，自己点検への取り組みに向けて，積極

的に準備を行っている。 
 
 観点 11－３－②： 評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に

結び付けられるような，システムが整備され，有効に運営されているか。 

 
（観点に係る状況）  

評価結果は，運営会議，教員会議において周知され，改善を要する指摘事項等にかかる対応に

ついては，運営会議で方針が協議された後，関係部署にフィードバックされ，改善に向けた具体

策の実施を行うこととなる。 
 また，本校の教育研究目標を達成するため，活動の年次計画を策定し，次のような流れで取り 
組みを行っている。 

①学校の将来像を校長が明確に示し，運営会議において将来計画の策定を行い，周知する。 
  ②策定された計画に基づき，各学科・部門，専攻科，各施設，事務部，各種委員会等において，

目的達成のための活動が実施される。 
③実施した結果について，評価委員会において，目標達成状況等自己点検を行い，改善等必要

な措置について運営会議に報告された後，関係部署にフィードバックされ，改善に向けての
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具体策を検討・実施する。 
   以上のように，計画の策定（Plan）を運営会議が行い，活動（Do）は，学科・部門等関係部署

において具体策を実施し，結果の評価（Check）については，評価委員会が行うという体制を整え

ている。また，結果の評価を受けて，改善に向けての具体策の検討・実施 (Action) を関係部署

において行う。 
  本校においては，運営会議，評価委員会の委員長等は，すべて校長が就くこととなっており，

評価結果に基づく，改善事項を新たに策定する将来計画に反映する仕組みとなっている。（資料

11－１－①－４及び５） 
 
（分析結果とその根拠理由）  

評価結果を学校の将来構想に反映する仕組みは構築されており，また，運営会議における報告，

協議を介して教職員へ周知するとともに関係部署に対して改善に向けた具体策をフィードバック

することにより，方向性を明確に示すシステムが整備され，有効に運営されている。 
   
（２）優れた点及び改善を要する点 
 
 （優れた点） 

本校の目的達成に向けた積極的な取り組み，新たな課題解決への対応について，学校長のリー

ダーシップのもと，関係の委員会等で検討するとともに，必要に応じて部会を設置するなど，対

応しなければならない事項にすばやく行動できる体制を整えている。また，情報の共有化を図る

ため，教職員各人に会議議事録等を学内 LAN により，周知している。 
 

 （改善を要する点） 
外部有識者による意見の聴取については積極的に行っているが，外部評価の実施が不十分であ

り，外部評価実施の体制作りを早急に構築する必要がある。 
    
（３）基準 11 の自己評価の概要 

 
学校の目的が明確となるよう校長のリーダーシップが十分に図れる運営体制が構築されており，

その目的を達成するため各主事，各種委員会等の役割と分担が規定され，意思決定が効果的に行わ

れている。早急な対応を要する事項，狭義で専門的な検討を要する事項については，関係委員会の

もとに必要に応じ，部会を設置し，特化した検討を行える体制を整えている。 
 また，事務組織は，事務部長の下に，庶務，会計，学生の３課を配置し，事務系職員 36 名，技術

職員 12 名の計 48 名が教員と緊密な連携・協力体制を築いている。 
参与会を構成する外部有識者からの学校の管理運営に係る助言，地域の公的機関で構成する懇談

会における研究活動等に関する要望，後援会懇談会における学校教育等に関する要望を広く定期的

に聴取することに努めるとともに，学校の活動状況を年報として発行し，広く公開することにより，

本校を取り巻く関係者が本校の運営に望むことについて真摯に受け止め，管理運営の改善に反映す

るよう努めている。 
 しかし，前述のとおり，外部有識者からの意見の聴取は積極的に取り入れているものの，外部評

価者による点検の実施が不十分であり，本校が行ってきた教育研究活動に対して自己満足で終わら

ないようにより一層に取り組む必要がある。 
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Ⅳ 選択的評価事項に係る目的 

 

選択的評価事項A「研究活動の状況」に係る目的  

 

１．教育への反映を目的とする研究 

 ①教員の専門分野に係る学術研究，技術研究等を推進する。 

 ②科学研究費などへの申請による外部資金の獲得及び学内研究助成への申請による内部資金の有効

活用を図る。 

 

２．地域貢献に資する研究 

 ①地域共同テクノセンターを中心とした共同研究，受託研究，技術相談等を推進する。 

 ②産官学連携を行うための活動を推進する。 

 

３．学術の実用化に関する研究 

 ①国内外への研究成果の公表を推進する。 

 ②研究成果を知的財産化するための体制を整備する。 
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選択的評価事項 B 「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 

 

本校の使命である「北近畿地域の教育，文化の基盤を支えること」に基づいて下記の目標を

定めている。 

 

１．聴講生，科目履修生，研究生の受入れ 

地域社会において体系的な学問を学びたいという要望や，資格取得・職能向上などの要望に応え

ることを目的として，聴講生，科目履修生及び研究生の制度を整備し受け入れる。 

 

２．公開講座の開催 

地域の一般市民・小中学生を対象として各種公開講座を開催し地域貢献に努める。また，中学校

の夏休み前半の時期に本校の一部を開放するオープンカレッジを開催する。これにより，中学生や

その保護者が本校の概要を把握し雰囲気を体験できる機会を提供し，入学希望者の確保に役立てる。

なお，公開講座，オープンカレッジの参加者にはアンケートを実施し，公開講座と教育の改善に役

立てる。 

 

３. 設備・施設の開放 

図書館の一般開放を行い，本校の設備・施設を一般市民の学習に役立てる。 
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選択的評価事項 A   

研究活動の状況 

 

（１）観点ごとの分析 

 観点A－１－①： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整備さ

れ，機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 

 本校では，教員の専門分野に係る研究は日常的に行われているが，これに加え，平成13年度に産学

連携活動の基盤となる地域共同テクノセンターを設置，同運営委員会を発足させた。また，研究支援

としては技術職員が所属する教育研究支援センターがその任に当たっている。以下，本校の研究体制，

支援体制の整備状況及び活動状況について述べる。 

＜研究体制＞ 

(1) 研究基盤（学術研究等） 

 教員は主としてその専門分野に応じた部門または学科に所属し，学術・技術研究を日常的に行って

いる。研究に必要な施設・設備等は学校施設の他，学科・部門単位で整備されている（基準８参照）。

教員の配置，専門分野及び研究テーマは舞鶴高専年報第３号（資料A－１－①－１）に示されている。

また，平成16年度より本校の紀要は査読付き論文集として編集されることとなり，論文の審査等を行

うため広報委員会紀要編集WGとして体制が整えられた。さらに，情報科学センターが発行している情

報科学センター年報や同センターで年２回実施している講演会でも研究報告を行うことが可能となっ

ている。 

 

(2) 地域共同テクノセンター（産官学連携研究等） 

 地域共同テクノセンターは，委員長（センター長）と専門学科の教員及び庶務課長で構成される地

域共同テクノセンター運営委員会によって運営されており，同センターの活動全般を掌っている。ま

た，下部組織として，連携部会及び研究特許推進部会が設置されている。（資料A－１－①－２）。連

携部会は学外からの技術相談や産官学連携の推進を担当しているが，特に研究の学内連携や学外から

の技術相談，学外への情報発信に対応するため，「専門技術チーム」が組織されている（資料A－１－

①－３）。一方，研究特許推進部会は，従来運営委員会に設置されていた広報・発明部会の発明部門

を平成17年度から地域共同テクノセンターに移籍・改組して発足した部会であり，本校の知的財産の

定着及び特許・研究の推進を担当している。なお，これら運営委員会及び部会とは別に特許アドバイ

ザーを設けている（資料A－１－①－４）。さらに，本校は平成17年度に(社)発明協会から「産業財産

権標準テキストの有効活用に関する実験協力校」の委託を受けており，その活動母体として地域共同

テクノセンターに実験協力校活動チームを編成，教員及び学生に対する特許講演会を開催している

（資料A－１－①－５～８）。 

 地域共同テクノセンターに構造解析システム支援室と情報システム開発支援室を設置し，研究を推

進するための各種設備を配置している（資料A－１－①－９）。また，広報活動の一環として，専門学

科の研究分野を紹介するパネルやリーフレットを作成し，産官学連携活動に利用している（資料A－

１－①－10）。 
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資料A－１－①－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 舞鶴高専年報第３号（一部抜粋）） 



舞鶴工業高等専門学校 選択的評価事項 A 

- 436 - 

 資料A－１－①－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 地域共同テクノセンター運営委員会資料） 
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資料A－１－①－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 地域共同テクノセンター運営委員会資料） 
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資料A－１－①－５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課資料） 

資料A－１－①－４

特許アドバイザー 

(機械工学科教授 辻 正) 

(教育支援センター技術職員 大和辰徳) 

 

舞鶴高専の教職員ならびに学生の特許活動を支援するために特許アドバイザーを設置する。特許アドバイザーの主な

職務は 

  １．特許教育 

  ２．特許考案の支援 

  ３．特許出願の助言 

  ４．教職員・学生からの個別相談への対応 

などで、舞鶴高専の研究教育活動に特許マインドを根づかせることにある。 

 

（出典 地域共同テクノセンターウェブページ）
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資料A－１－①－６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課資料） 

 

 

資料A－１－①－７ 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 地域共同テクノセンター運営委員会資料） 

特許講演会の参加人数 

  第１回 第２回 第３回 第４回 

教職員 22 14 10 5 

学 生 120 95 98 94 
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資料A－１－①－８ 

 

舞鶴高専特許研修会テーマ表 
 
第１回  ６月２３日（木） － 新規性・特許性の見出し方 
１．特許制度の存在意義 － 知的財産制度全般の説明 
    － 特許制度の趣旨 
    － 企業利益とのかかわり 
    － 弁理士の役割 
２．発明とは   － 発明の説明 
    － 発明となるもの、ならないもの 
３．特許要件   － なぜ要件が必要か 
    － 新規性－公知技術 
     － 進歩性 
     － その他の要件 
 
第２回 ７月１４日（木） － 技術ＭＡＰ特許ＭＡＰ、考案概要書の作成の仕方 
１．発明の発掘  － 発明はどこにあるか 
     － 発明を発掘する視点 
     － 発明のポイントとバリエーション 
２．出願・実施が可能な発明か － 特許調査 
     － 前提技術の存在－技術ＭＡＰ 
     － 先願発明－特許ＭＡＰ 
３．発明概要書の書き方  － 一番近い公知技術はどれか 
     － 公知技術に存在する問題点 
     － なにを課題とした発明か 
     － 課題を解決するために創案した技術構成 
     － 技術を構成する事項の作用 
     － 発明が達成し得た効果 

 
第３回 ９月８日（木） － 研究における特許法・著作権法 
１．秘密の保持  － 新規性喪失の例外的取扱い 
２．第三者の権利の尊重 － 権利範囲と公知技術の範囲の相違 
     － 侵害者とならないために 
     － 著作物（権）における注意点 
３．権利書としての公報の読み方－ 特許請求の範囲と発明の詳細な説明との関係 
４．特許権の効力の及ばない範囲－ ６９条－とりわけ試験又は研究の取扱い 
５．改良発明   － 利用発明に注意 
６．用途発明 
７．発明者と出願人  － 特許を受ける権利 
     － 権利の譲渡、その時期 
８．共同発明と共同出願 － 複数の発明者、複数の出願人 
９．その他   － 特許の成立が望めない場合の策 
       実用新案・意匠・商標 

 
第４回  11 月 24 日（木）－発明の活性化・誘導の仕方 
１．リエゾン活動の具体例 
２．発明相談の重要性 
３．実施例の考え方とバリエーション 
４．比較例・参考例の取扱い 
５．その他 

 

 

（出典 地域共同テクノセンター運営委員会資料） 
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設備名 FEM 汎用構造解析支援システム 

構 成 土木･建築向け汎用 3 次元非線型動的構造解析システム，FEM 土木構造解析システム

CAE，地盤応答解析システム，可視化支援システム，建設系 CAD 設計システム 

設備名 生産設計支援システム 

構 成 3D-CAD システム，FEM 構造強度解析システム 

設備名 実践型無線 LAN 構築支援システム 

構 成 遠隔検知システム，解析サーバ装置，モバイル計測装置，周波数解析ソフト，波動

解析ソフト 

設備名 コンピュータ制御応用実験装置 

構 成 制御系解析/設計支援ソフト，制御理論検証用実験装置，FPGA 開発システム 

 

（出典 地域共同テクノセンターウェブページ） 

 

 

資料A－１－①－10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課資料） 
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 学外との連携では，近畿地区高専産官学連携活動推進協議会に参画し，産官学連携に関する協議を

行っている（資料A－１－①－11及び12）。また，「国際フロンティア産業メッセ2005」，「全国高専テ

クノフォーラム」及び「産学官連携ビジネスショウ」に出展するとともに（資料A－１－①－13～15），

近畿経済産業局のウェブページを通して研究シーズ調査を広く公表することにより，産官学連携活動

の活性化を図っている（資料A－１－①－16及び17）。このような公的機関のウェブページを通して情

報発信を行っているのは近畿地区の高専では本校のみである。さらに，平成16年度に舞鶴市と立命館

大学が設置した京都・まいづる立命館地域創造機構(MIREC)と学術交流協定を締結し，地域連携の推

進を図っている（資料A－１－①－18）。 

 

 

資料A－１－①－11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 地域共同テクノセンター運営委員会資料） 
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（出典 地域共同テクノセンター運営委員会資料） 
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（出典 国際フロンティア産業メッセ2006ウェブページ） 
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（出典 第３回全国高専テクノフォーラムウェブページ） 
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（出典 近畿産学官連携ビジネスショウ2006ウェブページ） 
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（出典 経済産業省近畿経済産業局ウェブページ） 
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（出典 経済産業省近畿経済産業局ウェブページ） 
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資料A－１－①－18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学校だより「舞鶴高専」第99号） 

 

 

＜支援体制＞ 

(1) 教員研修制度 

 教員は研究活動の一環として，申請・承認により学外で研修を行うことができる。この制度は学外

機関との研究打ち合わせ等に有効に利用されている。また，文部科学省の内地研究員制度（平成16年

度より国立高等専門学校機構内地研究員制度）及び在外研究員制度（平成16年度より国立高等専門学

校機構在外研究員制度）を活用し，教員の派遣を行っている（資料A－１－①－19）。さらに，研究成

果を国際会議の場で発表するための国際研究集会派遣研究員制度（平成16年度より国際学会等派遣事

業）により，教員の派遣を行っている（資料A－１－①－20）。 

 

(2) 研究助成制度 

 教職員が提案する重要な研究課題を積極的に推進するため，重点研究制度を設けている（資料A－

１－①－21）。過去３年度の申請・採択件数を資料A－１－①－22に，平成17年度の申請・採択課題等

を資料A－１－①－23に示す。また，校長裁量経費に研究関係の助成区分を設け，優れた研究申請に

対して予算配分も行っている（資料A－１－①－24）。平成17年度は25件の申請に対して11件を採択し

ている（資料A－１－①－25）。なお，これらの研究支援においては，申請書提出の他にヒアリングが

課され，多面的な審査が行われている。 
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（出典 創立40周年記念誌） 

 

 

資料A－１－①－20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 創立40周年記念誌） 

年
度

第５回水科学・水工学に関する国
際会議
第13回海洋および極地工学に関す
る国際会議

昆明市（中華人民共和国） 中日民俗文化学術シンポジウム
※SARS流行のため辞退 －口承文学と民間信仰－

第７回流れの制御・計測・可視化
国際シンポジウム

ホノルル（アメリカ合衆国）

ソレント（イタリア）

建設 高谷　富也 5/25～5/30

自然 野間　正泰 8/25～8/28

15

ワルシャワ（ポーランド）建設 三輪　　浩 9/18～9/21

人文 村上美登志 8/20～8/31

14

　　　　　国際研究集会派遣研究員　派遣者一覧　（平成１４年度以降）

学科 氏　　名 開催期間 開催地（国名） 研究集会名

研究
期間

開発途上国における廃棄物管理のた
めの新規バイオプロセスの開発
電子デバイス用はんだの力学特性評
価に関する研究
GHQ/SCAP文書を活用しての占領下日
本の政党政治の実相についての研究

ハイブリッド式介助用車椅子の最適
設計と制御への応用
高電圧高周波放電による化学反応の
能動的制御と機能性材料の製作

ユング思想における
　「臨床と宗教心理論の関係」

年
度

スウェーデン，ストックホルム 不定比金属複合酸化物の構造の研究
ストックホルム大学ｱｰﾚﾆｳｽ研究所
アメリカ合衆国，バークレー メカニカルシステムのロバストサ－
カリフォルニア大学ﾊﾞｰｸﾚｰ校 ボ制御に関する研究
アメリカ合衆国，フラトン 近代日本仏教への西欧神秘思想の
カリフォルニア州立大学ﾌﾗﾄﾝ校 影響について
オーストラリア，ネッドランド 海洋基盤構造物周辺地盤の応答特性
西オーストラリア大学 に関する研究
タイ，バンコク バンコク市内・軟弱地盤(バンコク粘土)の

チュラロンコン大学 耐震性能評価に関する研究プロジェクト

在外研究員　派遣者一覧　（平成９年度以降）

9

年度 学科 氏　　　名 研　　究　　機　　関 研　　究　　題　　目

６月 立命館大学　法学部

長岡技術科学大学　工学部

機械 高田  晄男 10月 立命館大学　理工学部

建設 四蔵  茂雄 10月

人文

10 人文 三川  譲二

村上美登志
11

鈴木  立人

奥村　幸彦

生水　雅之

機械

制御

機械

15

自然

人文

12

13

14

６月垂谷　茂弘

金沢大学大学院　自然科学研究科

小松　幸恵

10月

10月

10月

10月

内地研究員　派遣者一覧　（平成９年度以降）

大阪大学大学院　理学研究科

甲南大学大学院　人文科学研究科

仏教文学(安居院唱導と学文)研究

接合体の強度評価に関する研究

非線型微分方程式の周期解について

大阪女子大学　学芸学部

関西大学　工学部

東京工業大学　工学部

６月

研　　究　　課　　題学科 氏　　名 期間 主たる渡航先

9 自然 宮野　敏男 10月

11 制御 金森　　満 10月

13
人文 吉永　進一 ２月

機械 高谷　富也 10月

18 建設 森尾　　敏 7月
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（出典 会計課資料） 
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資料A－１－①－23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 会計課資料） 

 

 

 

 

 

 

 

資料A－１－①－22 

 

重点研究申請・採択状況 

年 度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 

申請件数 17 18 11 

採択件数 9 9 2 

 

（出典 会計課資料） 

　                    　　平成１７年度重点研究経費申請・採択一覧

番号 重　　　点　　　研　　　究　　　課　　　題 本年度要求金額 査　定　金　額

1 明治における日米交流に関する資料の保存と読解プロジェクト 人文科学部門 吉永　進一 990,000 0

2 舞鶴近現代史研究－軍港都市の変遷と地域社会－ 人文科学部門 三川　譲二 990,000 700,000

3 個人別英語のリズム訓練システム 人文科学部門 樽井　　武 681,000 0

4 舞鶴湾周辺域における環境分析 自然科学部門 宮崎　昭仁 3,100,000 0

5 ウェットプロセスによる新しいフェライト透明磁性薄膜の開発 機械工学科 岩崎　和春 1,095,000 0

6 超微細粒鋼ワイヤーの腐食疲労特性に関する研究 機械工学科 生水　雅之 1,834,000 0

7 フォワード型DC/DCコンバータ用絶縁トランスの新しい設計手法の研究 電気情報工学科 平地　克也 1,344,000 0

8 FPGA/DSPによるPLLモータ速度制御系の実現に関する研究 電子制御工学科 町田　秀和 1,365,000 0

9 石炭の水素ガス化技術の開発 電子制御工学科 奥村　幸彦 1,500,000 0

10 舞鶴市周辺の斜面安全管理に関する研究 建設システム工学科 加登　文学 2,400,000 2,000,000

11 活断層を想定した設計用入力地震動作成に関する研究 建設システム工学科 森尾　　敏 1,250,000 0

16,549,000 2,700,000

代　　　表　　　者
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（出典 会計課資料） 
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（出典 会計課資料） 

 

(3) 事務組織 

 各種助成の応募案内，科学研究費の案内や説明会の開催，学内研究助成（校長裁量経費）の案内，

研究に関係する施設・設備の助成（校長裁量経費）の案内など，所掌する事務担当から文書やメール

によって周知している。また，庶務課長が地域共同テクノセンター運営委員会に委員として参画する

ことにより，学内外の連絡調整及び事務的処理等の円滑化を図っている。 

 

(4) 教育研究支援センター 

 専門的業務を組織的，効率的に行うことを主目的として教育研究支援センターを設置している（資

料A－１－①－26）。同センターは，第１技術部門及び第２技術部門からなり，前者は主として機械・

建設システム工学に関する技術的業務を担当し，後者は主として電気情報・電子制御工学に関する技

術的業務を担当している。なお，情報処理に関する技術的業務は両部門が協力して担当している。 

　　　　　　　　　平成１７年度校長裁量経費（第1回）研究区分決定一覧

番号 要　　　　求　　　　事　　　　項 要　求　金　額 決定金額
A　1 外部研究機関設置の高精度・高機能分析装置の利用 機械工学科 岩崎　和春 300,000 175,000

2 閉鎖性水域の環境浄化技術 機械工学科 辻　　　正 1,200,000 1,200,000
3 磁界センサ用有限要素解析ソフトウエア 電気情報工学科 金山　光一 375,000 0
4 ＰＦＣコンバータの研究 電気情報工学科 平地　克也 925,050 0
5 地域連携における共同研究の充実と研究成果発表に関する事業電気情報工学科 長谷川　真司 637,900 637,000
6 共生型移動ロボット開発支援システムの導入 電子制御工学科 西岡　勝博 2,957,080 0
7 新型三相両サイド出力電動機の試作経費 電子制御工学科 天野　耀鴻 900,000 900,000
8 次世代型石炭ガス化技術の開発(先駆的実験炉の導入) 電子制御工学科 奥村　幸彦 2,593,500 0
9 舞鶴市・公共工事で排出する残土の処分・再利用 建設システム工学科 森尾  敏 1,400,000 0

10 粒状体地盤の非連続体挙動解析に関する研究 建設システム工学科 高谷　富也 5,000,000 0
11 平井金三資料のデジタル化 人文科学部門 吉永　進一 930,000 0
12 舞鶴湾周辺域をフィールドとした環境分析  研究と教育 自然科学部門 宮崎　昭仁 629,200 300,000
13 熱ストレスの観測・監視システムの構築 自然科学部門 小野　伸一郎 1,104,800 800,000

小　　　計 18,952,530 4,012,000

　　　　　　　　　平成１７年度校長裁量経費（第2回）研究区分決定一覧

番号 要　　　　求　　　　事　　　　項 要　求　金　額 決定金額
A　1 ゾルゲル法と熱分解法による機能性薄膜の合成に関する研究 機械工学科 岩崎　和春 180,000 0

2 N型ダイヤモンド半導体膜の製造と評価 電気情報工学科 金山　光一 1,714,000 0
3 フィールドサーバ用WBGTセンサの開発 電気情報工学科 中川　重康 1,320,000 0
4 デバイス材料の計算機シミュレーション 電気情報工学科 竹澤　智樹 1,080,450 1,080,000
5 舞鶴市水素エネルギーモデル都市計画の準備検討会 電気情報工学科 竹澤　智樹 1,034,000 1,000,000

6 石炭の水素ガス化技術の開発（先駆的実験炉の導入） 電子制御工学科 奥村　幸彦 2,593,500 0
小　　　計 7,921,950 2,080,000

　　　　　　　　　平成１７年度校長裁量経費（第3回）研究区分決定一覧

番号 要　　　　求　　　　事　　　　項 要　求　金　額 決定金額
A　1 閉鎖性水域の環境浄化技術の開発 機械工学科 川勝　邦夫 3,000,000 1,200,000

2 赤外線高速加熱炉の電源工事費 電気情報工学科 山田　博 350,000 350,000
3 カリフォルニア大学バークレー校との共同研究の推進 電子制御工学科 金森　満 300,000 0
4 特許申請経費（１．三相両ｻｲﾄﾞ出力回転機、２．同期ﾘﾗｸﾀﾝｽ型風力発電電子制御工学科 天野　耀鴻 800,000 0
5 新型三相両サイド出力電動機の駆動回路設計・試作経費 電子制御工学科 天野　耀鴻 888,000 0

6 小型ロボットアームの修理と保守について 電子制御工学科 天野　耀鴻 604,000 149,000
小　　　計 5,942,000 1,699,000

合　　　　　計 32,816,480 7,791,000

代　　　表　　　者

応募総数　　25件

応募　６件

代　　　表　　　者

応募　13件

代　　　表　　　者

応募　６件
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資料A－１－①－26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：庶務課資料） 

 

資料A－１－①－27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教育研究支援センター資料） 

技術職員
石井　貴弘

第一部門主任 技術専門職員 技術職員
中田　良平 寺田　英毅

技術職員
第一部門長 技術専門職員 能勢　嘉朗

野瀬　佳正
技術職員

大和　辰徳
第一部門主任 技術職員

教育研究支援センター長 技術長(実習係長) 眞柄 賢一
(助教授) 奥村　幸彦 阿波　和利 技術職員

大西　邦明

第二部門長 技術専門職員 第二部門主任 技術専門職員 技術職員

森内　基隆 福村　一実 畑  　亮次

試　験　日

採 取 年 月 日

試 験 状 態

施 工 業 者

工　事　名

打 設 箇 所

委　託　者

水 セメント 粗骨材 細骨材
混和
材料

（㎜） （㎝） （％） 　(％) 　(％) W C G S A

20 18

1 2 3 4 5 6 7 8 9

10 10 10 10 10 10 10 10 10

20 20 20 20 20 20 20 20 20

3.720 3.725 3.710 3.725 3.705 3.715 3.700 3.705 3.715

309 308 309 313 306 309 309 303 317

39.4 39.2 39.4 39.9 39.0 39.4 39.4 38.6 40.4

担当者 試験者

養   生   方   法

養 生 温 度　（℃）

破 壊 状 況

回　      数

気温による補正値（N/?）

調合強度 　F (N/?)

24

3

質　量　（kg）

最 大 荷 重　（kN）

圧 縮 強 度　（N/?)

平均圧縮強度　（N/?)

細骨
材率
ｓ/a

単位量（㎏/?）

　　　　　　　①室温　　　 　(℃)　　　　　②湿度　　 　 (％)　　 　　　③水温　　  　(℃)

　コンクリート設計基準強度　　Fo(N/?) 0

　構造体に対する補正値　 　ΔF（N/?）

コ ン ク リ ー ト 圧 縮 強 度 試 験 成 績

　　　　　　平成　　17年　　9月　　28日　　　水曜日

　　　　　　平成　　17年　　8月　　31日

供  試  体  番  号

27

粗骨材
の最大
寸法　示　方　配　合

スラン
プの範

囲

空気量
の範囲

水セメ
ント比
W/C

現場水中養生 現場水中養生

39.3 39.4 39.4

材      　齢　（日） 28 28 28

　　　　　独立行政法人　国立高等専門学校機構
　　　　　舞鶴工業高等専門学校　建設システム工学科
　　　　　　　　　　　　　　　　舞鶴市字白屋234番地

摘　　　要

1回目 2回目 3回目

平 均 直 径　（cm）

平 均 高 さ　（cm）

実 測 ス ラ ン プ　（cm） 17.5 18.0 19.0

現場水中養生
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また，特許アドバイザーを地域共同テクノセンターへ派遣している。さらに，地域連携の一環として

受託試験（コンクリート圧縮強度試験及び鉄筋引っ張り試験）を実施している。コンクリート圧縮試

験結果の報告例を資料A－１－①－27に示す。 

 

(4) 図書館 

 図書館では研究支援の一環として各種データベースへのアクセスサービスを提供している。教職員

は図書館のコンピュータだけでなく個人のコンピュータからもサービスを利用することが可能である。

平成18年度のコンテンツを資料A－１－①－28に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 研究体制については，学術・技術研究を推進するための施設・設備及び研究成果を発信する場が整

備され機能しており，研究基盤は充実している。また，地域共同テクノセンターを設置し，連携部会

と研究特許推進部会が中心となって技術相談の実施や産官学連携活動の推進を図っている。さらに，

特許取得を推進するため，特許アドバイザーを設置するとともに，特許講演会を開催している。その

他にも，教員の研究シーズ集の作成・公表，京都・まいづる立命館地域創造機構(MIREC)との学術交

流協定締結等を行っており，学外機関との連携体制も充実している。一方，支援体制については，内

地及び在外研究員制度，重点研究経費・校長裁量経費等の財政支援，事務部による事務処理等の人的

支援及び図書館によるデータベースサービスが整備され，機能している。また，教育研究支援センタ

ーは特許取得や受託試験等に対応した技術的な支援体制を有している。 

 以上のように，研究の実施やそれを支援するための体制が十分に整備され，機能している。 

 

 

資料A－１－①－28 

図書館の研究支援サービス 

サーバ設置元 データベース名 内  容 

KANON（旧新外国雑誌目次デ

ータベース(SwetsScan)） 

約16,000誌の外国雑誌の目次情報を収

録 

長岡科学技術大学

図書館 サイエンス・ダイレクト(SD)

コンソーシアム 

エルゼビアが発行する 1,700 以上の科

学・技術・医学・社会科学分野のジャ

ーナルに加えて，エルゼビア以外の協

力出版社のジャーナルも搭載 

Genii（ジーニイ）学術コン

テンツ・ポータルサイト 

広範囲の分野の文献検索，学術情報な

どが検索可能 
国立情報学研究所 

CiNii（論文情報ナビゲー

タ） 

国内の学協会が発行する学術雑誌の本

文を見ることが可能 

科学技術振興機構 JDream 

科学技術振興機構（ＪＳＴ）が作成し

た科学技術や医学などの文献情報検索

システム 

 

（出典 図書館ウェブページ） 
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 観点A－１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

 

（観点に係る状況） 

＜地域との連携・協力・貢献＞ 

(1) 連携・協力・貢献 

 平成17年度の校長裁量経費による研究11件中５件は舞鶴及びその周辺地域を対象としたもの（資料

A－１－②－１）で，その成果は有効に活用されることが期待できる。また，教員が京都・まいづる

立命館地域創造機構(MIREC)に運営委員や研究員として参画し，産官学連携，地域連携活動の推進に

貢献している。特に，MIRECプロジェクトでの阿蘇海(宮津市)底質浄化の研究は本校が主体的に行っ

たものであり，その成果が注目されている。また，地域共同テクノセンターは「国際フロンティア産

業メッセ2005」，「全国高専テクノフォーラム」及び「産学官連携ビジネスショウ」に参加し，広域的

な活動を行っている（資料A－１－①－13～15）。 

 

 

(2) 技術相談 

 地域共同テクノセンターでは，地域の産業界において解決が迫られている問題や疑問点など様々な

技術相談を受け入れる体制が整備されており，それらが機能している。同センターの産官学連携制度

の概要を資料A－１－②－２に，過去５年の技術相談件数の推移を資料A－１－②－３に示す。 

 

(3) 受託試験 

 教育研究支援センターで受け入れているコンクリートの圧縮強度試験は，地域連携の一環として行

われているものであり，その状況を資料A－１－②－４に示す。また，地域連携としての成果を外部

に公表している（資料A－１－②－５）。 

 

＜外部資金の導入＞ 

 日本学術振興会の科学研究費に毎年全教員の４～５割が申請している。主な申請研究種目は基盤研

究と若手研究であり全体の８～９割を占める。継続分も含めた過去５年間の採択率は約35％であり，

獲得資金は約500万円～1600万円の範囲で推移している（資料A－１－②－６）。平成17年度の近畿地

区６高専の採択件数と配分額を資料A－１－②－７に示す。なお，「学術研究」を対象とする科学研究 

資料A－１－②－１ 

舞鶴地域を対象とした研究（平成17年度校長裁量経費） 

番号 研 究 課 題 

１ 閉鎖性水域の環境浄化技術 

２ 地域連携における共同研究の充実と研究成果発表に関する事業 

３ 舞鶴湾周辺域をフィールドとした環境分析研究と教育 

４ 舞鶴市水素エネルギーモデル都市計画の準備検討会 

５ 閉鎖性水域の環境浄化技術の開発 

 

（出典 会計課資料） 
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資料A－１－②－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 地域共同テクノセンターウェブページ） 

 

資料A－１－②－４ 

受託試験の状況 

 

（出典 教育研究支援センター資料） 

 年 度 13 14 15 16 17 

依頼件数 264 90 90 161 82 コンクリート

圧縮試験 試験本数 792 270 270 495 244 

依頼件数    4 3 鋼材引っ張り

試験 試験本数    12 9 

資料A－１－②－３ 

技術相談件数の状況 

年 度 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 

相談件数 30 35 35 38 28 

 

（出典 創立 40 周年誌，庶務課資料） 
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資料A－１－②－５ 

 

 

（出典 平成17年度工学・工業教育研究講演会講演論文集） 
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資料A－１－②－６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課資料） 

 

費補助金の位置付けから，採択された課題（資料A－１－②－８）はいずれも申請者の専門分野に基

づくものであり，得られた成果は学術の進展だけでなく本校の教育内容にも反映されることが期待で

きる。その他の外部資金として，過去５年間の民間等との共同研究，受託研究及び奨学寄付金の実績

を資料A－１－②－９に示す。 

 

＜研究成果の公表＞ 

 研究活動によって得られた成果は，舞鶴高専年報第３号（資料A－１－②－10及び11）に示されて

いるとおり，学会等の発表や論文を通じて外部に公表され，評価を受けている。全体の約半数が学会

発表であるが，査読付き論文と国際会議論文の合計数は全体の約１/３を占める。研究成果を公表す

ることは更なる研究の活性化に繋がるとともに，科学研究費等の外部資金への申請，採択への足がか

りにもなる重要事項であるといえる。 

 研究成果の教育への還元については，学術研究や学外との共同研究等の一部が卒業研究や特別研究

として行われており，その成果は学外での発表や学会発表論文となっている（資料A－１－②－12）。 

 

＜特許の出願・取得状況＞ 

 過去３年間に出願・取得された特許件数を資料A－１－②－13に示す。多くは企業に帰属したもの

であるが，校長裁量経費の補助を受けて行われた研究を平成16年度に特許出願している。 

 

研 究 種 目   審査区分
新規
申請 採択金額

新規
申請 採択金額

新規
申請 採択金額

新規
申請 採択金額

新規
申請 採択金額

新規
申請 採択金額

件 千円 件 千円 件 千円 件 千円 件 千円 件 千円

特定領域研究

基盤研究(Ｓ)

基盤研究(Ａ)一般

基盤研究(Ａ)国際学術

基盤研究(Ｂ)一般 3 0 0 2 0 0 3 0 0 1 0 0 1

基盤研究(Ｂ)国際学術

基盤研究(Ｃ) 19 7 (2) 10,500 12 8 (5) 9,300 18 5 (1) 3,900 23 8 (2) 13,500 21 8 (1) 6,500 17

基盤研究(Ｃ)企画調査 1 0 0 1

萌芽研究 1 0 0 2 0 0 1 0 0 1 0 0 2

若手研究(Ａ)

若手研究(Ｂ) 6 2 4,900 4 3 (2) 2,000 6 2 (1) 1,900 4 1 (1) 500 4

奨励研究(Ａ) 8 1 1,800

奨励研究(Ｂ) 2 2 480

奨励研究 1 1 240 1 0 0 1 1 740 1 0 0

計 32 10 (2) 12,780 22 11 14,440 28 8 (3) 5,900 32 11 16,140 28 9 7,000 25 0 0

科　学　研　究　費　補　助　金　採　択　状　況

採　択

件
採択

件
採　択

件
採　択

件

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度平成１３年度 平成１４年度

採　択 採　択

件 件

採択金額欄の（　）内は継続採択分で内数
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資料A－１－②－７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 日本学術振興会ウェブページ） 

 

 

資料A－１－②－８ 

 

平成 17 年度科学研究費補助金採択課題 

研究種目 氏  名 研  究  課  題 

基盤研究(C) 吉永 進一 平井金三における明治仏教の国際化に関する宗教史・文化史的研究

基盤研究(C) 村上美登志 仏教伝承芸能「仏舞」における国際文化比較研究 

基盤研究(C) 高田 晄男 環境調和の非鉛系超微小はんだ試験片のクリープ強度評価法の開発

基盤研究(C) 天野 耀鴻 高効率風力発電のための同期リラクタンス型発電機の開発と LPV ベ

クトル制御 

基盤研究(C) 奥村 幸彦 加圧下における石炭の水素ガス化機構の解明 

基盤研究(C) 森尾  敏 強震時における表面波寄与率の定量的評価法に関する研究 

基盤研究(C) 高谷 富也 海底パイプラインの耐波・耐震安定性評価に関する研究 

基盤研究(C) 三輪  浩 非定常な流量と土砂供給条件による水みちの変動と砂粒子の分級効

果に関する研究 

若手研究(B) 川田 昌克 ディスクリプタ表現を利用した多目的ゲインスケジューリングと実

システムへの応用 

 

（出典 庶務課資料） 

 

 

資料A－１－②－９ 

 

 

 

 

 

 

（出典 会計課資料，創立40周年記念誌） 

（千円）
年　度
区　分 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

共同研究 0 0 0 0 0 0 1 147 0 0
受託研究 1 605 6 3,600 2 605 1 300 1 300
奨学寄付金 14 12,300 15 13,550 11 9,400 13 12,940 11 19,210

13 14

共同研究，受託研究の実施状況および奨学寄付金の受入状況

15 16 17

平成１７年度科学研究費補助金　機関別採択件数・配分額一覧（新規採択分＋継続分）
(金額単位：円）

配分額 配分額 配分額
（直接経費） （間接経費） （合　計）

舞鶴工業高等専門学校 9 7,000,000 0 7,000,000
大阪府立工業高等専門学校 3 1,600,000 0 1,600,000
明石工業高等専門学校 7 7,600,000 0 7,600,000
神戸市立工業高等専門学校 9 14,400,000 0 14,400,000
奈良工業高等専門学校 9 9,100,000 0 9,100,000
和歌山工業高等専門学校 6 7,500,000 0 7,500,000

機　関　名 採択件数
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資料A－１－②－11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 舞鶴高専年報第３号（一部抜粋）） 

資料A－１－②－10 

研究成果発表状況（平成 17 年度，特許は過年度未掲載分を含む） 

区  分 査読論文 著書 国際会議 学会発表 特許 その他 計 

人文科学部門 5 4  11  7 27 

自然科学部門 2 1 2 2  1 8 

機械工学科 11 1 8 13 2 2 37 

電気情報工学科 3  4 24  2 34 

電子制御工学科 2  2 14(+2) 1 1 21(+2) 

建設ｼｽﾃﾑ工学科 8(+1) 2 11 24(+2)  9(+6) 52(+9) 

教育研究支援センター 1      1 

合  計 32(+1) 8 27 88(+4) 3 22(+6) 180(+11)

（＋数字）は他学科との共著者を外数で示す。 

（出典 舞鶴高専年報第３号） 
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資料A－１－②－12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：舞鶴高専年報第２号，第３号） 

資料A－１－②－13 

特許件数（出願，公開を含む） 

年 度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 

件 数 ４ ３ ３ 

 

（出典 庶務課資料） 

年度 所　属 題　　　　目 論文誌名，学会名等

建設・生産
フライアッシュを用いた新しいセメン
ト系混合物の開発

土木学会関西支部年次学術講演会講演
概要集，Ⅴ-27，2004．

建設・生産
バイブレータの負荷によるコンクリー
トの締固め過程の把握

土木学会関西支部年次学術講演会講演
概要集，Ⅴ-28，2004．

電気・制御
PICを用いた太陽電池におけるMPPT制御
装置の開発

パワーエレクトロニクス学会創設記念
大会講演予稿集，p.25，2004．

電気・制御
燃焼炎ダイヤモンド膜の誘電正接熱処
理温度依存性

平成16年電気関係学会関西支部連合大
会，G7-11，p.G174，2004．

電気・制御
燃焼炎ダイヤモンド膜の誘電特性に及
ぼす合成条件の影響

平成16年電気関係学会関西支部連合大
会，G7-12，p.G175，2004．

電気・制御
三次元有限要素法による三相型両サイ
ドＤＣ回転機の電磁界解析とその設計

舞鶴工業高等専門学校紀要，Vol.40，
pp.47-50，2005．

電気・制御
ニューラルネットを用いた同期リラク
タンスモータの適応制御

舞鶴工業高等専門学校紀要，Vol.40，
pp.51-55，2005．

電気・制御
カラー画像による人物挙動解析に関す
る研究

電子情報通信学会総合全国大会論文
集，D-SP-70，2005．

電気・制御 撮影画像の人物の照合監視システム
電子情報通信学会総合全国大会論文
集，D-SP-43，2005．

電気・制御
燃焼炎ダイヤモンド膜の電気特性に及
ぼす熱処理温度の影響

電子情報通信学会2005年総合大会，C-
6-1，p.8，2005．

建設・生産
フライアッシュを用いたセメント系混
合物の基礎的検討

土木学会関西支部年次学術講演会講演
概要集，Ⅴ-13，2005．

建設・生産 鉄筋加振法による付着強度への影響
土木学会関西支部年次学術講演会講演
概要集，Ⅴ-40，2005．

建設・生産
鳴き砂の土粒子形状と非排水単純せん
断特性について

平成17年度土木学会関西支部年次学術
講演会講演概要集，Ⅲ-25，2005．

建設・生産 舞鶴市の液状化危険度マップの作成
平成17年度土木学会関西支部年次学術
講演会講演概要集，Ⅲ-41，2005．

電気・制御
ニューラルネットワークを用いた風力
発電系の同定システム

平成17年電気学会産業応用部門大会講
演論文集，II-107/108，2005年9月．

建設・生産
2004年台風23号による由良川水害時の
避難について

第60回土木学会年次学術講演会講演概
要集Ⅱ，pp.133-134，2005．

電気・制御
時間的視差を利用した三次元復元に関
する基礎的研究

平成17年電気関係学会関西支部連合大
会，G14-13，p.G306，2005．

電気・制御
PLL/PWM方式による位置サーボ系のFPGA
実現

第48回自動制御連合講演会CD-ROM予稿
集，発表番号H12，2005．

電気・制御
ＬＭＩに基づく動的anti-windup制御器
の設計

第48回自動制御連合講演会，I2-25，
2005．

電気・制御
年少期の視機能と球技運動能力につい
て

日本人間工学会関西支部大会，B12，
2005．

電気・制御
鉄/Si基板上に堆積した窒化ホウ素炭素
(BCN)薄膜からの電界電子放出特性

第11回高専シンポジウム，B9，2006．

電気・制御
燃焼炎ダイヤモンド膜-Au接合素子の接
触電位差の温度依存性

電子情報通信学会学生会研究発表講演
会，2006．

16

17

専攻科学生の学会等における研究発表実績
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（分析結果とその根拠理由） 

 教員は，学術・技術の進展を教育内容へ即応させるため，また，産官学連携活動の一環として研究

を行っており，その成果を論文，著書，学会発表等で公表，評価を受けている。平成17年度の内部資

金（重点研究経費，校長裁量経費）による研究13件中７件は舞鶴及びその周辺地域を対象としており，

地域の発展に寄与するものである。また，科学研究費等の外部資金の獲得も推進されている。技術相

談，受託試験は活発に実施されており，地域貢献が果たされている。共同研究，受託研究については

より一層の推進が必要であるが，MIRECプロジェクトの一環として行われている阿蘇海底質浄化の研

究はその実用性に高い注目が寄せられており，地域貢献に役立つことが期待できる。また，特許取得

は地域共同テクノセンターが中心となって取り組んでおり，実績も上げられている。なお，平成17年

度に連携部会に設置された専門技術チームの研究については，来年度以降その成果が示されるものと

期待される。さらに，研究の教育への還元については，学術研究や学外との共同研究等の一部が卒業

研究や特別研究の活動として行われており，その成果は学外での発表や学会発表論文となっている。 

 以上のように，本校の研究活動は学術・技術貢献，地域貢献及び社会貢献に対して種々の実績と可

能性を有しており，活動の成果が上がっている。 

 

 観点A－１－③： 研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が整備

され，機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 

(1) 委員会等の体制と活動状況 

 重点研究経費については，校長，主事，部長，課長及び各学科・部門の教員１名で構成される重点

研究推進委員会が担当しており，申請書に基づくヒアリング等を実施，審査・採択を行っている。な

お，研究成果の報告書提出と重点研究発表会での発表が義務づけられている（資料A－１－①－21，

資料A－１－③－1）。さらに，学会等の論文誌や紀要への投稿も強く要請されている。校長裁量経費

については，校長，主事，部長及び会計課長からなる審査会を組織して審査・採択が行われており，

校長のリーダーシップが反映されるようになっている（資料A－１－①－24）。 

 地域共同テクノセンターでは運営委員会を定期的に開催し，業務の進捗状況と今後の対応状況につ

いて議論している。議事録の一部を資料A－１－③－２に示す。また，教員の研究内容を地域の企業

や教員に紹介する場として，情報科学センターが講演会を毎年２回開催している（資料A－１－③－

３）。なお，電気情報工学科では学科独自の研究発表会を開催している（資料A－１－③－４）。 

 

(2) 自己点検・評価，外部評価，参与会等の状況 

 本校は定期的に教育研究や学校運営に関する自己点検・評価を実施し，平成６年及び平成10年に自

己点検評価報告書を公表している。研究に係る部分を一部抜粋し，資料A－１－③－５に示す。また，

平成12年度に外部評価を実施，外部評価報告書を公表している。評価委員の意見書の一部を資料A－

１－③－６に示す。さらに，教育研究上の目的を達成するための基本的な計画や活動状況の自己評価

等の重要事項を審議し，助言及び勧告を行うことを目的として，平成16年７月に外部有識者からなる

参与会を設置し（資料A－１－③－７），平成17年２月に第１回の参与会を開催している（資料A－１

－③－８）。 
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資料A－１－③－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 会計課資料（一部抜粋）） 



舞鶴工業高等専門学校 選択的評価事項 A 

- 466 - 

資料A－１－③－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 地域共同テクノセンター運営委員会資料（一部抜粋）） 
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資料A－１－③－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 情報科学センター運営委員会資料） 
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資料A－１－③－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 電気情報工学科資料） 
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資料A－１－③－５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：舞鶴高専の現状と課題 －21世紀に向けての自己点検・評価報告書－ 平成10年３月） 

（建設システム工学科の項：一部抜粋） 
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資料A－１－③－６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 外部評価報告書 平成13年３月（一部抜粋）） 

 

 

(3) 具体的改善事例等 

 本校では教員の自発的な研究を奨励するため，各種助成の案内や科学研究費獲得のための説明会の

開催（資料A－１－③－９）など研究活動の活性化を図ってきた。また，平成16年度より，紀要掲載

論文は全て査読付き（資料A－１－③－10）とするとともに，紀要第14号（昭和53年度発行）から継

続してきた巻末の外部発表抄録を拡充し，平成16年度から発行している舞鶴高専年報に「研究業績」

として記載，教員の研究に対する意識向上に努めている（資料A－１－②－11）。 
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資料A－１－③－７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 校報第80号） 
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資料A－１－③－８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学校だより「舞鶴高専」第 99 号） 

 

資料A－１－③－９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課資料） 
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資料 A－１－③－10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 広報委員会紀要編集部会資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 内部資金による研究については，その申請から，審査・採択，成果の評価に至る一連の体制が校長

のリーダーシップの下に整備されている。また，地域共同テクノセンターが関与する研究等に関して

はその活動全般を同運営委員会が掌っている。教員は研究成果を積極的に外部に発表し，評価を受け

ているが，平成15年度より発行している舞鶴高専年報に「研究業績」として記載することにより，教

員の研究に対する意識向上にも努めている。また，紀要は平成16年度より査読付き論文集となり，質

の向上を図る体制が整えられている。さらに，自己点検・評価，外部有識者による点検・評価及び参

与会による助言・勧告を通して研究活動に対する実施状況や問題点の把握に努めている。 

 以上のように，本校では研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための一連の

体制が整備され，機能している。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点） 

・研究に対する内部資金の運用体制が整備され，これによる地域密着型の研究が進められており，地

域貢献にもつながっている。 

・阿蘇海底質浄化研究には高い注目が寄せられており，地域への貢献だけでなく特許取得にもつなが

っている。 

・地域共同テクノセンターが中心となって研究シーズ集を作成，近畿地区の高専では唯一近畿経済産

業局を通して公表している。 

・地域共同テクノセンターに研究特許推進部会を設置するととともに，特許アドバイザーを設け，知

的財産としての特許取得を推進する体制を整えている。 

・参与会を設置し，外部有識者からの助言や勧告を受ける体制を整えている。 

 

（改善を要する点） 

・地域共同テクノセンターは産官学連携の窓口であり，共同研究，受託研究等の実施体制は整備され

ているが，実績が乏しく課題を残している。 

 

（３）選択的評価事項Aの自己評価の概要 

 本校の研究は，その目的を学術・技術貢献，地域貢献及び社会貢献に置き，これらを達成するため

の活動を精力的に行っている。研究体制については，学科・部門の専門性を反映した教員配置が行わ

れており，研究に必要な施設・設備等は学校施設の他，学科・部門単位で整備されている。また，地

域連携活動の推進母体として地域共同テクノセンターを設置，連携部会と研究特許推進部会が中心と

なって技術相談や産官学連携研究の実施，特許取得等の推進を図っている。支援体制については，内

部資金による財政面の支援を行うとともに，科学研究費等の外部資金の獲得も奨励している。また，

教育研究支援センターや庶務課，会計課が技術面及び事務処理面での支援に当たっている。特に，特

許取得に関しては特許アドバイザーを設け，支援体制を充実させている。このように，研究の実施や

それを支援するための体制が整備され，機能している。 

 教員は研究成果を論文，著書，学会発表等によって公表し，客観的な評価を受けるとともに，学外
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講演，講習会等を通して社会にも還元している。また，内部資金による研究もその成果が公表されて

いるが，特に，平成17年度の研究テーマは舞鶴地域を対象としたものが過半数を占め，地域発展への

寄与が期待される。さらに，産官学連携研究として行われている阿蘇海底質浄化の研究には高い注目

が寄せられており，特許取得にもつながっている。地域共同テクノセンターにおける技術相談や教育

研究支援センターでの受託試験は活発であり，この点でも地域貢献が果たされている。研究の教育へ

の還元については，学術研究や共同研究等の一部が卒業研究や特別研究として行われており，その成

果は学会等で発表されている。以上のように，本校の研究活動は教育貢献，学術・技術貢献，地域貢

献及び社会貢献に寄与しており，活動の成果は上がっている。 

 最後に，内部資金による研究は，申請から成果の評価までの体制が校長のリーダーシップの下に整

備され，また，地域共同テクノセンターが関与する研究等はその活動全般を同運営委員会が掌ってい

る。さらに，自己点検評価に加えて外部有識者による点検評価も実施しており，研究活動の実施状況

や問題点を把握，改善を図っていくための一連の体制が整備され，機能している。 

 

（４）目的の達成状況の判断 

 目的の達成状況が良好である。 
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選択的評価事項 B 

正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

 

（１） 観点ごとの分析 

観点 B－１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学生

以外に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 

 

（観点にかかる状況） 

 本校の主たる業務は，教養教育と工業に関する専門教育であるが，これらを円滑に行い学生に対し

良好な学習環境を維持していくためには，地域社会からの理解と支援が必要である。また，高齢化社

会における生涯学習，わが国の技術立国の根幹を揺るがす青少年の理数系離れなどの社会問題は，高

等専門学校として決して対応不可能なものではない。 そこで本校の使命である「北近畿地域の教育，

文化の基盤を支えること」に基づいて，本校の資源を開放することによる地域社会への貢献を目的

として，本校では正規課程の学生以外に対する教育サービスを行っている。本校が実施している正規

課程の学生以外に対する教育サービスは，聴講生，科目履修生および研究生の受入れ，公開講座の開

催，設備・施設の開放である。 

本校では，聴講生，科目履修生および研究生に関する規則が定められている（資料 B－１―①－１，

資料 B－１―①－２，資料 B－１―①－３）。平成 17 年度は，聴講生１名を受け入れた。 

 

 

 

資料 B－１―①－１

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集）
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資料 B－１―①－２

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集）

 

資料 B－１―①－３

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集）
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また，各学科，各部門および各委員会において，小中学生および社会人を対象とした公開講座が毎年

企画・実施されている。これらの公開講座の開催に際しては，本校のウェブページに公開講座の募集

を掲載し（資料 B－１―①－４），必要に応じてポスターを作成（資料 B－１―①－５）するなどして

広報活動を行っている。平成 17 年度は 10 テーマの公開講座が実施された（資料 B－１―①－６）。ま

た，毎年オープンカレッジが企画・実施され，学校紹介と共に体験学習が実施されている。オープン

カレッジは中学校訪問において，生徒に資料（資料 B－１―①－７）を配布するなど参加人数の確保

に努めている。 

 

資料 B－１―①－４

 

公開講座募集のウェブページ 

 

（出典 舞鶴高専ウェブページ）

資料 B－１―①－５

 

公開講座ポスター 

（出典 電子制御工学科資料）
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資料 B－１－①－６

 

平成 17 年度 公開講座 

講  座  名 講 師 名 開 講 期 日 開講時間 受講対象者 
 募集 

 人数 

 受講

 者数

動かそう！ 

きみにもできるロボットづくり 

生水 雅之 

鈴木 立人 

６/１１,１８ 

 (各 1回) 

10:00～

16:00 
中学生 

各15

名 
29名

実用パソコン講座 

「表計算の講習」 

大嶋  毅 

奥村 幸彦 

金森  満 

川田 昌克 

仲川  力 

町田 秀和 

西岡 勝博 

和田  優 

野間 正泰 

６/１３～２２ 

月・水・金 

(５回) 

19:00～ 

21:00 
一般社会人 16名 8名 

遊んで学ぼう！ネットワーク 

北原 紀之 

新池 一弘 

片山 英昭 

舩木 英岳 

長谷川真司 

７/２３ 
10:00～ 

  12:30 
小４～小６ 20名 4名 

作って回そう“針金モータ” 

平地 克也 

中川 重康 

東田 剛志 

竹澤 智樹 

山田  博 

７/２３ 
13:30～ 

  16:00 
小４～小６ 20名 9名 

中学生のための環境講座第１回 

～川の汚れを調べる～ 
四蔵 茂雄 ７/２５ 

13:00～ 

 16:00 
中学生 10名 2名 

つくってみよう！移動ロボット 

金森  満 

西岡 勝博 

町田 秀和 

仲川  力 

和田  優 

大嶋  毅 

野間 正泰 

天野 耀鴻 

奥村 幸彦 

川田 昌克 

８/２５，２６ 

(各1回) 

10:00～ 

16:00 
小６～中３ 

各 

20 

名 

35名

親子で楽しく 

デジカメ写真を加工しよう 

―Ｔシャツ，カレンダー― 

片山 英昭 

長谷川真司 

丸山 兼泰 

仲川  力 

鈴木 立人 

町田 秀和 

８/２８ 
13:00～ 

  16:00 

親子 

(小中学生) 
10組 3組 

親子で作ろう 

自分だけのストラップ 

寺田 英毅 

石井 貴弘 

能勢 嘉朗 

川勝 邦夫 

１０/２ 
10:00～ 

16:00 

親子 

(小５～中３) 
10組 6組 

（出典 庶務課資料）
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 資料 B－１―①－７

 

 

（出典 学生課資料）
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本校では，教育サービスの一環として図書館の一般開放が行われている。図書館の一般開放は，舞

鶴工業高等専門学校図書館利用規程（資料 B－１―①－８）に則って実施され，図書館施設の利用だ

けでなく一般利用者に対して蔵書の貸し出しも行っている。 また，平日は午後 10 時まで開館してお

り，社会人の利用に配慮している。 

 

資料 B－１―①－８

 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集）

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校では，正規課程の学生以外に対して，聴講生，科目履修生，研究生の受け入れ，公開講座の開 

催および図書館の開放など幅広い教育サービスを毎年計画的に実施している。 
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観点Ｂ－１－②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっているか。

また，改善のシステムがあり，機能しているか。 

 

（観点にかかる状況） 

聴講生，科目履修生および研究生の受入実績を資料 B－１―②－１に示す。 

 

資料 B－１―②－１

 

聴講生，科目履修生および研究生の受入れ実績 

種別 年度（人数） 

聴講生 Ｈ14(１人)，Ｈ15(１人)，Ｈ17(１人) 

科目履修生 Ｈ14(２人) 

研究生 Ｈ6(１人)，Ｈ13(１人) 

（出典 学生課資料）

 

公開講座においては，資料 B－１―①－６に示すように，８テーマ開催し、正規課程の学生以外の

サービスの提供に努めている。オープンカレッジは，入試委員会の下に設置されたオープンカレッジ

連絡会において実施後，当日の参加状況（資料 B－１―②―２）やアンケートの集計結果（資料 B－１

―②－３）をもとに反省会が行われている（資料 B－１―②－４）。その他の公開講座においても，実

施後に各学科・部門，各委員会において反省会が行われ，改善を行っている。 

資料 B－１―②－２

（出典 学生課資料）

                               平成１７年度オープンカレッジ参加者数
Ｈ１７.７.30確定

     月日

 区分  機  械  電  気  制  御  建  設    計  機  械  電  気  制  御  建  設    計  機  械  電  気  制  御  建  設    計

 生  男子 33 39 42 16 130 64 37 71 24 196 97 76 113 40 326

(33) (35) (33) (14) (115) (54) (43) (33) (12) (142) (87) (78) (66) (26) (257)

 徒  女子 0 4 1 8 13 1 3 6 10 20 1 7 7 18 33

(7) (5) (4) (7) (23) (2) (4) (7) (9) (22) (9) (9) (11) (16) (45)

 数   計 33 43 43 24 143 65 40 77 34 216 98 83 120 58 359

(40) (40) (37) (21) (138) (56) (47) (40) (21) (164) (96) (87) (77) (42) (302)

 保護者数 22 29 28 16 95 68 36 70 38 212 90 65 98 54 307

(26) (26) (25) (11) (88) (58) (45) (42) (18) (163) (84) (71) (67) (29) (251)

 小計 55 72 71 40 238 133 76 147 72 428 188 148 218 112 666

(66) (66) (62) (32) (226) (114) (92) (82) (39) (327) (180) (158) (144) (71) (553)

 引率教諭 2 3 5

(2) (4) (6)

 合計 55 72 71 40 240 133 76 147 72 431 188 148 218 112 671

(66) (66) (62) (32) (228) (114) (92) (82) (39) (331) (180) (158) (144) (71) (559)

 ※(  )内は平成１６年度

７月２９日(金) ７月３０日(土) 合計
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資料 B－１―②－３

 

オープンカレッジアンケート集計結果 

 

（出典 学生課資料）

資料 B－１―②－４

 

オープンカレッジ連絡会議事概要 

 

（出典 学生課資料）

 

資料 B－１―②－５に図書館一般開放利用者申請状況を示す。 一般開放利用者申請は，申請者から

の利用辞退の申し出がない限り次年度以降に自動継続されるので， 平成 17 年度の申請者は２人と少

ないが，自動継続者を含めると 70 名の利用者がいることとなる。 

 

資料 B－１―②－５

 

図書館一般開放利用者申請状況 

年度 ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ 

利用申 

請者数 
１２ １１ １６ ７ ５ ９ ８ ０ ２ 

累積登 

録者数 
１２ ２３ ３９ ４６ ５１ ６０ ６８ ６８ ７０ 

（出典 庶務課資料）
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（分析結果とその理由）  

聴講生，科目履修生および研究生を受け入れ，一般市民を対象とした公開講座のいずれにおいても

地域の人口規模からは成果が上がっていると判断できる。公開講座においては，講座単位でアンケー

ト調査が行われており，この結果を基に次回の計画の検討・改善がなされている。従って，改善のシ

ステムがあり，機能している。 

 

（２） 優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点） 

聴講生， 科目履修生および研究生に関しては制度的に完備され， 実績もあり有効に運用されてい

る。公開講座は，小中学生から一般市民を対象にした幅広い内容のものとなっており，終了後のアン

ケートからもおおむね好評である。また，アンケート結果は，次回の公開講座の内容の見直しやテー

マの選定に役立っている。さらに，講座終了後には，担当者で反省会が行われ，公開講座の改善がな

されている。 

 

（改善を要する点） 

聴講生，研究生については，より多くの学生を受け入れるための広報活動が必要である。公開講座

のテーマによっては，募集人数に満たないものがあるので，アンケート結果分析および地域のニーズ

調査を通じてテーマの選定や実施方法について検討・改善を行う必要がある。 

 

（３） 選択的評価事項 Bの自己評価の概要 

本校では，本校の使命である「北近畿地域の教育，文化の基盤を支えること」に基づいて，正

規課程の学生以外に対する教育サービスとして，聴講生，科目履修生および研究生の受け入れ，公開

講座の開催，設備・施設の開放を行っている。聴講生，科目履修生および研究生の受入実績は多くは

ないが，制度的には完備しており，機能している。 

また，図書館の一般開放が行われており，平日夜間の社会人の利用に配慮している。 

公開講座においては，幅広いメニューを用意し多くの受講者を得ており，受講者の満足度は高く成

果は上がっている。また，アンケートの実施やその結果に基づいた検討改善が行われており，改善シ

ステムが機能している。 

 

（４） 目的の達成状況の判断 

目的の達成状況が良好である。 
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